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1905年-12:00|ｳｫﾘｽ･ﾌﾂﾅ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ保護領ｳｫﾘｽ･ﾌﾂﾅ諸島ｼｶﾞｰｳﾞ王｢Savelio Keletaona｣(~1908年)
1905年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ﾚﾝﾊﾞｳ統治者(ｳﾝﾀﾞﾝ･ﾙｱｸ･ﾚﾝﾊﾞｳ)｢ﾀﾞﾄｩｸ･ﾚﾗ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｽﾙﾝ･ﾋﾞﾝ･ﾐｱ｣(~1922年没)
1905年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝｶﾗﾝ君主｢Suryanegara｣(~1918年)
1905年-07:00|ﾀｲ|  |||<就任>ﾒｰ･ﾎﾝ･ｿﾝ国主(ﾊﾟﾙﾀｻｸﾃｨ)｢ﾊﾟﾔ･ﾌｨｻﾝ･ﾎﾝ･ｿﾝ･ﾌﾞﾘ｣(~1941年)
1905年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ精神的支配者･国家元首｢ｼﾞｸﾞﾐ･ﾄﾞﾙｼﾞ｣(~19311111没)
1905年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｷｼｬﾝｶﾞﾙ国摂政｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣(~12.11)
1905年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｿ国統治者(ﾃﾞｭﾜﾝ)｢ｷﾞﾙﾜｰﾙ･ｼﾝ｣(~1915年)
1905年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾏｸﾗﾝ統治者(ﾅｾﾞﾑ)｢ﾒﾌﾙ･ｱｯﾗｰ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｶｰﾝ2世｣(~1917年)
1905年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ帝国ﾄﾙｷｽﾀﾝ総督｢ﾃﾞｱﾝ･ｽﾎﾞﾃｨｯﾁ｣(~1906年)
1905年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ主席大臣｢ｻﾙﾀﾞｰﾙ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｸﾄﾞｩｽ･ｶｰﾝ｣(~1916年)
1905年-03:00|ﾏﾖｯﾄ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾖｯﾄ植民地総督｢ｼﾞｬﾝ･ｵｰｷﾞｭｽﾄ･ｶﾞｽﾄﾝ･ｼﾞｮﾘｴ｣(~1906年)
1905年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾐﾄﾏ統治者｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｱｼﾞｽﾞ･ﾌﾞﾙﾜﾀﾞ｣
1905年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｵﾃﾞｯｻ臨時総督｢Konstantin Adamovich Karangozov｣(~1906年)
1905年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾊﾘｺﾌ臨時総督｢Konstantin Sokratovich Starynkevich｣(~1906年)
1905年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>19代ﾒﾃﾞｨﾅ=ｼﾄﾞﾆｱ公｢ﾎｾ･ﾎｱｷﾝ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾄﾚﾄﾞ･ｲ･ｶｰﾛ｣(~19150609死去)先代の
  子
1905年-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｵﾖ王国ﾗﾜﾆ･ｱｺﾞﾉﾔ,ｵｰﾊﾞ(~1911年)
1905年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾝﾄﾝ(南ﾌﾞﾝﾄﾞｩ)首長｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｼｰｶﾞ･ｼ｣(~1917年)
1905年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾝﾄﾝ(北ﾌﾞﾝﾄﾞｩ内)首長｢ｳｫﾊﾟ･ﾎﾞｶﾙ･ｼ｣(~1921年)
1905年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾞｱｿ統治者(ﾌｧﾝｶﾏﾗ)｢ｷﾀ･ﾃﾞﾝﾊﾞ･ｼﾞｬｰﾛ｣｢ｻｼﾞｮ･ﾀﾞﾝﾊﾞﾗ･ｼﾞｬｰﾛ｣(~?)
1905年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ﾃﾑﾈ王国統治者(ﾊﾞｲｽ)｢ﾊﾞｲ･ﾌﾞﾚﾁ｣(2回目~1908年)
1905年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<制定>ﾌﾗﾝｽ保護領ﾀｶﾞﾆｯﾄ
1905年 04:00|ｱﾝｷﾞﾗ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｱﾝｷﾞﾗ治安判事｢G.B. Mason｣(~1906年)
1905年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ管理者｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ･ﾔﾝｸﾞ｣(1913年から代行~1914年3
  月)
1905年1月-13:00|ﾄﾝｶﾞ|  |||<就任>ﾄﾝｶﾞ王国首相｢ｼｬｵｼ･ﾄｩｲ･ﾍﾟﾚﾊｹ｣(~同月)無所属⇒｢ｼｵｰﾈ･ﾄｩﾎﾟｳ･ﾏﾃｱｲｱｵｰﾅ｣(~1
  9120930)無所属
1905年1月-09:00|日本|  ||明治38年|<刊行>正岡子規著｢仰臥漫録｣
1905年1月-09:00|日本|  ||明治38年|<掲載>白秋,詩｢全都覚醒賦｣(｢早稲田学報｣懸賞応募･1等作品)
1905年1月-09:00|日本|  ||明治36年|<死去>伯爵(公家)三条家分家｢姉小路公義｣⇒養子｢姉小路公政｣が襲爵(⇒
  19470503､廃止)
1905年1月-09:00|日本|  ||明治38年|<連載開始>夏目漱石｢吾輩は猫である｣を｢ﾎﾄﾄｷﾞｽ｣に
1905年1月-09:00|日本|関西大学|明治38年|関西法律学校が関西大学に改称
1905年1月-09:00|日本|山形県東置賜郡高畠町|明治38年|<改称>山形県東置賜郡高畑町→高畠町
1905年1月-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||南ｱﾌﾘｶでﾙｲ･ﾎﾟﾀらが人民党を結成
1905年1月-01:00|中央ｱﾌﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾊﾞﾝｷﾞ･ﾁｬﾘ総督代行｢ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾙｲ･ｷｭﾛｰ｣(~8.22)
1905年1月-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾀﾞﾙﾏﾁｱ自治領総督｢ﾆｺﾗｳｽ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ﾅﾙﾃﾞｯﾘ｣(19060126まで代行~1
  9111009)
1905年1月1日-09:00|日本|  ||明治38年|<創刊>月刊雑誌｢讃岐人｣
1905年1月1日-09:00|日本|  ||明治38年|久栄堂(大阪)創業(千葉徳松).習字帖･浄瑠璃本などを出版
1905年1月1日-09:00|日本|  ||明治38年|詩歌集:恋衣(本郷書院)山川登美子･与謝野晶子･茅野雅子合著
1905年1月1日-09:00|日本|  ||明治38年|女子文壇社創業(野口竹次郎)投稿雑誌｢女子文壇｣創刊
1905年1月1日-09:00|日本|  ||明治38年|川越電気鉄道石炭火力発電所操業開始(埼玉県初の火力発電所)
1905年1月1日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第011号｢塩専売ﾉ準備ﾆ関ｽﾙ職員ﾉ件｣,明治38年勅令第012
  号｢塩専売ﾉ準備ﾆ要ｽﾙ建築事務ﾆ関ｽﾙ職員ﾉ件｣公布
1905年1月1日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年法律第001号｢非常特別税法中改正法律｣,明治38年法律第003
  号｢酒造税法中改正法律｣,明治38年法律第004号｢酒精及酒精含有飲料税法中改正法律｣,明治38年法律第005号｢
  麦酒税法中改正法律｣,明治38年法律第006号｢沖縄県酒類出港税則中改正法律｣,明治38年法律第007号｢酒母､醪
  及麹取締法｣公布施行,明治38年法律第008号｢酒造組合法｣,明治38年勅令第001号｢非常特別税法施行規則中改
  正追加ﾉ件｣,明治38年勅令第003号｢酒造税法施行規則中改正加除ﾉ件｣,明治38年勅令第004号｢酒精及酒精含有
  飲料税法施行規則中改正加除ﾉ件｣,明治38年勅令第005号｢麦酒税法施行規則中改正加除ﾉ件｣,明治38年勅令第0
  06号｢醤油税則施行規則中改正追加ﾉ件｣,明治38年勅令第007号｢酒母､醪及麹取締法施行規則｣,明治38年勅令第
  008号｢酒造組合法施行規則｣,明治38年勅令第009号｢間接国税犯則者処分法施行規則中改正削除ﾉ件｣,明治38年
  勅令第010号｢塩専売法第四十五条ﾆ依ﾙ塩製造ﾉ許可ﾆ関ｽﾙ件｣,明治38年勅令第013号｢非常特別税法中砂糖消費
  税､輸入税及織物消費税ﾆ関ｽﾙ規定ｦ台港ﾆ施行ｽﾙﾉ件｣各公布施行
1905年1月1日-09:00|日本|江別町営石狩川線|明治38年|江別村営石狩川線[江別駅-石狩川堤防]0.4km開業
1905年1月1日-09:00|日本|JR西日本片町線|明治38年|関西鉄道支線[放出-片町]旅客営業再開→[桜ﾉ宮-新木津]
  [放出-片町]
1905年1月1日-09:00|韓国|鮮鉄京釜本線||京釜鉄道[草梁-釜山鎮(1915~21移設)-亀浦-勿禁-院堂-三浪津-密陽-
  楡川-清道-慶山-大邱-新洞-倭館-若木-金烏山-金泉-秋風嶺-黄澗-弥勒(1906~9廃止)-永同-深川-伊院(1919移
  設)-沃川-増若-大田-坪村(1906~7廃止)-新灘津-馬尾浦(1906~9廃止)-芙江-内坂(1906~7廃止)-鳥致院-葛巨里
  (1906~7廃止)-全義-小井里-天安-稷山(1906~7廃止)-成歓-平沢-西井里-振威(1906~9廃止)-烏山-餅店-水原-
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  富谷(1906~9廃止)-軍浦場-安養-始興-永登浦]開通､京仁鉄道[永登浦～京城]統合→[草梁～京城]
1905年1月1日-09:00|日本|東京電力|明治37年|川越電気鉄道石炭火力発電所操業開始(埼玉県初の火力発電所)
1905年1月1日-09:00|日本|山口県柳井市|明治38年|<合併>山口県玖珂郡[柳井津町･古開作村･柳井村]が合併→
  柳井町
1905年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連邦大統領｢ﾏｰｸ=ｴﾐｰﾙ･ﾙｼｪ｣FDP(1期目~12.31)
1905年1月1日 05:00|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･第三回旅順総攻撃>午後,日本軍は重要拠点であ
  る望台を占領
1905年1月1日 08:30|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･第三回旅順総攻撃>16時半,旅順のﾛｼｱ軍指令官ｽﾃ
  ｯｾﾙが降伏を申入れる(旅順陥落)
1905年1月2日-09:00|日本|  ||明治38年|<廃業>(個人)中西銀行[奈良]
1905年1月2日-08:00|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|日本軍が旅順要塞を占領/開城規約に調印
1905年1月2日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱ軍｢ｾｳﾞｧｽﾄｰﾎﾟﾘ｣旅順降伏により､日本軍による捕獲を防ぐため､旅順港外で自
  沈
1905年1月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||(~4)ｸﾞﾚｽﾅﾊﾞｽの戦い/ｳｨﾄﾌﾞｰｲとﾄﾞｲﾂ軍両軍に多数の損害が出た
1905年1月3日-09:00|日本|  ||明治38年|<創刊>実業之日本社｢婦人世界｣
1905年1月3日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|ﾛｼｱ政府汽船｢Bogatyr｣(明治33年､Boyd & Company, Limited持船
  として進水､竣工日不明→その後､ﾛｼｱ政府に移籍)捕獲その後､｢白銀丸｣と命名;旅順港外に沈没していたﾛｼｱ海
  軍｢Silatch｣を日本海軍が捕獲(19071024,旅順工作部により浮揚)
1905年1月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで宗教団体の教育活動を禁止する法律が施行される
1905年1月3日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ暫定総督｢Charles Emmanuel Joseph Marchal｣(~6.30)
1905年1月4日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾙｰﾏﾆｱ王国閣僚会議議長(首相)｢ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ･ｹﾞｵﾙｹﾞ･ｸﾞﾘｺﾞｰﾙ･ｶﾝﾀｸｼﾞｰﾉ｣(2
  回目~19070324)
1905年1月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<死去>ｾｵﾄﾞｱ･ﾄﾏｽ､ｱﾒﾘｶの指揮者(生年1835年)
1905年1月5日-09:00|日本|  ||明治38年|<連載>夏目漱石｢吾輩は猫である｣[ﾎﾄﾄｷﾞｽ1月号～]<はじめ短編として
  発表/好評に応じて､10回にわたって連載>
1905年1月5日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||明治38年|日本憲兵隊､漢城とその周辺地域の治安警察権を､韓国警察
  に代わり掌握
1905年1月5日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾄﾞﾐﾆｵﾝ･ﾗｲﾝの客船｢ｹﾞﾙﾏﾆｯｸ｣から｢ｵﾀﾜ｣に改名(1910年ｵｽﾏﾝ帝国に売却｢GulDjema
  l｣と改名)
1905年1月6日-09:00|日本|関西大学|明治38年|<改称>｢私立関西法律学校｣⇒｢私立関西大学｣
1905年1月6日-09:00|日本|東急百貨店|明治38年|白木屋で日本の百貨店初の｢福引き｣を開催
1905年1月8日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||ｷﾞﾘｼｬ･ｶﾙｷｼﾞｷ半島地震(M6.8)死者2千人
1905年1月9日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ﾌｨﾘﾋﾟﾝのﾎﾛ島でｳｻｯﾌﾟの反乱が起こる
1905年1月10日-09:00|日本|伊予鉄高浜線|明治38年|伊予鉄道高浜線:高浜駅移設
1905年1月12日-09:00|日本|  ||明治38年|<死去>侯爵(公家)正親町源氏｢広幡忠朝｣(46歳)陸軍大尉､貴族院議員
  ⇒23日､｢広幡忠隆｣が襲爵(⇒19470503､廃止)
1905年1月12日-09:00|日本|  ||明治38年|<死去>初代吉田玉造(77歳)人形浄瑠璃の人形遣い
1905年1月12日-09:00|日本|  ||明治38年|東洋汽船汽船｢亞米利加丸｣日本海軍に入籍,假装巡洋艦とする
1905年1月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/日本|  ||明治38年|香港からｳﾗｼﾞｵｽﾄｸに向かっている途中の対馬海峡で英貨物船｢
  ﾚｼﾝﾄﾝ｣拿捕没収
1905年1月13日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第015号｢艦隊条例第二条中追加ﾉ件｣,明治38年勅令第01
  6号｢海軍艦船条例中改正削除ﾉ件｣各公布
1905年1月13日-03:00|ｿﾏﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱがｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙからﾍﾞﾅﾃﾞｨｰﾙ港の主権を購入(7.8発効)
1905年1月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾘｯﾍﾟ侯｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ｣
1905年1月13日-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>南ﾅｲｼﾞｪﾘｱ保護区高等弁務官代理｢Widenham ﾌﾗﾝｼｽ･Widenham 
  Fosbery｣(~2.23)
1905年1月14日-09:00|日本/中国|商船三井|明治38年|<運行開始>大阪商船:大阪大連線(第1船舞鶴丸)
1905年1月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｴﾙﾝｽﾄ･ｱｯﾍﾞ(64歳､1840.1.23生)ﾄﾞｲﾂの天文学者･数学者･物理学者/光学
  理論で貢献､ﾚﾝｽﾞや集光器を発明
1905年1月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｹｱﾝｽﾞ伯｢ﾊｰﾊﾞｰﾄ･ｼﾞｮﾝ･ｹｱﾝｽﾞ｣
1905年1月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｹｱﾝｽﾞ伯｢ｳｨﾙﾌﾘｯﾄﾞ･ﾀﾞﾗｽ･ｹｱﾝｽﾞ｣(~19461023死去)
1905年1月15日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第017号｢税関官制中改正ﾉ件｣,明治38年勅令第018号｢税
  務監督局官制中改正追加ﾉ件｣,明治38年勅令第019号｢税務署官制第二条中改正ﾉ件｣各施行(14日公布)
1905年1月15日-09:00|日本|JR西日本山陰本線|明治38年|京都鉄道[京都-丹波口]間に大宮駅再開業
1905年1月15日-08:00|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|乃木希典大将とﾛｼｱ軍ｽﾃｯｾﾘ中将が旅順水師営で旅順軍港攻
  防戦停戦条約締結
1905年1月15日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国首相｢ｲｪﾝｽ･ｸﾘｽﾁｬﾝ･ｸﾘｽﾃﾝｾﾝ｣(~19081011)
1905年1月16日-09:00|日本|東京電力|明治38年|<送電開始>東京電灯:南千住発電所(蒸気ﾀｰﾋﾞﾝ4,500kW)
1905年1月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>初代常磐津文字兵衛(67歳)浄瑠璃三味線方
1905年1月17日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|元ﾛｼｱ帝国海軍駆逐艦｢ﾚｼｰﾃﾘﾇｨ｣(240ﾄﾝ)整備完了,日本海軍山彦
  型駆逐艦｢(2代)暁｣と命名
1905年1月18日-09:00|日本|  ||明治38年|<創刊>｢長崎新聞｣(長崎本紺屋町,→1935.8廃刊)
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1905年1月18日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ大公国国務大臣(ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸ)｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ ﾘﾝﾀﾞｰ｣(~11.28)
1905年1月19日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ﾍﾟﾝｼﾙｳﾞｪﾆｱ級装甲巡洋艦ACR-7｢(2代)ｺﾛﾗﾄﾞ｣(13780t,ｳｨﾘｱﾑ･ｸﾗ
  ﾝﾌﾟ&ｻﾝｽﾞ･ｼｯﾌﾟ&ｴﾝｼﾞﾝ･ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ社)
1905年1月21日-09:00|日本|  ||明治38年|<大相撲>明治38年1月場所[東京本所回向院](10日間)幕内優勝:(東関
  脇)國見山,9勝0敗1休
1905年1月21日-09:00|日本|  ||明治38年|東京府と千葉県との境界に江戸川橋(16日竣工)渡橋式を挙行
1905年1月21日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第020号｢担保ﾄｼﾃ政府ﾆ納ﾑﾍｷ国債証券ﾉ価格算定ﾆ関ｽﾙ件
  ｣,明治38年勅令第021号｢明治三十六年勅令第二百八十三号(勧業債券及興業債券ｦ保証金ﾆ使用ｽﾙｦ得ﾙﾉ件)中加
  除ﾉ件｣,明治38年勅令第022号｢陸海軍軍人軍属旅費前金渡ﾉ件]陸海軍軍人又ﾊ職工旅費前金渡ﾉ件｣各公布
1905年1月21日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年法律第012号｢臨時事件費支弁ﾆ関ｽﾙ法律｣施行(1日公布)
1905年1月21日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾄﾞﾐﾆｶの財政危機に対してﾄﾞﾐﾆｶの関税徴収をｱﾒﾘｶの管轄下に置
  く議定書締結
1905年1月21日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶの天文学者ﾊﾟｰｼﾊﾞﾙ･ﾛｰｴﾙは､この日火星に運河があることを観察したとﾉｰ
  ﾄにｽｹｯﾁとともに書き残した
1905年1月22日-08:00|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||大韓帝国･光武9年|<日露戦争>鳥邦牛にて､騎兵第2旅団の将校斥候が
  ﾛｼｱ騎兵に遭遇し､ほぼ全滅に近い状況が起こる
1905年1月22日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦1月9日|ﾛｼｱ､血の日曜日事件/ｻﾝｸﾄ･ﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸで民衆のﾃﾞﾓ行進に対して軍隊
  が発砲し､1000人以上が死亡し､2000人以上が負傷
1905年1月23日-09:00|日本|  ||明治38年|奈良県吉野郡で最後の日本狼が射殺される/これで日本狼は絶滅
1905年1月24日-09:00|日本|JR九州香椎線|明治38年|博多湾鉄道[奈多-香椎]間に和白簡易停車場新設
1905年1月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団大公ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾏｽﾀｰ代行｢ｱﾚｯｻﾝﾄﾞﾛ･ｶﾌﾟﾗﾆｶ･ﾃﾞｲ･ﾏﾙｹｰｼﾞ･ｶﾌﾟﾗﾆｶ
  ･ﾃﾞﾙ･ｸﾞﾘｯﾛ(臨時副官)｣(~3.6)
1905年1月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ第三共和政第61代首相ﾓｰﾘｽ･ﾙｰｳﾞｨｴ[民主共和同盟](第2次~1906年3
  月12日)
1905年1月26日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第023号｢臨時陸軍中央金櫃部条例｣公布
1905年1月26日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||南ｱﾌﾘｶで､3106ｶﾗｯﾄのﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ｢ﾙ･ｸﾘﾅﾝ｣が発見され､ｲｷﾞﾘｽ王室のｺﾚｸｼ
  ｮﾝに加えられる
1905年1月26日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Enrique Segura y Campoy｣(~10月､死去)
1905年1月27日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｳﾊﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｸﾘｼｭﾅｼｬｰ4世ﾊﾟﾀﾝｼｬｰ｣(~19171116没)
1905年1月27日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国閣僚評議会議長Raimundo Fernandez-Villaverde[保守党](~
  19050623)
1905年1月28日-09:00|日本|  ||明治38年|日本閣議､独島=竹島を｢本邦所属｣と定め､日本領とする
1905年1月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||女性誌｢ﾋﾞｰ･ｳｰﾙｰｽﾞ｣が､女性のための文学賞｢ﾌｪﾐﾅ賞｣を創設
1905年1月29日-09:00|日本|  ||明治38年|<廃刊>週刊｢平民新聞｣(｢直言｣をもってこれに代える)
1905年1月29日-09:00|日本|JR北海道函館本線|明治38年|北海道鉄道[小沢-然別]間に銀山/駅新設
1905年1月29日-08:00|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･黒溝台会戦>朝第8師団は黒溝台を再度占領､ﾛｼｱ
  を渾河右岸に駆逐(死傷者:日本軍約9300名,ﾛｼｱ軍約10600名)
1905年1月29日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ｸﾞｽﾀﾌ･ﾏｰﾗｰ《ﾘｭｯｹﾙﾄによる5つの詩》《少年鼓手》《亡き児をしのぶ
  歌》
1905年1月30日-13:00|ｻﾓｱ/米領ｻﾓｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ領ｻﾓｱ知事｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌﾞﾚｲﾅｰﾄﾞ･ﾃｲﾗｰ･ﾑｰｱ｣(~19080521)
1905年1月30日-09:00|日本|福岡県大牟田市|明治36年|<死去>立花種恭(70歳)元筑後三池藩主･知藩事､若年寄･
  老中格､貴族院議員
1905年1月31日-09:00|日本|  ||明治36年|<死去>伯爵(新華)｢副島種臣｣脳溢血のため(78歳､文政11(1828)0909
  生)佐賀藩士､外務卿･枢密院副議長･内務大臣⇒三男｢副島道正｣が襲爵(⇒19470503､廃止)
1905年1月31日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第024号｢在韓国帝国公使館ﾆ警視ｦ置ｸﾉ件｣公布
1905年2月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｸﾛｰﾄﾞ･ｱｼﾙ･ﾄﾞﾋﾞｭｯｼｰ《仮面》《喜びの島》ｳﾞｨｴﾆｽ
1905年2月1日-09:00|日本|愛知県知多郡南知多町|明治38年|<町制施行>愛知県知多郡豊浜村→豊浜町
1905年2月1日-09:00|日本|山陰合同銀行|明治38年|若桜融通合資会社が(資)若桜銀行と改称
1905年2月1日-09:00|日本|日本郵政|明治38年|日本郵船会社官鉄横浜～神戸間に船車振替乗車券を発行
1905年2月1日-09:00|日本|福岡県京都郡みやこ町|明治38年|<合併>福岡県京都郡[東犀川村･西犀川村･南犀川村
  ]が合併→犀川村
1905年2月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝｶﾞﾅﾊﾟｯﾚ国統治者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｼﾞｮﾝ･ｼｬﾙﾄﾙ･ﾓﾛﾆｰ｣(~19081219)
1905年2月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾞﾝｶﾞﾅﾊﾟｯﾚ国をｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞ(ﾏﾄﾞﾗｽ)が統治(~19081219)
1905年2月1日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰ総選挙｡自由党敗北｡ﾃｨｻ･ｲｼｭﾄｳﾞｧｰﾝ首相退陣
1905年2月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||T.ﾛｰｽﾞｳﾞｪﾙﾄ､森林局を内務省から農務省に移管し､権限を強化
1905年2月2日 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｷﾞﾆｱ総督｢ｶﾙﾛｽ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒｲﾀﾞ･ﾍﾟｯｻﾆｬ｣(~19060813)
1905年2月3日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第028号｢俘虜収容所条例｣公布
1905年2月4日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾞﾝﾄﾞｩはﾌﾗﾝｽ植民地ｾﾈｶﾞﾙに編入(同年分裂､ｼｪﾌ･ﾄﾞ･ｶﾝﾄﾝの下で王朝統治
  継続)
1905年2月4日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝで急進党革命勃発
1905年2月4日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦1月22日|内相ﾐﾙｽｷｰが辞職してﾌﾞﾙｲｷﾞﾝが就任
1905年2月5日-09:00|日本|  ||明治38年|<創刊>平民社｢直言｣(｢平民新聞｣の後継紙として)
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1905年2月5日-09:00|日本|  ||明治38年|広島県横川と可部の間に日本初の乗り合い自動車が登場
1905年2月6日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第029号｢専売局作業会計規則第九条中改正ﾉ件｣,明治38
  年勅令第030号｢海軍服制中改正追加ﾉ件｣各公布
1905年2月6日-09:00|日本|祐徳軌道|明治38年|祐徳馬車軌道[祐徳門前-(19090100以前､古枝)-八本木(>1915以
  前､浜>1927~29肥前浜)]間､[五町田-塩田-(19090100以前､下久間)-志田原-西山-楢崎-上野-永島-馬場-松原]
  間延伸→[祐徳門前～松原]開業;[(1910以前､中川>廃止)-(19090100以前､真崎)]間に鹿島(>1927~29肥前鹿島)
  ､北鹿島､五ﾉ宮/駅新設
1905年2月6日-08:00|中国/日本|  ||明治38年|旅順に鎮守府開庁
1905年2月7日-09:00|日本|伊予鉄城北線|明治38年|伊予鉄道道後線:木屋町駅を簡易乗降場に変更(>その後駅に
  変更)
1905年2月7日-09:00|日本|伊予鉄道後線|明治38年|伊予鉄道道後線:木屋町駅を簡易乗降場に変更(>その後駅に
  変更)
1905年2月7日-09:00|日本|JR西日本関西本線|明治38年|奈良鉄道[(京都-)木津-奈良]→関西鉄道/合併
1905年2月7日-09:00|日本|JR西日本桜井線|明治38年|奈良鉄道[奈良-桜井]路線譲渡→関西鉄道[奈良-高田]
1905年2月7日-09:00|日本|JR西日本奈良線|明治38年|奈良鉄道[京都(-)桃山-木津(-奈良)]→関西鉄道/合併
1905年2月7日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督｢Luke ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･Wright｣(~19060330)
1905年2月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ海軍戦艦｢ｷﾝｸﾞ･ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ7世｣(17500ﾄﾝ)ﾃﾞｳﾞｫﾝﾎﾟｰﾄ工廠で竣工就役
1905年2月7日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｱﾒﾘｶ|  |||米=ﾄﾞﾐﾆｶ行政協定締結.米国,ﾄﾞﾐﾆｶの財政困難につけこみ税関管
  理行政協定を押しつける
1905年2月8日-09:00|日本|  ||明治36年|<死去>2代松林伯円.中風のため(74歳)講談師
1905年2月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾌｫﾝ･ﾒﾝﾂｪﾙ(89歳)ﾄﾞｲﾂの画家･版画家
1905年2月10日-09:00|日本|  ||明治38年|岡山県津山市のﾊﾟﾉﾗﾏ館開館
1905年2月10日-09:00|日本|  ||明治38年|香川県教育会図書館､高松市七番丁に開館/蔵書冊数18,846冊
1905年2月11日-09:00|日本|  ||明治38年|森下南陽堂が､｢仁丹｣を発売[50銭]<紅殻でｺｰﾃｨﾝｸﾞされた赤大粒仁丹
  /銀粒は1929年>
1905年2月11日-09:00|日本|  ||明治38年|如山堂創業(今津隆治)(大正7年建築書院を買収,株式会社に改組.昭
  和3年2月解散,同年9月工業書院創立.4年12月敬文館を兼設)
1905年2月11日-08:00|中国|  ||明治38年|ﾀﾞｰﾘﾆｰを大連と改名
1905年2月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝで､ﾓｰﾀｰｼｮｰが開幕
1905年2月13日-09:00|日本|  ||明治38年|英貨物船｢ﾚｼﾝﾄﾝ｣を｢沖ﾉ島丸｣と改称
1905年2月14日-09:00|日本|  ||明治38年|商船｢名取川丸｣が大阪港で濃霧のため沈没し､乗員94人が行方不明と
  なる
1905年2月14日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第031号｢服制ﾉ地質ﾆ関ｽﾙ件｣､明治38年勅令第032号｢農
  商務省主管ﾉ国有林産物品ｦ問屋営業者ﾆ委託ｼﾃ随意契約ﾆ依ﾙ売払ｦ為ｽｺﾄｦ得ﾙﾉ件｣各公布
1905年2月14日-09:00|日本|商船三井|明治37年|<創業>辰馬本家汽船部(→新日本汽船)
1905年2月15日-09:00|日本|  ||明治38年|三代目坂東玉三郎､没
1905年2月15日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第033号｢台湾総督府税関官制第一条中改正ﾉ件｣公布
1905年2月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ﾃﾞﾝｳﾞｧｰ級防護巡洋艦C-17｢ｶﾞﾙｳﾞｪｽﾄﾝ｣(3200t,ｳｨﾘｱﾑ R.ﾄﾘｯｸﾞ
  社)海軍工廠ﾉｰﾌｫｰｸにて
1905年2月16日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年法律第020号｢国債証券価格計算ﾆ関ｽﾙ法律｣公布施行
1905年2月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||仏､2年間の徴兵制施行
1905年2月17日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第034号｢租税其他ﾉ歳入金ﾉ代用証券取扱ﾆ関ｽﾙ件｣,明治
  38年勅令第035号｢官設鉄道ﾆ於ﾃ徴収ｼﾀﾙ通行税ﾉ払戻金一時繰替支弁ﾉ件｣各公布
1905年2月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾝｸﾞﾘ国摂政｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｼﾞｮﾝ･ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾊﾞｰｸ｣(~19100602)
1905年2月17日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾛｼｱ大公｢ｾﾙｹﾞｲ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(47歳)社会革命主義者ｲｳﾞｧﾝ･ｶﾘｬｰｴﾌによ
  り爆弾で暗殺される
1905年2月18日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|  ||明治38年|<死去>ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｲｰｽﾄﾚｲｸ､流行性感冒をこじらせて急性肺炎で(4
  9歳､生年1856年)ｱﾒﾘｶの英語教育家/日本人女性の太田なをみと結婚し東湖と号した
1905年2月20日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第036号｢明治三十七年勅令第百六十一号(煙草専売局見
  習員ﾆ関ｽﾙ件)第一条中改正ﾉ件｣公布
1905年2月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｷﾗｽﾗ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾊﾞﾙｼﾝｼﾞ･ﾗｲｼﾝｼﾞ｣(~1920年)
1905年2月20日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ州総督｢ｼﾞｮｱﾝ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｱｾﾞﾍﾞﾄﾞ･ｺｳﾁｰﾆｮ･ﾌﾗｺﾞｿ･
  ﾃﾞ･ｾｹｲﾗ｣(~1906年10月)
1905年2月20日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｵｾｱﾆｱ知事｢Philippe Emile Jullien｣(~19070329)
1905年2月21日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第037号｢下士兵卒家族救助令中追加ﾉ件｣公布施行
1905年2月22日-09:00|韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武9年|韓国政府､｢軍部官制｣公布/参謀部･教育部は軍部に吸
  収､参謀局･教育局が部内に新設､教育部所管の陸軍幼年学校･陸軍武官学校･陸軍研成学校等は軍部所管/軍法･
  医務･海防局,軍務局に吸収､軍法課･医務課･海防課
1905年2月22日-09:00|日本|島根県|明治38年|内務省､竹島を島根県の所轄と定める
1905年2月23日-09:00|日本|東芝|明治38年|<死去>2代田中久重(60歳)技術者､実業家
1905年2月23日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱ｢ｲﾝﾍﾟﾗﾄｰﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ3世｣(14181t,ｻﾝｸﾄ･ﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸﾞのﾊﾞﾙﾁｯｸ造船所で製造)ｸﾛ
  ﾝｼｭﾀｯﾄで竣工就役
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1905年2月23日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ﾍﾟﾝｼﾙｳﾞｪﾆｱ級装甲巡洋艦ACR-5｢ｳｪｽﾄ･ｳﾞｧｰｼﾞﾆｱ｣(13680t,ﾆｭｰﾎﾟ
  ｰﾄ･ﾆｭｰｽﾞ･ｼｯﾌﾟﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ&ﾄﾞﾗｲ･ﾄﾞｯｸ社)
1905年2月23日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||米ｼｶｺﾞで弁護士ﾎﾟｰﾙ･ﾊﾘｽらが相互扶助ｸﾗﾌﾞ(ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ)初会合
1905年2月24日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年法律第028号｢巡査看守退隠料及遺族扶助料法中改正法律｣,
  明治38年法律第029号｢明治三十五年法律第二十九号(台湾ﾆ在勤ｽﾙ巡査看守退隠料及遺族扶助料ﾆ関ｽﾙ件)中改
  正法律｣各公布施行
1905年2月24日-09:00|日本|山口大学|明治38年|山口高等学校を母体に山口高等商業学校設立
1905年2月24日-08:00|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･奉天会戦>日本軍最右翼の鴨緑江軍(満州軍揮下
  )が清河城にこもるﾛｼｱ軍を攻撃して攻め落とした
1905年2月24日-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>南ﾅｲｼﾞｪﾘｱ保護区高等弁務官代理｢Algernon ｼﾞｮﾝ･ﾊﾞｰﾅｰﾄﾞ･Ha
  rcourt｣(~4.3)
1905年2月25日-01:00|赤道ｷﾞﾆｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾎﾟｰ総督｢ﾎｾ･ｺﾞﾒｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ｾﾙﾅ･ｼｴﾝﾌｴｺﾞｽ｣(~19060326)
1905年2月25日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｷｭﾅｰﾄﾞ･ﾗｲﾝ所有客船｢ｶﾛﾆｱ｣(19524ﾄﾝ)ｼﾞｮﾝ･ﾌﾞﾗｳﾝ･ｱﾝﾄﾞ･ｶﾝﾊﾟﾆｰによって竣工､ﾘ
  ｳﾞｧﾌﾟｰﾙ～ﾆｭｰﾖｰｸ間の処女航海(後地中海～ﾆｭｰﾖｰｸ間の航路を担当→1932年｢大西洋丸｣と改名→1933年ｽｸﾗｯﾌﾟ)
1905年2月26日-09:00|日本|  ||明治38年|<任意解散>(株)百二十二銀行[三重]
1905年2月26日-09:00|韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武9年|韓国政府､｢各部官制通則｣公布(初めて各部に大臣官房
  (秘書室)設置)
1905年2月26日-09:00|韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武9年|韓国政府､｢議政府官制｣公布(議政府自体には局課は置
  かず各部大臣の合議体機能は維持)
1905年2月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾏﾙｾﾙ･ｼｭｳｫｯﾌﾞ､ﾌﾗﾝｽの作家(生年1867年)
1905年2月27日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第041号｢捕獲審検令中改正加除ﾉ件｣公布
1905年2月27日-09:00|日本|JR西日本桜島線|明治38年|西成鉄道[安治川口-天保山(廃止)]1.61km開業/国が同時
  に借上げ
1905年2月27日-09:00|日本|ﾌｨﾃﾞｱﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治38年|<改称>近合名会社⇒(名)植田銀行
1905年2月27日-08:00|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･奉天会戦>第一軍も攻撃を開始し､前哨基地を落
  として一定の戦果をあげた
1905年2月27日-01:00|ﾅﾐﾋﾞｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｸﾞﾗﾌ中尉の率いる一隊がｶﾗｸｲｻのｶｳﾗﾏでｵﾊﾞﾍﾚﾛ族と交戦し双方に相当の
  被害が出,ｵﾊﾞﾍﾛﾛは敗北しｸﾞｱﾁｬﾊﾟﾝの方向に逃亡
1905年2月28日-09:00|日本|  ||明治38年|日本海軍春雨型駆逐艦｢吹雪｣(375ﾄﾝ)呉海軍工廠で竣工就役
1905年2月28日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第043号｢戦時又ﾊ事変ﾆ際ｼ臨時特設ﾉ部局又ﾊ陸海軍ﾉ部
  隊ﾆ配属ｾｼﾒﾀﾙ文官補調ﾉ件｣,明治38年勅令第044号｢明治三十二年勅令第百五十一号(臨時林野下戻処分調査ﾆ関
  ｽﾙ職員ﾉ件)第二条中改正ﾉ件｣各公布
1905年2月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｸﾚﾏﾝ･ｼﾞｭｸﾞﾗｰ､ﾌﾗﾝｽの医者･経済学者(生年1819年)
1905年2月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ|  |||独露通商条約調印
1905年3月-09:00|日本|  ||明治38年|<死去>伯爵(新華)旧薩摩藩家老小松家｢小松帯刀｣⇒弟｢小松重春｣が襲爵(
  ⇒1925年､死去)
1905年3月-09:00|日本|  ||明治38年|｢新流行｣創刊
1905年3月-09:00|日本|商船三井|明治38年|Acties.Standard(Bull&Gjersten)貨物船｢Standard｣(1473G/T,1904
  年,ﾉﾙｳｪｰ･ｻﾝﾃﾞﾌｨﾖﾙﾄﾞのFramnes Mek.Verkstedで竣工)大阪商船(大阪)に売却､｢福州丸｣と改名
1905年3月-09:00|日本|商船三井|明治38年|Akties.Ocean(J.P. Pederson & Son)貨物船｢Bjornstjerne｣大阪商
  船(大阪)に売却､｢温州丸｣と改名
1905年3月-01:00|ﾄﾞｲﾂ/日本|商船三井|明治38年|ﾄﾞｲﾂのC.Andersen鉄製貨客船｢Cassius｣大阪商船会社(大阪)に
  売却､｢彰化丸｣と改名
1905年3月-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/日本|商船三井|明治38年|ﾉﾙｳｪｰ･ｸﾘｽﾁｬﾆｱのActieselskabet "ORANGE"貨客船｢Orange｣(1
  670G/T,1896年,ﾉﾙｳｪｰ･ﾌｪｳﾞｨｸﾞのFevigs Jernskibsbygで竣工)大阪商船会社(大阪)に売却､｢潮州丸｣と改名
1905年3月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｸﾞﾗｽｺﾞｰのW.of Scotland S.S. Co. Ltd.貨物船｢Craighall｣(4515G/T)ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ･ｸ
  ﾞﾗｽｺﾞｰのD.W.Henderson Co.で建造進水
1905年3月1日-09:00|日本|  ||明治38年|平田東助の主唱により,大日本産業組合中央会設立
1905年3月1日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年法律第038号｢俘虜処罰ﾆ関ｽﾙ法律｣公布施行
1905年3月1日-09:00|日本|JR西日本大阪環状線|明治38年|関西鉄道:桃山→桃谷/駅名改称
1905年3月1日-09:00|日本|中国銀行|明治38年|<改組>(個人)日笠銀行⇒(資)日笠銀行[岡山,3.20開業]
1905年3月1日-09:00|日本|平成筑豊鉄道田川線|明治38年|九州鉄道[香春-夏吉]旅客営業廃止
1905年3月1日 10:00|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･奉天会戦>第3軍(乃木希典大将)第9師団､18時頃
  からの砲撃の後､四方台占領/鴨緑江軍(川村景秋大将)は第11師団･後備第1師団ともに目標の攻撃失敗
1905年3月1日 12:00|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･奉天会戦>20時､第1軍(黒木為楨大将)第12師団､
  西三成子山攻略失敗
1905年3月1日 15:30|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･奉天会戦>23時30分､第38連隊第2大隊長は敵前20
  0mに達したことを第9連隊に連絡のため発砲するが､逆にﾛｼｱ軍に察知され､第2大隊第7･8中隊は半数が死傷す
  る損害を蒙る/第2大隊は小樹子に退却､ﾛｼｱ軍は追尾して､第38連隊の陣前100mに迫る
1905年3月2日 05:00|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･奉天会戦>第8師団第16旅団は北台子西方の西に
  ある長灘を占領/午後､第8師団は小叭拉堡子を､第4師団は金山屯を占領/午後､第1軍第29連隊が第20号角堡塁
  を攻撃.第3大隊(長屋竹緑少佐)第5中隊がほぼ全滅､第7･11･12中隊は兵力半減の損害.次に前進した第4･9中隊
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  の2個小隊も3分の2が死傷.遂に､第29連隊長島田大佐も第1線にでて戦死.連隊副官代理石川正雄中尉と第4連
  隊長代理長屋少佐が連携して､更に攻撃し､ﾛｼｱ軍守兵を壊走させるが､第29連隊は追撃の余力なし/鴨緑江軍第
  11師団は､午後､ようやく救兵台西方高地を占領
1905年3月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<死去>ｽﾀﾝﾌﾟ･ｳｨｰﾄﾞﾏﾝ､ﾒｼﾞｬｰﾘｰｶﾞｰ(生年1861年)
1905年3月2日 09:30|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･奉天会戦>17時30分､第9師団第36連隊第1中隊が
  彰駅站を占領
1905年3月2日 10:30|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･奉天会戦>18時30分､彰駅站の第36連隊第1中隊(
  代理吉村中尉)はﾛｼｱ軍の攻撃で全滅/第2軍第4師団はﾛｼｱ第8軍団を砲撃､第5師団も北台子に砲撃を集中.ﾛｼｱ軍
  は退却し､第4師団は北台子西方堡塁を占領/第5師団も前進し､これによりﾛｼｱ軍が退却
1905年3月3日-09:00|日本|  ||明治38年|<完成>和強楽堂[東京神田]
1905年3月3日-04:40|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･奉天会戦>午前3時20分､近衛師団近衛第2旅団(渡
  辺章少将)第3･4連隊がﾛｼｱ軍第3線散兵壕まで奪取
1905年3月3日-04:10|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･奉天会戦>午前3時50分､第2師団第29連隊長代理･
  第2大隊長田中館佳橘少佐が第6･8中隊を率い高台嶺東方高地に突進､田中館少佐が戦死しほぼ全滅状態｡第3大
  隊(長屋竹緑少佐)･第1大隊(喜入徳之助少佐)が攻撃続行するが､損害大(高台嶺攻撃での第29連隊の死傷717)
1905年3月3日-03:30|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･奉天会戦>午前4時30分､近衛師団近衛第2旅団(渡
  辺章少将)第3･4連隊がﾛｼｱ軍第3線本陣地に迫るが死傷者続出
1905年3月3日-03:00|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･奉天会戦>午前5時､近衛師団近衛第2旅団(渡辺章
  少将)第3･4連隊退却(死傷者:第3連隊454･第4連隊674)
1905年3月3日-03:00|ｿﾏﾘｱ|  |||ｻｲｲﾄﾞ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗｰ･ｱﾙ=ﾊｻﾝの反乱(~1911年)
1905年3月4日-09:00|日本|  ||明治38年|<死去>伯爵(武家)｢南部利祥｣戦死⇒弟｢南部利淳｣が襲爵(⇒19300101､
  死去)
1905年3月4日-09:00|韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武9年|韓国軍の扈衛隊は宮内府主殿院所属となり､｢扈衛局｣に
  改称
1905年3月4日-09:00|日本|南都銀行|明治38年|(株)田原本銀行,八木銀行に買収
1905年3月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱのｼﾞｮﾘｯﾃｨ内閣が総辞職
1905年3月5日-09:00|日本|  ||明治38年|小栗風葉が､読売新聞に｢青春｣の連載を開始
1905年3月5日-03:00|ｿﾏﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾗｰが､ｲﾀﾘｱとの協定によりｲﾀﾘｱ領ｿﾏﾘﾗﾝﾄﾞ内に領地を
  認められる
1905年3月6日-08:00|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･奉天会戦>ﾛｼｱ南下部隊｢ﾚｰｼ隊｣､大転湾橋を攻撃
  するも午後5時､｢ﾚｰｼ隊｣は退却(損害:｢ﾚｰｼ隊｣1,700､第27連隊541(うち戦死202))
1905年3月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団大公ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾏｽﾀｰ｢ｶﾞﾚｱｯﾂｫ ﾏﾘｱ･ｸﾞﾗﾌ･ﾌｫﾝ･ﾄｩｰﾝ･ｳﾝﾄ･ﾎｰｴﾝｼｭﾀｲ
  ﾝ｣(~19310326)
1905年3月6日 06:00|ｱﾒﾘｶ/日本|  ||明治38年|<死去>ﾀﾞﾋﾞｯﾄﾞ･ﾓﾙﾚｰ(74歳)ｱﾒﾘｶの教育者･教育行政官/日本の女
  子教育に尽力
1905年3月7日-03:00|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･奉天会戦>夜明け頃､第2軍第3師団第5旅団第6連
  隊は三軒屋を､第33連隊(吉岡友愛中佐)は干洪屯を攻略
1905年3月7日 01:00|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･奉天会戦>午前9時前､第3軍第9師団(大島中将)第
  18旅団(平佐良蔵少将)第19連隊(山田良水中佐)は造化屯西北の蒲河畔に到着.この時､造化屯よりﾛｼｱ軍の猛攻
  ､第9師団左翼隊は前進を停止､これが右翼隊や第7師団の行動も制止させる
1905年3月7日 05:30|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･奉天会戦>13時30分､第3軍第1師団は奉天～法庫
  門街道の三台子北方の董家台に到着するが､第9師団の停止を知り停止.造化屯の第19連隊へ第36連隊第3大隊
  が派遣､第19連隊と並んだときには､兵力は3分の1が失われている状況
1905年3月7日 06:20|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･奉天会戦>14時20分､三軒屋をﾛｼｱ軍が攻撃,第33
  連隊長吉岡中佐がが戦死し､三軒屋守備隊は一部が李官堡へ､大部が干洪屯へ退却
1905年3月7日 08:30|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･奉天会戦>16時30分､第3軍第9師団右翼隊･第6旅
  団長一戸兵衛少将は､ﾛｼｱ兵の退路を絶つため､第7連隊(野溝甚四郎中佐)に転湾橋と造化屯に向わせる.野溝中
  佐は途中負傷,砲撃で造化屯に火災が発生､これを機に第19連隊が突進.第9師団に右接する第7師団(大迫尚敏
  中将)も進撃.左翼隊･第13旅団第25･26連隊は第9師団第7連隊と直結して転湾橋に進む
1905年3月7日 10:00|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･奉天会戦>日没直前､転湾橋に火災､ﾛｼｱ兵が退却
  し､第3軍第7師団左翼隊･第13旅団第25･26連隊が転湾橋を占領
1905年3月7日 11:00|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･奉天会戦>19時頃､第19連隊と第7連隊第2大隊が
  造化屯に突撃するも､敵前50mで挫折
1905年3月8日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第045号｢明治三十七年勅令第二十五号(臨時海軍軍法会
  議及海軍合囲地軍法会議ﾆ於ｹﾙ主理､録事､海軍警査ﾆ関ｽﾙ件)中改正削除ﾉ件｣,明治38年勅令第046号｢明治三十
  七年勅令第三十一号(臨時海軍監獄ﾆ関ｽﾙ件)第三条改正ﾉ件｣各公布
1905年3月8日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年法律第013号｢明治三十五年法律第四十九号(国勢調査ﾆ関ｽﾙ件
  )中改正法律｣､明治38年法律第014号｢古社寺保存法第十六条ﾆ依ﾘ国庫ﾖﾘ支出ｽﾍｷ金額ﾆ関ｽﾙ法律｣,明治38年法律
  第016号｢在外国帝国専管居留地特別会計法中改正法律｣,明治38年法律第017号｢煙草専売局及製鉄所据置運転
  資本補足ﾆ関ｽﾙ法律｣,明治38年法律第019号｢国債証券及貯蓄債券ﾉ利子所得税免除ﾆ関ｽﾙ法律｣各施行(0216公布
  )
1905年3月8日 01:00|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･奉天会戦>午前9時頃､後丁香屯北側墓地の戦い.
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  第3軍第7師団右翼隊･後備第15旅団戦死522･戦傷524･捕虜10の大敗､退却.左翼隊･第13旅団(吉田清一少将)は
  八家子が攻略されたものと信じて小韓村に進撃.途中､八家子のﾛｼｱ軍から攻撃され第26連隊第3大隊(山内正生
  少佐)が応戦するが死傷者続出
1905年3月8日 02:00|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･奉天会戦>午前10時過ぎ､第3軍第9師団第6旅団第
  35･7連隊が八家子に進出.八家子手前でﾛｼｱ軍に攻撃され､第1線の第35連隊に死傷者続出
1905年3月8日 04:40|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･奉天会戦>12時40分､第3軍第9師団第6旅団第35連
  隊第2大隊と第7師団第26連隊第3大隊が突撃.ﾛｼｱ軍砲撃により攻撃停滞.この時､八家子守備隊長ｻﾞﾎﾞﾘｽｷｰ大佐
  が戦死､ﾛｼｱ兵は大韓屯へ退却開始.第9師団第18旅団第36連隊は大韓屯を攻撃.隣接の第7師団第13旅団は小韓
  屯をめざす
1905年3月9日 00:30|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･奉天会戦>午前8時30分､第3軍第1師団第2旅団第2
  連隊は観音屯へ進撃､第1線第3･2大隊は半数近くの死傷者を出し攻撃停止
1905年3月9日 05:00|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･奉天会戦>13時､第3軍第1師団第2旅団後備第16連
  隊は砂塵の中から現れたﾑｲﾛﾌ攻撃隊(5個連隊)に奇襲される,後備第16･1連隊は田義屯に壊走.同時に､右側に
  隣接する第1師団第2旅団にも波及し､これも退却･壊走
1905年3月9日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ﾍﾟﾝｼﾙｳﾞｪﾆｱ級装甲巡洋艦ACR-4｢(2代)ﾍﾟﾝｼﾙｳﾞｪﾆｱ｣(13680t,ｳｨﾘｱ
  ﾑ･ｸﾗﾝﾌﾟ&ｻﾝｽﾞ･ｼｯﾌﾟ&ｴﾝｼﾞﾝ･ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ社)
1905年3月9日 09:00|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･奉天会戦>17時､ﾛｼｱ軍が再度第1師団左翼を攻撃.
  第1師団損害2,358(内戦死747)･後備第1旅団死傷1,939(内戦死761)､第3軍全体死傷5,470(内戦死1,753)の80%
1905年3月9日 09:30|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･奉天会戦>17時30分､ｸﾛﾊﾟﾄｷﾝ大将は参謀長ｻﾊﾛﾌ中
  将に総退却命令/夜､ｸﾛﾊﾟﾄｷﾝ､奉天駅より脱出､北方虎石山に向う
1905年3月10日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第047号｢戦役中諸学校校馬馬糧増加ﾉ件｣,明治38年勅令
  第049号｢高等教育会議規則第四条中追加ﾉ件｣各公布
1905年3月10日-08:00|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･奉天会戦>日本軍は無人になった奉天占領/第四
  軍はﾛｼｱ軍を追撃し､2個師団に打撃を与えた
1905年3月10日-01:00|ﾅﾐﾋﾞｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｷﾙﾋﾅｰ大尉の指揮する一隊はﾏﾚﾝｺﾞによってｱｵﾌﾞで敗北
1905年3月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞでﾁｪﾙｼｰFC創立
1905年3月11日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ首相｢ﾋﾟｰﾀｰ･ｸﾘｽﾁｬﾝ･ﾊｰｽﾚﾌﾞ･ﾐﾋｪﾙｾﾝ｣(~19071023)
1905年3月11日-01:00|ﾅﾐﾋﾞｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾅﾙﾀﾞｽの戦い/ｶﾝﾂ少佐の率いる一隊がﾏﾚﾝｺﾞとﾓﾘｽと戦いﾏﾚﾝｺﾞは敗北
1905年3月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｵｯﾄﾘｰﾉ･ﾚｽﾋﾟｰｷﾞ《喜歌劇｢ｴﾝﾂｫ王｣》
1905年3月13日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第050号｢大蔵省官制中追加ﾉ件｣公布
1905年3月14日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第051号｢海軍工廠資金会計規則｣公布
1905年3月14日-09:00|日本|国鉄岩内線|明治38年|岩内馬車鉄道[小沢-幌似-前田-山崎-岩内-岩内港]開業
1905年3月14日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ｴｽﾄﾆｱ総督代行｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･N･ｲｺﾗｴｳﾞｨｯﾁ･ｷﾞﾙｽ｣(1回目~4.20)
1905年3月14日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｾﾝｼｮﾝ島司令官｢ﾚｷﾞﾅﾙﾄﾞ･ﾎｰﾙﾜｰﾄﾞ･ﾓｰｶﾞﾝ｣(~19080429)
1905年3月15日-09:00|日本|  ||明治38年|<創刊>福沢諭吉｢大阪時事新報｣
1905年3月15日-09:00|日本|鳥取県八頭郡八頭町|明治38年|<合併>鳥取県八頭郡[登米村･逢郷村]が合併→丹比
  村
1905年3月15日-09:00|日本|山梨中央銀行|明治38年|<改称>釜右(株)⇒(株)小林銀行
1905年3月16日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年法律第026号｢砂糖消費税法中改正法律｣,明治38年法律第027
  号｢輸入原料砂糖戻税法中改正法律｣,明治38年法律第031号｢耕地整理法中改正法律｣各施行(0224公布)
1905年3月16日-03:00|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|早暁,鴨緑江軍､鉄嶺を占領し尋て鉄嶺北方遼河右岸の高地
  を占領
1905年3月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｲﾀﾘｱ王国首相(閣僚評議会議長)｢ﾄﾝﾏｰｿﾞ･ﾃｨｯﾄｰﾆ｣(~28日)
1905年3月16日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||(~20日)ｱﾒﾘｶのｼﾞｮﾝ･ｼﾞｮｾﾌ･ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰが設計したﾀﾝﾃﾞﾑ翼のｸﾞﾗｲﾀﾞｰが､ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾏﾛﾆ
  ｰの操縦で900m上空の熱気球から切り離され､18分の飛行の後予定の着陸地点に着陸
1905年3月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||F.ﾛｰｽﾞｳﾞｪﾙﾄ､ｱﾝﾅ･ｴﾚﾉｱと結婚
1905年3月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾙﾊﾞｰﾄ･ｱｲﾝｼｭﾀｲﾝ､光量子仮説論を完成
1905年3月18日-09:00|日本|  ||明治38年|<創業>大住省三郎｢上野風月堂｣[東京上野広小路]
1905年3月18日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第056号｢税関ﾆ於ｹﾙ内国税賦課徴収ﾆ関ｽﾙ件｣公布
1905年3月18日-09:00|日本|静岡県湖西市|明治38年|<編入>静岡県浜名郡吉津村の一部<中ノ郷>を編入→新居町
1905年3月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｱｲﾝｼｭﾀｲﾝ､論文｢光の発生と変換に関する一つの発見的な見地について｣(光電
  効果論文)投稿/論文は6月発行,Annalen der Physik(Germany),17,132-148
1905年3月18日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾍﾞﾅﾝ/ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ/ｷﾞﾆｱ/ﾏﾘ/ﾆｼﾞｪｰﾙ/ﾌﾗﾝｽ/ﾓｰﾘﾀﾆｱ/ﾌﾞﾙｷﾅﾌｧｿ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領西ｱﾌ
  ﾘｶ総督｢ｶﾐｰﾕ･ｷﾞｰ｣(~4.22)
1905年3月19日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年法律第032号｢司法官試補実地修習期間減縮ﾆ関ｽﾙ法律｣施行(
  0227公布)
1905年3月19日-08:00|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|日本軍が開原を占領
1905年3月20日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第057号｢外国ﾆ於ﾃ流通ｽﾙ貨幣紙幣銀行券証券偽造変造
  及模造ﾆ関ｽﾙ件(明三八法六六)ｦ台湾ﾆ施行｣公布
1905年3月20日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年法律第066号｢外国ﾆ於ﾃ流通ｽﾙ貨幣紙幣銀行券証券偽造変造
  及模造ﾆ関ｽﾙ法律｣公布施行
1905年3月20日-09:00|日本|札幌北洋ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治38年|札幌貯蓄銀行が(株)江差貯蓄銀行､(株)松前銀行を
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  合併し(株)北海道貯蓄銀行と改称
1905年3月21日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年法律第036号｢罹災救助基金法中改正法律｣,明治38年法律第0
  39号｢不動産登記法中改正法律｣各施行(1日公布)
1905年3月21日-09:00|日本|  ||明治38年|落語の人気回復のために､三遊派と柳派らが落語研究会を結成､日本
  橋常磐木倶楽部で第一回口演
1905年3月21日-08:00|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|日本軍が昌図を占領
1905年3月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ｲｷﾞﾘｽが､ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝとの新協定で国境画定を再確認し､ﾛｼｱを牽制
1905年3月22日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第058号｢貴族院令中改正追加ﾉ件｣公布
1905年3月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽが少年の炭鉱労働8時間制を実施
1905年3月23日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||明治38年|韓国で第一銀行券が発行される
1905年3月23日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第070号｢明治二十六年勅令第九十三号(東京帝国大学講
  座ﾉ件)中改正追加ﾉ件｣,明治38年勅令第071号｢明治三十六年勅令第六十八号(京都帝国大学講座ﾉ件)中改正追
  加ﾉ件｣各公布
1905年3月23日-09:00|日本|京都大学|明治38年|京都帝大に薬物学､産科学講座が新設
1905年3月24日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第073号｢株式会社第一銀行ﾉ韓国ﾆ於ｹﾙ業務ﾆ関ｽﾙ件｣公
  布
1905年3月24日-09:00|韓国|鮮鉄京釜本線|大韓帝国･光武9年|京釜鉄道:京城→西大門/駅改称
1905年3月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼﾞｭｰﾙ･ｳﾞｪﾙﾇがｱﾐｱﾝで(77歳､18280208生)ﾌﾗﾝｽの小説家/｢海底二万哩｣や
  ｢十五少年漂流記｣など80冊に及ぶ科学冒険小説を書き､SF小説の始祖となった
1905年3月25日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾒｷｼｺ､金本位制採用(4月14日金貨の自由鋳造廃止､金為替本位制へ)
1905年3月26日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第078号｢臨時事件費支弁ﾆ関ｽﾙ件(明三八法一二)ﾆ依ﾘ英
  国倫敦及北米合衆国紐育ﾆ於ﾃ募集ｽﾙ公債ﾆ関ｽﾙ件｣公布
1905年3月26日-09:00|日本|北海道松前郡松前町|明治38年|<死去>松前修広(41歳)元蝦夷松前藩主･知藩事
1905年3月26日-08:00|台湾/日本|台鉄縦貫線|明治38年|台湾総督府鉄道縦貫線[彰化-茄苳脚-員林-社頭-田中央
  ]延伸→[基隆～白公坑][彰化～田中央][濁水～打狗]
1905年3月27日-09:00|日本|  ||明治38年|生命保険会社談話会より生命保険会社協会と改称
1905年3月27日-09:00|日本|静岡銀行|明治38年|<改称>二六(資)[静岡県浜名郡北浜村]⇒(株)二六信用銀行
1905年3月28日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年法律第041号｢居留民団法｣,明治38年法律第042号｢明治二十
  九年法律第六十三号(律令発布ﾉ件)ﾉ有効期間ﾆ関ｽﾙ法律｣,明治38年法律第043号｢医師免許規則中改正法律｣,明
  治38年法律第044号｢市町村立小学校教育費国庫補助法及教育基金令ﾆ依ﾙ沖縄県ﾉ配賦金及配当金､仕払残額ｦ翌
  年度ﾆ繰越使用ﾆ関ｽﾙ法律｣(19040401から適用)各施行(8日公布)
1905年3月28日-09:00|日本|長崎大学|明治38年|長崎高等商業学校設立
1905年3月28日-09:00|日本|名古屋工業大学|明治38年|名古屋高等工業学校創立
1905年3月28日-08:00|中国|  |||<死去>黄遵憲(56歳､生年1848年)清の詩人･外交官
1905年3月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｲﾀﾘｱ王国首相(閣僚評議会議長)｢ｱﾚｯｻﾝﾄﾞﾛ･ﾌｫﾙﾃｨｽ｣(~19060208)
1905年3月28日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/日本|  ||明治38年|Ohrvikens AB｢Industrie｣鎮海湾外で船舶書類不備及びｽﾊﾟｲ容
  疑により日本海軍軍艦｢春日｣により拿捕
1905年3月28日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｱﾒﾘｶ|  |||<制定>米国保護領ﾄﾞﾐﾆｶ共和国(~19410402)
1905年3月29日-09:00|日本|  ||明治38年|歌舞伎座で日本人作曲によるはじめての歌劇｢露営の夢｣(曲･北村季
  晴)上演
1905年3月29日-09:00|日本|JR||北海道官設鉄道→逓信省鉄道作業局/移管･編入
1905年3月30日-09:00|日本/台湾|  ||明治38年|(台湾)律令1号｢台湾煙草専売規則｣
1905年3月30日-09:00|日本|  ||明治38年|東洋汽船貨客船｢ろせった丸｣を尾城汽船(東京)に売却,神戸~横濱定
  期航路に就航(1905年,日露戦争に病院船として参加→1906.6,朝日新聞社の満韓巡航船として使用→1908年,
  船名録から削除,その後芝浦岸壁でﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ･ﾎﾃﾙとして使用,第1次世界大戦中に廃棄);東洋汽船貨客船｢ろひ
  ら丸｣尾城汽船(東京)に売却
1905年3月30日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年法律第046号｢国税徴収法中改正法律｣,明治38年法律第047号
  ｢外国ﾆ於ｹﾙ銀行事業ﾆ関ｽﾙ法律｣,明治38年法律第048号｢日本勧業銀行法中改正法律｣,明治38年法律第049号｢日
  本興業銀行法中改正法律｣,明治38年法律第050号｢北海道拓殖銀行法中改正法律｣各施行(10日公布);明治38年
  勅令第067号｢国税徴収法施行規則第二十四条中改正ﾉ件｣施行(23日公布)
1905年3月30日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||ｸﾚﾀ島でｷﾞﾘｼｬとの合併を望み暴動
1905年3月31日-09:00|日本|  ||明治38年|瀬田川洗堰(滋賀県,通称南郷洗堰)完成
1905年3月31日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第123号｢明治三十三年勅令第三百八十五号(臨時国有林
  野ﾉ特別経営ﾆ関ｽﾙ職員ﾉ件)中改正ﾉ件｣,明治38年勅令第124号｢臨時国有林作業ﾆ関ｽﾙ職員ﾉ件｣,明治38年勅令第
  125号｢鉱山監督置事務官特別任用ﾉ件｣各公布
1905年3月31日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年法律第018号｢北海道官設鉄道用品資金会計法廃止法律｣施行
  (0216公布);明治38年勅令第072号｢臨時台湾土地調査局官制廃止ﾉ件｣施行(24日公布);明治38年勅令第104号｢
  東京郵便電信学校官制廃止ﾉ件｣<東京郵便電信学校を廃し規模を縮小して通信官吏練習所とする>,明治38年勅
  令第106号｢北海道鉄道部官制廃止ﾉ件｣各施行(29日公布)
1905年3月31日-04:00|ﾛｼｱ/中国/日本|  ||明治38年|日本軍が綿花街の敵を駆逐し同地及其北方高地を占領
1905年3月31日 00:00|ﾓﾛｯｺ/ﾄﾞｲﾂ|  |||第1次ﾓﾛｯｺ事件発生.ﾄﾞｲﾂ軍が突然ﾓﾛｯｺ最北端のﾀﾝｼﾞｰﾙに上陸し､｢領土保
  全･門戸開放｣を要求
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1905年3月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｺﾅﾝ･ﾄﾞｲﾙの短篇集『ｼｬｰﾛｯｸ･ﾎｰﾑｽﾞの復活』が発刊｡前作で死亡したことにな
  っていた名探偵ﾎｰﾑｽﾞが復活
1905年4月-09:00|日本|熱海軌道組合線|明治38年|豆相人車鉄道[小田原-熱海]→熱海鉄道に社名変更
1905年4月-09:00|日本|椙山女学園大学|明治38年|椙山正弌が名古屋市富士塚町に名古屋裁縫女学校を開校
1905年4月-09:00|日本|広島修道大学|明治38年|私立修道学校を私立修道中学校とする
1905年4月-08:00|中国|商船三井||<運航開始>大阪商船:鎮南浦安東県線
1905年4月-07:00|ﾀｲ|  |||ﾀｲで奴隷廃止法が発布
1905年4月-04:00|ﾛｼｱ|  |||<初演>ｱﾚｸｻｰﾝﾄﾞﾙ･ｺﾝｽﾀﾝﾃｨｰﾉｳﾞｨﾁ･ｸﾞﾗｽﾞﾉｰﾌ《ｳﾞｧｲｵﾘﾝ協奏曲ｲ短調Op.82》ｱｳｱｰ
1905年4月-03:00|ｲｴﾒﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ｲｴﾒﾝはｻﾅを占領(~9月)
1905年4月-01:00|ｺｿﾎﾞ/ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<就任>ｺｿﾎﾞのﾜﾘｽ(総督)｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｼｪﾌｹｯﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(~1908年8月)
1905年4月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||この月､ﾄﾞｲﾂのﾎﾌﾏﾝとｼｬｳﾃﾞｨが梅毒の病原体を発見
1905年4月1日-09:00|日本|  ||明治38年|<創刊>大日本国民中学会｢新國民｣4月号
1905年4月1日-09:00|日本|  ||明治38年|塩の専売担当部署として大蔵省が管轄する塩務局を全国22箇所に設置
1905年4月1日-09:00|日本|  ||明治38年|樺太経営同志会発足(箕浦勝人,関直彦ら)
1905年4月1日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武9年|韓日通信機関協定に調印(通信機関を日本に委任)
1905年4月1日-09:00|韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武9年|普成専門学校､設立(現､高麗大)
1905年4月1日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第127号｢台湾総督府税関官制第四条中改正ﾉ件｣公布
1905年4月1日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年法律第009号｢登録税法中改正法律(本)｣,明治38年法律第010
  号｢相続税法｣各施行(0101公布);明治38年勅令第026号｢台湾総督府国語伝習所官制廃止ﾉ件｣,明治38年勅令第0
  27号｢台湾ﾆ於ｹﾙ蕃人ﾉ子弟ｦ就学ｾｼﾑﾍｷ公学校ﾆ関ｽﾙ件｣各施行(0203公布);明治38年法律第015号｢海軍工廠資金
  会計法｣,明治38年法律第022号｢蚕病予防法｣各施行(0216公布);明治38年勅令第038号｢蚕種検査手数料ﾆ関ｽﾙ件
  ｣施行(0221公布);明治38年勅令第040号｢山口高等学校ｦ山口高等商業学校ﾄ改称ｽﾙﾉ件｣施行(0225公布);明治38
  年法律第033号｢地租条例中改正法律｣,明治38年法律第034号｢所得税法中改正法律｣,明治38年法律第035号｢北
  海道一級町村及二級町村ｦｼﾃ租税外国庫歳入ｦ徴収ｾｼﾑﾙ法律｣,明治38年法律第037号｢北海道罹災救助基金法｣,
  明治38年法律第040号｢遠洋漁業奨励法｣各施行(0301公布);明治38年法律第051号｢台湾銀行ﾆ於ﾃ発行ｽﾙ銀行券ﾉ
  偽造変造等ﾆ関ｽﾙ法律｣施行(0310公布);明治38年法律第059号｢裁判所管轄区域変更ﾆ関ｽﾙ法律｣,明治38年法律
  第060号｢裁判所管轄区域変更ﾆ関ｽﾙ法律｣,明治38年法律第061号｢裁判所管轄区域変更ﾆ関ｽﾙ法律｣,明治38年法
  律第064号｢在外指定学校職員退隠料及遺族扶助料法｣各施行(0313公布);明治38年勅令第054号｢税関官制第四
  条中改正ﾉ件｣,明治38年勅令第055号｢所得税法施行規則中改正追加ﾉ件｣各施行(0318公布);明治38年法律第067
  号｢裁判所構成法中改正法律｣,明治38年勅令第062号｢通信官署経費渡切規則]郵便､電信及電話官署経費渡切規
  則｣,明治38年勅令第059号｢海軍採炭所官制中改正追加ﾉ件｣,明治38年勅令第060号｢海軍監獄官制第七条中改正
  ﾉ件｣各施行(0322公布);明治38年勅令第063号｢公使館領事館費用条例中改正加除ﾉ件｣,明治38年勅令第064号｢
  外国在勤警部巡査任用及支給規則中改正加除ﾉ件｣,明治38年勅令第068号｢相続税法施行規則｣､明治38年勅令第
  069号｢監獄官制第三条中改正ﾉ件｣各施行(0323公布);明治38年勅令第074号｢花莚検査所官制｣,明治38年勅令第
  075号｢製鉄所官制第二条中改正ﾉ件｣,明治38年勅令第076号｢臨時専用漁業免許処分調査ﾆ関ｽﾙ職員ﾉ件｣各施行(
  0324公布);明治38年勅令第082号｢大蔵省官制中改正追加塩専売ﾉ準備ﾆ関ｽﾙ職員ﾉ件廃止ﾉ件｣,明治38年勅令第0
  83号｢塩務局官制｣,明治38年勅令第084号｢塩専売ﾉ準備ﾆ要ｽﾙ建築事務ﾆ関ｽﾙ職員ﾉ件第二条中改正ﾉ件｣各施行(0
  328公布);明治38年勅令第087号｢内務省官制中改正加除及土木監督局官制及明治二十七年勅令第八十四号(河
  川道路港湾調査ﾆ関ｽﾙ職員ﾉ件)同第八十五号(内務省直轄臨時土木工事施行ﾆ関ｽﾙ職員ﾉ件)廃止ﾉ件｣,明治38年
  勅令第088号｢伝染病研究所官制｣,明治38年勅令第089号｢台湾総督府専売局官制中改正追加ﾉ件｣,明治38年勅令
  第090号｢台湾総督府地方官官制中改正ﾉ件｣,明治38年勅令第091号｢明治三十五年勅令第七十三号(港務部設置ﾉ
  件)中改正追加ﾉ件｣,明治38年勅令第092号｢文部省官制中改正ﾉ件｣,明治38年勅令第093号｢東京帝国大学官制中
  改正ﾉ件｣,明治38年勅令第094号｢京都帝国大学官制中改正ﾉ件｣,明治38年勅令第095号｢史料編纂ﾆ関ｽﾙ職員制｣,
  明治38年勅令第096号｢文部省直轄諸学校官制第一条中追加ﾉ件｣,明治38年勅令第098号｢農商務省官制中改正削
  除ﾉ件｣,明治38年勅令第099号｢鉱山監督署官制]鉱務署官制｣,明治38年勅令第100号｢農事試験場官制第四条中
  改正ﾉ件｣,明治38年勅令第101号｢逓信省官制中改正削除ﾉ件｣,明治38年勅令第103号｢航路標識管理所官制第六
  条中改正ﾉ件｣各施行(0329公布);明治38年勅令第105号｢鉄道作業局官制中改正ﾉ件｣,明治38年勅令第112号｢文
  武判任官等級表中改正加除ﾉ件｣,明治38年勅令第114号｢遠洋漁業奨励法ﾆ依ﾘ奨励金ｦ下付ｽﾙｺﾄｦ得ﾍｷ漁猟業ﾉ種
  類､船舶ﾉ噸数ﾉ制限並漁猟員ﾉ資格及定員ﾆ関ｽﾙ件｣各施行(0329公布);明治38年勅令第115号｢港務部職員服制中
  改正追加ﾉ件｣,明治38年勅令第119号｢特許局官制中改正追加ﾉ件｣各施行(0330公布);明治38年勅令第120号｢塩
  務局職員特別任用令｣,明治38年勅令第121号｢明治二十六年勅令第百九十六号(月俸十五円未満ﾉ判任官特別任
  用ﾉ件)中追加ﾉ件｣,明治38年勅令第122号｢塩務局見習員ﾆ関ｽﾙ件｣,明治38年勅令第126号｢北海道庁鉄道部職員ﾖ
  ﾘ鉄道作業局職員ﾆ特別任用ﾉ件｣各施行(0331公布);明治38年法律第070号｢刑ﾉ執行猶予ﾆ関ｽﾙ法律｣公布施行
1905年4月1日-09:00|日本|  ||明治38年|｢第4回全国製産品博覧会｣開催(～5月31日)[開催地]京都府[会場]岡崎
  公園博覧会館[主催]京都博覧協会[入場者]184,617人
1905年4月1日-09:00|日本|岡山県浅口郡里庄町|明治38年|<合併>岡山県浅口郡[里見村･新庄村]が合併→里庄村
1905年4月1日-09:00|日本|岡山県浅口市|明治38年|<合併>岡山県浅口郡[鴨方村･津田村･小坂村]が合併→鴨方
  村,[大島中村･西大島村]が合併→大島村,[竹村･占見村･吉備村]が合併→三和村
1905年4月1日-09:00|日本|岡山県倉敷市|明治38年|<合併>岡山県児島郡[東興除村･西興除村]が合併→興除村
1905年4月1日-09:00|日本|群馬県高崎市|明治38年|<町制施行>群馬県群馬郡室田村→室田町
1905年4月1日-09:00|日本|JR西日本桜島線|明治38年|西成鉄道[安治川口-天保山]1.61km開業→[(大阪-)西九条
  -安治川口-天保山]
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1905年4月1日-09:00|日本|JR東日本京浜東北線|明治38年|日本鉄道東北線[上野-田端]間に日暮里駅開業
1905年4月1日-09:00|日本|JR東日本常磐線|明治38年|日本鉄道海岸線[日暮里-三河島-南千住]間開通→[日暮里
  -岩沼]開業､上野発着列車の田端駅でのｽｲｯﾁﾊﾞｯｸ運転解消
1905年4月1日-09:00|日本|JR北海道宗谷本線|明治38年|北海道官設鉄道天塩線[旭川-名寄]→官設鉄道天塩線/
  移管;剣淵(ｹﾇﾌﾁ→ｹﾝﾌﾞﾁ)/駅名読み変更
1905年4月1日-09:00|日本|JR北海道根室本線|明治38年|北海道官設鉄道十勝線[下富良野-落合],釧路線[利別-
  釧路]→官設鉄道/移管
1905年4月1日-09:00|日本|JR北海道函館本線|明治38年|北海道官設鉄道上川線:旭川(ｱｻﾋｶﾜ→ｱｻﾋｶﾞﾜ)/読み変更
1905年4月1日-09:00|日本|JR北海道富良野線|明治38年|北海道官設鉄道富良野線[旭川-下富良野]移管→官設鉄
  道
1905年4月1日-09:00|日本|島根県松江市|明治38年|<合併>島根県八束郡[玉造村･湯町村]が合併→玉湯村
1905年4月1日-09:00|日本|中京女子大学|明治38年|中京裁縫女学校創立
1905年4月1日-09:00|日本|奈良教育大学|明治38年|奈良県女子師範学校を創設(奈良県師範学校女子部を廃止)
1905年4月1日-09:00|日本|山口県岩国市|明治38年|<合併>山口県玖珂郡[岩国町･横山村]が合併→岩国町
1905年4月1日-09:00|日本|山口県山口市|明治38年|<合併>山口県吉敷郡[山口町･上宇野令村]が合併→山口町
1905年4月1日-08:00|台湾/中国|商船三井||<運航開始>大阪商船:淡水福州線(台湾総督府命令航路)
1905年4月1日-03:00|ｿﾏﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｿﾏﾘﾗﾝﾄﾞ弁務官｢ｴﾘｯｸ･ｼﾞｮﾝ･ｲｰｸﾞﾙｽ･ｽｳｪｲﾝ｣(~1906年3月)
1905年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾊﾟｽｸｱｰﾚ･ﾌﾞｼﾆｬｰﾆ｣
1905年4月1日-01:00|ﾅﾐﾋﾞｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌｱﾑｽの戦い/ｺﾙﾈﾘｳｽ･ﾌﾚﾃﾞﾘｸｽとﾍﾞﾛｳ指揮下の一隊｡ﾄﾞｲﾂ人が大損害を受け
  た
1905年4月1日 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ|  |||<就任>ﾀｶﾞﾆｯﾄ連邦ｴﾐｰﾙ(ｱﾊﾞｶ系)｢ｳｽﾏｰﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ﾊﾞｯｶｰﾙ｣(~1909年)
1905年4月2日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年法律第057号｢登録税法中改正法律｣,明治38年法律第058号｢登
  録税法中改正法律｣,明治38年法律第062号｢戸主ﾆ非ｻﾞﾙ者爵ｦ授ｹﾗﾚﾀﾙ場合ﾆ関ｽﾙ法律｣,明治38年法律第063号｢外
  国裁判所ﾉ嘱託ﾆ因ﾙ共助法｣各施行(0313公布)
1905年4月2日-09:00|日本|名鉄瀬戸線|明治38年|瀬戸自動鉄道[矢田-木ｹ崎(>1924以前､廃止)-(役場前>廃止)-
  聯隊前-笠寺道(>1944休止)-小幡-小幡原(>1944休止)-大森-(1912以前､志談味道>1921以前､廃止)-印場(>1944
  休止)-(194204頃､旭前)-聾石(>1937~42廃止)-新居-平池(>1944休止)-三郷-根ﾉ鼻(>1944休止)-今村(>1945頃､
  水野)-学園前(>1926~27廃止)-追分-(1912以前､桜川>1915以前､廃止)-瀬戸]間14.6km開業
1905年4月2日 03:00|日本|  ||明治38年|社会主義伝道隊は午前9時に平民社を出発､赤旗をかかげ大太鼓をたた
  いて銀座､京橋､日本橋､今川橋､外神田を行進､檄文数千枚を撒布し正午に上野に到着/午報を合図に待機して
  いた百余名が赤色の小旗をかざし､社会主義万歳を呼号して集まると､これに巡査数十名が襲いかかる/結果､3
  1人が検束される
1905年4月3日-09:00|日本|  ||明治38年|日本花柳病予防協会設立/性病に関する啓蒙･予防･治療運動開始
1905年4月3日-09:00|日本|都電蓬莱橋線|明治38年|東京電気鉄道外濠線[(八官町-)土橋(>1908廃止)-幸橋(>190
  7五二館前>1908廃止)-日比谷公園(>1907内幸町)-議事堂前(>1908廃止)-虎ノ門内(>1909霞ヶ関)]開業
1905年4月3日-08:00|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|日本軍が鴛鷺樹及四面城附近の敵を駆逐し同地を占領
1905年4月3日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝでﾎﾞｶ･ｼﾞｭﾆｱｰｽﾞ創立
1905年4月4日-09:00|日本|  ||明治38年|総持寺所有の丙種絵図絹本着色前田利家夫人像一幅が国宝に指定
1905年4月4日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年法律第065号｢東京市区改正土地建物処分規則中改正法律｣施
  行(0315公布)
1905年4月4日-08:00|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|日本軍が孤楡樹占領
1905年4月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾝﾄﾞ北部で地震(ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ7.8)死者2万人
1905年4月4日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ｺﾝｽﾀﾝﾀﾝ･ﾑｰﾆｴ(73歳)ﾍﾞﾙｷﾞｰの画家･彫刻家
1905年4月5日-09:00|日本|  ||明治38年|韓国､安昌浩らが共立協会を結成/民族独立運動開始
1905年4月5日-09:00|日本|  ||明治38年|日刊紙｢日本｣が､ﾄﾙｽﾄｲ作･内田魯庵訳｢復活｣の連載を開始
1905年4月5日-09:00|日本|JR九州長崎本線|明治38年|九州鉄道長崎線[浦上(長崎を改称)-長崎]延伸→[鳥栖～
  山口(～)諫早-長崎]
1905年4月5日-09:00|日本|都電御茶ノ水線|明治38年|東京電気鉄道[竹町-師範学校前(>1911御茶ノ水)]間開業
1905年4月5日-09:00|日本|都電錦町線|明治38年|東京電気鉄道[御茶ﾉ水(>1907頃､廃止)-師範学校前(>1911頃､
  御茶ﾉ水)]延伸→[(常盤橋～神田橋～)錦町河岸～師範学校前]
1905年4月5日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾗﾝｽｳﾞｧｰﾙ植民地総督･最高司令官代行｢ｱｰｻｰ･ﾛｰﾘｰ｣(~23
  日)
1905年4月6日-09:00|日本|  ||明治38年|若島権四郎:21代横綱襲名(-明治40年1月)
1905年4月7日-09:00|日本|土佐電桟橋線|明治38年|土佐電氣鐵道潮江線:桟橋停留場移設(1953以前､旧位置に岸
  壁通停留場再開業)
1905年4月7日-01:00|ﾅﾐﾋﾞｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾏﾝｶﾞｰに率いられたﾄﾞｲﾂ軍がｳｨﾄﾌﾞｰｲとｺﾊﾟｰにﾅﾏ族連合とｵﾘﾌｧﾝﾄ川(ｹｰｲﾌﾞ
  川)近くのﾅﾆﾌﾞｺﾋﾞｽで戦う/ｳｨﾄﾌﾞｰｲは戦いに敗れ､砂漠に逃げそこで死亡
1905年4月8日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第128号｢沈没船舶売払ﾉ場合ﾆ於ｹﾙ買受人資格ﾆ関ｽﾙ件｣公
  布施行
1905年4月8日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Leon Jules Pol Boulloche｣(~19060801)
1905年4月10日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ﾌｨﾘﾋﾟﾝのﾎﾛ島でﾊﾟﾗの乱が起こる(～11月20日)
1905年4月11日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第129号｢臨時取締ﾉ為庁府県ﾆ警部ｦ置ｸﾉ件｣,明治38年勅
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  令第131号｢地租条例施行規則第二条中追加ﾉ件｣各公布
1905年4月11日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第132号｢海軍機関術練習所条例第三十条改正ﾉ件｣公布
  施行
1905年4月12日-09:00|日本|阪神本線|明治38年|阪神電気鉄道本線[出入橋-福島(>1945休止)-野田-淀川-稗島-
  大和田-佃-杭瀬-大物-尼崎-出屋敷-蓬川-武庫川-鳴尾-今津-西宮東口-西宮-戎-打出-芦屋-深江-青木-魚崎-
  住吉-御影-石屋川-東明-新在家-大石-岩屋-春日野道-新生田川(>1933廃止)-旭通-神戸]間開業
1905年4月12日-08:00|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|日本軍は火羅に於て敵と衝突し之を撃攘し営盤東方にある
  蒼汁の要地を占領
1905年4月13日-09:00|韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武9年|(14日)､兵制改革により､韓国軍整理縮小実施/元帥府(
  韓国軍最高司令部格)解体/親衛隊は侍衛隊歩兵聯隊に改編
1905年4月13日-09:00|日本|  ||明治38年|<死去>田口卯吉.慢性腎炎のため(51歳､生年1855年)経済学者､歴史家
  ､衆議院議員
1905年4月13日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>第10代ｽｳｪｰﾃﾞﾝ首相ﾖﾊﾝ･ﾗﾑｽﾃｯﾄﾞ(~19050802)
1905年4月14日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第133号｢戒巌宣告ﾉ件｣,明治38年勅令第134号｢塩専売法
  (明三八法一一)ｦ施行ｾｻﾙ地方ﾆ関ｽﾙ件｣,明治38年勅令第135号｢間接国税犯則者処分法施行規則第一条中追加ﾉ
  件｣,明治38年勅令第136号｢塩専売法第三十八条ﾆ依ﾘ間接国税犯則者処分法中収税官吏又ﾊ税務署長ﾆ属ｽﾙ職務ｦ
  行ﾌﾍｷ官吏ﾉ件｣,明治38年勅令第137号｢塩専売法第四十四条ﾆ依ﾙ塩税徴収ﾆ関ｽﾙ件｣各公布
1905年4月14日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年法律第068号｢船舶法中改正法律｣,明治38年法律第069号｢船
  舶職員法中改正法律｣,明治38年勅令第077号｢登録税法施行規則中追加ﾉ件｣各施行(0325公布);明治38年勅令第
  079号｢船舶登記規則第三十条中追加ﾉ件｣施行(0327公布)
1905年4月14日-08:00|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|日本軍は英額城,八家子占領
1905年4月15日-09:00|日本|  ||明治38年|<創刊>有楽社､漫画雑誌｢東京ﾊﾟｯｸ｣(漫画雑誌の先駆,北沢楽天が主宰
  )
1905年4月15日-09:00|日本|  ||明治38年|愛媛県松山市のﾊﾟﾉﾗﾏ館開館
1905年4月15日-08:00|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|日本軍は通化占領
1905年4月17日-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治38年|荒木銀行が(名)大西銀行(~昭和4)と改称
1905年4月18日-09:00|日本|りそなﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治38年|日本勧業銀行月報社,東京(日本勧業銀行内)に設立
1905年4月18日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ﾍﾟﾝｼﾙｳﾞｪﾆｱ級装甲巡洋艦ACR-8｢(2代)ﾒﾘｰﾗﾝﾄﾞ｣(13680t,ﾆｭｰﾎﾟｰ
  ﾄ･ﾆｭｰｽﾞ･ｼｯﾌﾟﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ&ﾄﾞﾗｲ･ﾄﾞｯｸ社)
1905年4月19日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第138号｢警視庁官制中改正加除ﾉ件｣,明治38年勅令第13
  9号｢北海道庁官制｣,明治38年勅令第140号｢地方官官制｣,明治38年勅令第142号｢文武判任官等級表中追加ﾉ件｣,
  明治38年勅令第145号｢道庁府県事務官特別任用ﾉ件｣,明治38年勅令第146号｢明治三十二年勅令第三号(警視特
  別任用ﾉ件)中追加ﾉ件｣,明治38年勅令第147号｢警部消防士特別任用令｣,明治38年勅令第148号｢警察官及消防官
  服制中改正ﾉ件｣,明治38年勅令第149号｢明治二十二年勅令第百二十二号(警察官及消防官帯剱ﾉ件)中改正ﾉ件｣,
  明治38年勅令第150号｢明治三十八年度歳出予算中第一予備金ｦ以ﾃ補充ｼ得ﾍｷ費途ﾉ件｣,明治38年勅令第151号｢
  逓信省外国留学生規程第一条中追加ﾉ件｣各公布
1905年4月19日-01:00|ｶﾞﾎﾞﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｶﾞﾎﾞﾝ植民地副総督代行｢ﾎﾟｰﾙ･ｼﾞｬﾝ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ｸｽﾁｭﾘｴ｣(~8.5)
1905年4月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ伯｢ｱｰｻｰ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ｣
1905年4月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ伯･13代ﾁｪｽﾀｰﾌｨｰﾙﾄﾞ伯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ｣(~196708
  15死去)
1905年4月20日-09:00|日本|  ||明治38年|金尾文淵堂創業(金尾種次郎)三宅雪嶺の雑誌《日本及日本人》を引
  受け,また木下尚江《火の柱》をはじめ,与謝野晶子《新訳源氏物語》その他を出版
1905年4月20日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第152号｢明治三十四年勅令第百三十九号(獣疫及畜牛結
  核病予防ﾆ関ｽﾙ費用負担区分)第一条改正ﾉ件｣公布
1905年4月20日-09:00|日本|ほくほくﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治38年|(個人)神沢銀行を(名)神沢銀行(~大正7)に改組,
  富山に設立
1905年4月20日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｱﾚｸｾｲ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨｯﾁ･ﾛﾌﾟﾋﾝ｣(~10月)
1905年4月20日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾎﾞﾈｰﾙ副知事代理｢Herman Statius Muller｣(~19070601)
1905年4月21日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第153号｢国民兵役ﾆ在ﾙ者ﾉ服役及召集ﾆ関ｽﾙ件｣公布施行
1905年4月21日-09:00|日本|ENEOSﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治38年|大倉喜八郎･浅野総一郎ら､南北石油を設立(明40.9保土
  ヶ谷製油所完成)
1905年4月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ﾁﾁｪｽﾀｰ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｺﾞﾄﾞﾙﾌｨﾝ･ﾍﾟﾗﾑ｣
1905年4月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ﾁﾁｪｽﾀｰ伯｢ｼﾞｮｾﾘﾝ･ﾌﾞﾙｰﾄﾞﾈﾙ･ﾍﾟﾗﾑ｣(~19261114死去)
1905年4月22日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ暫定総督｢ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾊﾟｽｶﾙ･ﾌﾗﾝｿﾜ｣(~19061005)
1905年4月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｼﾞｬﾝ･ﾚｵﾝ･ｼﾞｮﾚｽら社会主義者が｢ﾌﾗﾝｽ社会党(統一社会党)｣を結成/社会主義諸
  派の統一
1905年4月24日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾀﾃﾞﾙｶﾞﾀﾞ民政知事｢Luis de Bettencourt de Medeiro
  s e Camara｣(1期目~19060323)
1905年4月25日-09:00|日本|博文館|明治38年|合資会社博進社印刷所,株式会社博文館印刷所に改組･改称《文芸
  倶楽部》《小学世界》など博文館発行14種類の月刊誌を印刷するとともに博文館以外のものの受注を開始
1905年4月25日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|(~28日)ﾛｼｱ帝国海軍巡洋艦｢ｸﾞﾛﾓﾎﾞｰｲ｣が4隻の日本商船を撃沈
1905年4月26日-09:00|日本|  ||明治38年|吉田三郎右衛門所有｢松前丸｣焼失
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1905年4月27日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||ﾍﾞﾙｷﾞｰのﾘｴｰｼﾞｭで万国博覧会が開催(~11/6)ﾍﾞﾙｷﾞｰ独立75周年
1905年4月27日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢Christian Magdalus Thestrup Gold｣(
  ~19080221)
1905年4月28日-09:00|日本|  ||明治38年|山崎紫紅の｢上杉謙信｣が真砂座で上演された,配役伊井容峰外
1905年4月28日-09:00|日本|香川大学|明治38年|木田郡立乙種農学校を木田郡立甲種農林学校と改称
1905年4月29日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝｽﾜﾗ国統治者(ﾏﾊﾗﾜﾙ)｢ｼｬﾝﾌﾞｰ･ｼﾝ｣(~19131227没)
1905年4月29日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶのｼﾞｮﾝ･ｼﾞｮｾﾌ･ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰとﾀﾞﾆｴﾙ･ﾏﾛﾆｰがｸﾞﾗｲﾀﾞｰの公開飛行で､1200mの高さ
  の熱気球から切り離される飛行を行う
1905年5月-09:00|日本|  ||明治38年|<初演>｢沓手鳥孤城落月｣作･坪内逍遥/淀君､片桐旦元(二役),三代目片岡
  我當/大阪角座
1905年5月-09:00|日本|  ||明治38年|尼崎汽船大阪共同組が尼崎汽船部(大阪)に改組
1905年5月-09:00|日本|福井県|明治38年|福井県､幸橋(福井市)竣工
1905年5月-08:00|中国/日本|商船三井|明治38年|上海のBoyd & Co.｢大亭丸｣大阪商船(大阪)に売却､｢大福丸｣と
  改名
1905年5月1日-09:00|日本|  ||明治38年|平民社で茶話会を開く/最初のﾒｰﾃﾞｰ集会
1905年5月1日-03:00|ｿﾏﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｲﾀﾘｱ領ｿﾏﾘﾗﾝﾄﾞ王立委員｢ﾙｲｼﾞ･ﾒﾙｶﾃｯﾘ｣(~19060124)
1905年5月1日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾀｳﾘｱのﾛｼｱ総督｢Yevgeniy Nikolayevich Volkov｣(~19060111)
1905年5月1日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||ﾜﾙｼｬﾜ､ﾒｰﾃﾞｰのﾃﾞﾓ行進中､労働者と露軍が衝突/死者100人､負傷者多数
1905年5月3日-09:00|日本|  ||明治38年|<出版>石川啄木(19)処女詩集｢あこがれ｣/全77篇､定価50銭､序文与謝
  野鉄幹､序詩上田敏
1905年5月4日-08:00|中国/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|日本軍は八寶屯,釣魚台占領
1905年5月5日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||黒人向けの｢ｼｶｺﾞ･ﾃﾞｨﾌｪﾝﾀﾞｰ｣紙が創刊
1905年5月7日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ西海岸で日本人･朝鮮人排斥同盟が結成
1905年5月8日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第156号｢占領地民政署ﾉ職員ﾆ関ｽﾙ件｣公布
1905年5月8日-04:00|ﾛｼｱ|  ||明治38年|ﾛｼｱ､ﾊﾟｰﾍﾞﾙ･ﾐﾘｭｺｰﾌ､労働組合連合会を組織/国会設置と普通選挙制の導
  入を提唱
1905年5月8日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/日本|  ||明治38年|Societa Anonima per Ricuperi Sottomarini｢Sars｣を日本海軍
  汽船｢猿橋丸｣と命名
1905年5月8日-01:00|ﾅﾐﾋﾞｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｶﾞﾅﾁｬﾌﾞの戦い/ｺﾙﾈﾘｳｽとｺﾋﾟｰの指揮するﾄﾞｲﾂ軍の間で戦われｺﾙﾈﾘｳｽは敗
  北しﾍﾞﾙｾﾊﾞの方向に逃れた
1905年5月9日-09:00|日本|  ||明治38年|愛知県尾西織物同業組合組織
1905年5月9日-09:00|日本|  ||明治38年|日本海軍隼型水雷艇｢雉｣代艦(152ﾄﾝ)呉海軍工廠で建造､完成
1905年5月9日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第157号｢専売塩特別定価売渡及交付金下付規則｣,明治38
  年勅令第158号｢塩購入ﾆ関ｽﾙ随意契約及塩売渡ﾉ場合ﾆ於ﾃ契約書省略ﾉ件｣各公布施行
1905年5月9日-09:00|日本|御殿場馬車軌道|明治38年|御殿場馬車鉄道[新橋御殿場駅-籠坂峠]→野中御殿場馬車
  鉄道/買収
1905年5月9日-09:00|日本|JR東日本|明治38年|<死去>小野義真(67歳)日本鉄道会社社長
1905年5月9日-09:00|日本|森永製菓|明治38年|森永西洋菓子製造所､ｴﾝｾﾞﾙ商標を登録し､新聞広告で使用開始
1905年5月9日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ﾋﾞﾙﾏ副総督｢ﾊｰﾊﾞｰﾄ･ｻｰｹﾙ･ﾎﾜｲﾄ卿｣(~19100519)
1905年5月9日-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>南ﾅｲｼﾞｪﾘｱ保護区高等弁務官代理｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･Jamieson Thorburn
  ｣(~7.30)
1905年5月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ海軍戦艦｢ｺﾓﾝｳｪﾙｽ｣(17000ﾄﾝ)ﾃﾞﾎﾞﾝﾎﾟｰﾄ工廠で竣工就役
1905年5月10日-09:00|日本|  ||明治38年|日本海軍春雨型駆逐艦｢霰｣(375ﾄﾝ)呉工廠で竣工
1905年5月10日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第159号｢地租条例第四条第一項第一号及第二号ﾆ依ﾙ公
  共団体及期間指定ﾉ件｣公布
1905年5月10日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督･最高司令官代行｢ﾊｰﾊﾞｰﾄ･ﾌﾞﾗｲｱﾝ｣(2回目~11.12
  )
1905年5月11日-09:00|日本|  ||明治38年|新聞社在籍劇評家による若葉会,第1回文士劇を歌舞伎座で公演,岡鬼
  太郎ら出演
1905年5月11日-09:00|日本|商船三井|明治38年|大阪商船会社貨客船｢舞子丸｣大連から営口に向け航行中に触雷
  ､沈没
1905年5月11日-03:00|ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ総督代行｢ｼｬﾙﾙ･ﾙｲ･ﾚﾌﾟﾙ｣(~19060101)
1905年5月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｱｲﾝｼｭﾀｲﾝ､論文｢熱の分子論から要求される静止液体中の懸濁粒子の運動につ
  いて｣(ﾌﾞﾗｳﾝ運動論文)投稿/論文は7月発行,Annalen der Physik(Germany),17,549-560
1905年5月12日-09:00|日本|  ||明治38年|<死去>野口寧斎(39歳)漢詩人.妹の夫･野口男三郎に殺害された可能
  性がある
1905年5月12日-09:00|日本|都電牛込線|明治38年|東京電気鉄道[神楽坂(>1907頃､牛込見附)-飯田橋]開業
1905年5月12日-09:00|日本|都電御茶ノ水線|明治38年|東京電気鉄道[飯田橋-諏訪町(>1907廃止)-小石川橋-水
  道橋-本郷元町-湯島五丁目(竹町を改称>1914順天堂前)]延伸→[飯田橋-師範学校前(>1911御茶ノ水)]
1905年5月12日 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾓｰﾘﾀﾆｱ総監代行｢ﾙｲ･ﾌﾚｼﾞｬﾝ｣(~27日)
1905年5月13日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第160号｢戒厳宣告ﾉ件｣公布
1905年5月13日-09:00|日本|JR九州香椎線|明治38年|博多湾鉄道:和白簡易停車場移設
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1905年5月14日-09:00|日本|JR東日本外房線|明治38年|房総鉄道[長者町-大原]間に三門駅旅客営業開業
1905年5月15日-09:00|日本|JR西日本山陰本線|明治38年|官設鉄道[青谷-泊-松崎]11.91km延伸→[青谷～米子(
  ～境)]開業
1905年5月15日-08:00|台湾/日本|台鉄縦貫線|明治38年|台湾総督府鉄道縦貫線[葫蘆ﾄﾝ-潭仔ｹﾝ-台中-烏日-大肚
  ]延伸→[基隆～白公坑][葫蘆ﾄﾝ～大肚][彰化～田中央][濁水～打狗];[林鳳営-抜仔林]間に蕃仔田駅新設
1905年5月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||米国ﾈﾊﾞﾀﾞ州の110ｴｰｶｰの土地が売却されﾗｽﾍﾞｶﾞｽ設立
1905年5月16日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第162号｢地方森林会規則第八条中改正削除ﾉ件｣公布施
  行
1905年5月16日-08:00|台湾/日本|台鉄縦貫線|明治38年|台湾総督府鉄道縦貫線:抜仔林駅廃止
1905年5月16日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾅﾀｰﾙ首相｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｼﾞｮﾝ･ｽﾏｲｽ｣無党派(~19061128)
1905年5月17日-11:00|ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ知事｢Charles Amedee Rognon｣(~9.17)
1905年5月18日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第163号｢陸軍軍属従軍服制中追加ﾉ件｣公布
1905年5月18日-09:00|日本/中国|商船三井|明治38年|<運航開始>大阪商船:大阪漢口線
1905年5月19日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第167号｢北海道庁森林監守服制中改正ﾉ件｣,明治38年勅
  令第168号｢作業及鉄道会計規則第二十二条中追加ﾉ件｣各公布
1905年5月19日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ﾛｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾞﾙﾁｯｸ艦隊はﾊﾞﾀﾝ諸島付近でｲｷﾞﾘｽ汽船｢ｵｰﾙﾄﾞﾊﾐﾔ｣を拿捕
1905年5月20日-09:00|日本|  ||明治38年|<大相撲>明治38年5月場所[東京本所回向院](10日間)幕内優勝:(西大
  関)荒岩,9勝0敗1休
1905年5月20日-09:00|日本|  ||明治38年|翻刻発行者全員はその供給販売業務を経営するため合名会社〈国定
  教科書共同販売所〉を設立
1905年5月20日-09:00|日本|大阪府堺市|明治38年|<改称>大阪府南河内郡大艸村が改称→大草村
1905年5月20日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱ帝国海軍戦艦｢ﾎﾟﾁｮﾑｷﾝ=ﾀｳﾞﾘｰﾁｪｽｷｰ公｣(12900t,ﾆｺﾗｰｴﾌのﾆｺﾗｰｴﾌ海軍工廠で
  製造)ｾｳﾞｧｽﾄｰﾎﾟﾘで竣工
1905年5月20日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｵﾚﾝｼﾞ川植民地総督｢ｾﾙﾎﾞｰﾝ伯爵ｳｨﾘｱﾑ･ｳｫﾙﾃﾞｸﾞﾚｲｳﾞ･ﾊﾟ
  ｰﾏｰ｣(~19070701)
1905年5月21日-09:00|日本/中国|商船三井|明治38年|下旬<運航開始>大阪商船:長崎鎮南浦線
1905年5月21日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱで鉄道国有化法案が可決
1905年5月22日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第169号｢煙草専売局職員特別任用令中追加ﾉ件｣,明治38
  年勅令第170号｢砂糖消費税法施行規則第十三条中追加ﾉ件｣各公布
1905年5月22日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/日本|  ||明治38年|Bergings och Dykeri A/B Neptun｢Herakles｣を日本海軍が授
  受､汽船｢栗橋丸｣命名
1905年5月22日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<死去>ｼﾞｮｰｼﾞ･ｾﾞｯﾄﾚｲﾝ､ﾒｼﾞｬｰﾘｰｶﾞｰ(生年1844年)
1905年5月23日-09:00|日本|阪神本線|明治38年|阪神電気鉄道本線:蓬川駅廃止
1905年5月23日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｲｳﾞｧﾝ･ｶﾘｬｰｴﾌ.ｾﾙｹﾞｲ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ殺害の罪で処刑された(27歳)ﾛｼｱの詩
  人･ﾃﾛﾘｽﾄ
1905年5月23日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾗﾝｽｳﾞｧｰﾙ植民地総督･最高司令官｢ｾﾙﾎﾞｰﾝ伯爵ｳｨﾘｱﾑ･ｳ
  ｫﾙﾃﾞｸﾞﾚｲｳﾞ･ﾊﾟｰﾏｰ｣(~19100531)
1905年5月25日-09:00|日本/台湾|  ||明治38年|(台湾)律令3号｢台湾土地登記規則｣､律令5号｢台湾土地登録税規
  則｣
1905年5月25日-09:00|韓国/朝鮮|  |||京釜鉄道､漢城-釜山間全通
1905年5月25日-09:00|日本|  ||明治38年|日本天然瓦斯株式会社設立される/明治44年から長岡を中心にｶﾞｽの
  供給を開始する
1905年5月25日-09:00|日本|  ||明治38年|和歌山水力電気株式会社設立
1905年5月25日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦5月12日|ﾛｼｱ､ｲﾜﾉｳﾞｫ･ｳﾞｫｽﾞﾈｾﾝｽｸ､ｽﾄﾗｲｷ開始/最初の労働者代表ｿﾋﾞｴﾄ結成(
  ～8月4日)
1905年5月25日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ合衆国ﾊﾟﾅﾏ運河地帯軍政総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾏｸﾞｰﾝ｣(~1906
  1012)
1905年5月26日-09:00|日本|  ||明治38年|同文館《大日本百科大辞書》のうち《商業大辞書》第1巻発行(わが
  国における本格的専門事典の始)
1905年5月26日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年法律第071号｢売薬税法｣,明治38年勅令第155号｢売薬税法施
  行規則｣各施行(6日公布)
1905年5月27日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第172号｢台湾総督府鉄道部官制第二条中改正ﾉ件｣公布
1905年5月27日 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾓｰﾘﾀﾆｱ総監｢ﾍﾞﾙﾅｰﾙ･ﾛｰﾗﾝ･ﾓﾝﾀﾈ=ｶﾌﾟﾄﾞｩﾎﾞｽｸ｣(~1907年11
  月)
1905年5月27日 05:15|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年;ﾛｼｱ暦5月14日|<日露戦争･日本海海戦>14時17分､連合艦
  隊の砲弾がﾊﾞﾙﾁｯｸ艦隊の第1戦艦隊旗艦｢ｸﾆｬｰｼﾞ･ｽｳﾞｫｰﾛﾌ｣と第2戦艦隊旗艦｢ｵｽﾘｬｰﾋﾞｬ｣に多数命中し火災を発
  生させた
1905年5月27日 05:25|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年;ﾛｼｱ暦5月14日|<日露戦争･日本海海戦>14時27分､第2戦隊
  所属の装甲巡洋艦｢浅間｣が被弾により舵機を損傷し戦列から離れた
1905年5月27日 05:50|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年;ﾛｼｱ暦5月14日|<日露戦争･日本海海戦>14時50分､｢ｸﾆｬｰｼﾞ
  ･ｽｳﾞｫｰﾛﾌ｣と｢ｵｽﾘｬｰﾋﾞｬ｣は甲板上や艦内の各所で火災を起こしながら右へ大きく回頭して戦列から離脱/ﾊﾞﾙﾁｯ
  ｸ艦隊の2番艦､戦艦｢ｲﾝﾍﾟﾗｰﾄﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ3世｣も集中砲火を受けて列外に出た
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1905年5月27日 06:10|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年;ﾛｼｱ暦5月14日|<日露戦争･日本海海戦>15時10分,ﾛｼｱ帝国
  海軍艦隊装甲艦(2代)｢ｵｽﾘｬｰﾋﾞｬ｣日本軍艦の集中砲火により沈没(515名近くが戦死)
1905年5月27日 06:30|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年;ﾛｼｱ暦5月14日|<日露戦争･日本海海戦>15時30分,病院船｢
  ｱﾘｮｰﾙ｣と同｢ｺｽﾄﾛｰﾏ｣は仮装巡洋艦｢佐渡丸｣や同｢満州丸｣に捕捉され､臨検のため荒れた外海から三浦湾に移動
  させられた
1905年5月27日 07:20|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年;ﾛｼｱ暦5月14日|<日露戦争･日本海海戦>16時20分,曳船｢ﾙｰ
  ｼ｣を撃沈し､仮装巡洋艦｢ｳﾗﾙ｣や工作艦｢ｶﾑﾁｬﾂｶ｣にも損害を与え脱落させた
1905年5月27日 08:40|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年;ﾛｼｱ暦5月14日|<日露戦争･日本海海戦>17時40分ごろ,第1
  戦隊は孤立していた｢ｳﾗﾙ｣を撃沈
1905年5月27日 10:00|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年;ﾛｼｱ暦5月14日|<日露戦争･日本海海戦>19時､漂流してい
  た｢ｶﾑﾁｬﾂｶ｣は第4戦隊などの攻撃により沈没
1905年5月27日 10:05|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年;ﾛｼｱ暦5月14日|<日露戦争･日本海海戦>19:03,ﾛｼｱ帝国海
  軍艦隊装甲艦｢ｲﾝﾍﾟﾗｰﾄﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ3世｣が大きく左へ列外に出てから沈没,乗員全員が戦死
1905年5月27日 10:20|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年;ﾛｼｱ暦5月14日|<日露戦争･日本海海戦>19時20分､ﾛｼｱ海軍
  戦艦｢ｸﾆｬｰｼ･ｽｳﾞｫｰﾛﾌ｣は第5戦隊に随伴していた第11艇隊の魚雷により沈没(925名が戦死)/19時20分､｢ﾎﾞﾛｼﾞﾉ｣
  は2回の大爆発を起こし転覆､沈没
1905年5月27日 11:20|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年;ﾛｼｱ暦5月14日|<日露戦争･日本海海戦>20時20分､第3･第4
  駆逐隊の雷撃によって装甲巡洋艦｢ｱﾄﾞﾐﾗﾙ･ﾅﾋｰﾓﾌ｣が大破炎上,対馬沖まで向かい翌朝未明に自沈処分
1905年5月27日 12:05|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年;ﾛｼｱ暦5月14日|<日露戦争･日本海海戦>21:05､第4駆逐隊
  司令の鈴木貫太郎は､連繋機雷作戦を用いて戦艦｢ﾅｳﾞｧﾘﾝ｣を撃沈
1905年5月27日 13:15|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年;ﾛｼｱ暦5月14日|<日露戦争･日本海海戦>22:15､第4駆逐隊
  司令の鈴木貫太郎は戦艦｢ｼｿｲ･ｳﾞｪﾘｰｷｰ｣を雷撃によって大破させた
1905年5月28日-09:00|韓国/朝鮮|  |||京義線開通
1905年5月28日-09:00|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|戦艦｢ｵﾘｮｰﾙ｣(27日､日本海軍の砲撃により43名戦死)､海
  防戦艦｢ｹﾞﾈﾗﾙ･ｱﾄﾞﾐﾗﾙ･ｱﾌﾟﾗｸｼﾝ｣､同｢ｱﾄﾞﾐﾗﾙ･ｾﾆｬｰｳﾞｨﾝ｣はすべて降伏
1905年5月28日-09:00|日本|  ||明治37年|渡瀬庄三郎博士が｢まついか｣を｢ほたるいか｣と命名
1905年5月28日-09:00|日本|岩手大学|明治37年|盛岡高等農林学校開校
1905年5月28日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦5月15日|ｲｳﾞｧﾉｳﾞｫ･ｳﾞｫｽﾞﾈｾﾝｽｸ市に最初の｢ｿｳﾞｨｴﾄ(評議会)｣結成/ｿｳﾞｨｴﾄ:
  工場を基礎として一定割合で選挙された全市労働者代表会議(労働者500人につき代表1人を選出)､地区労働者
  の闘争指導機関
1905年5月28日-03:30|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年;ﾛｼｱ暦5月15日|<日露戦争･日本海海戦>夜明けごろ､｢千歳
  ｣は北上の際に単艦で行動していた駆逐艦｢ﾍﾞｽﾞﾌﾟﾘｮｰﾁﾇｲ｣と遭遇し､居合わせた駆逐艦｢有明｣とともにこれを
  攻撃､撃沈
1905年5月28日-02:00|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年;ﾛｼｱ暦5月15日|<日露戦争･日本海海戦>朝,駆逐艦｢ﾌﾞﾚｽﾁｬ
  ｰｼﾁｰ｣は前日の被弾が原因で沈没
1905年5月28日-01:40|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年;ﾛｼｱ暦5月15日|<日露戦争･日本海海戦>7:20,ﾛｼｱ海軍戦艦
  ｢ﾎﾞﾛｼﾞﾉ｣27日の日本海軍の砲撃により､大火災､弾火薬庫の誘爆により爆沈,戦死者865名
1905年5月28日 00:00|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年;ﾛｼｱ暦5月15日|<日露戦争･日本海海戦>9:00､巡洋艦｢ｱﾄﾞﾐ
  ﾗﾙ･ﾅﾋﾓﾌ｣､駆逐艦｢不知火｣に接近を知り自爆/仮装巡洋艦｢佐渡丸｣､｢ﾅﾋﾓﾌ｣乗組員523救助､他101は対馬･茂木海
  岸上陸
1905年5月28日 00:00|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|夜戦によって大破していた戦艦｢ｼｿｲ･ｳﾞｪﾘｰｷｰ｣が沈没,ﾛｼ
  ｱ帝国海軍舷側砲装甲艦｢ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ﾄﾞﾝｽｺｲ｣自沈
1905年5月28日 01:55|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年;ﾛｼｱ暦5月15日|<日露戦争･日本海海戦>10:53､ﾛｼｱ帝国｢ｲﾝ
  ﾍﾟﾗｰﾄﾙ･ﾆｺﾗｲ1世｣は降伏/｢ｲﾝﾍﾟﾗｰﾄﾙ･ﾆｺﾗｲ1世｣の前方を進んでいた｢ｲｽﾞﾑﾙｰﾄ｣はこれに従わず､東方へ逃走ｳﾗｼﾞｵ
  ｽﾄｸに向かったが､ﾛｼｱ沿岸で座礁して爆破の上放棄された
1905年5月28日 02:00|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年;ﾛｼｱ暦5月15日|<日露戦争･日本海海戦>11:02､沖島北東で
  ﾛｼｱ海軍戦艦｢ｼｿｲ･ｳｪﾘｰｷｰ｣放棄転覆沈没
1905年5月28日 03:05|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年;ﾛｼｱ暦5月15日|<日露戦争･日本海海戦>12:04､ﾛｼｱ帝国｢ｸﾞ
  ﾛﾑｷｰ｣は殆どの砲を破壊され､砲弾も撃ちつくし､旋回状態に入ったため､総員退去.艦長戦死､自沈
1905年5月28日 05:00|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年;ﾛｼｱ暦5月15日|<ｲﾙﾂｲｼ号投降事件>14:00,ﾊﾞﾙﾁｯｸ艦隊の特
  務艦｢ｲﾙﾂｲｼ｣は損害のため島根県沖まで逃れ､船は放棄(29日朝沈没)
1905年5月28日 05:30|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年;ﾛｼｱ暦5月15日|<日露戦争･日本海海戦>14:30､｢佐渡丸｣に
  追われたﾛｼｱ帝国装甲巡洋艦｢ｳﾗｼﾞﾐｰﾙ･ﾓﾉﾏﾌ｣沈没(19050519除籍).乗員406は｢満州丸｣に収容/｢ｳﾗｼﾞﾐｰﾙ･ﾓﾉﾏﾌ｣
  には駆逐艦｢ｸﾞﾛｰﾑｷｰ｣がついていたが､駆逐艦｢不知火｣と水雷艇｢第63号艇｣に追撃され､蔚山沖にて降伏し日本
  側はこれを捕獲しようとしたがそのまま沈没
1905年5月28日 05:30|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年;ﾛｼｱ暦5月15日|<日露戦争･日本海海戦>14:30､ﾛｼﾞｪｽﾄｳﾞｪﾝ
  ｽｷｰ長官･幕僚､｢ﾌﾞｲﾇｲ｣より更に駆逐艦｢ﾍﾞﾄﾞｳｨ｣に移乗｡駆逐艦｢ｸﾞﾛｽﾞﾇｲ｣とｳﾗｼﾞｵに向う｡｢ﾌﾞｲﾇｲ｣は巡洋艦｢ﾄﾞﾐ
  ﾄﾘｰ･ﾄﾞﾝｽｺｲ｣により撃沈処分
1905年5月28日 07:45|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年;ﾛｼｱ暦5月15日|<日露戦争･日本海海戦>16:45,｢漣｣と｢陽
  炎｣が砲撃を開始し｢ｸﾞﾛｰｽﾞﾇｲ｣は逃げつつ応戦したが､｢ﾍﾞﾄﾞｳｲ｣は機関停止を行い降伏/｢漣｣はこれをﾛｼﾞｪｽﾄｳﾞ
  ｪﾝｽｷｰ司令官とともに捕獲/｢ｸﾞﾛｰｽﾞﾇｲ｣は｢陽炎｣の追撃を振り切り､数少ないｳﾗｼﾞｵｽﾄｯｸ到着組の1つとなった
1905年5月28日 09:10|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年;ﾛｼｱ暦5月15日|<日露戦争･日本海海戦>18:10,海防装甲艦
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  ｢ｱﾄﾞﾐﾗﾙ･ｳｼｬｰｺﾌ｣は｢磐手｣に砲撃され抵抗をあきらめ自爆して沈没(艦長以下83戦死､漂流339収容)
1905年5月28日 10:45|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年;ﾛｼｱ暦5月15日|<日露戦争･日本海海戦>19:45､第1戦隊､捕
  獲船｢ﾆｺﾗｲ1世｣｢ｱﾘｮｰﾙ｣を引率して戦場を離脱､佐世保に向う
1905年5月28日 12:00|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年;ﾛｼｱ暦5月15日|<日露戦争･日本海海戦>21:00､装甲巡洋艦
  ｢ｱﾄﾞﾐﾗﾙ･ﾅﾋﾓﾌ｣沈没(乗員523､｢佐渡丸｣に収容,101は対馬琴村の茂木海岸上陸)18名死亡
1905年5月28日 13:00|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年;ﾛｼｱ暦5月15日|<日露戦争･日本海海戦>22:00､音羽隊の砲
  撃によりﾛｼｱ帝国巡洋艦｢ｽｳﾞｪﾄﾛｰﾅ｣は運動の自由を失い蛇行始めるが､勇戦し巡洋艦｢音羽｣に戦死4･負傷19の
  損害を与える
1905年5月28日 14:05|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年;ﾛｼｱ暦5月15日|<日露戦争･日本海海戦>23:06､｢音羽｣｢新
  高｣の攻撃でﾛｼｱ帝国巡洋艦｢ｽｳﾞｪﾄﾗｰﾅ｣沈没(死者170･救出291)/駆逐艦｢ﾌﾞｲｽﾄﾙｲ｣は｢新高｣と駆逐艦｢業雲｣に追
  われ逃走をあきらめて朝鮮半島沖に朝鮮海岸に座礁させ乗員脱出後に爆破処分
1905年5月28日 14:30|日本海/ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年;ﾛｼｱ暦5月15日|<日露戦争･日本海海戦>｢ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ﾄﾞﾝｽｺｲ｣
  は深夜に退艦･自沈､翌朝日本側が放棄された艦を発見して捕獲作業に入る前に沈没
1905年5月29日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ王国閣僚評議会議長｢ﾘｭﾎﾞﾐｰﾙ･ｽﾄﾔﾉｳﾞｨｯﾁ｣(~19060314)
1905年5月29日 01:00|中国/ﾛｼｱ|  ||明治38年|輸送船｢ｽｳﾞｨｰﾘ｣は上海へ入港して清に抑留された
1905年5月30日-09:00|日本|  ||明治38年|石川啄木(19)･節子､結婚式｡啄木の帰郷間に合わず節子のみの式
1905年5月30日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第175号｢臨時台港戸口調査ﾆ関ｽﾙ職員ﾉ件｣公布
1905年5月30日 01:00|中国/ﾛｼｱ|  ||明治38年|水雷母艦｢ｺﾚｰﾔ｣は上海へ入港して清に抑留された
1905年5月31日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第176号｢臨時博覧会事務局官制廃止ﾉ件｣施行(30日公布
  )
1905年5月31日-09:00|日本|北海道勇払郡占冠村|明治38年|<分離>北海道勇払郡辺富内村を分離独立→占冠村
1905年6月-09:00|日本|  ||明治38年|<完成>岡倉天心｢六角堂｣(五浦)
1905年6月-09:00|日本|  ||明治38年|<創刊>月刊｢家庭教育絵ばなし｣最初の子供向き絵本
1905年6月-09:00|日本|日本郵船|明治38年|日本郵船が横濱北清線開始
1905年6月 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｷﾞﾆｱ総督代行｢ﾎｾ･ﾏﾃｳｽ･ﾗﾊﾟ･ｳﾞｧﾚﾝﾃ｣(3回目~19060213
  )
1905年6月 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ｶｽﾄﾛがﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ大統領に再選される
1905年6月1日-09:00|韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武9年|大韓帝国が｢貨幣条例｣を実施
1905年6月1日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年法律第011号｢塩専売法｣<塩を専売とする>施行(0101公布);明
  治38年勅令第161号｢花莚検査規則｣施行(0515公布);明治38年勅令第173号｢海軍軍属文官従軍服制｣施行(0529
  公布)
1905年6月1日-09:00|日本|甲府電車軌道|明治38年|山梨馬車鉄道[石和-富士川河岸][八日町-甲府停車場前]→
  山梨軽便鉄道/路線譲渡
1905年6月1日-09:00|日本|八十二銀行|明治38年|(株)高井銀行,(株)六十三銀行に合併
1905年6月1日-09:00|日本|三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治38年|(株)堀川銀行,名古屋銀行に買収､内海銀行に改称
  し事業継続
1905年6月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||｢ﾙｲｽﾗｰｸ100年記念万国博覧会｣開催(～10月15日)[会場]ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ(ｱﾒﾘｶ)/ｵﾚｺﾞﾝ
  州探検100年記念､民間(日本参加)
1905年6月2日-09:00|日本|  ||明治38年|神田YMCAにて､楽苑会第1回公演が､小松耕輔作詞作曲のｵﾍﾟﾗ｢羽衣｣(日
  本初の創作ｵﾍﾟﾗ)､山田源一郎作曲のｶﾝﾀｰﾀ｢都良香｣を演目としてｽﾀｰﾄ
1905年6月2日 05:40|日本|  ||明治38年|14時39分頃,M7.3の芸予地震起こる､死者11名,家屋全潰50戸,同半潰98
  戸
1905年6月3日-09:00|日本|JR九州香椎線|明治38年|博多湾鉄道[須恵-新原]延伸→[西戸崎～新原]開業
1905年6月3日-09:00|日本|都電江東橋線|明治38年|東京市街鉄道[元町(>1907頃､廃止>1908頃､東両国>1915頃､
  両国停車場前>両国駅前>1929頃､国技館前)-松坂町二丁目東両国方向のみ(>1908頃､廃止)-小泉町亀沢町方向
  のみ(>1908頃､小泉町>1909頃､廃止)-(1912相生町)-相生町三丁目-亀沢町一丁目(>1908頃､廃止)-(>1908頃､亀
  沢町)]間開業
1905年6月3日-09:00|日本|都電業平線|明治38年|東京市街鉄道[(1908頃､亀沢町)-亀沢町(>1907頃､亀沢町車庫
  前>廃止>1913頃､車庫前>1917廃止)]間開業
1905年6月3日-09:00|日本|都電両国橋線|明治38年|東京市街鉄道(街鉄)[両国-元町(>東両国>両国停車場前>両
  国駅前>国技館前)]間開業→[小川町-元町]
1905年6月3日-09:00|日本|兵庫県姫路市|明治38年|<死去>小笠原貞孚(56歳)元播磨安志藩主･知藩事
1905年6月3日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ﾛｼｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||一等巡洋艦｢ｵﾚｰｸ｣､同｢ｱｳﾞﾛｰﾗ｣､二等巡洋艦｢ｼﾞｪﾑﾁｭｸ｣はﾏﾆﾗへ入港
  してｱﾒﾘｶに抑留された
1905年6月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ﾀﾞﾋﾞｭｰｸ級砲艦PG-17｢ﾀﾞﾋﾞｭｰｸ｣(1084t;Gas Engine & Power Co.
   & Charles L. Seabury & Co.;⇒1919年,艦種を雑役艦第6号AG-6に改める)
1905年6月4日-08:00|中国/ﾛｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||駆逐艦｢ﾎﾞｰﾄﾞﾙｲ｣はｲｷﾞﾘｽ船に曳航を依頼して上海へ入港し清に抑留
  された
1905年6月5日-09:00|日本|  ||明治38年|九条信用組合
1905年6月5日-09:00|日本/ﾛｼｱ|  ||明治38年|元ﾛｼｱ汽船｢ｽﾝｶﾞﾘ｣を｢松江丸｣と命名
1905年6月6日-09:00|日本/ﾛｼｱ|  ||明治38年|ﾛｼｱ帝国海軍艦隊装甲艦｢ｵﾘｮｰﾙ｣日本艦隊に編入され､戦艦｢石見｣
  と命名(1912年8月28日､一等海防艦に類別変更→1923年5月9日,武装撤去後に雑役船に編入され標的船に指定)
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  ;ﾛｼｱ海軍海防戦艦｢ｱﾄﾞﾐﾗﾙ･ｾﾆｬｰｳﾞｨﾝ｣(1896年,ﾛｼｱのｱﾄﾞﾐﾗﾙﾁｰｽｷｰ工廠で竣工)を艦籍に編入､二等海防艦｢見島｣
  となった(1922041日,特務艇(潜水艇母艇)とされる);ﾛｼｱ海軍海防戦艦｢ｹﾞﾈﾗﾙ･ｱﾄﾞﾐﾗﾙ･ｱﾌﾟﾗｸｼﾝ｣(1899年,ﾛｼｱの
  ｾﾝﾄ･ﾋﾟｰﾀｰｽﾌﾞﾙｸﾞ造船廠でﾛｼｱ海防戦艦として竣工)を編入､日本海軍海防艦｢沖島｣就役;ﾛｼｱ海軍駆逐艦｢ﾍﾞﾄﾞｰｳ
  ﾞｲ｣(350ﾄﾝ,1903年､ﾛｼｱ･ﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸにあるﾈｳﾞｽｷｰ造船所で竣工)日本海軍に編入｢皐月｣と命名;ﾛｼｱ帝国海軍艦隊
  装甲艦｢ｲﾝﾍﾟﾗｰﾄﾙ･ﾆｺﾗｲ1世｣戦利艦(二等戦艦)として日本艦隊に編入戦艦｢壱岐｣と命名(1212,海防艦に類別)
1905年6月6日-09:00|日本|千葉銀行|明治38年|<合併>(株)正信銀行[千葉県市原郡平三村]⇒(株)小草畑銀行
1905年6月7日-09:00|日本|  ||明治38年|<死去>岸田吟香(73歳)新聞記者､実業家､教育者
1905年6月7日-09:00|日本|  ||明治36年|<死去>岸田吟香､新聞記者･実業家･教育家(生年1833年)
1905年6月7日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ国王｢ﾋﾟｰﾀｰ･ｸﾘｽﾁｬﾝ･ﾍﾙｽﾚﾌﾞ･ﾐﾋｪﾙｾﾝ(王権を行使する首相)｣ｽｳｪｰﾃﾞ
  ﾝとの同君的連合終了(~11.25)
1905年6月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞﾚｽﾃﾞﾝで芸術家集団｢ﾌﾞﾘｭｯｹ｣が結成
1905年6月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ=ｼﾞｸﾞﾏﾘﾝｹﾞﾝ侯｢ﾚｵｵﾎﾟﾙﾄ｣
1905年6月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ=ｼﾞｸﾞﾏﾘﾝｹﾞﾝ侯｢William｣(~19271002死去)
1905年6月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ,ﾎﾞﾜｻﾞﾝ兄弟はｱﾙｼｭﾃﾞｯｸ注文のﾌﾛｰﾄをつけた水上ｸﾞﾗｲﾀﾞｰをｾｰﾇ河に浮かべ
  てﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄで曳航する実験を行い150mの飛行に成功
1905年6月9日-09:00|日本|  ||明治36年|歌舞伎座で北村季晴原曲｢露営の夢｣を上演(慶応ﾜｸﾞﾈﾙ合唱団も出演)
1905年6月9日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱ各地で反乱･暴動起きる(ﾛｼｱ第一革命の始まり)
1905年6月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｺﾞﾙﾌ>第45回全英ｵｰﾌﾟﾝ選手権優勝:ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾌﾞﾚｲﾄﾞ(2回目)(ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ/318)
1905年6月9日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島総督｢Gabriel Angoulvant｣(~19060
  512)
1905年6月10日-09:00|日本|  ||明治38年|無我苑から他力主義利他主義を理想に掲げる宗教雑誌｢無我の愛｣創
  刊
1905年6月11日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶのﾍﾟﾝｼﾙﾊﾞﾆｱ鉄道が､ﾆｭｰﾖｰｸとｼｶｺﾞ間を18時間で走る列車の運行を開始
1905年6月12日-09:00|日本/台湾|商船三井|明治38年|<運航開始>大阪商船:沖縄経由大阪基隆線
1905年6月12日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱ帝国海軍艦隊装甲艦｢ｽﾗｳﾞｧ｣(15275t)ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸのﾊﾞﾙﾄ工廠で竣工(1907
  年9月27日､類別を艦隊装甲艦から戦列艦に変更)
1905年6月14日-09:00|日本|  ||明治38年|日本海軍砲艦｢天城｣除籍
1905年6月14日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第178号｢保管金規則ｦ台湾ﾆ施行ｽﾙﾉ件｣公布
1905年6月15日-09:00|日本|  ||明治38年|大日本帝国海軍巡洋艦｢高砂｣除籍
1905年6月15日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第180号｢明治三十六年勅令第二号(警視庁ﾆ臨時防疫職
  員ｦ置ｸﾉ件)中改正追加ﾉ件｣公布
1905年6月15日-09:00|日本|JR東日本奥羽本線|明治38年|官営奥羽北線[横手-飯詰-大曲]間延伸→[横手-青森]
  開業
1905年6月15日-01:00|ﾅﾐﾋﾞｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||(~17)15日から3日間ﾅﾙｽで戦いがあった/ﾏﾚﾝｺﾞとﾍﾝﾄﾞﾘｯｸの連合軍とﾄﾞｲ
  ﾂ軍でﾄﾞｲﾂ側に損害が多数でた
1905年6月18日-08:00|台湾|  |||台湾の暴風雨に倒潰家屋約3600戸､半潰3500戸､流失船数十隻
1905年6月18日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ﾍﾟｰﾙ･ﾃｵﾄﾞｰﾙ･ｸﾚｰﾍﾞ､ｽｳｪｰﾃﾞﾝの化学者･地質学者(生年1840年)
1905年6月18日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国首相｢ｹﾞｻﾞ･ﾊﾞﾛ･ﾌｪｼﾞｪﾙｳﾞｧﾘｰ･ｺﾑﾛｽ-ｹﾚｼｭﾃｼ｣(~19060408)
1905年6月18日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞで国民労働者同盟が発足
1905年6月19日-09:00|日本|  ||明治38年|旧対露同志会,講和問題同志聯合会を組織
1905年6月20日-09:00|日本|  ||明治38年|大阪堀江の貸座敷経営者中川万次郎が､家族や抱え芸妓･妻吉ら六人
  を殺傷(妻吉事件)
1905年6月20日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第181号｢血清､痘苗､｢ﾂﾍﾞﾙｸﾘﾝ｣及治療液代価納付ﾆ関ｽﾙ
  件｣公布施行
1905年6月20日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第182号｢関税法施行規則第七十九条中改正ﾉ件｣公布
1905年6月20日-09:00|日本|  ||明治38年|｢中学世界｣に竹久夢二の投稿挿絵｢筒井筒｣掲載/夢二署名画の初め
1905年6月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾍﾞｼﾞｬ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾌﾟﾗﾝ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(~19390604没)
1905年6月21日-09:00|日本|  ||明治38年|北越水力電気株式会社設立
1905年6月21日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｼｶｺﾞで世界産業労働者連盟(IWW)が結成
1905年6月22日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝｶﾞﾅﾊﾟｯﾚ国統治者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｸﾞﾗﾑ･ｱﾘ･ｶｰﾝ3世｣(~19220122没)
1905年6月22日-05:00|日本|  ||明治38年|未明､大阪の堀江遊郭｢山海楼｣主人･中川萬次郎が発狂し家族6人を殺
  傷(5人死亡)
1905年6月22日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬ閣僚評議会議長｢ﾃﾞｨﾐﾄﾘｵｽ･ｹﾞｵﾙｷﾞｵｳ･ﾗﾘｽ｣(3回目~12.21)
1905年6月22日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||ｾﾙﾋﾞｱがﾌﾞﾙｶﾞﾘｱと関税同盟を結ぶ
1905年6月23日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国閣僚評議会議長Eugenio Montero Rios[自由党](~19051201)
1905年6月23日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾗｲﾄﾌﾗｲﾔｰ3号が初飛行
1905年6月24日-09:00|韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武9年|韓国政府､国庫証券条例を公布/日本第一銀行から2百
  万円の短期国債を発行させる
1905年6月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<ﾃﾆｽ>第25回全米選手権混合ﾀﾞﾌﾞﾙｽ優勝:ｵｰｶﾞｽﾀ･ｼｭﾙﾂ&ｸﾗﾚﾝｽ･ﾎﾊﾞｰﾄ
1905年6月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<ﾃﾆｽ>第25回全米選手権女子ｼﾝｸﾞﾙｽ優勝:ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ･ﾑｰｱ
1905年6月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<ﾃﾆｽ>第25回全米選手権女子ﾀﾞﾌﾞﾙｽ優勝:ﾍﾚﾝ･ﾎｰﾏﾝｽ&ｷｬﾘｰ･ﾆｰﾘｰ
1905年6月25日-09:00|日本|  ||明治38年|<創刊>大日本少女会｢日本の少女｣6月号
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1905年6月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱｲﾙ･ｵﾌﾞ･ﾏﾝ･ｽﾁｰﾑ･ﾊﾟｹｯﾄ･ｶﾝﾊﾟﾆｰの高速ﾌｪﾘｰ｢ｳﾞｧｲｷﾝｸﾞ｣(2950ﾄﾝ)ｱｰﾑｽﾄﾛﾝｸﾞ･ﾎｲ
  ｯﾄﾜｰｽ社で竣工就役
1905年6月27日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦:1905/6/14|ﾛｼｱ帝国海軍戦艦｢ﾎﾟﾁｮﾑｷﾝ=ﾀｳﾞﾘｰﾁｪｽｷｰ公｣艦上で水兵による武
  装蜂起が発生
1905年6月29日-09:00|日本|  ||明治38年|東京･明治座､従軍写真班の日露戦争映画上映(博文館の特派員が従軍
  撮影したもの)
1905年6月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||英､ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの利権保護目的の自動車協会創設
1905年6月30日-09:00|日本|常陽銀行|明治38年|<改称>(株)東京興業銀行[東京]⇒(株)荏原銀行
1905年6月30日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦:1905/6/17|ﾛｼｱ帝国海軍装甲艦｢ｹﾞｵﾙｷﾞｰ･ﾎﾟﾍﾞﾄﾞﾉｰｾﾂ｣がﾎﾟﾁｮﾑｷﾝに同調し
  て反乱
1905年6月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｱﾙﾊﾞｰﾄ･ｱｲﾝｼｭﾀｲﾝ､論文｢動いている物体の電気力学｣(特殊相対論論文)投稿/論
  文は9月発行,Annalen der Physik(Germany),17,891-921
1905年6月30日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ総督｢Victor Francois Frederic Rey｣(~19060119)
1905年7月-09:00|日本|  ||明治38年|<刊行>蒲原有明｢春鳥集｣70銭
1905年7月-09:00|日本|  ||明治38年|<刊行>国木田独歩｢独歩集｣近事画報社40銭
1905年7月-09:00|日本|阪神|明治38年|<開設>阪神電気鉄道｢打出海水浴場｣(芦屋市)
1905年7月-03:00|ﾀﾝｻﾞﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂ領東ｱﾌﾘｶ(ﾀﾝｻﾞﾆｱ)でﾏｼﾞﾏｼﾞ反乱がおこる
1905年7月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ海軍戦艦｢ﾄﾞﾐﾆｵﾝ｣(17000ﾄﾝ)ﾊﾞﾛｰ･ｲﾝ･ﾌｧｰﾈｽのｳﾞｨｯｶｰｽ社で竣工就役
1905年7月 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ長官代行｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾗﾎﾞﾙﾄﾞ｣(~11月)
1905年7月1日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｽﾍﾟﾝｻｰがｼﾄﾞﾆｰで映画の上映はじめる
1905年7月1日-09:00|日本|  ||明治38年|<創刊>近事画報社｢婦人画報｣(国木田哲夫)
1905年7月1日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||明治38年|第一銀行京城支店が韓国の中央銀行として開業
1905年7月1日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第191号｢文官試験規則中改正追加ﾉ件｣公布
1905年7月1日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年法律第002号｢関税定率法附属輸入税表中改正法律｣,明治38年
  法律第009号｢登録税法中改正法律(但)｣,明治38年勅令第002号｢非常特別税法ﾆ依ﾘ輸入税ｦ増徴ｼ及課ｽﾍｷ物品ﾉ
  従量税目ﾆ関ｽﾙ件｣各施行(0101公布);明治38年法律第021号｢実用新案法｣,明治38年法律第023号｢郵便貯金法｣
  各施行(0216公布);明治38年法律第045号｢鉱業法｣施行(0308公布,鉱業条例廃止);明治38年法律第052号｢担保
  附社債信託法｣,明治38年法律第053号｢鉄道抵当法｣,明治38年法律第054号｢工場抵当法｣,明治38年法律第055号
  ｢鉱業抵当法｣,明治38年法律第056号｢伝染病予防法中改正法律｣各施行(0313公布);明治38年勅令第053号｢実用
  新案ﾆ関ｽﾙ手数料ﾉ件｣施行(0314公布);明治38年勅令第165号｢郵便貯金法ｦ台湾ﾆ施行ｽﾙﾉ件｣,明治38年勅令第16
  6号｢郵便貯金利子割合ﾉ件｣各施行(0518公布);明治38年勅令第183号｢鉱業登録令｣,明治38年勅令第184号｢鉱業
  及砂鉱採取業ﾆ関ｽﾙ手数料ﾉ件｣各施行(0620公布);明治38年勅令第190号｢実用新案法ｦ台湾ﾆ施行ｽﾙﾉ件｣施行(06
  30公布)
1905年7月1日-09:00|日本|岐阜県恵那市|明治38年|<分離>岐阜県恵那郡明知町の一部<旧野志村､旧杉野村､旧東
  方村>を分離村制施行→静波村
1905年7月1日-09:00|日本|岐阜県中津川市|明治38年|<分離>岐阜県恵那郡坂下村の一部を分離村制施行→川上
  村
1905年7月1日-09:00|日本|日本郵政|明治38年|(記念切手)日韓通信業務合同(1905年)額面:3銭､発行
1905年7月1日-08:00|台湾/日本|台鉄縦貫線|明治38年|台湾総督府鉄道縦貫線:桃仔園→桃園/駅名変更
1905年7月1日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦:1905/6/18|ﾛｼｱ帝国海軍装甲艦｢ｹﾞｵﾙｷﾞｰ･ﾎﾟﾍﾞﾄﾞﾉｰｾﾂ｣が叛乱の首謀者68名
  を引き渡し政府側に引き渡される(6月22日､接収)
1905年7月3日-09:00|韓国/朝鮮|  |||韓国駐剳軍､軍用電信線･鉄道線路地域を対象とする軍律を改正
1905年7月3日-09:00|日本|  ||明治38年|近事画報社から国木田独歩編輯の婦人･ｸﾞﾗﾌ雑誌｢婦人画報｣創刊/婦人
  画報社から現在も発行されている
1905年7月4日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第192号｢臨時恩給事務ﾆ関ｽﾙ職員ﾉ件｣公布
1905年7月4日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾙﾀ民政知事｢Francisco de Andrade Albuquerque de Bet
  tencourt｣PP(~19060322)
1905年7月5日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾗﾘｱ首相｢ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞ･ﾃﾞｨｰｷﾝ｣(2回目~19081113)
1905年7月5日-09:00|韓国|  |||<開設>東大門市場
1905年7月5日-09:00|日本|JR東日本奥羽本線|明治38年|官営奥羽南線[院内-横堀-湯沢]間延伸→[福島-湯沢]開
  業
1905年7月6日-09:00|日本|東武亀戸線|明治38年|東武鉄道亀戸線:天神駅営業休止
1905年7月7日-09:00|日本|  ||明治38年|尾城汽船貨客船｢ろひら丸｣糸崎から宇品へ向かう途中能美島で座礁､
  船体両断して沈没
1905年7月7日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第193号｢戒厳解止ﾉ件｣公布
1905年7月7日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<就任>樺太日本軍司令官｢原口健斎｣(~19060706)
1905年7月7日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･樺太の戦い>日本軍2個旅団編成の樺太遠征軍は樺太南
  部の亜庭湾岸に侵攻,片岡中将の北派遣艦隊の陸戦隊は抵抗なく上陸点ﾒﾝﾔ附近を占領し陸軍上陸し尋てｳｲﾅﾊﾞ
  ｱﾁ村北方高地を占領
1905年7月7日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦:1905/6/24|ﾛｼｱ帝国海軍戦艦｢ﾎﾟﾁｮﾑｷﾝ=ﾀｳﾞﾘｰﾁｪｽｷｰ公｣はｺﾝｽﾀﾝﾂｧへ到
  着すると艦をﾙｰﾏﾆｱ政府に引渡した(翌25日には艦は赤旗を降ろし､水兵らは政治亡命者として上陸)
1905年7月8日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第194号｢公債募集ﾆ関ｽﾙ件｣,明治38年勅令第195号｢公債
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  募集ﾆ関ｽﾙ件(明三八勅一九四)ﾆ依ﾘ英国倫敦北米合衆国紐育及独逸国ﾆ於ﾃ募集ｽﾙ公債ﾆ関ｽﾙ件｣各公布
1905年7月8日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･樺太の戦い>日本軍はｺﾙｻｺﾌ(日本名:大泊)を占領
1905年7月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||<ﾃﾆｽ>第29回ｳｨﾝﾌﾞﾙﾄﾞﾝ選手権女子ｼﾝｸﾞﾙｽ優勝:ﾒｲ･ｻｯﾄﾝ
1905年7月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ﾃﾆｽ>第29回ｳｨﾝﾌﾞﾙﾄﾞﾝ選手権男子ｼﾝｸﾞﾙｽ優勝:ﾛｰﾚﾝｽ･ﾄﾞﾊﾃｨｰ
1905年7月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ﾃﾆｽ>第29回ｳｨﾝﾌﾞﾙﾄﾞﾝ選手権男子ﾀﾞﾌﾞﾙｽ優勝:ﾛｰﾚﾝｽ･ﾄﾞﾊﾃｨｰ&ﾚｼﾞﾅﾙﾄﾞ･ﾄﾞﾊﾃｨ
1905年7月9日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Juan Saenz Marquina｣(2期目~1
  9060129)
1905年7月10日-09:00|日本|阪神本線|明治38年|阪神電気鉄道本線:旭通駅廃止
1905年7月10日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･樺太の戦い>日本軍はｳﾗｼﾞﾐﾛﾌｶ(日本名:豊原市-北豊
  原駅付近･現在のﾛｼｱ名:ﾕｼﾞﾉｻﾊﾘﾝｽｸ)を占領
1905年7月10日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦:1905/6/27|ﾙｰﾏﾆｱはﾛｼｱへ戦艦｢ﾎﾟﾁｮﾑｷﾝ=ﾀｳﾞﾘｰﾁｪｽｷｰ公｣を返還
1905年7月12日-09:00|日本|  ||明治38年|<解散>(株)東肥銀行[熊本]
1905年7月12日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第196号｢陸軍戦時服服制]陸軍軍服服制｣公布
1905年7月12日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･樺太の戦い>ｳﾗｼﾞﾐﾛﾌｶ西方のﾀﾞﾘﾈｴ村(日本名:豊原市
  西久保)付近の林で､日本軍はﾛｼｱ軍主力を撃破し､捕虜200人を得た/日本軍は19人が戦死し､58人が負傷
1905年7月12日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢A.N.ﾛﾊﾞｰﾂ｣(2期目~10.29)
1905年7月14日-09:00|日本|  ||明治38年|拿捕船｢Kotic｣を日本海軍汽船｢北洋丸｣と命名
1905年7月15日-09:00|日本|  ||明治38年|詩歌集『夏姫』三木露風
1905年7月15日-09:00|日本|  ||明治38年|日本海軍神風型駆逐艦｢潮｣(450t)呉海軍工廠で竣工
1905年7月15日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||明治38年|農商務省の示唆により紡績業者,棉花栽培協会設立/韓国
  における綿花栽培を推進,みずからも農場を経営(1912年解散)
1905年7月15日-09:00|日本|  ||明治38年|棉花栽培協会設立
1905年7月15日-09:00|日本|東武伊勢崎線|明治38年|東武鉄道伊勢崎線:堀切駅休止
1905年7月16日-09:00|日本|  ||明治38年|金刀比羅宮宝物館(香川県)完成<設計久留正道>
1905年7月16日-09:00|日本|東武伊勢崎線|明治38年|東武鉄道伊勢崎線:白髭駅休止
1905年7月16日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･樺太の戦い>ｺﾙｻｺﾌ方面司令官ｱﾙﾁｼｪﾌｽｷｰ大佐が日本軍
  に降伏
1905年7月17日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第197号｢農商務省官制中改正加除ﾉ件｣公布
1905年7月17日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<死去>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱｳﾝ･ｱﾙ=ﾗﾌｨｰｸ･ﾊﾟｼｬ･ｲﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣
1905年7月17日 13:00|日本|鹿児島県|明治38年|<明治38年7月鹿児島県ｶﾂｵ漁船ふたたび集団遭難>朝､宇治群島(
  薩摩半島･南さつま市沖合70km)付近で､川辺郡内の多数のｶﾂｵ漁船が操業中､10艘が暴風により帆柱を叩き折ら
  れ,中には宇治島に係留していた船までも風浪に打ち砕かれて海底へ引きずり込まれた/全体で11艘が破壊さ
  れて沈没､264人が死亡/そのうち枕崎の漁船が3艘沈没し77人死亡､坊泊の漁船は4艘が破壊沈没し115人死亡
1905年7月18日-09:00|日本|  ||明治38年|<開館>金刀比羅宮宝物館(1号館)<設計:久留正道>
1905年7月18日-09:00|日本|都電厩橋線|明治38年|東京市街鉄道[上野広小路-御徒町-西町]間､[小島町-北三筋
  町(>1908頃､三筋町)-栄久町-新福富町-厩橋-外出町]間開業
1905年7月18日-09:00|日本|都電業平線|明治38年|東京市街鉄道[亀沢町(>1907頃､亀沢町車庫前>廃止>1913頃､
  車庫前>1917廃止)-本所割下水-石原町-外手町]間開業→[(1908頃､亀沢町)-外手町]
1905年7月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>7代ｸｰﾊﾟｰ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾄﾏｽ･ﾄﾞ･ｸﾞﾚｲ･ｸｰﾊﾟｰ｣廃絶
1905年7月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ海軍偵察巡洋艦｢ﾊﾟｽﾌｧｲﾝﾀﾞｰ｣(2940ﾄﾝ)竣工就役
1905年7月19日-09:00|日本|磐城炭礦軌道線|明治38年|磐城炭礦軌道線[湯本-(関船)-(下船尾)-野田-(住吉)-大
  原-(大根)-(枡形)-小名浜-小名浜派出所]9.7km開業
1905年7月20日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||明治38年|韓国の反日義兵､忠清道､江原道などで決起
1905年7月20日-09:00|日本|常陽銀行|明治38年|<設立>(株)大子銀行[茨城]
1905年7月20日-09:00|日本|三菱重工業|明治38年|<創立>｢神戸三菱造船所｣
1905年7月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽのｲﾝﾄﾞ総督ｼﾞｮｰｼﾞ･ｶｰｿﾞﾝが､ﾍﾞﾝｶﾞﾙ州を東西に分割するﾍﾞﾝｶﾞﾙ分
  割令を公布
1905年7月21日-09:00|日本|  ||明治38年|<開館>日光美術館
1905年7月21日-09:00|日本|  ||明治38年|<任意解散>(株)常盤銀行[愛媛県東宇和郡笠置村]
1905年7月21日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第198号｢陸軍補充兵ｦ以ﾃ下士ﾆ補充ｼ及雑卒ｦ兵卒ﾄ為ｽﾉ
  件｣公布施行
1905年7月21日-09:00|日本|JR九州香椎線|明治38年|博多湾鉄道:酒殿駅閉鎖
1905年7月21日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱのｱﾙﾒﾘｺ･ﾀﾞ･ｽｷｵによって造られたｲﾀﾘｱ最初の半硬式飛行船､Aeronave Ita
  liaが飛行
1905年7月21日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾍﾞﾅﾝ/ﾌﾞﾙｷﾅﾌｧｿ/ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ/ｷﾞﾆｱ/ﾏﾘ/ﾓｰﾘﾀﾆｱ/ﾆｼﾞｪｰﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領西ｱﾌ
  ﾘｶ総督代行｢ﾏﾙｼｬﾙ･ｱﾝﾘ･ﾏｰﾗﾝ｣(~11.5)
1905年7月21日 12:00|ｱﾒﾘｶ|  |||朝､ｻﾝ･ﾃﾞｨｴｺﾞ湾内でｱﾒﾘｶ海軍ﾖｰｸﾀｳﾝ級砲艦PG4｢ﾍﾞﾆﾝﾄﾝ｣(1710t)ﾎﾞｲﾗｰの爆発事
  故により着底し乗員60名が死亡
1905年7月22日-09:00|日本|  ||明治38年|鹿児島のｻﾝｺﾞ採集船や鰹漁船が暴風雨で遭難し､350人余りが行方不
  明になる
1905年7月22日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督代行｢統治評議会:ｲﾝﾄﾞのｺﾞｱ及びﾌﾟﾘﾏｽ大司
  教ｱﾝﾄﾆｵ･ｾﾊﾞｽﾃｨｱﾝ･ｳﾞｧﾚﾝﾃ(9回目)/ｱﾙﾌﾚﾄﾞ･ｱｳｸﾞｽﾄ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞﾝｻ･ﾀﾞﾋﾞﾃﾞ/ﾎｾ･ｴﾐﾘｵ･ﾃﾞ･ｻﾝﾀﾅ･ﾀﾞ･ｸｰﾆｬ･ｶｽﾃﾙ･ﾌﾞﾗﾝｺ/
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  ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾏﾘｱ･ﾍﾟｲｼｮﾄ･ｳﾞｨｴｲﾗ(1回目)｣(~11.8)
1905年7月22日 06:00|ﾍﾞﾘｰｽﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ総督｢ﾍﾝﾘｰ･ﾕｰｼﾞｰﾝ･ｳｫﾙﾀｰ･ｸﾞﾗﾝﾄ｣(~8.7)
1905年7月24日-09:00|日本|  ||明治38年|日本海軍假装巡洋艦｢亞米利加丸｣除籍(8月29日,解傭)→東洋汽船
1905年7月24日-09:00|日本|山陰合同銀行|明治38年|<改称>(資)東京勧業銀行⇒(資)第三十八銀行
1905年7月24日-09:00|日本|横浜市電本牧線|明治38年|横浜電気鉄道本牧線[大江橋(>横浜停車場前>桜木町駅前
  )-尾上町五丁目(>真砂町五丁目>真砂町四丁目>尾上町五丁目)-尾上町三丁目西行(>1928頃､廃止)-尾上町一丁
  目西行(>1928頃､廃止)-真砂町(>1940頃､真砂町一丁目>市役所前>1950以降､横浜公園前>1959頃､市庁前)-港橋
  (>1928頃､廃止)-花園橋-吉浜橋-西ﾉ橋(>元町五丁目>元町)]間開通,18両の車台で運転
1905年7月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ|  |||ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ2世とﾆｺﾗｲ2世が独露同盟条約に調印(23日)するが､両国政府の反
  対により破棄される
1905年7月24日 13:00|ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･樺太の戦い>日本軍は北樺太ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛﾌ(日本名:落石-
  ｵｯﾁｼ)附近に上陸､ﾛｼｱ軍はわずかに抵抗を示しつつも､島の深奥部へ退却したため､日本軍はその日の夕方には
  ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛﾌを占領
1905年7月26日-09:00|日本|秋田県秋田市|明治38年|秋田市役所が全焼
1905年7月27日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･樺太の戦い>日本軍は北樺太ﾙｲｺﾌ占領
1905年7月27日 00:00|ﾄｰｺﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾞｲﾂ保護国ﾄｰｺﾞﾗﾝﾄﾞ知事｢ﾖﾊﾝ･ﾈﾎﾟﾑｸ･ﾌｪﾘｯｸｽ･ｼﾞｭﾘｱｽ･ｸﾞﾗﾌ･ﾌｫﾝ･ｾﾞ
  ｯｸ･ｱｳﾌ･ﾉｲﾎｰﾌｪﾝ｣(~19101107)
1905年7月28日-09:00|日本|  ||明治38年|工業所有権保護協会の発会式
1905年7月28日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<就任>唐風戸庁長官(知事)｢熊谷喜一郎｣(~19070331)
1905年7月29日-09:00|日本/台湾|  ||明治38年|(台湾)律令9号｢民事訴訟特別手続｣､律令10号｢刑事訴訟特別手
  続｣<①検察官は､非現行犯事件でも急速を要すると思料するときは公訴提起前に限り勾引状を発することがで
  きる②さらに禁錮以上の刑に該当すると思料するときは勾留状を発し､又は検証･差押え･捜索をなすことがで
  きる③法院は公判開廷前でも職権をもって証人･鑑定人の呼出を決定できる④被告人等からの受書が提出され
  ､又は口頭での出頭命令がなされたときには､召喚状又は呼出状を発したのと同1の効力を生じる⑤弁護人によ
  る上訴を禁止>
1905年7月29日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|  ||明治38年|日米､桂･ﾀﾌﾄ秘密協定締結/日本の韓国支配と米のﾌｨﾘﾋﾟﾝ支配を
  承認
1905年7月29日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾚﾕﾆｵﾝ知事代理｢Fernand Ernest Therond｣(~19060830)
1905年7月30日-09:00|日本|  ||明治38年|<移転増築>神苑会｢神宮農業館｣[三重県伊勢倉田山へ]
1905年7月30日-09:00|日本/台湾|  ||明治38年|東京で孫文を中心とする中国革命同盟会結成
1905年7月30日-09:00|日本|  ||明治38年|日本海軍春雨型駆逐艦｢有明｣(375ﾄﾝ)横須賀造船廠で竣工
1905年7月31日-09:00|日本|  ||明治38年|日本海軍第一型｢第一潜水艇｣(124ﾄﾝ)ｱﾒﾘｶのｴﾚｸﾄﾘｯｸ･ﾎﾞｰﾄ社で建造後
  分解して輸入､横須賀工廠にて竣工
1905年7月31日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第199号｢捕獲審検令第三条中改正ﾉ件｣公布
1905年7月31日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|<日露戦争･樺太の戦い>南樺太のﾛｼｱ軍長官ﾘｬﾌﾟﾉﾌ中将は降伏/日
  本軍､樺太を占領
1905年7月31日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ=ﾊﾝｶﾞﾘｰ帝国海軍装甲巡洋艦｢ｻﾞﾝｸﾄ･ｹﾞｵﾙｸ｣(8069ﾄﾝ)ﾎﾟｰﾗ造船
  所で竣工就役(1917年5月15日､ｶｯﾀﾛ軍港で士官用の居住施設として使用→1920年､ｲﾀﾘｱに回航されﾀﾗﾝﾄにて解
  体処分)
1905年8月-09:00|日本|  ||明治38年|<創刊>｢備後時事新報｣
1905年8月-09:00|日本|  ||明治38年|石原産業海運貨物船｢金泉丸｣(4717G/T)進水
1905年8月-03:00|ｲｴﾒﾝ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｲｴﾒﾝ･ｳｫﾘｽ(総督)｢Ahmed Fevzi Pasha｣(3期目~1908.10)
1905年8月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Mehemet Nazim Pasha｣(~1906.9)
1905年8月1日-09:00|日本|  ||明治38年|日比谷公園音楽堂が開堂
1905年8月1日-09:00|日本|秋田県秋田市|明治38年|<編入>秋田駅所在地及び周辺､南秋田郡寺内村の一部<八橋
  字一里塚の一部>･旭川村の一部<泉字馬場･字新堰･字反町･保戸野字原ﾉ町･手形字山崎>､広山田村の一部<楢山
  字観音前･字長沼･字宮田･字愛宕下>を編入→秋田市
1905年8月1日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｳｨﾘｱﾑ･ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾌｫﾚｽﾁｬ=ｳｫｰｶｰ
  卿｣(~19100730)
1905年8月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ海軍防護巡洋艦(3代)｢ﾃﾞﾄﾛｲﾄ｣退役
1905年8月2日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>第11代ｽｳｪｰﾃﾞﾝ首相ｸﾘｽﾁｬﾝ･ﾙﾝﾃﾞﾊﾞｰｸﾞ(~19051107)
1905年8月3日-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>南ﾅｲｼﾞｪﾘｱ保護区高等弁務官代理｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･Seton ｼﾞｪｰﾑｽﾞ｣(~9
  .27)
1905年8月4日-09:00|日本|三重交通神都線|明治38年|伊勢電気鉄道[山田(>山田駅前)-外宮前]間0.3km延伸→[
  山田-二見]開業
1905年8月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｳﾞｧﾙﾀｰ･ﾌﾚﾐﾝｸﾞ､ﾄﾞｲﾂの細胞学者(生年1843年)
1905年8月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂの細菌学者ｳﾞｧﾙﾀｰ･ﾌﾚﾐﾝｸﾞ没(1843.4.21～)細胞を染色法で染め､分裂過程
  を詳細に研究した
1905年8月5日-01:00|ｶﾞﾎﾞﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｶﾞﾎﾞﾝ植民地副総督代行｢ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞ･ﾙｲ･ﾌﾙﾉｰ｣(~19060427)
1905年8月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳｪｰﾙｽﾞのｱｰﾈｽﾄ･ｳｨﾛｰｽﾞが製作した半硬式飛行船､ｳｨﾛｰｽﾞNo.1初飛行
1905年8月7日 06:00|ﾍﾞﾘｰｽﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ総督代行｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｸﾗｰｸ･ｺｰｸ｣(2回目~10.18)
1905年8月8日-09:00|日本|  ||明治38年|<創業>藤井元治郎｢藤井ﾊﾟﾝ｣(→1947.4新店舗｢ﾄﾞﾝｸ｣開業)
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1905年8月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾗﾝﾂ･ﾙｰﾛｰ､ﾍﾞﾙﾘﾝ工科大学学長･技術者(生年1829年)
1905年8月8日 13:00|日本|鹿児島県|明治38年|<明治38年8月台風>五島列島の南西に位置する男女群島付近で操
  業中の､長崎県富江町などのｻﾝｺﾞ採取船とｶﾂｵ漁船が､台風が五島列島西方海上を通過した際､暴風雨による厳
  しい海のうねりを受け沈没､100余人が犠牲となった.同県下では､長崎半島近海洋上の高島炭鉱の職員住宅な
  どが被害を受けるなど､全県下で相当な被害(304人死亡)があった/佐賀県では九州鉄道長崎線の客車7両､貨車
  5両編成の列車が､17時ごろ､武雄駅手前､約2.2kmの西谷峠で､突風にあおられ客車5両､貨車3両が谷底に転落､
  残る客車2両も線路脇に横転し1人が死亡､42人が重軽傷(1人は病院収容後翌日死亡)を負った.18時ごろには､
  同鉄道唐津線相知駅付近でも暴風雨により客車3両が横転､3人が重軽傷を負うなど､全県下で46人が死亡
1905年8月9日-09:00|日本/ﾌﾗﾝｽ|  ||明治38年|<日本公開>月世界旅行(ﾌﾗﾝｽ1902年9月1日)製作･監督･脚本:ｼﾞｮﾙ
  ｼﾞｭ･ﾒﾘｴｽ
1905年8月9日-09:00|日本|栃木県大田原市|明治38年|<死去>大関増勤(57歳)元下野黒羽藩主･知藩事
1905年8月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞでｸﾘｽﾀﾙﾊﾟﾚｽFC創立
1905年8月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽで外国人移民規制法と失業労働者法が成立
1905年8月12日-09:00|日本|  ||明治38年|旧ﾊﾟﾉﾗﾏ館跡の難波ﾊﾟﾉﾗﾏ館開館
1905年8月12日-09:00|日本/ｲｷﾞﾘｽ|  ||明治38年|第2回日英同盟協約調印,即日実施(9月27日公布)/英のｲﾝﾄﾞ領
  有･国境防衛措置承認.日本の朝鮮｢指導･監理及保護｣承認(韓国の保護国化を認める).日英軍事｢攻守同盟｣関
  係
1905年8月12日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第200号｢明治三十七年勅令第二百三十二号(臨時金鉱調
  査ﾉﾀﾒ大蔵省ﾆ職員ｦ置ｸﾉ件)廃止ﾉ件｣公布
1905年8月12日-09:00|日本|都電牛込線|明治38年|東京電気鉄道[四谷見附-本村町-市ヶ谷見附-新見附-逢坂下-
  神楽坂(>1907頃､牛込見附)]延伸→[四谷見附-飯田橋]
1905年8月13日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦8月23日;明治38年|全ﾛｼｱ農民同盟の創立大会
1905年8月14日-09:00|日本/中国|商船三井|明治38年|<運航開始>大阪商船:大阪安東県線
1905年8月16日-09:00|日本|  ||明治38年|日本海軍神風型駆逐艦｢神風｣(450t)横須賀海軍工廠で竣工
1905年8月17日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ王国首相｢ﾃｵﾄﾞｰﾙ･ﾊｰﾏﾝ･ﾃﾞ･ﾐｰｽﾀｰ｣(~19080212)
1905年8月17日-01:00|ｺﾝｺﾞ共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領中央ｺﾝｺﾞ長官代行｢ｴﾄﾞｩｱｰﾙ･ｴﾐｰﾙ･ﾚｵﾝ･ﾃﾙ｣(~1
  9060511)
1905年8月18日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第201号｢政府ﾆ於ﾃ産業組合ﾖﾘ物品ﾉ買入ｦ為ｽﾄｷ随意契約
  ﾆ依ﾙｺﾄｦ得ﾙﾉ件｣公布
1905年8月18日-09:00|日本|中央大学|明治38年|東京法学院大学が､中央大学と改称
1905年8月19日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|樺太開拓のために内務省下に樺太民政署設置､本庁をｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛﾌｽ
  ｸ､支所をｺﾙｻｺﾌ(大泊町)に設置
1905年8月19日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦8月6日|ﾛｼｱ､国会設置法公布
1905年8月19日-02:00|ﾚｿﾄ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ保護領ﾊﾞｽﾄﾗﾝﾄﾞ大酋長｢ﾚﾛﾄﾘ･ﾚｯﾂｨｰ｣
1905年8月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｳｨﾘｱﾑ･ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾌﾞｸﾞﾛｰ､ﾌﾗﾝｽの画家(生年1825年)
1905年8月19日-01:00|ﾅﾐﾋﾞｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾞｲﾂ領南西ｱﾌﾘｶ王領植民地総督代行｢ｴｲﾄﾞﾘｱﾝ･ﾃﾞｨｰﾄﾘｯﾋ･ﾛｰﾀｰ･ﾌｫ
  ﾝ･ﾄﾛｰﾀ｣(~11月)
1905年8月20日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||明治38年|韓国の元容八､義兵蜂起(忠北･永春)
1905年8月20日-09:00|日本/中国|  ||明治38年|孫文ら､東京で中国革命同盟会結成､興中会･光復会等が大同団
  結
1905年8月20日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|露防護巡洋艦｢ﾜﾘﾔｰｸﾞ｣浮上し日本艦籍に編入､巡洋艦｢宗谷｣と命
  名
1905年8月21日-09:00|日本/ﾛｼｱ|日本郵船|明治38年|日本郵船が函館大泊(ｺﾙｻｺﾌ)線開始(田子浦丸)
1905年8月21日-02:00|ﾚｿﾄ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ保護領ﾊﾞｽﾄﾗﾝﾄﾞ大酋長｢ﾚﾂｨ2世ﾚﾛﾄﾘ｣(~19130128没)
1905年8月22日-09:00|日本|  ||明治38年|日本海軍神風型駆逐艦｢初霜｣(450t)横須賀海軍工廠で竣工
1905年8月22日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|ﾛｼｱ帝国海軍｢ﾍﾟﾚｽｳﾞｨｴﾄ｣捕獲浮揚後､帝国軍艦籍に編入､戦艦｢相
  模｣となる(1912年8月28日､一等海防艦に艦種変更);ﾛｼｱ帝国海軍装甲艦｢ﾎﾟﾙﾀｳﾞｧ｣(1897年竣工,1898年就役)日
  本海軍に編入され一等戦艦｢丹後｣と改名(1912年8月28日､一等海防艦に艦種変更);ﾛｼｱ帝国海軍防護巡洋艦｢ｳﾞ
  ｧﾘｬｰｸﾞ｣引き上げられ日本海軍の二等巡洋艦｢宗谷｣となる;ﾛｼｱ帝国海軍防護巡洋艦｢ﾊﾟﾙﾗｰﾀﾞ｣日本海軍籍に編
  入､二等巡洋艦｢津軽｣となる(1911年以降､機関術訓練艦として使用→19200401､敷設艦に類別変更→19220401､
  艦籍を除籍､雑役船となる);ﾛｼｱ帝国巡洋艦｢ﾊﾞﾔｰﾝ｣戦利艦として日本艦籍に編入､巡洋艦｢阿蘇｣となる(192004
  01,敷設艦に類別変更)
1905年8月22日-01:00|中央ｱﾌﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾊﾞﾝｷﾞ･ﾁｬﾘ総督代行｢ｳﾞｨｸﾄﾙ･ｴﾏﾆｭｴﾙ･ﾒﾙﾚ｣(~19060216)
1905年8月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ海軍戦艦｢ﾋﾝﾄﾞｩｽﾀﾝ｣(16350ﾄﾝ)ｼﾞｮﾝ･ﾌﾞﾗｳﾝ･ｱﾝﾄﾞ･ｶﾝﾊﾟﾆｰで竣工就役
1905年8月22日 01:15|日本/ｲｷﾞﾘｽ|  ||明治38年|10時16分ごろ､大分県姫島沖で､軍用船｢金城丸｣がｲｷﾞﾘｽ汽船｢ﾊ
  ﾞﾗﾛﾝｸﾞ｣と衝突し沈没/帰還兵155人が死亡
1905年8月24日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ|  |||<初演>ｼﾞｬﾝ･ｼﾍﾞﾘｳｽ《嘆くなかれ､ｱﾙﾍﾞﾙﾄ･ｴﾃﾞﾙﾌｪﾙﾄの思い出》
1905年8月25日-09:00|日本|  ||明治38年|<廃業>(個人)伊藤銀行[山梨]
1905年8月25日-09:00|日本|  ||明治38年|山路愛山ら国家社会党結成
1905年8月26日-09:00|日本|  ||明治38年|籾山書店創業(籾山仁三郎).俳書堂を譲受け,その商号を用いて俳書
  出版,のち籾山書店名義で文学書発行
1905年8月27日-09:00|日本|  ||明治38年|能登善吉｢函館丸｣釧路から宮古に向け航海中､陸中国大田名郡字門の
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  沢岩礁に乗り上げ破壊､全損
1905年8月28日-09:00|日本|  ||明治38年|弘道館創業(辻本卯蔵)《哲学雑誌》の発行発売を引受け,また学術書
  および中等教科書出版
1905年8月29日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾘﾀﾅ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙｼﾝｼﾞｰ･ﾏﾝｼﾝｼﾞｰ｣(~19480215)､摂政
  ｢ｳｨﾘｱﾑ･ｺｰﾄﾈｲ･ﾁｭｰﾀﾞｰ･ｵｰｳｪﾝ｣(1回目~19120117)
1905年8月29日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾟﾘﾀﾅ国をｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞが統治(~19191127)
1905年8月31日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<ﾃﾆｽ>第25回全米選手権男子ｼﾝｸﾞﾙｽ優勝:ﾋﾞｰﾙｽﾞﾗｲﾄ
1905年8月31日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<ﾃﾆｽ>第25回全米選手権男子ﾀﾞﾌﾞﾙｽ優勝:ﾎﾙｺﾑ･ｳｫｰﾄﾞ&ﾋﾞｰﾙｽﾞ･ﾗｲﾄ
1905年9月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||後のｱﾒﾘｶ合衆国大統領ﾊｰﾊﾞｰﾄ･ﾌｰﾊﾞｰが､ﾌﾞﾛｰｸﾝ･ﾋﾙでｼﾞﾝｸ･ｺｰﾎﾟﾚｲｼｮﾝを結成(後
  にｺﾝｼﾞﾝｸ･ﾘｵﾃｨﾝﾄ･ｵｳﾞ･ｵｰｽﾄﾗﾘｱ社)
1905年9月-09:00|日本|  ||明治38年|<運用開始>盛岡電気:宇津野発電所[岩手県]120KW(1973.7廃止)岩手県初
  の水力発電所
1905年9月-09:00|日本|  ||明治38年|｢戦友｣詞･真下飛泉､曲･三善和気(｢学校及び家庭用言文一致叙事唱歌･戦
  績｣で発表)[ここはおくにをなんびゃくり]
1905年9月1日-09:00|日本|  ||明治38年|<創刊>山田芸艸堂｢京都美術｣9月号
1905年9月1日-09:00|日本|  ||明治38年|貨物船｢沖ﾉ島丸｣を｢若宮丸｣と正式命名､日本海軍運送船として使用
1905年9月1日-09:00|日本/ﾛｼｱ|  ||明治38年|日露両国､休戦議定書に調印(休戦)
1905年9月1日-09:00|日本|岡山県真庭市|明治38年|<合併>岡山県真庭郡[河陽村･大庭村]が合併→川東村;真庭
  郡[米来村･樫野村]が合併→美和村
1905年9月1日-09:00|日本|神戸製鋼所|明治38年|合名会社鈴木商店の神戸製鋼所設立
1905年9月1日-09:00|日本|長崎大学|明治38年|長崎高等商業学校開校(0329設立)
1905年9月1日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴｸｱﾄﾞﾙ共和国大統領｢ﾘｻﾞﾙﾄﾞ･ｲ･ｶﾞﾙｼｱ｣(~19060115)
1905年9月1日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｱﾙﾊﾞｰﾀとｻｽｶﾁｭﾜﾝの両州がｶﾅﾀﾞ連邦に加入
1905年9月2日-09:00|日本/ﾛｼｱ|  ||明治38年|元ﾛｼｱ帝国海軍駆逐艦｢ｼｰﾙﾇｨ｣(240ﾄﾝ;8月,旅順で引き上げ､整備)
  日本海軍山彦型駆逐艦｢文月｣と命名(引き続き竹敷にて改造整備､1909年就役)
1905年9月2日-08:00|中国|  ||清･光緒31年|清朝が科挙廃止
1905年9月2日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｴﾘｻﾞｳﾞｪﾄﾎﾟﾘ県知事｢ｱﾚｸｾｲ･ｱﾚｸｾｲｴｳﾞｨﾁ･ｶﾗﾁｪﾌ｣(~1908年)
1905年9月2日 12:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ﾀﾞﾋﾞｭｰｸ級級哨戒砲艦PG-18｢ﾊﾟﾃﾞｭｰｶ｣(1084t;Gas Engine & Pow
  er Co. & Charles L. Seabury & Co.;⇒1919年,艦種を雑役艦第7号AG-7に改める)
1905年9月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾝﾊﾟﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾑ･ﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ｼﾝ･ﾏﾙﾄﾞﾗｰｼﾞ･ﾌﾞﾗﾏﾙﾊﾞｰﾙ･ﾗｲ｣(~19221226)
1905年9月3日-01:00|ﾅﾐﾋﾞｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｱｲｱｲｽの戦いでｺﾙﾈﾘｳｽが敗北
1905年9月4日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第202号｢政府ﾆ於ﾃ建築工作其ﾉ他直接事業ﾆ要ｽﾙ材料ﾆ関ｽ
  ﾙ随意契約ﾉ件｣公布
1905年9月5日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾗﾘｱ国民防衛連盟の結成
1905年9月5日-09:00|日本|  ||明治38年|<創刊>近事画報社｢少年智識画報｣9月号
1905年9月5日-09:00|日本|  ||明治38年|山陽鐵道渡峡船｢壹岐丸｣(1681G/T)三菱合資会社三菱造船所(長崎)で
  竣工
1905年9月5日-09:00|日本|  ||明治38年|東京･日比谷で講和反対国民大会開催､交番や新聞社など襲い暴動化(
  日比谷焼き打ち事件)/この騒動で群衆側死亡者13人.焼失した建物､警察署2､同分署6､派出所226､教会3､民家
  その他47.そのほか電車15両
1905年9月5日-09:00|日本|  ||明治38年|日本海軍第一型｢第二潜水艇｣(124ﾄﾝ)｢第三潜水艇｣(124ﾄﾝ;米国ｴﾚｸﾄﾘｯ
  ｸ･ﾎﾞｰﾄ社製)横須賀工廠で米国人技師の指導のもと組み立て完成
1905年9月5日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾛｼｱ/日本|  ||ﾛｼｱ暦8月23日;明治38年|ｱﾒﾘｶ合衆国ﾆｭｰﾊﾝﾌﾟｼｬｰ州ﾎﾟｰﾂﾏｽ近郊のﾒｲﾝ州
  にあるﾎﾟｰﾂﾏｽ海軍造船所において､日本全権小村寿太郎(外務大臣)とﾛｼｱ全権ｾﾙｹﾞｲ･ｳｨｯﾃの間で日露戦争の講
  和条約｢ﾎﾟｰﾂﾏｽ条約｣調印(翌月14日批准,16日公布,11月25日批准書交換)/日本の朝鮮半島に於ける優越権を認
  める/ﾛｼｱは樺太の北緯50度以南の領土を永久に日本へ譲渡/ﾛｼｱは東清鉄道の内､旅順-長春間の南満洲支線と､
  付属地の炭鉱の租借権を日本へ譲渡/ﾛｼｱは関東州(旅順･大連を含む遼東半島南端部)の租借権を日本へ譲渡/ﾛ
  ｼｱは沿海州沿岸の漁業権を日本人に与える
1905年9月5日 08:00|日本|  ||明治38年|夕方､東京市内で警察官所2ヶ署焼打ち.事件は収束
1905年9月5日 11:00|日本|  ||明治38年|夜は神戸で交番焼き打ちが起こる/10数名が検挙される
1905年9月6日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第205号｢東京府内一定ﾉ地域ﾆ戒厳令中必要ﾉ規定ｦ適用ｽﾙ
  ﾉ件｣,明治38年勅令第206号｢新聞紙雑誌ﾉ取締ﾆ関ｽﾙ件｣,明治38年勅令第207号｢東京府内一定ﾉ地域ﾆ戒厳令中必
  要ﾉ規定ｦ適用ｽﾙﾉ件(明三八勅二〇五)ﾉ施行ﾆ関ｽﾙ件｣各公布施行
1905年9月6日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第208号｢乗馬兵科ﾉ者ｦｼﾃ憲兵ﾉ勤務ｦ補助ｾｼﾑﾙﾉ件]各兵科
  ﾉ者ｦｼﾃ憲兵ﾉ勤務ｦ補助ｾｼﾑﾙﾉ件｣公布
1905年9月7日-09:00|日本|  ||明治38年|｢萬朝報｣｢都新聞｣｢東京二六新聞｣｢報知新聞｣の四新聞発行停止
1905年9月8日-09:00|日本|  ||明治38年|｢日本新聞｣｢人民新聞｣の2新聞発行停止
1905年9月9日-09:00|日本|  ||明治38年|KGC(Kobe Golf Club)主催､神戸六甲山上ｺｰｽで日本最初の婦人ｺﾞﾙﾌ競
  技開催/出場者はすべて外国人だった
1905年9月9日-09:00|日本|  ||明治38年|｢東京朝日新聞｣｢京都朝報｣｢大阪日報｣｢大阪朝日新聞｣の4新聞発行停
  止
1905年9月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱのｶﾗﾌﾞﾘｱ地方で地震発生/数千人が死亡したと考えられる
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1905年9月10日-09:00|日本|  ||明治38年|<刊行>火鞭会機関誌｢火鞭｣(~1906年5月(第9号)で終刊)後年のﾌﾟﾛﾚﾀﾘ
  ｱ文学の先駆をなすもの
1905年9月10日-09:00|日本|  ||明治38年|雑誌｢直言｣が発行停止
1905年9月10日-03:00|ｼﾞﾌﾞﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｿﾏﾘﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ﾙｲ･ｵｰｷﾞｭｽﾄ･ﾍﾞﾙﾄﾗﾝ･ｵﾙﾐｴｰﾙ｣(2回目~10.
  13)
1905年9月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<死去>ﾋﾟｰﾄ･ﾌﾞﾗｳﾆﾝｸﾞ､ﾒｼﾞｬｰﾘｰｶﾞｰ(生年1861年)
1905年9月11日-09:00|日本/韓国|省線関釜航路|明治38年|<運航開始>山陽鉄道:関釜航路(貨客船｢壱岐丸｣(1681
  t,三菱重工業長崎造船所)就航(→1906年,逓信省(下関)に移籍→1909年,大蔵省(下関→東京)に移籍)
1905年9月11日-07:30|日本|  ||明治38年|大日本帝国海軍戦艦｢三笠｣佐世保港内で後部弾薬庫の爆発事故のた
  め午前1時半ごろ沈没,339名の死者を出した(19060808,浮揚､佐世保工廠で修理→19080424､第1艦隊旗艦とし
  て現役に戻った→19210901,一等海防艦)
1905年9月12日-09:00|日本|  ||明治38年|夜は横浜で交番焼き打ちが起こる/93名が起訴される
1905年9月12日-09:00|日本|  ||明治38年|｢東京新聞｣｢山梨民報｣の2新聞発行停止
1905年9月12日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｷﾞｱﾅ総督代行｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ﾍﾝﾄﾞﾘｯｸ･ﾊｳﾞｪﾗｰ｣(~11.18)
1905年9月13日-09:00|日本|  ||明治38年|<創刊>内外出版協会｢中学文林｣(木下祥眞)
1905年9月13日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||明治38年|日韓航行自由協定書調印(日本が貿易独占)
1905年9月13日-09:00|日本|JR西日本美祢線|明治38年|山陽鉄道[厚狭-厚保-四郎ヶ原-伊佐-大嶺]19.63km開業
1905年9月13日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||日露戦争中､宗谷海峡で日本海軍が拿捕した米国｢CENTENIAL｣釈放後､米国へ帰
  航中に消息不明
1905年9月14日-09:00|日本|JR東日本奥羽本線|明治38年|官営奥羽南線[湯沢-十文字-横手]間延伸→[福島-横手
  ]間全通
1905年9月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾋﾟｴｰﾙ･ﾌﾞﾗｻﾞ､ﾌﾗﾝｽの探検家(生年1852年)
1905年9月15日-09:00|日本|都電溜池線|明治38年|東京電気鉄道[葵橋-溜池-山王下-赤阪見附-紀伊国坂(>1908
  廃止>1918紀ﾉ国坂下)-学習院前(>1909四谷仲町)-四谷尾張町(>1908廃止)-四谷見附]開業
1905年9月15日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾌﾞﾀﾞﾍﾟｽﾄで普通選挙要求のｽﾄﾗｲｷが起こる(血の金曜日)
1905年9月17日-11:00|ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ知事｢Victor Theophile Liotard｣(~19080318)
1905年9月17日-09:00|日本|都電厩橋線|明治38年|東京市街鉄道[西町-竹町-小島町]間延伸→[上野広小路-外出
  町]
1905年9月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ､ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞの小説家･詩人･児童文学者(生年1824年)
1905年9月22日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｺﾞﾙﾌ>第11回全米ｵｰﾌﾟﾝ選手権優勝:ｳｨﾘｰ･ｱﾝﾀﾞｰｿﾝ(4回目)(ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ/31
  4)
1905年9月23日-09:00|日本|  ||明治38年|日本海軍神風型駆逐艦｢弥生｣(381t)横須賀海軍工廠で竣工(19241201
  ､雑役船に編入)
1905年9月24日-09:00|日本|  ||明治38年|神戸六甲山上ｺｰｽで､日本最初のｺﾞﾙﾌ･ﾛﾝｸﾞ･ﾄﾞﾗｲﾋﾞﾝｸﾞ競技開催
1905年9月24日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|ﾛｼｱ海軍｢ﾚﾄｳﾞｨｻﾞﾝ｣帝国軍艦籍に編入､戦艦｢肥前｣となる(1921年
  9月1日､一等海防艦に艦種変更)
1905年9月25日-09:00|日本|  ||明治38年|日本海軍雑役船｢周防｣解体完了､船体は呉港外三ﾂ子島の護岸用に沈
  置
1905年9月25日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾏｺﾞﾝら,ｾﾝﾄﾙｲｽでﾒｷｼｺ自由党(PLM)を結成
1905年9月26日-09:00|日本|  ||明治38年|<完成>徳島公園
1905年9月26日-09:00|日本|  ||明治38年|<創刊>日本昆虫学会｢昆蟲學雑誌｣9月号
1905年9月26日-09:00|日本|  ||明治38年|天皇直属の機関である関東総督府が設置された｡本部は遼陽に置かれ
  た
1905年9月27日-09:00|日本|京都府南丹市|明治38年|<死去>小出英尚(57歳)元丹波園部藩主･知藩事
1905年9月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂのｱｲﾝｼｭﾀｲﾝの『特殊相対性理論』が掲載された書物が発行される/特殊相
  対性理論の第2論文で､有名なE=mc2を導く
1905年9月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/日本|  ||明治38年|第二回日英同盟協約公布
1905年9月28日-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>南ﾅｲｼﾞｪﾘｱ保護区高等弁務官代理｢Widenham ﾌﾗﾝｼｽ･Widenham 
  Fosbery｣(~12.22)
1905年9月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂ､ﾌﾗﾝｽがﾓﾛｯｺ問題に関する協定に調印
1905年9月30日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱ帝国海軍戦艦｢ﾎﾟﾁｮﾑｷﾝ=ﾀｳﾞﾘｰﾁｪｽｷｰ公｣は｢ﾊﾟﾝﾃﾚｲﾓﾝ｣と改名
1905年10月-09:00|日本|  ||明治38年|｢一寸法師｣詞･巖谷小波,曲･田村虎蔵<尋常小学唱歌一の中>[ゆびにたり
  ないいっすんぼうし]
1905年10月-09:00|日本|商船三井|明治38年|大阪市石材運搬船｢第一犬島丸｣｢第四犬島丸｣三井物産船舶部(神戸
  )に売却､貨物船に改造
1905年10月-09:00|日本|商船三井|明治38年|大阪商船貨客船｢大智丸｣(1258G/T)大阪鐵工所櫻島造船場(大阪)で
  竣工(→1906年,大阪天津線に就航)
1905年10月-09:00|日本/台湾|日本郵船|明治38年|日本郵船が横濱高雄線開始
1905年10月-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ保護領ﾌﾞﾙﾈｲ領事代行｢ﾏﾙｺﾑ･ｽﾁｭﾜｰﾄ･ﾊﾝﾆﾊﾞﾙ･ﾏｯｶｰｻｰ｣(2回目~1
  2.5)
1905年10月-03:00|ﾀﾝｻﾞﾆｱ|  |||<就任>ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ第一大臣代行｢ｱｰｻｰ･ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊﾘﾝﾄﾝ･ﾗｲｸｽ｣(⇒1906年､第一大臣~
  1908.10)
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1905年10月-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞのﾜﾘｽ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙﾒｼﾄﾞ･ｴﾌｪﾝﾃﾞｨ｣(~1906年12月)
1905年10月-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ｴｽﾄﾆｱ総督代行｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･N･ｲｺﾗｴｳﾞｨﾁ･ｷﾞﾙｽ｣(2回目~12.31)
1905年10月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Enrique Segura y Campoy｣
1905年10月-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ｽﾛﾍﾞﾆｱ大統領｢ﾃｵﾄﾞｰﾙ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ｼｭｳﾞｧﾙﾂ･ﾌｫﾝ･ｶﾙｽﾃﾝ｣(~191
  6年5月)
1905年10月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾗｲﾄ兄弟がﾗｲﾄ ﾌﾗｲﾔｰ3号で飛行時間は40分､飛行距離40kmに達した
1905年10月1日-09:00|日本|  ||明治38年|日本海軍神風型駆逐艦｢子日｣(450t)呉海軍工廠で竣工
1905年10月1日-09:00|日本|  ||明治38年|日本海軍第一型｢第四潜水艇｣｢第五潜水艇｣(124ﾄﾝ;米国ｴﾚｸﾄﾘｯｸ･ﾎﾞｰﾄ
  社製)横須賀工廠で米国人技師の指導のもと組み立て完成
1905年10月1日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年法律第024号｢古物商取締法中改正法律｣,明治38年法律第025
  号｢質屋取締法中改正法律｣各施行(0224公布);明治38年勅令第210号｢明治三十二年勅令第三百四十二号(開港
  及開港ﾆ於ﾃ輸出ｽﾍｷ貨物ﾉ指定ﾆ関ｽﾙ件)中改正ﾉ件｣施行(0921公布);明治38年勅令第211号｢大蔵省臨時建築部官
  制｣施行(0927公布)
1905年10月1日-09:00|日本|熊本県上益城郡嘉島町|明治38年|<合併>熊本県上益城郡[大川村･上島村]が合併→
  大島村
1905年10月1日-09:00|日本|徳島県三好市|明治38年|<町制施行>徳島県三好郡池田村→池田町
1905年10月1日-09:00|日本|広島県広島市|明治38年|広島県広島市東練兵場の第5師団および宇品貨物廠の倉庫2
  7棟,焼失
1905年10月1日-03:00|ｹﾆｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ保護領東ｱﾌﾘｶ総監代行｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｼﾞｮﾝ･ｼﾞｬｸｿﾝ｣(2回目~12.31
  )
1905年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｵﾉﾌﾘｵ･ﾌｧｯﾄｰﾘ｣｢ﾋﾟｴﾙﾏｯﾃｵ･ｶﾗﾄｰﾆ｣
1905年10月2日-09:00|日本|百五銀行|明治38年|<買収>(株)亀山銀行⇒(株)百五銀行
1905年10月3日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ暫定総督｢Vicente Muniz Cuadrado｣(2期目~同年)
1905年10月5日-09:00|日本|  ||明治38年|二葉亭四迷(無署名)｢ひとりごと｣(｢東京朝日｣3回連載)桂の独白の形
  をとった諷刺を利かせた政治評論
1905年10月5日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||初の30分以上の飛行/ｱﾒﾘｶ,ｵｰﾋﾞﾙ･ﾗｲﾄの操縦するﾌﾗｲﾔｰ3号がｵﾊｲｵ州ﾃﾞｲﾄﾝで38
  分の飛行に成功
1905年10月6日-09:00|日本|  ||明治38年|<発行>夏目漱石｢吾輩は猫である｣(上編)大倉書店･服部書店,定価95
  銭/ﾍﾞｽﾄｾﾗｰに(雑誌｢ﾎﾄﾄｷﾞｽ｣に05年から06年に連載､大正年間に13万部以上)
1905年10月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ･ﾌｫﾝ･ﾘﾋﾄﾎｰﾌｪﾝ(72歳､1833.5.5生)ﾄﾞｲﾂの地理学者･探検家/現
  代地理学の発展に貢献
1905年10月6日-01:00|ｽｲｽ|  |||ｽｲｽ中央銀行設立
1905年10月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾆﾊﾙ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾊｰﾃﾞﾌﾞ･ｼﾝ｣(~19480415)
1905年10月8日-09:00|日本|  ||明治38年|<死去>侯爵(公家)閑院流｢菊亭修季｣(49歳)⇒11月6日､長男｢菊亭公長
  ｣が襲爵(⇒19440923､死去)
1905年10月8日-09:00|日本|JR北海道函館本線|明治38年|官設鉄道[朝里-銭函]間に張碓/駅新設
1905年10月8日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦9月25日|<開通>ｼﾍﾞﾘｱ横断鉄道(ﾊﾞｲｶﾙ迂回線)
1905年10月9日-09:00|日本|  ||明治38年|平民社の解散｢直言｣廃刊
1905年10月9日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第214号｢専売塩特別定債買渡及交付金下付規則中改正
  加除ﾉ件｣公布
1905年10月9日-09:00|日本|八十二銀行|明治38年|<設立>(個人)高島銀行[長野]
1905年10月10日-09:00|日本|  ||明治38年|日本海軍駆逐艦｢雷｣大湊港にて機関部が爆発事故を起こし､船体が
  断裂し着底(19131105,除籍)
1905年10月10日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第213号｢憲兵条例第二十一条中改正ﾉ件｣施行(6日公布
  );明治38年勅令第216号｢明治二十八年勅令第百四十号(陸海軍人軍属公務ﾆ起因ｾﾙ傷痍疾病再発ﾉ者官費治療ﾉ
  件)中削除ﾉ件｣公布施行
1905年10月10日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第217号｢海軍大学校条例中改正削除ﾉ件｣公布
1905年10月10日-09:00|日本|徳島県阿南市|明治38年|<町制施行>徳島県那賀郡富岡村→富岡町
1905年10月11日-09:00|日本|  ||明治38年|内田老鶴圃新社を設立
1905年10月11日-09:00|日本|JR九州唐津線|明治38年|九州鉄道:妙見→西唐津(>1930以前､移設)/駅名改称
1905年10月11日-09:00|日本|都電溜池線|明治38年|東京電気鉄道[琴平宮前-葵橋]延伸→[琴平宮前-四谷見附]
  開業
1905年10月11日-09:00|日本|都電虎ノ門線|明治38年|東京市街鉄道霊南坂線[桜田町-霞ヶ関-琴平宮前-霊南坂]
  開業/1907休止
1905年10月11日-09:00|日本|都電蓬莱橋線|明治38年|東京電気鉄道外濠線[虎ノ門内(>1909霞ヶ関)-琴平宮前]
  延伸→[土橋(>1908廃止)-琴平宮前]開業
1905年10月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘで国際航空連盟(FAI)が創設される
1905年10月13日-09:00|日本|  ||明治38年|<刊行>上田敏役､詩集｢海潮音｣(本郷書院､1円)
1905年10月13日-03:00|ｼﾞﾌﾞﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｿﾏﾘﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ﾗﾌｧｴﾛ･ｱﾝﾄﾈｯﾃｨ｣(~19060519)
1905年10月14日-09:00|日本|  ||明治38年|作家･小島烏水ら､発起人となって｢山岳会｣を結成(1967年日本山岳
  会と改称)
1905年10月14日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ｣(~19081026)
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1905年10月15日-09:00|日本|東洋紡|明治38年|尾張紡績･名古屋紡績が､三重紡績に合併
1905年10月15日-08:00|台湾/日本|台鉄縦貫線|明治38年|台湾総督府鉄道縦貫線[田中央-二八水]延伸→[基隆～
  白公坑][葫蘆ﾄﾝ～大肚][彰化～二八水][濁水～打狗];[濁水-斗六]間に石榴班駅新設
1905年10月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ﾌﾗﾝｽの作曲家ｸﾛｰﾄﾞ･ﾄﾞﾋﾞｭｯｼｰの管弦楽曲,交響詩｢海｣(ﾊﾟﾘ,ｺﾝｾｰﾙ･ﾗﾑﾙｰ
  /ｶﾐｭ･ｼｭｳﾞｨﾔｰﾙ指揮)
1905年10月16日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第219号｢戒厳解止ﾉ件｣公布
1905年10月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾝﾄﾞ総督ｶｰｿﾞﾝがﾍﾞﾝｶﾞﾙ分割令を施行し､ﾍﾞﾝｶﾞﾙ州と東ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ｱｯｻﾑ州に分割
  される
1905年10月17日-09:00|日本|  ||明治38年|日本基督教女子青年会(YWCA)が設立される/会長は津田梅子
1905年10月17日-08:00|中国/日本|  ||明治38年|日本､遼陽に関東総督府設置/天皇に直属.関東州守備と民政の
  統轄.駐留兵は約1万
1905年10月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｾﾝﾄ･ﾙｲｽ級防護巡洋艦C-22｢(3代)ﾁｬｰﾙｽﾄﾝ｣(9700t,ﾆｭｰﾎﾟｰﾄ･ﾆｭ
  ｰｽﾞ･ｼｯﾌﾟﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ&ﾄﾞﾗｲ･ﾄﾞｯｸ社)
1905年10月18日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||無線電信法により､郵政大臣に無線電信に対する権限が与えられた
1905年10月18日-09:00|日本|  ||明治38年|<創刊>国工社｢技藝之友｣10月号
1905年10月18日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第220号｢海軍下士卒ﾉ有ｽﾙ証書､証状有効期限延期ﾉ件｣
  公布
1905年10月18日-08:00|中国/日本|  ||明治38年|<就任>第1代関東総督:大島義昌(~19060901)
1905年10月18日 06:00|ﾍﾞﾘｰｽﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ総督｢ｴﾘｯｸ･ｼﾞｮﾝ･ｲｰｸﾞﾙｽ･ｽｳｪｲﾝ卿｣(19060813
  まで代行~1913年)
1905年10月19日-09:00|日本|  ||明治38年|日本海軍山彦型駆逐艦｢(2代)暁｣を｢山彦｣と改名
1905年10月19日-09:00|日本|  ||明治38年|日本海軍神風型駆逐艦｢如月｣(450t)横須賀海軍工廠で竣工
1905年10月19日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第221号｢逓信省部内ﾉ官吏ﾆｼﾃ戦時ﾆ際ｼ所属部局以外ﾆ
  於ﾃ臨時逓信事務ﾆ従事ｼ又ﾊ陸海軍特設ﾉ事務ﾆ従事ｼﾀﾙ者ﾉ復帰ﾆ関ｽﾙ件｣公布
1905年10月19日-09:00|日本|大阪ｶﾞｽ|明治38年|大阪瓦斯(株)開業
1905年10月20日-09:00|日本|  ||明治38年|三井物産船舶部貨物船｢長白山丸｣門司から室蘭に向けて航行中､荒
  天のため男鹿半島白碕の北西0.5哩沖の岩礁に乗り上げ破壊､横浜で競売処分
1905年10月20日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第222号｢戦用食糧品ｦ陸軍各部隊ﾉ賄料ﾆ換給ｽﾙﾉ件｣公
  布
1905年10月21日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第224号｢糧秣交換ﾆ関ｽﾙ随意契約ﾉ件｣公布
1905年10月21日-09:00|日本|JR北海道根室本線|明治38年|官設鉄道釧路線[帯広-止若-利別]延伸→[滝川-落合]
  [帯広-釧路]開業
1905年10月21日-04:00|ﾛｼｱ/中国|満鉄営口線||東清鉄路南満支線[大石橋-営口]開業
1905年10月21日-04:00|ﾛｼｱ/中国|満鉄旅順線||東清鉄路南満支線[臭水-営城子-旅順]開業→[臭水～旅順][南関
  嶺-夏家河子]
1905年10月21日-04:00|ﾛｼｱ/中国|満鉄連京線||東清鉄路南満支線[大連-臭水-南関嶺-大房身-金州-三十里堡-普
  蘭店-瓦房店-得利寺-万家嶺-熊岳城-蓋平-大石橋-海城-鞍山站-遼陽-煙台-沙河-蘇家屯-奉天]開通
1905年10月22日-09:00|日本|ほくほくﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治38年|<改組改称>(個人)永守銀行[富山]⇒永守貯蓄銀
  行
1905年10月22日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<死去>ﾌﾞｱﾔﾝ=ﾀﾞﾙｻﾗｰﾑ･ｽﾙﾀﾝ｢Dato Ali｣王国はなくなる
1905年10月23日-08:00|中国|  |||清国､1両銀貨本位制採用
1905年10月23日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾓｽｸﾜ労働者武装蜂起
1905年10月23日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ総督｢ﾚｵﾆｰﾄﾞ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨｯﾁ･ｸﾆｬｾﾞﾌ｣(~19100723)
1905年10月23日 04:00|ﾁﾘ|  |||ﾁﾘで労働者暴動/死者550人
1905年10月24日-09:00|日本|静岡銀行|明治38年|<改称>(株)遠江貯蓄銀行[静岡県浜名郡浜松町]⇒(株)遠江銀
  行
1905年10月24日-01:00|ﾅﾐﾋﾞｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||(~25)ﾊﾙｽﾍﾞｰｽﾄﾑﾝﾄﾞの戦い/ｵﾗﾝｼﾞｪ川沿いﾍﾟﾗﾄﾞﾘﾌﾄ近く｡ｸﾘｽﾁｬﾝとﾏﾚﾝｺﾞ
  がﾄﾞｲﾂ人と戦いﾄﾞｲﾂ側損害は大きく､将校3人兵士14人が戦死
1905年10月25日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|ﾛｼｱ帝国戦艦｢ﾎﾟﾋﾞｴﾀﾞ｣帝17日に浮揚,国軍艦籍に編入､戦艦｢周
  防｣となる(1912年8月28日､一等海防艦に艦種変更→1922年4月1日､除籍､雑役船に類別)
1905年10月25日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱ､立憲民主党(ｶﾃﾞｯﾄ)結成
1905年10月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<称号変更>ﾘｯﾍﾟ=ﾋﾞｴｽﾃﾙﾌｪﾙﾄﾞ候｢Leopold｣⇒ﾘｯﾍﾟ候｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ4世｣(~19181112退
  位ﾘｯﾍﾟ侯国は廃止)
1905年10月26日-09:00|日本|  ||明治38年|講和問題同志連合会､国民倶楽部に改組
1905年10月26日-09:00|日本|  ||明治38年|山陽鐵道渡峡船｢對馬丸｣(1679G/T)三菱合資会社三菱造船所(長崎)
  で竣工
1905年10月26日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦10月13日|ﾚﾌ･ﾄﾛﾂｷｰ(26)主導下で､ｻﾝｸﾄ･ﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸで初の労働者ｿｳﾞｨｴﾄ(評
  議会)成立
1905年10月26日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱのｵﾃﾞｯｻでﾕﾀﾞﾔ人虐殺事件が起こり､1000人を超えるﾕﾀﾞﾔ人が死亡
1905年10月26日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝとﾉﾙｳｪｰ､ｶｰﾙｽﾀｰﾄﾞ条約調印/ﾉﾙｳｪｰ､ｽｳｪｰﾃﾞﾝとの同君連合を
  解消
1905年10月27日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｹｵﾝｼﾞｬﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｺﾞﾋﾟﾅｰﾄ･ﾅﾗﾔﾝ･ﾊﾞﾝｼﾞ･ﾃﾞｵ｣(~19260812没)
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1905年10月28日-09:00|日本|  ||明治38年|宮城県仙台市のﾊﾟﾉﾗﾏ館開館
1905年10月28日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第225号｢農会令｣公布施行
1905年10月28日-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治38年|(資)神戸川崎銀行,兵庫に設立(明治38.11.21開
  業)
1905年10月29日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾏｸﾚｶﾞｰ･ｽﾁｭﾜｰﾄ卿｣(2期
  目~19060822)
1905年10月30日-09:00|日本|  ||明治38年|<死去>伯爵(公家)中御門庶流持明院家支流｢園基祥｣⇒息子｢園基資｣
  が襲爵(⇒1928年死去)
1905年10月30日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦10月17日|[露暦10月17日]10月勅令/ﾆｺﾗｲ2世､立憲体制を承認､不履行.憲
  法を認可.ﾄﾞｩｰﾏに立法権を付与.選挙権枠を拡大.市民の基本的人権としての自由を保障
1905年10月31日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|元ﾛｼｱ帝国海軍水雷巡洋艦｢ｶﾞｲﾀﾞﾏｰｸ｣｢ﾌｻｰﾄﾞﾆｸ｣(400ﾄﾝ;1894年
  竣工､日露戦争で旅順港に沈没→1905年8月,旅順で引き上げ､整備)を日本海軍敷波型駆逐艦｢敷波｣｢巻雲｣と命
  名
1905年10月31日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  ||ﾛｼｱ暦10月18日|ﾛｼｱのｷｴﾌなどでﾕﾀﾞﾔ人大虐殺が始まる
1905年10月31日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾆｭｰﾖｰｸで､ﾛﾝﾄﾞﾝで上演禁止となっていた｢ｳｫﾚﾝ夫人の職業｣が上演される/1晩
  で上演禁止になる
1905年10月31日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦10月18日|皇帝ﾆｺﾗｲ2世がｾﾙｹﾞｲ･ｳﾞｨｯﾃを首相に指名
1905年11月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾒﾙﾎﾞﾙﾝ=ｼﾄﾞﾆｰ間で自動車大会が開催された
1905年11月-09:00|日本|  ||明治38年|<創刊>｢帝国画報｣
1905年11月-09:00|日本|  ||明治38年|<廃業>横川～可部間乗合自動車が馬車業者の反対,営業不振で
1905年11月-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｸﾞﾘｱ委員会議長｢ﾍﾞﾆｱﾐﾝ･ﾍﾞﾆｱ･ﾁｸｳﾞｨｼｭﾋﾞﾘ｣農民反政府勢力が支配(~190
  60123)
1905年11月-02:00|ｺﾝｺﾞ民主共和国/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ｺﾝｺﾞ自由国総督代行｢ｱﾙﾊﾞｰﾄ･ﾌﾞﾙｰﾉ･ｱﾒﾃﾞｰ･ﾗﾝﾄﾉﾜ･ｳﾞｧﾝ･
  ﾛｰﾃﾞ｣(~1907年1月)
1905年11月-01:00|ﾅﾐﾋﾞｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾞｲﾂ領南西ｱﾌﾘｶ王領植民地総督｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾌｫﾝ･ﾘﾝﾃﾞｸｲｽﾄ｣(~19070520
  )
1905年11月 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ長官｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｸﾗｰｸ･ｺｰｸ｣(~1909年)
1905年11月1日-09:00|日本|  ||明治38年|山陽鉄道関釜連絡船旅客船｢対馬丸｣(1679t)三菱長崎造船所にて竣工
  就航(→1906年,逓信省(下関)に移籍→1909年,大蔵省(下関→東京)に移籍)
1905年11月1日-09:00|日本|  ||明治38年|農商務省山林局林業試験所､東京目黒に設置(1910年に林業試験場と
  改称)
1905年11月1日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第226号｢海事局職員ﾆ臨時在韓国帝国領事館附ｦ命ｽﾙ件｣
  公布
1905年11月1日-09:00|日本|JR西日本|明治38年|滋賀県栗太郡草津町において神社仏閣の参詣､観光等の団体旅
  行をあっ旋する目的で南新助により創業(大正初期に称号を｢日本旅行会｣とする)
1905年11月1日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｷｴﾌ=ﾎﾟｼﾞｰﾘｬ=ｳﾞｫﾙｨｰﾆ総督｢Vladimir Aleksandrovich Sukhomlino
  v｣(~19081231)
1905年11月2日-10:00|ｸﾞｱﾑ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｸﾞｱﾑ知事代理｢Luke McNamee｣(1期目~19061203)
1905年11月2日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第227号｢収入印紙ｦ以ﾃ手数料､罰金､科料､過料､刑事追
  徴金､訴訟費用及非訟事件費用ｦ納ﾒｼﾑﾙｺﾄｦ得ﾙﾉ件｣,明治38年勅令第228号｢明治三十八年九月五日後ﾆ拿捕ｼﾀﾙ船
  舶及其ﾉ載貨ﾉ釈放ﾆ関ｽﾙ件｣各公布
1905年11月3日-09:00|日本|  ||明治38年|三田商業研究会創業(野依秀市)《三田商業界》創刊(明治41年5月,同
  誌を《実業之世界》と改題,社名を実業之世界社と改称)
1905年11月3日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督｢ﾍﾝﾘｰ･C･ｱｲﾄﾞ｣(~19060919)
1905年11月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｳﾝﾄﾞ国統治者(ﾊﾟﾝﾂ･ﾌﾟﾗﾃｨﾆﾃﾞｨ)｢ｺﾞｰﾊﾟﾙｸﾘｼｭﾅﾗｵ･ﾊﾟﾗｼｭﾗﾑ･ﾅﾅ･ｻｰﾋﾌﾞ｣(~
  19091104)
1905年11月5日-09:00|日本|  ||明治38年|<創刊>｢尾道評論｣(広島県尾道市)
1905年11月5日-09:00|韓国/朝鮮|  |||韓国の京義鉄道(漢城-新義州)の開通式が行われる
1905年11月5日-09:00|日本|福岡県遠賀郡芦屋町|明治38年|<合併>福岡県遠賀郡[芦屋町･山鹿村]が合併→芦屋
  町
1905年11月6日-09:00|日本|  ||明治38年|<掲載>菅野須賀子､半自伝小説｢露子｣(｢牟婁新報｣)
1905年11月6日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>全ﾛｼｱ閣僚会議議長(首相)｢ｾﾙｹﾞｲ･ﾕﾘｴｳﾞｨﾁ･ｳﾞｨｯﾃ伯爵｣(~19060505)
1905年11月6日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾜﾙｼｬﾜで自治復活を求めて暴動
1905年11月7日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第229号｢在外指定学校職員退隠料及遺族扶助料法ﾆ於ｹﾙ
  学校職員ﾉ資格及在職年数算定方等ﾆ関ｽﾙ件｣,明治38年勅令第230号｢在外指定学校職員ﾉ名称待遇及任用解職ﾆ
  関ｽﾙ件]在外指定学校職員令｣各公布施行
1905年11月7日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>第12代ｽｳｪｰﾃﾞﾝ首相ｶｰﾙ･ｽﾀｰｳﾞ(~19060529)
1905年11月8日-09:00|韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武9年|韓国政府､弁護士法を制定
1905年11月8日-09:00|日本|  ||明治38年|大阪鉄工所で木造船[厳島丸]竣工,山陽鉄道宮島航路[宮島～厳島]に
  就航(1920年宇高航路に客船として転属)
1905年11月8日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第231号｢臨時秩禄処分調査委員会規則及臨時秩禄処分
  調査局官制廃止ﾉ件｣公布
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1905年11月8日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｱﾙﾅﾙﾄﾞ･ﾉｹﾞｲﾗ･ﾃﾞ･ﾉｳﾞｧｲｽ･ｹﾞﾃﾞｽ･ﾚﾍﾞﾛ｣(~1
  9070214)
1905年11月8日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦10月26日|ｸﾛﾝｼｭﾀｯﾄで海兵が武装蜂起
1905年11月8日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦10月26日|ﾛｼｱのｵﾃﾞｯｻでﾕﾀﾞﾔ人虐殺事件が起こり､1000人を超えるﾕﾀﾞﾔ人が
  死亡
1905年11月9日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦10月27日|ｾﾝﾄ･ﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸ､｢ﾉｳﾞｧﾔ･ｼﾞｰｽﾞﾆ(新生活)｣創刊
1905年11月10日-09:00|日本|  ||明治38年|<創刊>新紀元社,月刊宗教･思想雑誌｢新紀元｣(1906年11月10日終刊)
  菊判48頁､12銭
1905年11月10日-09:00|日本|  ||明治38年|<破産>(株)横芝銀行[千葉県山武郡横芝町]
1905年11月10日-09:00|日本|  ||明治36年|歌舞伎座にて坪内逍遥作､東儀鉄笛作曲のｵﾍﾟﾗ｢常闇｣を上演
1905年11月10日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|  ||明治38年|｢日米間著作権保護ﾆ関ｽﾙ条約｣東京で調印(これにより日米間
  は翻訳の自由が認められる)1906.5.10実施
1905年11月11日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第232号｢明治三十六年勅令第五号(海軍区ﾉ件)中改正ﾉ
  件｣公布
1905年11月12日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督･最高司令官｢ｼﾞｮﾝ･ﾋﾟｯｶｰｽﾞｷﾞﾙ･ﾛｼﾞｬｰ｣(2回目~
  19060402)
1905年11月13日-08:00|中国|  |||中国の廬漢(京漢)鉄道開通
1905年11月13日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||明治38年|日本郵船小樽支店で樺太国境画定会議開催､樺太の北緯50度以
  南を正式譲渡､ﾛｼｱ領沿岸漁業権を確立
1905年11月14日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第233号｢台湾総督府官制中改正削除ﾉ件｣,明治38年勅
  令第235号｢台湾総督府評議会章程第一条中削除ﾉ件｣各公布
1905年11月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ機械技術者ﾎﾜｲﾄﾍｯﾄﾞ没/82歳(誕生:18230103)魚形水雷を開発した
1905年11月15日-09:00|日本|岐阜県恵那市|明治38年|<死去>松平乗命(58歳)元美濃岩村藩主･知藩事､陸軍奉行
1905年11月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの自動車ﾚｰｽで､ﾃﾞｭﾌｫｰ兄弟が時速157ｷﾛの世界新記録を出す
1905年11月16日-09:00|日本|  ||明治38年|<開館>静岡市物産陳列館
1905年11月17日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||明治38年|第2次日韓協約調印/韓国の外交権を奪い､保護国とした
1905年11月17日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||明治38年|日韓協約に反対し､韓国各地で反日暴動が起こる
1905年11月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ｣
1905年11月17日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<死去>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ大公｢ｱﾄﾞﾙﾌ｣(生年1817年)
1905年11月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ｼｬﾙﾙ｣(~19830601)
1905年11月17日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<即位>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ大公｢ｳｨﾚﾑ4世｣ｱﾄﾞﾙﾌの長男(~19120225死去)
1905年11月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞ帝国副王･総督｢ﾐﾝﾄ伯爵ｷﾞﾙﾊﾞｰﾄ･ｼﾞｮﾝ･ｴﾘｵｯﾄ=ﾏﾚｰ･ｷ
  ﾆﾝﾏｳﾝﾄﾞ｣(~19101123)
1905年11月18日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ｱﾝﾄﾝ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ｻﾞﾙﾂｧ｣(~12.6)
1905年11月18日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｷﾞｱﾅ総督｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｳｨﾚﾑ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｱｲﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ｣(~190802
  28)
1905年11月19日 00:00|ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ植民地ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ総督代行｢ｱﾙﾊﾞｰﾄ･ｱﾅﾄｰﾙ･ﾈﾌﾞｰ｣(2回
  目~19061027)
1905年11月20日-09:00|日本|  ||明治38年|西川光二郎･堺利彦ら凡人社設立､西川光二郎･山口義三ら平民社主
  流派､｢直言｣の後継紙｢光｣(半月刊)創刊/ｷﾘｽﾄ教派分離後の社会民主主義機関誌
1905年11月20日-09:00|日本|  ||明治38年|中央報徳会設立
1905年11月20日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||明治38年|日本､韓国統監府および理事庁官制を公布
1905年11月20日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第236号｢臨時国債整理局官制｣,明治38年勅令第238号｢
  大蔵省官制第九条中改正ﾉ件｣,明治38年勅令第239号｢臨時国債整理委員会規則｣各公布
1905年11月21日-09:00|日本|  ||明治38年|第1次桂太郎内閣が総辞職
1905年11月21日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Jose Marina Vega｣(~1910年)
1905年11月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂ海軍装甲巡洋艦｢ﾖﾙｸ｣(10266ﾄﾝ)ﾌﾞﾛｰﾑ･ｳﾝﾄ･ﾌｫｽ社で竣工就役
1905年11月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ海軍防護巡洋艦｢ｴﾝｶｳﾝﾀｰ｣(5880ﾄﾝ)ﾃﾞｳﾞｫﾝﾎﾟｰﾄ造船所で竣工就役
1905年11月21日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||ﾊﾊﾞﾅ市内のｱﾙｷｻｰﾙ､ﾗ･ｻﾙｰﾄﾞとﾊﾞﾀﾊﾞﾉで自由党員による武装蜂起が発生
1905年11月22日-09:00|日本|北鉄松金線|明治38年|松金馬車鉄道[有松-野町]間延伸→[八ﾂ矢～野町]開業
1905年11月23日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第240号｢韓国ﾆ統監府及理事庁ｦ置ｸﾉ件｣公布
1905年11月23日-09:00|日本|都電御茶ノ水線|明治38年|東京電気鉄道[師範学校前(>1911御茶ノ水)-神田松住町
  (>1907松住町)]延伸→[飯田橋-神田松住町]
1905年11月23日-04:00|ﾛｼｱ|  |||露､地主､大商人層などの穏健派が十月十七日同盟(十月党､ｵｸﾁｬﾌﾞﾘｽﾄ)を結成
1905年11月24日-09:00|日本|  ||明治38年|<死去>伯爵(公家)御子左家｢冷泉為紀｣⇒息子｢冷泉為系｣が襲爵(⇒1
  9461018死去~19470503廃止)
1905年11月24日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ﾊﾞｸｰ県知事｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｳﾗｼﾞｰﾐﾛｳﾞｨﾁ･ｱﾘｼｪﾌｽｷｰ｣(~1915年12月)
1905年11月24日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦11月11日|ｾｳﾞｧｽﾄﾎﾟﾘで､ｼｭﾐｯﾄ中尉の反乱が起こる
1905年11月25日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第241号｢国債整理ﾉ為明治三十七年法律第一号及同三
  十八年法律第十二号ﾆ依ﾘ公債ｦ募集ｽﾙﾉ件｣公布
1905年11月25日-09:00|日本|JR東日本中央本線|明治38年|官設鉄道[富士見-青柳-茅野-上諏訪-下諏訪-岡谷]間
  27.52km延伸→[八王子～岡谷]開業
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1905年11月25日-08:00|中国|  |||清国に考察政治館設置
1905年11月25日-07:30|日本|石川県七尾市|明治38年|<石川県七尾､明治38年の大火>)府中町の旅館から出た火
  によって､大手町から檜物町､さらに御祓川を越えて松本町辺りまで延焼し､東は作事町､橘町の一部まで類焼
  して､民家689戸の被害を出した/郡役所､町役場がふたたび焼けている
1905年11月25日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||ﾛｼｱ暦11月11日|日露講和条約の批准書を交換し講和が成立
1905年11月25日-04:00|ﾛｼｱ/中国|満鉄連京線||東清鉄路南満支線[奉天-虎石台-新台子-鉄嶺-開原-昌図]延伸→
  [大連～昌図]
1905年11月25日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ国王｢ﾎｰｺﾝ7世｣(1回目~19400925)
1905年11月25日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||人民投票によりﾊｰｺﾝ7世を国王に選出され即位(-1957年9月21日)
1905年11月26日-09:00|日本/中国|  ||明治38年|<創刊>孫文らの中国革命同盟会､機関誌｢民報｣(日本､東京)
1905年11月26日-09:00|日本|  ||明治38年|報徳会設立,二宮尊徳の教えを全国に普及させる
1905年11月26日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦11月13日|ｾｳﾞｧｽﾄｰﾎﾟﾘの蜂起においてﾛｼｱ帝国海軍戦艦｢ﾎﾟﾁｮﾑｷﾝ=ﾀｳﾞﾘｰﾁｪｽ
  ｷｰ公｣は叛乱した艦船に合流､この叛乱もまた鎮圧され､失敗に終わった
1905年11月26日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦11月13日|ﾄﾛﾂｷｰ(26)､ﾒﾝｼｪｳﾞｨｷと協力して大衆的政治機関紙｢ﾅﾁｬｰﾛ(出発)
  ｣創刊
1905年11月27日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<ﾃﾆｽ>第1回ｵｰｽﾄﾗﾚｰｼｱﾝ選手権男子ｼﾝｸﾞﾙｽ優勝:ﾛﾄﾞﾆｰ･ﾋｰｽ
1905年11月27日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ﾃﾆｽ>第1回ｵｰｽﾄﾗﾚｰｼｱﾝ選手権男子ﾀﾞﾌﾞﾙｽ優勝:ﾗﾝﾄﾞﾙﾌ･ﾗｲｾｯﾄ&ﾄﾑ･ﾀｯ
  ﾁｪﾙ
1905年11月27日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||選挙を前にｷｭｰﾊﾞ各地で自由党の武装反乱が発生
1905年11月28日-09:00|日本|伊豆箱根鉄道駿豆線|明治38年|豆相鉄道[三島-三島町]間に三島六反田駅開業
1905年11月28日-04:00|ﾛｼｱ|  |||政府装甲艦隊はｾｳﾞｧｽﾄｰﾎﾟﾘ蜂起の中心であった巡洋艦ｵﾁｬｰｺﾌを包囲し､これを
  炎上させ大規模な叛乱は政府軍によって鎮圧され
1905年11月28日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ大公国国務大臣(ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸ)代行｢ｴﾄﾞｳﾞｧﾙﾄﾞ･ｴﾙｽﾄﾛｰﾑ｣(
  2回目~19060205)
1905年11月28日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞのﾀﾞﾌﾞﾘﾝで､独立を目指したｼﾝ･ﾌｪｲﾝ党が成立
1905年11月29日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第242号｢明治三十八年勅令第二百五号及同年勅令第二
  百六号廃止ﾉ件｣公布
1905年11月30日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第243号｢大阪府及兵庫県ﾆ臨時防疫職員ｦ置ｸﾉ件｣公布
1905年12月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国がｱｯｼｭﾓｱ礁を正式に占領
1905年12月-09:00|日本/南米|日本郵船|明治38年|<運航開始>東洋汽船:南米西岸航路
1905年12月1日-12:00|ｳｫﾘｽ･ﾌﾂﾅ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ保護領ｳｫﾘｽ･ﾌﾂﾅ諸島居住者｢Maxime Viala｣(~19090831)
1905年12月1日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第223号｢関税法施行規則第七十三条中改正追加ﾉ件｣施
  行(1021公布)
1905年12月1日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第262号｢水雷団条例｣公布
1905年12月1日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国閣僚評議会議長Segismundo Moret[自由党](~19060706)
1905年12月1日 04:00|ｶﾞｲｱﾅ|  |||｢暗黒の日曜日｣ｼﾞｮｰｼﾞﾀｳﾝ,群衆が建物を占拠し蜂起.深夜までに7人が死亡/
  まもなく派遣された英国軍により騒擾は鎮圧される
1905年12月1日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||大統領･議会選挙,ｴｽﾄﾗﾀﾞ･ﾊﾟﾙﾏ大統領は対立候補なしで信任される,議会でも
  与党の中道党が圧勝
1905年12月2日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第244号｢外交官及領事官官制中改正追加ﾉ件｣､明治38年
  勅令第246号｢明治二十八年勅令第百五十号(外交官領事官及貿易事務官更代ﾉ際臨時増員ﾉ件)中改正ﾉ件｣,明治
  38年勅令第247号｢在外公館職員官等令第一条中改正ﾉ件｣,明治38年勅令第248号｢公使館領事館費用条例中改正
  ﾉ件｣,明治38年勅令第249号｢大使館通訳官ﾆ関ｽﾙ件｣,明治38年勅令第250号｢領事官特別任用令及明治三十七年
  勅令第四十二号(外務通訳生ｦ外務書記生ﾆ任用ﾉ件)中改正ﾉ件｣各公布
1905年12月2日-08:00|中国/日本|  ||明治38年|日本政府が清国留学生の取締規則を制定
1905年12月3日-09:00|日本|愛媛県西条市|明治38年|<死去>松平頼英(63歳)元伊予西条藩主･知藩事
1905年12月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾑﾘ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾊﾘﾁｬﾝﾄﾞﾗｼﾝｼﾞ｣(~19480215)
1905年12月3日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｷｴﾌで暴動｡市街戦に発展
1905年12月4日-09:00|日本|十六銀行|明治38年|(株)間銀行,岐阜に設立(明治39.03.-開業)
1905年12月4日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ議会､ﾛｼｱ化措置を撤廃,公用語としてのﾛｼｱ語使用廃止
1905年12月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ連合王国第51代首相｢ﾍﾝﾘｰ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ=ﾊﾞﾅﾏﾝ卿｣自由党(~19080407)
1905年12月5日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦11月22日|ﾓｽｸﾜで､労働者ｿｳﾞｨｴﾄが成立
1905年12月6日-09:00|日本|  ||明治38年|八団体(理想団･直行団･新紀元社･国家社会党･普選同盟会･誠友会･青
  年同志会･光社)が普通選挙連合会結成
1905年12月6日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督｢ﾆｺﾗｲ･ﾆｺﾗｴｳﾞｨｯﾁ･ｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(~19080215)
1905年12月7日-09:00|日本|  ||明治38年|新吉原大門前のﾊﾟﾉﾗﾏ館開館
1905年12月7日-09:00|日本|山形県山形市|明治38年|<死去>水野忠弘(50歳)元近江朝日山藩主･知藩事､貴族院議
  員
1905年12月8日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第253号｢海軍軍令部条例第八条中改正ﾉ件｣,明治38年勅
  令第254号｢海軍望楼条例｣公布
1905年12月8日-09:00|日本|中部電力|明治38年|関西水電株式会社設立(1922年6月東邦電力と改称)
1905年12月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾘﾋｬﾙﾄ･ｹﾞｵﾙｸ･ｼｭﾄﾗｳｽ《歌劇｢ｻﾛﾒ｣》ｼｭｯﾂ
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1905年12月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで国家と教会を分離する政教分離法が公布される
1905年12月9日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ共和国暫定大統領｢ｾｼﾘｵ･ﾊﾞｴｽ･ｺﾞﾝｻﾚｽ｣(~19061125)
1905年12月10日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||第5回ﾉｰﾍﾞﾙ賞授賞式/物理学賞:ﾄﾞｲﾂのP.ﾚｰﾅﾙﾄ/化
  学賞:ﾄﾞｲﾂのA.vonﾊﾞｲﾔｰ/医学･生理学賞:ﾄﾞｲﾂのR.ｺｯﾎ/文学賞:ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞのH.ｼｪﾝｷｴﾋﾞﾁ/平和賞:ｵｰｽﾄﾘｱのB.vonｽﾞ
  ｯﾄﾅｰ
1905年12月11日-09:00|日本|ENEOSﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治38年|久原房之助,赤沢銅山(後の日立鉱山,茨城県)を買収,
  操業開始
1905年12月11日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ﾃﾍﾗﾝで､砂糖業者に体罰を加えた市の役人に宗教学僧が反発し､立憲革命の口
  火を切る
1905年12月12日-09:00|日本|  ||明治38年|日本海軍神風型軍艦｢子日｣駆逐艦に変更
1905年12月12日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第255号｢鎮守府条例第十条中改正ﾉ件｣,明治38年勅令
  第256号｢海軍修理工場条例中加除ﾉ件｣,明治38年勅令第257号｢要港部条例中改正追加ﾉ件｣,明治38年勅令第258
  号｢海軍艦船条例中改正追加ﾉ件｣,明治38年勅令第259号｢艦隊条例中加除ﾉ件｣,明治38年勅令第260号｢駆逐隊条
  例｣,明治38年勅令第261号｢潜水艇隊条例｣,明治38年勅令第263号｢陸奥国下北郡大湊ｦ要港ﾄ為ｼ其ﾉ境域ｦ定ﾑﾙﾉ
  件｣各公布
1905年12月12日-09:00|日本|古河機械金属|明治38年|<死去>古河潤吉(36歳)古河財閥当主
1905年12月12日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾉｳﾞｫﾛｼｰｽｸ共和国の樹立宣言
1905年12月13日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第264号｢明治三十七年勅令第四十号(長崎県対馬島庁
  書記技手臨時増置ﾉ件)廃止ﾉ件｣,明治38年勅令第265号｢牛馬ﾉ売買及貸渡ﾆ関ｽﾙ随意契約ﾉ件｣各公布
1905年12月14日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第266号｢医薬用､工業用酒精戻税規則第二条ﾆ依ﾙ酒精
  使用証明書下付ﾆ関ｽﾙ件｣公布
1905年12月15日-09:00|日本|  ||明治38年|崇文館創業(山岸見喜寿郎)学習参考書出版.別商号として文書館を
  用う(明治45年,東京崇文館と改称)
1905年12月15日-09:00|日本|兼松|明治38年|<改組>北川商店⇒江商合資会社
1905年12月15日-09:00|日本|JR北海道函館本線|明治38年|北海道鉄道:歌棄→熱郛,磯谷→目名,真狩→狩太,忍
  路→蘭島,高島→小樽中央/駅名改称
1905年12月15日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾓｽｸﾜ､ﾛｽﾄﾌ連隊反乱
1905年12月16日-09:00|日本|  ||明治38年|<運用開始>下切水力発電所[岐阜県岐阜県高山市下切町1805番地]65
  0KW
1905年12月16日-04:00|ﾛｼｱ|  |||50日間のｿｳﾞｨｴﾄ支配終る/ﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸ･ｿｳﾞｨｴﾄ､軍隊に包囲される/ｿｳﾞｨｴﾄ議長代
  理ﾄﾛﾂｷｰ以下300人の執行委員､逮捕
1905年12月16日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾝｷﾞﾗ/ﾄﾞﾐﾆｶ国/ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島| 
   |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ諸島総督･最高司令官代行｢ﾍﾝﾘｰ･ﾍｽｹｽ･ｼﾞｭﾄﾞｩ･ﾍﾞﾙ｣(2回目~1906年8月)
1905年12月17日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾓｽｸﾜ､ﾛｽﾄﾌ連隊の反乱､鎮圧される
1905年12月18日-09:00|日本|筑後軌道本線|明治38年|筑後馬車鉄道[縄手-(荘島)-(中央市場前)-(1915以前､苧
  扱川)-(日吉町)-東久留米(>1915以前､国道)]延伸→[縄手～吉井町]開業
1905年12月18日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ総理大臣｢ﾗｻﾞｰﾙ･ﾐｼﾞｭ･ｼｭ･ｺｳﾞｨｯﾁ｣(1回目~19061123)
1905年12月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾌﾟﾘﾏｽ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｳｨﾝｻﾞｰ=ｸﾗｲﾌﾞ｣(~19230306死去)
1905年12月19日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ及び北西部の地方総督｢ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ･ﾌｧﾃﾞｰｴｳﾞｨﾁ･ｸﾙｼｳﾞｨﾂｷｰ｣(~
  1909年)
1905年12月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｱﾙﾊﾞｰﾄ･ｱｲﾝｼｭﾀｲﾝ､ﾌﾞﾗｳﾝ運動についての第2論文が受理される(｢物理学年報｣
  誌)
1905年12月19日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛのﾆｺﾗｲ1世が新憲法を制定し､普選による議会を開設
1905年12月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝで､交通災害のために救急車2台が導入される
1905年12月20日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾓｽｸﾜ･ｿﾋﾞｴﾄのｾﾞﾈｽﾄ､交戦の末軍隊により鎮圧
1905年12月21日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||移民制限法を改正/ﾖｰﾛｯﾊﾟ言語によるﾃｽﾄが規定の言語に変更される
1905年12月21日-09:00|韓国/日本/朝鮮|  ||明治38年|<就任>大日本帝国韓国総監｢伊藤博文侯爵｣(~19090614死
  去)
1905年12月21日-09:00|日本|  ||明治38年|第1次桂太郎内閣が総辞職
1905年12月21日-09:00|韓国/日本/朝鮮|  ||明治38年|統監府･理事庁官制公布(韓国京城に統監府,要地に理事
  庁をおき,統監は天皇に直隷)
1905年12月21日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第267号｢統監府及理事庁官制｣,明治38年勅令第271号｢
  統監府及理事庁高等官官等令｣,明治38年勅令第272号｢文武判任官等級表中加除ﾉ件｣,明治38年勅令第275号｢統
  監府総務長官及統監秘書官ﾉ任用分限及官等ﾆ関ｽﾙ件｣,明治38年勅令第276号｢統監府及理事庁職員特別任用令｣
  ,明治38年勅令第277号｢統監府及理事庁警察官特別任用令｣,明治38年勅令第279号｢文官懲戒令中改正加除ﾉ件｣
  各公布
1905年12月21日-09:00|日本|清水銀行|明治38年|<買収>(株)清水商業銀行⇒清水銀行
1905年12月21日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬ閣僚評議会議長｢ｹﾞｵﾙｷﾞｵｽ･ﾆｺﾗｳ･ﾃｵﾄｷｽ｣(4回目~19090720)
1905年12月21日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Tomas Bouza Cebreiro｣(~190
  70522)
1905年12月22日-08:00|中国/日本|  ||明治38年|｢満洲に関する日清条約｣調印(即日実施,翌年1月9日批准,1月2
  3日批准書交換,1月31日公布)ﾛｼｱの利権の引継ぎなど
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1905年12月22日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾓｽｸﾜで労働者が武装蜂起
1905年12月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾘｳﾞｧﾌﾟｰﾙ伯｢ｾｼﾙ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ｻｳﾞｨﾙ･ﾌｫｼﾞｬﾑ｣(~19070323死去)
1905年12月23日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||西ｵｰｽﾄﾗﾘｱでｱﾎﾞﾘｼﾞﾆｰｽﾞ法が立法化/ｱﾎﾞﾘｼﾞﾅﾙの特別保留地に対する統制
  拡大､保護官にさらなる権力が与えられた
1905年12月23日-09:00|日本|  ||明治38年|帝国党の佐々友房を中心に甲辰倶楽部などが合流して76人で新政党
  大同倶楽部結成
1905年12月23日-09:00|日本|商船三井|明治38年|大阪商船貨客船｢大信丸｣(1304G/T)大阪鐵工所櫻島造船場(大
  阪)で竣工
1905年12月23日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾓｽｸﾜで労働者が武装蜂起､軍隊が鎮圧
1905年12月24日-09:00|日本|伊予銀行|明治38年|<買収>(名)八束銀行[愛媛県松山市]⇒(株)伊予農業銀行
1905年12月24日-09:00|日本|京急本線|明治38年|京浜電気鉄道[川崎-(1915八丁畷)-市場(>1915廃止>1916再開
  業)-鶴見-(1911総持寺)-生麦-子安-中木戸(>仲木戸)-反町-神奈川停車場前(>神奈川)]延伸→[大森-神奈川停
  車場前(>神奈川)]開業
1905年12月24日-09:00|日本|広島銀行|明治38年|<買収>(名)八束銀行[愛媛県松山市]⇒(株)伊予農業銀行
1905年12月25日-09:00|日本|横浜市電住吉町線|明治38年|横浜電気鉄道住吉町線[尾上町五丁目-住吉町四丁目
  東行-住吉町二三丁目東行-住吉町一丁目(>境町一丁目)-弁天通一丁目-県庁前-英一番館前-通町-薩摩町]間開
  通
1905年12月25日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾉｳﾞｫﾛｼｰｽｸ共和国ｿｳﾞｨｴﾄ(評議会)は占拠していた総督府を放棄して町から撤退
  ､叛乱は鎮圧
1905年12月25日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||<就任>ﾄﾞﾐﾆｶ共和国大統領代行｢国務大臣評議会:ﾏﾇｴﾙ･ﾗﾏﾙｼｪ･ｶﾞﾙｼｱ/ｴ
  ﾐﾘｱｰﾉ･ﾃﾍﾗ･ﾍﾟﾝｿﾝ/ｱﾝﾄﾞﾚｽ･ｼﾞｭﾘｱｽ･ﾓﾝﾄﾘｵ･ﾓｽｺｿ/ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾚｵﾝﾃ･ﾊﾞｽｹｽ･ﾗﾊﾗ/ｶﾙﾛｽ･ｴﾄﾞｩｱﾙﾄﾞ･ﾋﾈﾌﾞﾗ･ﾍﾟﾚｸﾞﾘﾝ/ｴﾗﾃﾞｨｵ
  ･ｱﾌﾞﾄﾞﾑ･ｳﾞｨｸﾄﾘｱ･ｳﾞｨｸﾄﾘｱ/ﾌｪﾃﾞﾘｺ･ﾍﾞﾗｽｹｽ･ｲ･ﾍﾙﾅﾝﾃﾞｽ｣(~29日)
1905年12月26日-09:00|日本|ｼﾞｬﾊﾟﾝｴﾅｼﾞｰ|明治38年|久原房之助､赤沢銅山(茨城県)を買収､日立銅山と改称,操
  業開始(→日本鉱業→ｼﾞｬﾊﾟﾝｴﾅｼﾞｰ)
1905年12月27日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第281号｢陸軍大学校学生ﾆ関ｽﾙ件｣公布
1905年12月27日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|明治38年|<死去>京極高厚(77歳)元但馬豊岡藩主･知藩事､貴族院議
  員
1905年12月27日-04:00|ﾛｼｱ|  |||露､ﾓｽｸﾜ･ｿｳﾞｨｴﾄの武装反乱,ｾﾐｮｰﾉﾌｽｷｰ連隊により鎮圧/死者千
1905年12月29日-09:00|日本|  ||明治38年|明治38年勅令第282号｢山口県ﾆ臨時防疫職員ｦ置ｸﾉ件｣,明治38年勅令
  第284号｢第六回内国勧業博覧会開設延期ﾉ件｣,明治38年勅令第285号｢醸造試験所官制第八条追加ﾉ件｣,明治38
  年勅令第286号｢参謀本部条例第四条中改正ﾉ件｣,明治38年勅令第287号｢蕃地警察事務ﾆ従事ｽﾙ台湾総督府職員
  又ﾊ其ﾉ遺族ﾆ一時金ｦ給ｽﾙﾉ件｣,明治38年勅令第289号｢煙草製造専売ﾆ要ｽﾙ諸物件､労力供給ﾉ請負等ﾆ関ｽﾙ随意契
  約ﾉ件｣,明治38年勅令第290号｢製鉄所ﾆ於ﾃ事業上必要ﾄｽﾙ器具機械及諸材料ﾉ購入ﾆ関ｽﾙ随意契約ﾉ件｣各公布
1905年12月29日-09:00|日本|JR九州香椎線|明治38年|博多湾鉄道[新原-宇美]延伸→[西戸崎～宇美]全通
1905年12月29日-09:00|日本|都電市ヶ谷線|明治38年|東京市街鉄道[富士見町(>1908頃､九段上)-(1917富士見町
  >1933九段三丁目)-三番町]間開業
1905年12月29日-09:00|日本|都電番町線|明治38年|東京市街鉄道[富士見町(>1908頃､九段上)-五番町(>1933三
  番町)-半蔵門]開業
1905年12月29日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||<就任>ﾄﾞﾐﾆｶ共和国大統領｢ﾗﾓﾝ･ｱﾙﾄｩｰﾛ･ｶｾﾚｽ･ﾊﾞｽｹｽ｣(19060112まで代
  行~19111119)
1905年12月30日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ﾌﾗﾝﾂ･ﾚﾊｰﾙ《歌劇｢ﾒﾘｰ･ｳｨﾄﾞｳ｣》ｳｨｰﾝ劇場
1905年12月30日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾌﾞﾗｼﾞﾙ銀行が創設される
1905年12月31日-03:00|ｹﾆｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ保護領東ｱﾌﾘｶ総監｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾍｲｽﾞ･ｻﾄﾞﾗｰ｣(~19070507)
1905年12月31日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾆｺﾗｲ･ｹﾞｵﾙｷﾞｴｳﾞｨｯﾁ･ﾌｫﾝ･ﾋﾞｭﾝﾃｨﾝｸﾞ｣(~19060203
  )
1906年-11:00|ﾊﾞﾇｱﾂ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾝｶﾞ/ﾋﾞﾄｹｱﾝ諸島/ｿﾛﾓﾝ諸島/ﾂﾊﾞﾙ/ｷﾘﾊﾞｽ/ﾄｹﾗｳ/ﾌｨｼﾞｰ|  |||<設立>ｲｷﾞﾘｽ･ﾌﾗﾝｽ
  共同統治領ﾆｭｰﾍﾌﾞﾘﾃﾞｨｰｽﾞ
1906年-09:00|日本|  ||明治39年|<死去>伯爵(新華)｢山田繁栄｣⇒4月12日､養子｢山田英夫｣が襲爵(⇒19450526､
  死去)
1906年-09:00|日本|ｾﾌﾞﾝ&ｱｲ･ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治37年|大阪に十合洋服店開店
1906年-09:00|日本|福井県福井市|明治39年|<編入>福井県吉田郡岡保村の一部<大字増谷>→足羽郡酒生村
1906年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ﾏｷﾞﾝﾀﾞﾅｵ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･Mangigin bin Datu｣(~1926年)
1906年-07:00|ﾀｲ|  |||<就任>ﾊﾟﾀﾆ高等弁務官｢ﾌﾟﾗﾔ･ｻｸｾﾆﾅﾛﾝ｣(~1923年)
1906年-07:00|ﾀｲ|  |||<就任>ﾓﾝﾄﾝ･ﾅｺｰﾝ･ｼｰ･ﾀﾏﾗｰﾄ弁務官｢ﾌﾟﾗﾔ･ﾁｮﾝﾗﾌﾞﾗﾇﾗｸ｣(~1910年)
1906年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ帝国ﾄﾙｷｽﾀﾝ総督｢ﾏﾂｨｴﾌｽｷｰ｣(~1907年)
1906年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾝﾔ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ｷｿﾏ3世ﾙﾊﾞ2世｣(~19080909没)
1906年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾞｻﾞﾔが英国当局により合併
1906年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾞｿﾝｺﾞﾗはｺﾝｺﾞ(ﾍﾞﾙｷﾞｰ)保護領とｳｶﾞﾝﾀﾞ保護領に分割
1906年-02:00|ﾎﾞﾂﾜﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ保護領ﾍﾞﾁｭｱﾅﾗﾝﾄﾞ常駐委員｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾊﾟﾝｾﾞﾗ｣(~1916年)
1906年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｵﾃﾞｯｻ臨時総督｢Pavel Fyodorovich Glagolev｣(~1907年)
1906年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ|  |||<就任>ｷﾀﾝｺﾞﾆｱ首長｢ｻｲｰﾄﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾐｰｼ｣
1906年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾊﾘｺﾌ臨時総督｢Nikolay Nikolayevich Peshkov｣(~?)
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1906年-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>北ﾅｲｼﾞｪﾘｱ保護区高等弁務官代理｢ｱｰｻｰ･Willoughby ｼﾞｮｰｼﾞ･Lowry Co
  le｣(~同年)
1906年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｲﾚｼｬ統治者｢ｻﾋﾞ･ﾊﾝｸﾘ･ｼﾞｬﾄ1世ｽﾜﾝﾙ･ｶﾞﾝﾊﾞﾘﾝｺﾞﾋﾞ｣｣(~1910年)
1906年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｶﾞﾗﾑ国摂政｢ｳｽﾏﾝ･ﾍﾞﾗﾏ｣(~19230227)
1906年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾆｼﾞｪｰﾙ司令官｢ｸﾞﾚｺﾞﾜｰﾙ･ｲｸﾞﾅｽ･ﾄﾞﾐﾆｸ･ﾗﾓｰﾙ｣(~1907年)
1906年-01:00|ｶﾒﾙｰﾝ|  |||<即位>ﾚｲ･ﾌﾞｰﾊﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ﾌﾞｰﾊﾞ･ﾆｯﾀﾞ｢ﾌﾞｰﾊﾞ･ｼﾞｬﾝﾏ｣(~1945年没)
1906年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ｶﾔﾝﾊﾞ首長｢ﾗﾝﾎﾞｲ･ｸﾞﾗﾏ｣(~1917年没)
1906年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ｸﾊﾟｱ･ﾒﾝﾃﾞ統治者｢ﾗﾝﾎﾞｲ｣(~19171226没)
1906年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ﾉﾝｺﾞﾜ摂政｢ﾊﾓﾝﾔ｣(~1908年)
1906年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ﾋﾞﾘﾜ摂政｢ｱﾘ｣(~1907年)
1906年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾓﾛｯｺ大宰相｢ｱﾙｱﾐﾝｱﾙﾊｼﾞｳﾏﾙﾀｼﾞ｣(~1907年)
1906年 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島副知事代理｢Jan Jacob Beaujon｣(~1907年)
1906年 04:00|ｱﾝｷﾞﾗ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｱﾝｷﾞﾗ治安判事｢Wilfrid Murray Wigley｣⇒｢W.T.Samuels｣(~191
  0年)
1906年 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ|  |||<就任>ｸﾚﾌﾞﾗ島市長｢Pedro Marquez Morales｣(~1912年)
1906年1月-09:00|日本|  ||明治39年|<掲載>伊藤左千夫｢野菊の墓｣(雑誌｢ﾎﾄﾄｷﾞｽ｣)
1906年1月-09:00|日本|  ||明治39年|<竣工>鎌倉海浜ﾎﾃﾙ<設計:ｼﾞｮｻｲｱ･ｺﾝﾄﾞﾙ>
1906年1月-09:00|日本|  ||明治39年|<創刊>実業之日本社,月刊大衆的児童文学誌｢日本少年｣(~1938年10月)
1906年1月-09:00|日本|  ||明治39年|<復刊>｢早稲田文学｣20銭(島村抱月･片上天弦･御風･正宗白鳥･未明･雨雀･
  星湖･近松秋江ら｡藤村･泡鳴･花袋･秋声ら寄稿)
1906年1月-09:00|日本|東急百貨店|明治39年|<発行>白木屋､PR雑誌｢流行｣
1906年1月-09:00|日本|日本郵船|明治39年|東洋汽船貨客船｢香港丸｣桑港線に復帰
1906年1月-09:00|日本|博文館|明治39年|<創刊>博文館､月+年4定期増刊｢幼年画報｣(新しい絵雑誌のｼﾞｬﾝﾙを切
  り開いた雑誌として位置づけられる~1935年12月)
1906年1月-01:00|ｶﾒﾙｰﾝ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾞｲﾂ保護領ｶﾒﾙｰﾝ総督代行｢ﾌﾗﾝﾂ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾐｭﾗｰ｣(~11月)
1906年1月 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||ﾄﾞﾐﾆｶ前大統領ﾓﾗﾚｽの支持者は､ｻﾝﾁｧｺﾞとﾌﾟｴﾙﾄ･ﾌﾟﾗﾀで反乱
1906年1月1日-09:00|日本|  ||明治39年|<刊行>与謝野晶子,歌集｢舞姫｣
1906年1月1日-09:00|日本|  ||明治39年|足尾銅山で日本鉱山労働組合結成
1906年1月1日-09:00|日本|  ||明治39年|明治38年勅令第283号｢海軍煉炭製造所条例｣施行(19051229公布)
1906年1月1日-09:00|日本|JR西日本山陽本線|明治39年|山陽鉄道:長岡→西大寺/駅名改称
1906年1月1日-09:00|日本|静岡県伊東市|明治39年|<町制施行>静岡県田方郡伊東村→伊東町
1906年1月1日-09:00|日本|博文館|明治39年|<創刊>博文館｢寫眞畫報｣1月号(押川方存)
1906年1月1日-09:00|日本|広島県呉市|明治39年|<改称町制施行>広島県安芸郡瀬戸島村→音戸町
1906年1月1日-09:00|日本|みずほﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治39年|<合併>(株)長浜銀行⇒近江銀行
1906年1月1日-09:00|日本|山口県光市|明治39年|<町制施行>山口県熊毛郡室積村→室積町
1906年1月1日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾗﾌﾞｱﾝはｲｷﾞﾘｽの植民地統治に戻る(~19460401)
1906年1月1日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾓｽｸﾜの労働者による武装蜂起が近衛連隊により鎮圧される
1906年1月1日-03:00|ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ総督｢ｳﾞｨｸﾄﾙ･ｵｰｶﾞﾇｰﾙ｣(~19091213)
1906年1月1日-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>南ﾅｲｼﾞｪﾘｱ保護区高等弁務官代理｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･Jamieson Thorburn
  ｣(~2.11)
1906年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連邦大統領｢ﾖﾊﾝ･ﾙｰﾄﾞｳﾞｨﾋ･ﾌｫﾗｰ｣FDP(1期目~12.31)
1906年1月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||英､外国人法発効/移民希望者は入国許可前に経済状態･心身健康状態に関する
  厳しい尋問を受ける/露や中欧からの貧しい移民希望者に大きな打撃
1906年1月3日-09:00|日本|  ||明治39年|実業之日本社から婦人雑誌｢婦人世界｣創刊
1906年1月4日-09:00|日本|  ||明治39年|<死去>公爵(公家)九条流摂関家嫡流｢九条道孝｣(68歳)⇒長男｢九条道
  実｣が襲爵(⇒19330119､死去)
1906年1月4日-09:00|日本|  ||明治39年|<死去>福地源一郎(桜痴､66歳)ｼﾞｬｰﾅﾘｽﾄ･作家･劇作家･政治家､衆議院
  議員
1906年1月4日-09:00|日本|  ||明治39年|秋田の院内鉱山で火災があり､100人が死亡
1906年1月4日-09:00|日本|大分交通別大線|明治39年|豊州電気鉄道[南新地～別府]→豊後電気鉄道/組織変更
1906年1月4日-04:00|ﾛｼｱ/中国|満鉄柳樹屯線||東清鉄路[大房身-柳樹屯]開業
1906年1月5日-09:00|日本|  |||東京･永田町の閑院宮家が火災となる
1906年1月6日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第002号｢在外公館費用条例中加除ﾉ件｣公布
1906年1月7日-09:00|日本|  ||明治39年|第1次西園寺公望内閣成立/～19080714
1906年1月9日-09:00|日本|百十四銀行|明治39年|(株)宇多津貯蓄銀行,(株)宇多津銀行に合併
1906年1月10日-09:00|日本|  ||明治39年|明治38年勅令第268号｢統監府通信官署官制｣施行(19051221公布);明
  治38年勅令第278号｢統監府通信官署職員特別任用令｣施行(19051221公布);明治38年勅令第280号｢官設鉄道､郵
  便､電信､電話官署出納員現金出納ﾆ関ｽﾙ件(明三三勅四〇八)､郵便電信電話官署ﾉ現金受払ﾆ関ｽﾙ件(明三六勅二
  三)及通信官署経費渡切規則ｦ統監府通信官署ﾆ準用ｽﾙﾉ件｣施行(19051221公布)
1906年1月10日-09:00|日本|香川県仲多度郡多度津町|明治39年|<死去>京極高典(71歳)元讃岐多度津藩主･知藩
  事､貴族院議員
1906年1月11日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾀｳﾘｱのﾛｼｱ総督｢Vasiliy Vasilyevich Novitskiy｣無所属(~191104
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1906年1月12日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第003号｢特命全権大使著任前ﾆ於ｹﾙ大使館ﾆ関ｽﾙ件｣公布
1906年1月12日-09:00|日本|ﾁｯｿ|明治39年|野口遵が曾木電気を設立
1906年1月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ総選挙で自由党が過半数を得る/労働代表委員会が29議席を獲得
1906年1月13日-09:00|日本|  ||明治39年|<大相撲>明治39年1月場所[東京本所回向院](10日間)幕内優勝:(西横
  綱)常陸山,9勝0敗1休
1906年1月13日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾎﾟﾎﾟﾌ､ﾛｼｱの物理学者(生年1859年)
1906年1月14日-09:00|日本|  ||明治39年|大阪商船｢鎮西丸｣中村丑太郎(大阪)に売却(→1908年,中山藤次郎(新
  潟)に売却→1909年,東洋物産(新潟)に売却→1917年,和島貞二(函館)に売却)
1906年1月14日-09:00|日本|  ||明治39年|樋口伝､西川光三郎らが日本平民党を結成
1906年1月14日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴｸｱﾄﾞﾙ共和国大統領｢ﾎｾ･ｴﾛｲ･ｱﾙﾌｧﾛ･ﾃﾞﾙｶﾞﾄﾞ｣(2回目､19061009まで最
  高首領､その後19070101まで暫定大統領~19110812)
1906年1月15日-09:00|日本|商船三井|明治39年|大阪商船貨客船｢開城丸｣(2085G/T)川崎造船所(神戸)で竣工
1906年1月15日-08:00|台湾/日本|台鉄縦貫線|明治39年|台湾総督府鉄道縦貫線[二八水-北濁水-濁水]延伸→[基
  隆～白公坑][葫蘆ﾄﾝ～大肚][彰化～打狗]
1906年1月15日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||<退任>ｴｸｱﾄﾞﾙ共和国大統領｢ﾘｻﾞﾙﾄﾞ･ｲ･ｶﾞﾙｼｱ｣
1906年1月16日-01:00|ｽｲｽ|  |||ｽｲｽ連邦銀行が始動
1906年1月16日 00:00|ﾓﾛｯｺ/ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||第一次ﾓﾛｯｺ事件終了.ｱﾙﾍｼﾗｽで停戦会議
1906年1月17日-09:00|韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武10年|外部､廃止され､議政府に外事局を設置
1906年1月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｸﾚﾙﾓﾝ･ｱﾙﾏﾝ･ﾌｧﾘｴｰﾙ､ﾌﾗﾝｽ大統領に選出
1906年1月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾂｪｯﾍﾟﾘﾝ飛行船LZ2号が激しい突風で破壊される
1906年1月18日-12:00|ﾏｰｼｬﾙ諸島/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾏｰｼｬﾙ諸島地方長官代行｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｶｲｻﾞｰ｣(~5月没)
1906年1月18日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第004号｢在外公館費用条例中加除ﾉ件｣公布
1906年1月18日 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ﾛﾗﾝ摂政｢ｼﾞｬｸｿﾝ･ﾗｯﾃｨ･ｸﾊﾟﾌﾞｳﾞ･ﾛｰｿﾝ｣(~19090204)
1906年1月19日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第006号｢鉄道用品交換ﾆ関ｽﾙ随意契約ﾉ件｣公布
1906年1月19日-08:00|中国|  |||北京に巡警総庁設置
1906年1月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾍﾞﾙﾘﾝで､ﾊｳﾌﾟﾄﾏﾝの｢そしてﾋｯﾊﾟは踊る｣が初演される
1906年1月19日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ暫定総督｢Albert Antoine Baptiste Dubarry｣(1期目~3.
  30)
1906年1月20日-09:00|韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武10年|韓国の｢公使･領事制｣を廃止
1906年1月20日-09:00|日本|都電市ヶ谷線|明治39年|東京市街鉄道[招魂社脇(三番町を改称>1917廃止)-(1917一
  口坂>1950~64移設)-三番町(>1921頃､廃止)-市ヶ谷見附]延伸→[富士見町-市ヶ谷見附]
1906年1月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ海軍巡洋艦｢ﾃﾞｭｰｸ･ｵﾌﾞ･ｴｼﾞﾝﾊﾞﾗ｣(13550ﾄﾝ)ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ工廠で竣工就役
1906年1月21日-09:00|日本|IGRいわて銀河鉄道|明治39年|日本鉄道[盛岡-好摩]間に滝沢駅開業
1906年1月22日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ･ﾊﾝｶﾞﾘｰ帝国がｾﾙﾋﾞｱ国境封鎖
1906年1月23日-09:00|日本|りそなﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治39年|<買収営業譲渡>(株)川東貯金銀行⇒(株)大阪貯蓄銀行
1906年1月24日-09:00|日本|商船三井|明治39年|大阪商船会社貨客船｢多摩川丸｣長崎から釜山に向け航行中､潮
  流の速力を誤認､長崎県平戸瀬戸付近(平戸海峡広瀬の南西)で座礁､沈没
1906年1月24日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<初演>ｾﾙｹﾞｲ･ｳﾞｧｼﾘｴｳﾞｨﾁ･ﾗﾌﾏﾆﾉﾌ《歌劇｢けちな騎士｣》《歌劇｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｶ･ﾀﾞ･ﾘﾐﾆ
  ｣》
1906年1月25日-03:00|ｿﾏﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｲﾀﾘｱ領ｿﾏﾘﾗﾝﾄﾞ王立委員代行｢ｱﾚｯｻﾝﾄﾞﾛ･ｻﾍﾟﾘ｣(2回目~2.5)
1906年1月25日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝのﾍｽｽ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞｭﾛがﾌﾗﾝｽのﾎﾟｰからｽﾍﾟｲﾝのｸﾞﾗﾅﾀﾞまでのﾋﾟﾚﾈｰ山脈
  を越える気球飛行に成功
1906年1月26日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第008号｢明治三十七年勅令第百五十八号(煙草専売局ﾆ
  於ｹﾙ臨時雇員使用ﾉ件)中改正ﾉ件｣公布
1906年1月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｲｰｾﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ﾋﾞｭｰﾃﾞｨﾝｹﾞﾝ侯｢ﾌﾞﾙｰﾉ｣
1906年1月27日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第009号｢海軍武官官階中改正ﾉ件｣,明治39年勅令第010
  号｢海軍服制中改正追加ﾉ件｣各公布
1906年1月28日-09:00|日本|  ||明治39年|堺利彦ら日本社会党結成/2月24日に日本平民党が合流/党員は約200
  人､評議員に片山潜らが選ばれた
1906年1月28日-09:00|日本|足利ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治39年|<改称>(株)山二銀行[千葉県海上郡嚶鳴村]⇒(株)海上銀
  行
1906年1月29日-09:00|日本|  ||明治39年|<死去>浪花亭駒吉(65歳)浪曲師
1906年1月29日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｸﾘｽﾁｬﾝ9世｣87歳(誕生18180408)
1906年1月29日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ﾌﾚｾﾞﾘｸ8世｣ｸﾘｽﾁｬﾝ9世とﾙｲｰｾﾞ･ﾌｫﾝ･ﾍｯｾﾝ=ｶｯｾﾙの長男(~1912
  0514死去68歳)
1906年1月30日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾝﾁｬﾙ地区民政知事｢Joao de Soares Branco｣(~3.22)
1906年1月31日-09:00|日本/ｶﾅﾀﾞ|  |||日本とｶﾅﾀﾞが通商条約を調印
1906年1月31日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第012号｢視学官及視学特別任用令中改正加除ﾉ件｣公布
1906年1月31日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||<ｴｸｱﾄﾞﾙ･ｺﾛﾝﾋﾞｱ地震>ｴｸｱﾄﾞﾙ沖で地震(ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ8.8)死者2000人
1906年2月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｻｰﾌｧｰの一団がﾎﾞﾝﾀﾞｲ･ｻｰﾌ･ﾍﾞｲｻﾞｰｽﾞ･ﾗｲﾌｾｲｳﾞｨﾝｸﾞ･ｸﾗﾌﾞを設立/この種のｸﾗﾌﾞと
  しては世界で最初
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1906年2月-09:00|日本|  ||明治39年|<初演>二の替り｢女夫波｣作･田口掬汀,｢椀久末松山｣作･渡辺露亭
1906年2月-09:00|日本|松竹|明治39年|<開場>松竹｢道頓堀中座｣
1906年2月-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽﾞｰﾙｰﾗﾝﾄﾞでﾊﾞﾝﾄｩｰ人が大規模な反英反乱(ﾊﾞﾝﾊﾞﾀの反乱)
1906年2月1日-09:00|日本|  ||明治39年|<開館>帝国図書館(→国立国会図書館支部上野図書館→国際こども図
  書館)<設計:久留正道､真水英夫ほか>
1906年2月1日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第007号｢在外公館ﾆ於ﾃ会計規則ﾆ定ﾒﾀﾙ手続ｦ省略ｽﾙﾉ件(
  明三〇勅五八)ｦ統監府及理事庁ﾆ準用ｽﾙﾉ件｣施行(0123公布)
1906年2月1日-09:00|日本|国鉄宇品線|明治39年|山陽鉄道:比治山簡易停留場移設
1906年2月1日-09:00|日本|北海道岩見沢市|明治39年|<町制施行>北海道空知郡岩見沢村→岩見沢町
1906年2月2日-09:00|日本|大阪市電|明治39年|大阪市が電気鉄道課を新設
1906年2月2日-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治39年|<改称>博融株式会社⇒博融銀行
1906年2月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||仏､政府官吏の教会財産目録作成に暴動発生｡570人負傷
1906年2月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||(米)ﾃﾞﾝﾊﾞｰ造幣局設立
1906年2月3日-09:00|日本|  ||明治39年|旧Ohrvikens AB｢Industrie｣を日本海軍汽船｢板橋丸｣と改名
1906年2月3日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第014号｢統監府及所属官署職員服制｣,明治39年勅令第01
  5号｢統監附陸海軍武官官制｣各公布
1906年2月3日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ｴｽﾄﾆｱ総督代行｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･N･ｲｺﾗｴｳﾞｨｯﾁ･ｷﾞﾙｽ｣(3回目~3.12)
1906年2月4日-09:00|日本|ふくおかﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治39年|<設立>(株)津田銀行[石川]
1906年2月5日-08:00|中国/日本|満州国国鉄奉山線|明治39年|新奉鉄道(日本軍用鉄道)[奉天-(瀋陽>皇姑屯)-馬
  三家-興隆店-巨流河-新民]開業
1906年2月5日-03:00|ｿﾏﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｲﾀﾘｱ領ｿﾏﾘﾗﾝﾄﾞ王立委員代行｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾁｪﾘｰﾅ･ﾌｪﾛｰﾆ｣(~19070518)
1906年2月5日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ大公国国務大臣(ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸ)｢ｶｰﾙ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾗﾝｸﾞﾎﾌ｣(~1913
  0421)
1906年2月8日-09:00|日本|  ||明治39年|東洋印刷株式会社設立(代表:手塚猛省.信陽堂石版所･猶興舎石版所等
  を合併設立).のち活文堂(活版印刷)･帝国印刷株式会社と合併
1906年2月8日-09:00|日本|JR西日本播但線|明治39年|山陽鉄道播但線[姫路-新井]間改ﾏｲﾙ0.16km延長
1906年2月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｲﾀﾘｱ王国首相(閣僚評議会議長)｢ｼﾄﾞﾆｰ･ｿﾝﾆｰﾉ男爵｣(1回目~5.30)
1906年2月8日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||ﾀﾋﾁに台風/死者数千人
1906年2月9日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武10年|統監府､韓国警察機構を解体し､日本憲兵隊が警
  察と司法警察を掌握/日本憲兵が韓国内の警察権を管理する｢警察憲兵制度｣の発足
1906年2月9日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第018号｢韓国ﾆ駐箚ｽﾙ憲兵ﾉ行政警察及司法警察ﾆ関ｽﾙ件｣
  公布
1906年2月9日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾞｲﾅﾊﾞｰﾄﾞ国支配者(ﾏﾚｯｸ)｢ｾﾞｲﾝ･ｶｰﾝ･ｿﾞﾗﾜﾙ･ｶｰﾝ｣(~1923年1月没)
1906年2月9日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶで､ｹﾛｯｸﾞのﾄｰｽﾃｯﾄﾞ･ｺｰﾝﾌﾚｰｸ社が創業となる
1906年2月10日-09:00|日本|  ||明治39年|<創刊>読売同好会｢同好｣2月号
1906年2月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾋﾝﾄﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾅﾊﾞ･ｷｼｮｰﾙ･ﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ﾏﾙﾄﾞﾗｰｼﾞ･ｼﾞｬｶﾞﾃﾞﾌﾞ｣(~19480101)
1906年2月11日-09:00|日本|  ||明治39年|<再刊>柳原正之(極堂)｢伊予日日新聞｣(政党色を廃除)
1906年2月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌｧﾘﾄﾞｺｯﾄ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞﾙﾋﾞﾙ･ｲﾝﾀﾞｰﾙ･ｼﾝ｣(~19180101没)､摂政｢ｻﾙﾀﾞﾙ･ﾊﾞﾊﾄﾞｩ
  ﾙ･ﾚｻﾙﾀﾞﾙ･ﾊﾟﾙﾀﾌﾞ･ｼﾝ｣(~1909年6月)
1906年2月11日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝでｶﾀﾛﾆｱ分離派の組織｢ｿﾘﾀﾞﾘﾀﾞｰﾄ･ｶﾀﾗﾅ｣結成
1906年2月12日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第020号｢明治三十三年勅令第三百二十九号(救恤寄附金
  ﾉ保管出納ﾆ関ｽﾙ件)中追加ﾉ件｣公布
1906年2月13日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年法律第002号｢日本興業銀行法中改正法律｣公布施行
1906年2月14日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||C.J.ﾃﾞﾆｽとA.E.ﾏｰﾃｨﾝがｱﾃﾞﾚｲﾄﾞで風刺雑誌の『ｶﾞｯﾄﾞﾌﾗｲ』誌を出版
1906年2月15日-09:00|日本|  ||明治39年|近事画報社から実業･経済･ｸﾞﾗﾌ雑誌｢実業画報｣創刊
1906年2月15日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第021号｢統監旗制定ﾉ件｣公布
1906年2月15日-09:00|日本|東武大谷軌道線|明治39年|野州人車鉄道石材[鶴田～徳次郎][仁良塚-芳原]を譲受
  →宇都宮石材軌道軌道線[鶴田～徳次郎][仁良塚-芳原][材木町～風返][荒針-弁天山][西原町-立岩(1929頃廃
  止)]/宇都宮軌道運輸を改称
1906年2月16日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第022号｢統監府通信官署官制第六条中改正ﾉ件｣公布
1906年2月16日-04:00|UAE|  |||<死去>ﾄﾞﾊﾞｲ首長｢Maktoum bin Hasher Al Maktoum｣
1906年2月16日-04:00|UAE|  |||<死去>ﾄﾞﾊﾞｲ統治者(ﾊｷﾑ)｢Sheikh Maktum2世 ibn Hushur｣
1906年2月16日-04:00|UAE|  |||<就任>ﾄﾞﾊﾞｲ統治者(ﾊｷﾑ)｢Sheikh Bati ibn Suhayl｣(~1912.11､死去)
1906年2月16日-01:00|中央ｱﾌﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾊﾞﾝｷﾞ･ﾁｬﾘ総督｢ﾙｲｽ･ﾎﾟｰﾙ･ｴﾐﾘｰ･ﾗﾐｰ｣(4.4から代行~12.25)
1906年2月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||1月12日のｲｷﾞﾘｽ総選挙で下院に29議席を獲得した労働代表委員会が､労働党
  と改称/ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｹｱ･ﾊｰﾃﾞｨが初代党首となる
1906年2月16日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｱﾊﾞﾃﾞｨｰﾝ伯爵ｼﾞｮﾝ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ･ﾊﾐﾙﾄﾝ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣(2回
  目~19150219)
1906年2月17日-09:00|日本|  ||明治39年|坪内逍遥･島村抱月ら､文化運動団体として文芸協会創立､東京･芝で
  発会式/余興として｢新曲浦島｣｢沓手鳥孤城落月｣作=坪内逍遙
1906年2月18日-09:00|日本|  ||明治39年|福島県平町の大火(570戸)
1906年2月18日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ﾌﾗﾝｽ第三共和政大統領ｱﾙﾏﾝ･ﾌｧﾘｴｰﾙ｣(~19130218)
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1906年2月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ共和国第三共和政9代大統領ｱﾙﾏﾝ･ﾌｧﾘｴｰﾙ.ARD,PRD(~19130218)
1906年2月19日-09:00|日本|  ||明治39年|5紡績会社が日本綿布輸出組合を結成､綿布の満州輸出を促進
1906年2月19日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｳﾞｧｰｼﾞﾆｱ級戦艦BB-17｢(2代)ﾛｰﾄﾞ･ｱｲﾗﾝﾄﾞ｣(14948t,ﾌｫｱ･ﾘｳﾞｧｰ･
  ｼｯﾌﾟ&ｴﾝｼﾞﾝ･ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ社)
1906年2月19日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｹﾛｯｸﾞｺ-ﾝﾌﾚ-ｸ誕生
1906年2月22日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|  ||明治39年|日本･ﾊﾜｲ間修交通商条約公布
1906年2月24日-09:00|日本|  ||明治39年|日本海軍神風型駆逐艦｢朝風｣(381t)川崎神戸造船所で竣工
1906年2月24日-09:00|日本|  ||明治39年|日本平民党が日本社会党に合流し､日本社会党第1回大会を開催
1906年2月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｼｬﾙﾙ･ｶﾐｰﾕ･ｻﾝ=ｻｰﾝｽ《歌劇｢祖先｣》
1906年2月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱでｶﾄﾘｯｸ選挙連合結成
1906年2月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>7代ﾍﾞｽﾊﾞﾗ伯｢ｳｫﾙﾀｰ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾌﾞﾗﾊﾞｿﾞﾝ･ﾎﾟﾝｿﾝﾋﾞｰ｣
1906年2月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>8代ﾍﾞｽﾊﾞﾗ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾎﾟﾝｿﾝﾋﾞｰ｣(~19201201死去)
1906年2月24日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||各地で自由党員の蜂起/反乱部隊がﾊﾊﾞﾅ郊外のｸﾞｱﾅﾊﾞｺｱ兵舎を襲撃,兵士数人
  を殺害
1906年2月25日-09:00|日本|  ||明治39年|<創刊>吉川弘文館｢高潮｣2月号
1906年2月25日-09:00|日本/中国|商船三井|明治39年|<運航開始>大阪商船:大阪天津線(第1船大信丸)
1906年2月25日-09:00|日本|山梨中央銀行|明治39年|<設立>矢崎銀行[9.21開業]
1906年2月27日-09:00|日本|  ||明治39年|ｱﾒﾘｶ人婦人のﾌｪﾙﾌﾟｽが､仙台市に東北育児院を創設
1906年2月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾊﾞﾇｱﾂ|  |||ｲｷﾞﾘｽとﾌﾗﾝｽがﾆｭｰ･ﾍﾌﾞﾘﾃﾞｽ諸島に関する条約を締結
1906年2月27日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<死去>ｻﾐｭｴﾙ･ﾗﾝｸﾞﾚｰ､ｱﾒﾘｶの天文学者(生年1834年)
1906年2月28日-09:00|日本|  ||明治39年|日本海軍神風型駆逐艦｢若葉｣(381t)横須賀海軍工廠で竣工
1906年3月-09:00|日本|京都府|明治39年|<開設>京都府｢嵐山公園｣(亀山公園)
1906年3月-09:00|日本|明治薬科大学|明治39年|神田薬学校を明治薬学校と改称
1906年3月-03:00|ｿﾏﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｿﾏﾘﾗﾝﾄﾞ弁務官｢ﾊﾘｰ･ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｽﾋﾟﾗｰ･ｺﾙﾄﾞｰ｣(1回目~1907年7月
  )
1906年3月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ｢Ibrahim Shukri Pasha｣(~1908.12)
1906年3月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｸﾛｰﾄﾞ･ｱｼﾙ･ﾄﾞﾋﾞｭｯｼｰ《影像1》→《映像第1集》"水の反映"ｳﾞｨｴﾆｽ
1906年3月 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ弁務官｢Wilfred Bennett Davidson-Houston｣(~
  1918年)
1906年3月 05:00|ﾀｰｸｽ･ｶｲｺｽ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀｰｸｽ･ｶｲｺｽ諸島弁務官｢Frederick Henry Watkins｣(~1914.7
  )
1906年3月1日-09:00|日本|  ||明治39年|<移転改称>今泉七五郎｢今泉動物園｣⇒｢浪越教育動植物苑｣[大須]
1906年3月1日-09:00|日本|  ||明治39年|三重紡績会社･大阪紡績会社･金巾紡績会社の3紡績会社､綿布輸出組合
  三栄組を結成し､綿布の朝鮮輸出促進を協定
1906年3月1日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第013号｢明治三十八年勅令第百六十六号(郵便貯金利子
  割合)中追加ﾉ件｣施行(0131公布)
1906年3月1日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第025号｢明治三十六年勅令第二百三号(外国駐箚陸軍武
  官ﾉ在勤俸ﾆ関ｽﾙ件)中改正ﾉ件｣公布
1906年3月1日-09:00|日本|  ||明治39年|郵便振替貯金制度施行(0109公布)
1906年3月1日-09:00|日本|名鉄瀬戸線|明治39年|瀬戸自動鉄道[大曽根-矢田]延伸→[大曽根-瀬戸]開業
1906年3月1日-09:00|日本|読売新聞|明治39年|<創刊>読売新聞社｢中学文芸｣3月号
1906年3月1日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Ramon Ledesma Hernandez｣(~7.
  8)
1906年3月2日-09:00|日本|  ||明治39年|関西美術院､開院式(院長･浅井忠)
1906年3月3日-09:00|日本|都電信濃町線|明治39年|東京電気鉄道[信濃町-権田原-陸軍大学校前(>1907頃､廃止)
  -青山一丁目]開業
1906年3月3日-09:00|日本|都電広尾線|明治39年|東京電気鉄道[青山一丁目-蛇ヶ池(>1907廃止)-三聯隊裏(>194
  0墓地裏)-青山墓地下(>1909墓地下)-霞町-笄町-赤十字病院下-広尾橋-天現寺橋]開業
1906年3月3日-03:00|ﾏﾖｯﾄ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾖｯﾄ植民地総督｢ﾌｪﾙﾅﾝ･ﾌｰﾛｰ｣(~1907年)
1906年3月4日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年法律第001号｢臨時事件費支弁ﾆ関ｽﾙ法律｣施行(0212公布)
1906年3月4日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱ､労働組合法制定
1906年3月5日-09:00|日本|  ||明治39年|<死去>伯爵(公家)中御門流持明院家支流｢壬生基修｣⇒22日､長男｢壬生
  基義｣が襲爵(⇒19361027､死去)
1906年3月5日-09:00|日本|  ||明治39年|山代温泉の旅館経営者の出資で山代軌道設立
1906年3月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｼﾞｮﾙｼﾞｭ･ﾋﾞｾﾞｰ《喜歌劇｢ﾄﾞﾝ･ﾌﾟﾛｺｰﾋﾟｵ｣》
1906年3月7日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第026号｢海軍准士官下士任用進級条例第十四条中追加ﾉ
  件｣公布
1906年3月7日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞで満24歳以上の男女に普通選挙権が付与される
1906年3月8日-09:00|日本|  ||明治39年|汽船｢松江丸｣を日本海軍艦籍に編入､海防艦｢松江｣となる(19180201､
  運送船→19200401､運送艦に類別→19220401､測量艦に類別変更)
1906年3月8日-09:00|日本|  ||明治39年|三栄綿布輸出組合設立(朝鮮向け輸出組合
1906年3月8日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||明治39年|ﾛｼｱ船｢ｴｶﾃﾘﾉｽﾗﾌﾞ｣正式に日本海軍艦籍に編入,水雷母艦｢韓崎｣



1906迄(2431件)

1906年3月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽのｸﾘｴｰﾙ炭鉱で大爆発があり､1200人が死亡
1906年3月10日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Charles Louis Lepreux｣(~1908.7)
1906年3月11日-09:00|日本|  ||明治39年|<施行>明治39年法律第3号｢台湾銀行法中改正法律｣(2.19公布)
1906年3月11日-09:00|日本|  ||明治39年|<都電焼き討ち事件>運賃値上げに反対した市民が路面電車を､焼失車
  両54
1906年3月11日-09:00|韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武10年|大韓体育ｸﾗﾌﾞ､結成(最初の近代的体育団体)
1906年3月12日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ･ﾍﾟﾄﾛｳﾞｨｯﾁ･ﾊﾞｼﾛﾌ｣(~19070731)
1906年3月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ第三共和政第62代首相ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝ･ｻﾘｱﾝ[共和主義急進派･急進社会党
  ](第1次~1906年10月25日)
1906年3月12日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<死去>ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ共和国大統領｢ﾏﾇｴﾙ･ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｷﾝﾀﾅ･ｲ･ｻｴﾝｽ･ﾃﾞ･ｶﾞｵﾅ｣
1906年3月12日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ共和国大統領｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ｺﾙﾈﾘｵ･ﾌｨｹﾞﾛｱ･ｱﾙｺﾙﾀ｣(~19101012)
1906年3月13日-09:00|日本/台湾|  ||明治39年|(台湾)律令2号｢台湾浮浪者取締規則｣<庁長は､1定の住居又は生
  業を有せず､公安を害し又は風俗を紊す虞があると認められた本島人に対して､定住又は就業を戒告すること
  ができる｡②その効果がないときには､定住又は就業を命令し､必要な拘束を加えることができる>
1906年3月13日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年法律第005号｢明治三十五年法律第二十九号(台湾ﾆ在勤ｽﾙ巡
  査看守陸軍監獄看守及陸軍警守退隠料及遺族扶助料ﾆ関ｽﾙ件)中改正法律｣施行(0221公布)
1906年3月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾓﾆｴ､ﾌﾗﾝｽの発明家(生年1823年)鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄを考案した
1906年3月14日-09:00|日本|  ||明治39年|<連載>吾妻隼人(山中峯太郎)処女小説｢真澄大尉｣(｢大阪毎日新聞｣～
  5月26日)日露戦争での軍事探偵の物語
1906年3月14日-09:00|日本|白洋舎|明治39年|五十嵐健治､洗濯業白洋舎を東京日本橋呉服町に開業
1906年3月14日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ王国閣僚評議会議長｢ｻｳﾞｧ･ｸﾞﾙｼﾞｯﾁ｣(5回目~4.30)
1906年3月15日-09:00|日本|  ||明治39年|<創刊>堺利彦｢社会主義研究｣由文社/社会主義運動史上最初の専門研
  究雑誌(~8月1日､終刊5号)
1906年3月15日-09:00|日本|  ||明治39年|東京市電値上げ反対ﾃﾞﾓの2000人余りが市庁､電鉄会社に押し掛け､電
  車を襲う/軍隊や騎馬巡査が出動して鎮圧
1906年3月15日-09:00|日本|  ||明治39年|｢戦勝記念博覧会｣開催(～5月31日)[開催地]大阪府[会場]天王寺公園
  /日本初の観覧車
1906年3月15日-09:00|日本|博文館|明治39年|<創刊>博文館から文芸､投書雑誌｢文章世界｣
1906年3月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<設立>ﾛｰﾙｽ･ﾛｲｽ社[ｲｷﾞﾘｽ]航空機用ｴﾝｼﾞﾝや乗用自動車の製造
1906年3月17日-08:00|台湾|  |||台湾の嘉義地方で大地震が起こり､1258人の死者､4200戸以上の家屋倒壊の被
  害が出る
1906年3月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ海軍巡洋艦｢ﾌﾞﾗｯｸ･ﾌﾟﾘﾝｽ｣(13550t)ﾃﾑｽﾞ鉄工造船所で竣工就役
1906年3月18日-09:00|日本|  ||明治39年|蔵前工業会設立(機械工芸会,化学工芸会が合併)
1906年3月18日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||ﾙｰﾏﾆｱのﾄﾗｲｱﾝ･ｳﾞｲｱが動力飛行を試みる｡高度1m､距離12mの跳躍であった｡欧
  州における動力による初飛行であると主張したが記録は未公認
1906年3月19日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||L･ﾃﾞ･ﾌｫｰﾚｽﾄ､三極真空管を発明,特許申請(11月13日に特許取得)
1906年3月20日-09:00|日本|  ||明治39年|<移転開館>帝国図書館(上野図書館)東京･上野公園に新築(鉄骨石造
  の図書館建築の始)
1906年3月20日-09:00|日本|  ||明治39年|<任意解散>(資)田原銀行[奈良]
1906年3月20日-09:00|日本|  ||明治39年|近事画報社からｽﾎﾟｰﾂ､ﾚｼﾞｬｰ雑誌｢遊楽雑誌｣創刊
1906年3月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｼﾁﾘｱ島沖のｳｽﾃｨｶ島､火山の大噴火で壊滅
1906年3月20日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国第46代首相｢ｴﾙﾈｽﾄ･ﾛﾄﾞﾙﾌｫ･ﾋﾝﾂｪ･ﾘﾍﾞｲﾛ｣(3期目~5.19)
1906年3月21日-09:00|韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武10年|韓国政府､｢銀行条例｣､｢農工銀行条例｣を公布
1906年3月21日-09:00|日本|都電江戸川線|明治39年|東京市街鉄道[九段坂下(>1908九段下)-飯田町三丁目(>193
  3飯田町一丁目)-飯田町五丁目-飯田橋]間開業
1906年3月21日-09:00|日本|都電九段線|明治39年|東京市街鉄道[俎橋-九段坂下(>1908頃､九段下)]延伸→[小川
  町-九段坂下(>1908頃､九段下)]
1906年3月21日-09:00|日本|福岡県豊前市|明治39年|<死去>小笠原貞正(67歳)元豊前千束藩主･知藩事
1906年3月22日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年法律第007号｢非常特別税法中改正法律｣,明治39年法律第008
  号｢軍艦水雷艇補充基金ﾉ組入ﾆ関ｽﾙ法律｣各施行(2日公布)
1906年3月22日-09:00|日本|群馬県高崎市|明治39年|<高崎大火>連雀町より出火.250戸が焼失,高盛座も
1906年3月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||初の国際ﾗｸﾞﾋﾞｰ試合(ﾊﾟﾘ)/英､仏に35対8で勝利
1906年3月22日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾝﾁｬﾙ地区民政知事｢Jose Ribeiro da Cunha｣(3期目~5.17)
1906年3月22日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱﾝｸﾞﾗ･ﾄﾞ･ｴﾛｲｽﾞﾓ民政知事｢Antonio da Fonseca Carvao 
  Paim da Camara｣PR(~5.17)
1906年3月23日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾀﾃﾞﾙｶﾞﾀﾞ民政知事｢Francisco de Melo Manuel Leite
   de Arruda｣PR(1期目~5.17)
1906年3月24日-09:00|日本|  ||明治39年|<死去>三吉正一(54歳)電気技術者
1906年3月24日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督代行｢ｴﾙﾈｽﾄ･ｱｳｸﾞｽﾄ･ｺﾞﾒｽ･ﾃﾞ･ｿｳｻﾞ｣(1回
  目~5.30)
1906年3月24日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾙﾀ民政知事｢Jose Bressane Leite Perry, visconde PR
   de Leite Perry｣(2期目~5.17)
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1906年3月24日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島副知事代理｢Theophilus George Groebe｣(5期
  目~19070928)
1906年3月25日-09:00|日本|  ||明治39年|破壊(島崎藤村)<被差別部落の青年を主人公とした長篇小説/自費出
  版>
1906年3月25日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰでｱｰﾋﾑが独立社会主義農民党を結成
1906年3月26日-09:00|韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武10年|韓国政府､｢水利組合条例｣を公布
1906年3月26日-09:00|日本|ｻｯﾎﾟﾛﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治39年|大日本麦酒[札幌､日本(ｴﾋﾞｽ)､大阪(朝日)の3社が合併]
  創立
1906年3月26日-01:00|赤道ｷﾞﾆｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾎﾟｰ総督｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ｻｱﾍﾞﾄﾞﾗ･ｲ･ﾏｸﾞﾀﾞﾚﾅ｣(1回目~9.20)
1906年3月26日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾛｹｯﾄ工学の研究をしていたｺﾞﾀﾞｰﾄﾞは､ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂの雪の積った畑で､初の液体燃
  料ﾛｹｯﾄを打ち上げた
1906年3月27日-07:00|ﾀｲ|  |||<就任>ﾁｬｸﾘｰ王朝摂政｢ﾜｼﾞﾗｳﾞｯﾀﾞ王子(~19071117)
1906年3月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｳｼﾞｪｰﾇ･ｶﾘｴｰﾙ(57歳)ﾌﾗﾝｽの画家
1906年3月27日 00:00|ｷﾞﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｷﾞﾆｱ植民地副総督代行｢ｼﾞｭｰﾙ･ﾙｲ･ﾘｼｬｰﾙ｣(~19070516)
1906年3月27日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<死去>ﾄｰﾄﾞ･ﾗﾑｾﾞｲ､ﾒｼﾞｬｰﾘｰｶﾞｰ(生年1864年)
1906年3月28日-09:00|日本|岡山県勝田郡勝央町|明治39年|<町制施行>岡山県勝田郡勝間田村→勝間田町
1906年3月28日-09:00|日本|岡山県倉敷市|明治39年|<町制>岡山県児島郡味野村が町制改称→味野町
1906年3月28日-09:00|日本|岡山県備前市|明治39年|<町制施行>岡山県和気郡日生村が町制施行→日生町,三石
  村→三石町
1906年3月28日-09:00|日本|中国銀行|明治39年|<改称>(株)二六貯金銀行⇒(株)普通銀行
1906年3月28日 00:55|日本|長崎県|明治39年|<長崎県西彼杵炭田三菱高島炭鉱蛎瀬坑ｶﾞｽ爆発事故>午前9時55分
  ､長崎半島西沖合に浮かぶ高島炭鉱の蛎瀬坑口から､突如､爆音と共に高さ30mに達する火炎があがった.同坑口
  から次いで大きな黒煙が吐き出され､坑内の設備の大部分は崩れ落ちた.入坑していた307人全員が死亡
1906年3月29日-09:00|日本|  ||明治39年|<移転>(株)鴨川銀行[千葉⇒東京]
1906年3月30日-09:00|日本|熊本大学|明治39年|第五高等学校工学部を独立させて熊本高等工業学校設立
1906年3月30日-09:00|日本|東北大学|明治39年|仙台高等工業学校設置
1906年3月30日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督代理｢ﾍﾝﾘｰ･Clay Ide｣(⇒4.2総督~9.19)
1906年3月30日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ総督｢Louis Alphonse Bonhoure｣(~5.30)
1906年3月31日-09:00|日本|  ||明治39年|貴衆両院議員に鉄道無賃乗車券の交付開始
1906年3月31日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第051号｢明治三十七八年従軍記章条例｣,明治39年勅令
  第061号｢博覧会開設臨時調査会官制｣各公布
1906年3月31日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年法律第004号｢明治三十一年法律第三号(北海道官設鉄道会計
  ﾆ関ｽﾙ件)廃止法律｣施行(0219公布);明治39年勅令第034号｢捕獲審検所及高等捕獲審検所閉鎖ﾉ件｣施行(30日公
  布)
1906年4月-11:00|ﾐｸﾛﾈｼｱ/ﾊﾟﾗｵ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>西ｶﾛﾘﾝ諸島･ﾊﾟﾗｵ政治的軍事的総督代行｢ｹﾞｵﾙｸﾞ･ﾌﾘｯﾂ｣(1回目~
  1907年)
1906年4月-09:00|日本|  ||明治39年|東京信託会社､株式会社に改組(最初の株式会社組織信託会社といわれる)
1906年4月-09:00|日本|静岡大学|明治39年|静岡県尋常師範学校女子部が独立し静岡県女子師範学校が設立
1906年4月-09:00|日本/中国|日本郵船|明治39年|日本郵船が神戸大連線開始
1906年4月-02:00|ｻﾞﾝﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ保護領ﾛｰﾃﾞｼｱ北西部管理者代理｢Francis James Newton｣(~8
  月)
1906年4月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｲｼｭｺﾄﾞﾗのﾜﾘｽ｢ｻﾘﾌ･ｾｯｷ･ﾊﾟｼｬ｣(~1907年2月)
1906年4月 00:55|日本|長崎県平戸市|明治39年|<死去>松浦脩(75歳)元肥前平戸新田藩主
1906年4月1日-12:00|ﾅｳﾙ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾞｲﾂ帝国ﾅｳﾙ駅長｢ｺﾝﾗｰﾄ･ｹﾞｯﾍﾟﾙﾄ｣(~1908年没)
1906年4月1日-09:00|日本|  ||明治39年|<掲載>夏目漱石｢坊っちやん｣(｢ﾎﾄﾄｷﾞｽ｣付録)<江戸っ子の若い主人公
  が四国の中学に数学の教師として赴任する>
1906年4月1日-09:00|日本/ﾛｼｱ|  ||明治39年|<創刊>露字日刊新聞｢ｳｵｰｱ(自由)｣ﾛｼｱの革命党員の手による(→19
  07.3領事館からの干渉圧迫があり廃刊)
1906年4月1日-09:00|日本|  ||明治39年|工業教育会(大阪)創業(宇野米吉)はじめ労働問題･工場関係書,のち繊
  維関係書出版
1906年4月1日-09:00|日本|  ||明治39年|農業世界(博文館→43巻6号:昭23.6-博友社)創刊-63巻6号(昭43.6)月
  刊
1906年4月1日-09:00|韓国/朝鮮|  |||平城と漢城をむすぶ京漢線が全線開通
1906年4月1日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第023号｢北海道ﾆ於ｹﾙ郡ﾉ廃止及郡界ﾉ変更ﾆ関ｽﾙ件｣施行(
  0221公布);明治39年法律第006号｢国債整理基金特別会計法｣施行(0302公布);明治39年法律第009号｢産業試験
  費講習費国庫補助法｣施行(0310公布);明治39年勅令第028号｢海軍採炭所官制別表中改正ﾉ件｣施行(0324公布);
  明治39年勅令第030号｢明治三十二年勅令第三百四十二号(開港及開港ﾆ於ﾃ輸出ｽﾍｷ貨物ﾉ指定ﾆ関ｽﾙ件)中加除ﾉ
  件｣,明治39年勅令第031号｢明治三十二年勅令第百六十九号(税関支署名称位置及管轄区域ﾉ件)ﾉ件｣,明治39年
  勅令第044号｢中央気象台官制中改正追加ﾉ件｣各施行(0329公布);明治39年勅令第032号｢臨時行賞事務ﾆ関ｽﾙ職
  員｣,明治39年勅令第033号｢印刷局官制第二条中改正ﾉ件｣,明治39年勅令第035号｢衛生試験所官制第六条中改正
  ﾉ件｣,明治39年勅令第037号｢専売局作業会計規則中改正ﾉ件｣,明治39年勅令第038号｢税関官制第四条中改正ﾉ件
  ｣,明治39年勅令第039号｢東京帝国大学官制中改正追加ﾉ件｣,明治39年勅令第040号｢京都帝国大学官制中改正ﾉ
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  件｣,明治39年勅令第041号｢文部省直轄諸学校官制第一条中追加ﾉ件｣,明治39年勅令第042号｢臨時教員養成所官
  制第四条中改正ﾉ件｣,明治39年勅令第043号｢帝国図書館官制第二条中改正ﾉ件｣,明治39年勅令第047号｢鉱山監
  督署官制第二条中改正ﾉ件｣,明治39年勅令第048号｢種牛牧場官制｣,明治39年勅令第049号｢蚕業講習所官制第八
  条中改正ﾉ件｣,明治39年勅令第050号｢遠洋漁業奨励ﾆ関ｽﾙ職員設置｣,明治39年法律第015号｢塩専売法中改正法
  律｣,明治39年法律第016号｢醤油税則中改正法律｣各施行(0330公布);明治39年勅令第053号｢日本薬局方調査会
  官制｣,明治39年勅令第054号｢明治三十年勅令第三百九十五号(北海道庁支庁ﾉ名称位置及管轄区域表)中加除ﾉ
  件｣,明治39年勅令第055号｢大蔵省臨時建築部官制中改正追加ﾉ件｣,明治39年勅令第056号｢明治三十年勅令第十
  三号(横浜港湾維持ﾆ関ｽﾙ職員ﾉ件)中改正ﾉ件｣,明治39年勅令第057号｢林区署官制中改正削除明治三十八年勅令
  第百二十四号(臨時国有林作業ﾆ関ｽﾙ職員ﾉ件)廃止ﾉ件｣,明治39年勅令第059号｢足尾国有林復旧事業ﾆ関ｽﾙ職員
  設置ﾉ件｣,明治39年勅令第064号｢文武判任官等級表中改正加除ﾉ件｣各施行(0331公布);明治39年法律第020号｢
  軍人恩給法中改正法律｣,明治39年法律第021号｢明治三十三年法律第七十五号(台湾ﾆ在勤ｽﾙ官吏ﾉ恩給及遺族扶
  助料ﾆ関ｽﾙ件)中改正法律｣,明治39年法律第022号｢明治三十三年法律第七十六号(台湾ﾆ服役ｽﾙ軍人ﾉ恩給及遺族
  扶助料ﾆ関ｽﾙ件)中改正法律｣各公布施行
1906年4月1日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第065号｢在外公館費用条例中改正加除ﾉ件｣,明治39年勅
  令第066号｢明治三十七年勅令第三十二号(戦時又ﾊ事変ﾆ際ｼ臨時外務省ﾆ属ｦ置ｸﾉ件)廃止ﾉ件｣各公布
1906年4月1日-09:00|日本|  ||明治39年|陸軍戸山学校･陸軍騎兵実施学校･陸軍夜戦学校･陸軍要塞砲兵射撃学
  校が開校
1906年4月1日-09:00|日本|  ||明治39年|｢凱旋記念内国製産品博覧会｣開催(～5月31日)[開催地]京都府[会場]
  岡崎公園博覧会館[主催]京都博覧協会[入場者]224,397人
1906年4月1日-09:00|日本|愛知県清須市|明治39年|<合併>愛知県西春日井郡[新川町･桃栄町･寺野村･阿原村]が
  合併→新川町
1906年4月1日-09:00|日本|愛知県豊田市|明治39年|<合併>愛知県西加茂郡[高岡村･藤河村･富貴下村の一部<上
  川口･下川口･御作>]が合併→藤岡村
1906年4月1日-09:00|日本|大分県別府市|明治39年|<合併>大分県速見郡[別府町･浜脇町]→別府町
1906年4月1日-09:00|日本|岡山県岡山市|明治39年|<合併>岡山県児島郡[灘村･彦崎村の一部]が合併→灘崎村､[
  福岡村･彦崎村の一部･木見村の一部]が合併→郷内村
1906年4月1日-09:00|日本|岡山県久米郡久米南町|明治39年|<分離編入>岡山県久米郡加美村の一部が分離編入
  →稲岡南村
1906年4月1日-09:00|日本|岡山県倉敷市|明治39年|<合併>岡山県児島郡[福岡村･彦崎村の一部･木見村の一部]
  合併→郷内村
1906年4月1日-09:00|日本|岡山県倉敷市|明治39年|<分離編入>岡山県児島郡木見村の一部を編入→田ノ口村
1906年4月1日-09:00|日本|岡山県高梁市|明治39年|<編入>岡山県川上郡成羽村→成羽町に編入
1906年4月1日-09:00|日本|岡山県玉野市|明治39年|<合併>岡山県児島郡[日比村･玉野村の一部]が合併町制→日
  々町､[田井村の一部･玉野村の一部]が合併→宇野村
1906年4月1日-09:00|日本|岡山県玉野市|明治39年|<分離編入>岡山県児島郡田井村の残部を編入→八浜町
1906年4月1日-09:00|日本|香川大学|明治39年|木田郡立甲種農林学校を香川県立農林学校と改称
1906年4月1日-09:00|日本|熊本県阿蘇市|明治39年|<町制施行>熊本県阿蘇郡内牧村→内牧町
1906年4月1日-09:00|日本|熊本県熊本市|明治39年|<町制施行>熊本県飽託郡春日村→春日町
1906年4月1日-09:00|日本|熊本大学|明治39年|第五高等学校工学部､分離独立して熊本高等工業学校設置
1906年4月1日-09:00|日本|JR西日本播但線|明治39年|山陽鉄道播但線[新井-竹田-和田山]間13.84km延伸開業→
  [飾磨-豆腐町][姫路-和田山]全通
1906年4月1日-09:00|日本/中国|商船三井|明治39年|<運航開始>大阪商船:長崎大連線
1906年4月1日-09:00|日本|新潟県北蒲原郡聖篭町|明治39年|<合併>新潟県北蒲原郡[聖籠村･蓮野村･蓮潟村･藤
  井村の一部<横井･笠柳>]合併→聖篭村
1906年4月1日-09:00|日本|新潟県長岡市|明治39年|<合併>新潟県古志郡[川西村･四箇村]合併→上川西村
1906年4月1日-09:00|日本|新潟県長岡市|明治39年|<市制施行>新潟県古志郡長岡町→長岡市
1906年4月1日-09:00|日本|新潟県新潟市|明治39年|<合併>新潟県西蒲原郡[秋津村･曲通村･中合村]合併→月潟
  村､北蒲原郡[藤井村の一部<藤寄>･島崎村･鳥屋村･笹山村]合併→木崎村
1906年4月1日-09:00|日本|新潟県南魚沼市|明治39年|<合併>新潟県南魚沼郡[塩沢町･吉里村･栃窪村･富実村･中
  目来田村･上島村･大富村の一部]が合併→塩沢町､[上関村･大沼村･大君田村]合併→石打村､[六日町･大富村の
  一部<西泉田>･小栗山村･君帰村･欠ノ上村･余川村･川窪村･美佐島村･八幡村･三和村の一部<大月･東泉田>]合
  併→六日町､[三和村の一部<雲洞>･南旭村･長崎村･旭村]合併→上田村
1906年4月1日-09:00|日本|新潟大学|明治39年|新潟県女子師範学校が新潟県長岡女子師範学校に改称
1906年4月1日-09:00|日本|北海道旭川市|明治39年|<発足>北海道上川郡[東旭川村･永山村]が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道芦別市|明治39年|<発足>北海道空知郡芦別村が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道厚岸郡浜中町|明治39年|<発足>北海道厚岸郡[浜中村･後静村･琵琶瀬村･散布
  村･霧多布村･榊町]が合併村制施行→浜中村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道虻田郡喜茂別町|明治39年|<発足>北海道虻田郡真狩村が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道虻田郡京極町|明治39年|<発足>北海道虻田郡倶知安村が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道虻田郡倶知安町|明治39年|<発足>北海道虻田郡倶知安村が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道虻田郡ﾆｾｺ町|明治39年|<発足>北海道虻田郡狩太村が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道虻田郡真狩村|明治39年|<発足>北海道虻田郡真狩村が村制施行
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1906年4月1日-09:00|日本|北海道虻田郡留寿都村|明治39年|<発足>北海道虻田郡真狩村が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道岩内郡共和町|明治39年|<発足>北海道岩内郡[前田村･老古美村･梨野舞納村･
  幌似村の一部]が合併村制施行→前田村､[発足村･幌似村の一部]が合併村制施行→発足村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道岩見沢市|明治39年|<発足>北海道空知郡栗沢村が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道歌志内市|明治39年|<発足>北海道空知郡歌志内村が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道雨竜郡雨竜町|明治39年|<発足>北海道雨竜郡秩父別村が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道恵庭市|明治39年|<発足>北海道千歳郡[漁村･島松村]が合併村制施行→恵庭村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道江別市|明治39年|<発足>北海道札幌郡[江別村･対雁村]･石狩郡篠津村が合併
  村制施行→札幌郡江別村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道奥尻郡奥尻町|明治39年|<発足>北海道奥尻郡[釣懸村･赤石村･薬師村･青苗村]
  が合併村制施行→奥尻村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道小樽市|明治39年|<発足>北海道忍路郡[塩谷村･桃内村･忍路村･蘭島村]が合併
  村制施行→塩谷村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道河西郡芽室町|明治39年|<発足>北海道河西郡[芽室村･美生村･羽帯村]･河東郡
  [美蔓村･西士狩村]が合併村制施行→河西郡芽室村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道河東郡音更町|明治39年|<発足>北海道河東郡[音更村･然別村･東士狩村]･中川
  郡凋寒村の一部が合併村制施行→河東郡音更村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道河東郡上士幌町|明治39年|<発足>北海道河東郡[音更村･東士狩村･他1村]･中
  川郡凋寒村の一部が合併村制施行→河東郡音更村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道河東郡鹿追町|明治39年|<発足>北海道河東郡[音更村･然別村･東士狩村]･中川
  郡1村の一部が合併村制施行→河東郡音更村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道河東郡士幌町|明治39年|<発足>北海道河東郡[音更村･東士狩村･他1村]･中川
  郡凋寒村の一部が合併村制施行→河東郡音更村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道樺戸郡月形町|明治39年|<発足>北海道樺戸郡月形村が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道上磯郡知内町|明治39年|<発足>北海道上磯郡[知内村･小谷石村]が合併村制施
  行→知内村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道上川郡愛別町|明治39年|<発足>北海道上川郡愛別村が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道上川郡剣淵町|明治39年|<発足>北海道上川郡剣淵村が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道上川郡清水町|明治39年|<発足>北海道河西郡[芽室村･羽帯村･他1村]･河東郡2
  村が合併村制施行→河西郡芽室村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道上川郡鷹栖町|明治39年|<発足>北海道上川郡鷹栖村の一部が村制施行→鷹栖
  村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道上川郡当麻町|明治39年|<発足>北海道上川郡当麻村が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道上川郡東川町|明治39年|<発足>北海道上川郡東川村が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道上川郡比布町|明治39年|<発足>北海道上川郡鷹栖村の一部が村制施行→比布
  村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道茅部郡鹿部町|明治39年|<発足>北海道茅部郡鹿部村が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道茅部郡森町|明治39年|<発足>北海道茅部郡[砂原村･掛澗村]が合併村制施行→
  砂原村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道久遠郡せたな町|明治39年|<発足>北海道瀬棚郡東瀬棚村が村制施行;太櫓郡[
  太櫓村･古櫓太村･良榴石村･鵜泊村]が合併村制施行→太櫓村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道札幌市|明治39年|<発足>北海道札幌郡[琴似村･発寒村･篠路村の一部]が合併
  村制施行→琴似村,[山鼻村･円山村]が合併村制施行→藻岩村,篠路村の一部が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道様似郡様似町|明治39年|<発足>北海道様似郡[様似村･鵜苫村･平鵜村･冬島村･
  二七村･岡田村･幌満村･誓内村]が合併村制施行→様似村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道士別市|明治39年|<発足>北海道上川郡士別村が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道島牧郡島牧村|明治39年|<発足>北海道島牧郡[永豊村･千走村･江泥辺村･原歌
  村]が合併村制施行→西島牧村､[本目村･歌島村･軽臼村]が合併村制施行→東島牧村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道積丹郡積丹町|明治39年|<発足>北海道積丹郡[西河村･来岸村･余別村･神岬村]
  が合併村制施行→余別村､[野塚村･日司村･入舸村･出岬村]が合併村制施行→入舸村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道寿都郡寿都町|明治39年|<発足>北海道歌棄郡[潮路村･有戸村･種前村･美谷村]
  が合併村制施行→歌棄村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道瀬棚郡今金町|明治39年|<発足>北海道瀬棚郡利別村が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道空知郡上富良野町|明治39年|<発足>北海道空知郡上富良野村が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道空知郡中富良野町|明治39年|<発足>北海道空知郡上富良野村が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道滝川市|明治39年|<発足>北海道空知郡滝川村が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道十勝郡浦幌町|明治39年|<発足>北海道十勝郡[生剛村･愛牛村]が合併村制施行
  →生剛村;十勝郡[大津村･長臼村･鼈奴村･十勝村]･当縁郡1村･中川郡1村が合併村制施行→十勝郡大津村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道苫前郡羽幌町|明治39年|<発足>北海道苫前郡[焼尻村･天売村]が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道中川郡池田町|明治39年|<発足>北海道中川郡[凋寒村の一部･蝶多村の一部･十
  弗村･様舞村･誓牛村･信取村･蓋派村･居辺村]が合併村制施行→凋寒村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道中川郡豊頃町|明治39年|<発足>北海道中川郡[豊頃村･安骨村]が合併村制施行
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  →豊頃村;十勝郡[大津村･長臼村･他2村]･当縁郡当縁村の一部･中川郡旅来村が合併村制施行→十勝郡大津村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道中川郡幕別町|明治39年|<発足>北海道中川郡[幕別村･止若村･咾別村･白人村･
  別奴村]が合併村制施行→幕別村;広尾郡の1村･当縁郡[当縁村の一部･他2村]が合併村制施行→広尾郡茂寄村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道根室市|明治39年|<発足>北海道根室郡[和田村･穂香村･幌茂尻村･厚別村]･花
  咲郡[昆布盛村･落石村]が合併村制施行→根室郡和田村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道函館市|明治39年|<発足>北海道茅部郡[臼尻村･熊泊村]が合併村制施行→臼尻
  村､尾札部村が村制施行;亀田郡尻岸内村が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道日高郡新ひだか町|明治39年|<発足>北海道三石郡[姨布村･辺訪村･幌毛村･鳧
  舞村･本桐村･歌笛村]が合併村制施行→三石村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道美唄市|明治39年|<発足>北海道空知郡[沼貝村･市来知村の一部]が合併村制施
  行→沼貝村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道桧山郡厚沢部町|明治39年|<発足>北海道檜山郡[土橋村･目名村･俄虫村･赤沼
  村･安野呂村･館村･鶉村]が合併村制施行→厚沢部村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道桧山郡江差町|明治39年|<発足>北海道檜山郡[泊村･伏木戸村･柳崎村･鰔川村･
  小黒部村･田沢村]が合併村制施行→泊村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道広尾郡大樹町|明治39年|<発足>北海道当縁郡[歴舟村･大樹村･当縁村の一部]･
  広尾郡の1村が合併村制施行→広尾郡茂寄村;十勝郡4村･当縁郡当縁村の一部･中川郡1村が合併村制施行→十
  勝郡大津村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道広尾郡広尾町|明治39年|<発足>北海道広尾郡茂寄村･当縁郡の3村が合併村制
  施行→茂寄村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道深川市|明治39年|<発足>北海道雨竜郡一已村が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道古宇郡神恵内村|明治39年|<発足>北海道古宇郡[神恵内村･赤石村･珊内村]が
  合併村制施行→神恵内村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道北斗市|明治39年|<発足>北海道上磯郡[茂辺地村･石別村]が合併村制施行→茂
  別村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道幌泉郡えりも町|明治39年|<発足>北海道幌泉郡[幌泉村･油駒村･小越村･庶野
  村･猿留村･近呼村･笛舞村･歌露村･歌別村]が合併村制施行→幌泉村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道松前郡福島町|明治39年|<発足>北海道松前郡[礼髭村･吉岡村･宮歌村]が合併
  村制施行→吉岡村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道三笠市|明治39年|<発足>北海道空知郡[市来知村の一部･幌内村･幾春別村]が
  合併村制施行→三笠山村
1906年4月1日-09:00|日本|北海道紋別郡滝上町|明治39年|<発足>北海道紋別郡渚滑村が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道紋別郡湧別町|明治39年|<発足>北海道紋別郡湧別村が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道紋別市|明治39年|<発足>北海道紋別郡渚滑村が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道山越郡長万部町|明治39年|<発足>北海道山越郡長万部村が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道夕張市|明治39年|<発足>北海道夕張郡登川村が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道勇払郡厚真町|明治39年|<発足>北海道勇払郡厚真村が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道勇払郡安平町|明治39年|<発足>北海道勇払郡安平村が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道余市郡赤井川村|明治39年|<発足>北海道余市郡赤井川村が村制施行
1906年4月1日-09:00|日本|北海道留萌郡小平町|明治39年|<発足>北海道留萌郡[鬼鹿村･天登雁村]が合併村制施
  行→鬼鹿村
1906年4月1日-09:00|日本|満鉄安奉線|明治39年|安奉軽便鉄道(日本軍用鉄道)[沙河鎮-鳳凰城-鶏冠山-(石井)-
  秋木-連山関-南ﾌﾝ-橋頭-孟家-本渓湖-石橋-渾河-奉天(>南奉天)]開業
1906年4月1日-09:00|日本|ﾐｽﾞﾉ|明治39年|大阪で美津濃商店が創業
1906年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾌﾗﾝﾁｰﾆ｣
1906年4月2日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督･最高司令官代行｢ﾊｰﾊﾞｰﾄ･ﾌﾞﾗｲｱﾝ｣(3回目~9.2)
1906年4月3日-09:00|日本|  ||明治39年|<創刊>百芸雑誌社｢月刊百藝雜誌｣4月号
1906年4月3日-09:00|日本|ｸﾗﾌﾞｺｽﾒﾁｯｸｽ|明治39年|中山太陽堂がｸﾗﾌﾞ洗粉を発売
1906年4月4日-09:00|韓国/朝鮮|  |||大韓帝国で政治結社大韓自強会結成
1906年4月4日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第067号｢陸軍士官学校条例中改正削除ﾉ件｣公布
1906年4月5日-09:00|日本|  ||明治39年|小島鳥水らの山岳会が機関紙｢山岳｣を創刊
1906年4月5日-09:00|日本|  ||明治39年|日本海軍第六型｢第六潜水艇｣｢第七潜水艇｣川崎造船所で竣工
1906年4月5日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第068号｢明治二十六年勅令第九十三号(東京帝国大学講
  座ﾉ件)中改正追加ﾉ件｣公布
1906年4月5日-01:00|ｺﾝｺﾞ共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領中央ｺﾝｺﾞ管理責任者｢ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾙｲ･ｷｭﾛｰ｣(~190903
  12)
1906年4月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂ海軍巡洋艦｢ﾛｰﾝ｣竣工就役(1916年11月,武装が取り払われて練習艦兼宿泊
  艦に改装)
1906年4月6日-09:00|日本|  ||明治39年|土地復権同志会創立(宮崎民蔵ら)
1906年4月6日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年法律第010号｢災害地方田畑地租免除ﾆ関ｽﾙ法律｣施行(0317公
  布)
1906年4月6日-09:00|日本|土佐電桟橋線|明治39年|土佐電氣鐵道潮江線[堀詰-(八百屋町通)-潮江橋-梅ﾉ辻]延
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  伸開業改称→桟橋線[堀詰～桟橋]
1906年4月7日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年法律第025号｢台湾総督府鉄道部現金前渡官吏設置ﾆ関ｽﾙ法律｣
  公布施行
1906年4月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱのｳﾞｪｽｳﾞｨｵ火山噴火/死傷者数百人
1906年4月7日 00:00|ﾓﾛｯｺ/ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱﾙﾍｼﾗｽ議定書締結/ﾓﾛｯｺは名目上は独立国となるが,警察権を西仏
  両国に握られる
1906年4月8日-09:00|日本|三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治39年|(株)中埜貯蓄銀行,愛知に設立(明治39.08.1開業)
1906年4月8日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国首相｢ｼｬｰﾝﾄﾞﾙ･ｳｪｹﾙﾚ｣(2回目~19100118)
1906年4月10日-09:00|日本|  ||明治39年|<死去>美術商,林忠正/54歳
1906年4月10日-09:00|日本|愛知県知多市|明治39年|<合併>愛知県知多郡[金沢村･日長村]が合併→旭村
1906年4月11日-09:00|日本|  ||明治39年|<竣工>豊明図書館兼講堂(目白台､→日本女子大学成瀬記念講堂)<設
  計:田辺淳吉(清水組)>
1906年4月11日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第069号｢内務省官制第十二条中改正ﾉ件｣公布
1906年4月11日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年法律第012号｢国債証券ﾉ取引所税廃止ﾆ関ｽﾙ法律｣,明治39年
  法律第014号｢鉄道敷設法中改正法律｣各施行(0322公布)
1906年4月11日-09:00|日本|学習院|明治39年|華族女学校と学習院を併合し､華族女学校を学習院女学部と改称
1906年4月11日-08:00|台湾/日本|  ||明治39年|<就任>台湾総督｢佐久間左馬太子爵･陸軍大将｣(⇒1907年､伯爵
  に陞爵~19150501)
1906年4月12日-09:00|日本|  ||明治39年|<開設>天の橋立公園[京都府与謝郡]
1906年4月13日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第070号｢陸軍服制中削除ﾉ件｣,明治39年勅令第071号｢陸
  軍戦時服服制中改正削除ﾉ件｣,明治39年勅令第072号｢陸軍軍服服制中濃紺絨ｦ以ﾃ茶褐絨ﾆ代用ｽﾙﾉ件｣,明治39年
  勅令第073号｢明治三十七年勅令第二十五号(臨時海軍軍法会議及海軍合囲地軍法会議ﾆ於ｹﾙ主理､録事､海軍警
  査ﾆ関ｽﾙ件)第一条中追加ﾉ件｣,明治39年勅令第074号｢明治三十七年勅令第三十一号(臨時海軍監獄ﾆ関ｽﾙ件)ﾉ件
  ｣各公布
1906年4月13日-09:00|日本|愛知県知多市|明治39年|<合併>愛知県知多郡[八幡村･新知村･佐布里村]が合併→八
  幡村
1906年4月13日-09:00|日本|都電蓬莱橋線|明治39年|東京市街鉄道三原橋線[三原橋-蓬莱橋]開業/1907廃止
1906年4月13日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<死去>ｼﾞｬﾊﾞﾙ･ｼｬﾝﾏﾙ首長｢ ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｱｼﾞｽﾞ･ﾌﾞﾝ･ﾑﾀｲﾌﾞ･ｱﾙ･ﾗｼｰﾄﾞ｣ｲﾌﾞﾝ･ｻｳ
  ｰﾄﾞ家に攻殺される
1906年4月13日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ｼﾞｬﾊﾞﾙ･ｼｬﾝﾏﾙ首長｢ﾑﾀｲﾌﾞ2世ｲﾌﾞﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｱｼﾞｽﾞ･ｱﾙ･ﾗｼｰﾄﾞ｣(~12.
  27没)
1906年4月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｫﾙﾀｰ･ｳｪﾙﾄﾞﾝ､ｲｷﾞﾘｽの生物学者(生年1860年)
1906年4月13日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ,ﾃｷｻｽ州ﾌﾞﾗｳﾝｽﾞｳﾞｨﾙで人種的衝突が発生､3人の白人が死亡
1906年4月13日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ海軍戦艦｢ｷｱｻｰｼﾞ｣ｷｭｰﾊﾞのｸﾙｰｽﾞ岬沖での射撃訓練中に13ｲﾝﾁ主砲の装薬が
  爆発事故を起こし､士官2名と兵員8名が死亡
1906年4月14日-09:00|日本|  ||明治39年|<移転改称>番町教会⇒富士見町教会[東京富士見町]
1906年4月14日-09:00|日本|  ||明治39年|<特別保護建造物>佐竹寺本堂{室町後期}[茨城県常陸太田市大字天神
  林];小山寺三重塔{室町中期}[茨城県桜川市富谷];大宝八幡神社本殿{桃山}[茨城県下妻市大字大宝];大泉寺
  観音堂{桃山}[新潟県柏崎市大字大清水];蓮華峰寺:金堂{室町中期}･弘法堂{桃山}[新潟県佐渡市小比叡];魚
  沼神社阿弥陀堂{室町後期}[新潟県小千谷市土川2];雄山神社前立社壇本殿{室町後期}[富山県中新川郡立山町
  岩峅寺];妙成寺:本堂･祖師堂{桃山}･五重塔{江戸前期}[石川県羽咋市滝谷町];気多神社摂社若宮神社本殿{室
  町後期}[石川県羽咋市寺家町];長光寺地蔵堂{室町後期}[愛知県稲沢市六角堂];園城寺:塔婆(三重塔){室町前
  期}･一切経蔵(経堂){室町中期}･金堂･閼伽井屋{桃山}[滋賀県大津市園城寺町];日吉大社:摂社樹下神社本殿
  及び拝殿･摂社白山姫神社本殿及び拝殿{桃山}[滋賀県大津市坂本本町];八坂神社本殿(儀俄大宮){桃山}[滋賀
  県甲賀市水口町嶬峨];油日神社:楼門･左廻廊･右廻廊{室町後期}[滋賀県甲賀市甲賀町油日];老杉神社本殿{室
  町中期}[滋賀県草津市下笠町];小津神社本殿{室町後期}[滋賀県守山市杉江町];大宝神社境内社追来神社本殿
  {鎌倉後期}[滋賀県栗東市綣];靈雲院書院{室町後期}[京都市右京区花園妙心寺町];御香宮神社表門{江戸前期
  }[京都市伏見区御香宮門前町];藤森神社境内社:八幡宮本殿･大将軍社社殿{室町後期}[京都市伏見区深草鳥居
  崎町];寶塔寺:四脚門(総門)･塔婆(多宝塔){室町中期}[京都市伏見区深草宝塔寺山町];許波多神社本殿{室町
  後期}[京都府宇治市五ヶ庄古川];荒見神社本殿{桃山}[京都府城陽市富野荒見田];久世神社本殿{室町前期}[
  京都府城陽市久世芝ヶ原];水度神社本殿{室町中期}[京都府城陽市寺田水度坂];出雲大神宮本殿{室町前期}[
  京都府亀岡市千歳町];元興寺極楽坊禅室{鎌倉前期}[奈良市中院町];東大寺:本坊経庫{奈良}･二月堂参籠所{
  鎌倉後期}･法華堂手水屋{室町前期}[奈良市雑司町];南明寺本堂{鎌倉後期}[奈良市阪原町];傳香寺本堂{桃山
  }[奈良市小川町];圓成寺楼門{室町後期}[奈良市忍辱山町];石上神宮:拝殿{鎌倉前期}･石上神宮楼門{鎌倉後
  期}[奈良県天理市布留町];金峯山寺二王門{室町中期}[奈良県吉野郡吉野町大字吉野山];百濟寺三重塔{鎌倉
  後期}[奈良県北葛城郡広陵町大字百済];南法華寺三重塔{室町後期}[奈良県高市郡高取町大字壺坂];崇福寺:
  大雄宝殿･第一峰門{江戸前期}･三門(楼門){江戸末期}[長崎市鍛冶屋町]
1906年4月14日-09:00|日本|山陰合同銀行|明治39年|今市奨業合資会社,今市奨業銀行と改称
1906年4月14日-09:00|日本|福井県|明治39年|浄得寺｢世界及び日本図六曲屏風｣国宝に指定
1906年4月14日-08:00|台湾|  |||台湾南西部大地震/死者15,家屋倒壊1794
1906年4月14日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓｰﾘｼｬｽ総督･最高司令官代行｢ｸﾞﾗﾊﾑ･ｼﾞｮﾝ･ﾊﾞｳﾜｰ｣(
  3回目~19060914)
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1906年4月14日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｵﾊｲｵ州､群衆3千がはやし立て暴徒が黒人2人を焼殺
1906年4月15日-09:00|日本|  ||明治39年|二代目市川猿蔵､没40才
1906年4月15日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第075号｢逓信省官制中改正ﾉ件｣,明治39年勅令第077号｢
  海事局官制第四条中改正ﾉ件｣各公布
1906年4月15日-03:00|ﾀﾝｻﾞﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾞｲﾂ東ｱﾌﾘｶ植民地知事｢ｹﾞｵﾙｸ･ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ﾚﾋｪﾝﾍﾞﾙｸ｣(~
  19120422)
1906年4月16日-09:00|日本|  ||明治39年|<開通>川越電気鉄道[川越町～大宮町]間
1906年4月16日-09:00|日本|JR|明治39年|新橋-神戸間〈最大急行列車〉の運転はじまる(時速44km,所要13時間4
  0分)
1906年4月16日-09:00|日本|JR東海東海道本線|明治39年|官設鉄道東海道線:清洲→枇杷島/移転駅名改称
1906年4月16日-09:00|日本|西武大宮線|明治39年|川越電気鉄道[川越久保町-成田山前-二ﾉ関-沼端-黒須-芝池-
  高木-合土(>西遊馬)-五味貝戸-内野-並木-(種鶏場前)-大成-工場前-大宮]開業電車運転開始
1906年4月16日-09:00|日本|広島県|明治39年|広島県佐伯郡大竹村でﾍﾟｽﾄ患者発生(6.16､死者10人(油見村1人を
  含む)に達する)
1906年4月17日-09:00|日本|  ||明治39年|<死去>磯部百鱗､日本画家(生年1836年)
1906年4月17日-09:00|日本|  ||明治39年|警視庁､巡査教習所を警察消防練習所と改称､選抜消防職員の教育訓
  練開始､あわせ現役職員及び新人織員､組員の教育訓練も規定化､但し現役消防組員は対象外
1906年4月17日-09:00|日本|  ||明治39年|日本海軍砲艦｢隅田｣(105t)(ｲｷﾞﾘｽ､ｿｰﾆｸﾛﾌﾄ社で製造)上海ﾌｧﾅﾑﾎﾞｲﾄﾞ
  社で組立て竣工就役
1906年4月17日-09:00|日本|  ||明治39年|日本製紙所組合､規約改正し､日本製紙連合会と改称
1906年4月17日-09:00|日本|祐徳軌道|明治39年|祐徳馬車軌道[松原-富岡(>19090100以前､武雄駅前>1915以前､
  武雄)]間延伸→[祐徳門前～富岡]開業
1906年4月18日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第079号｢警視庁官制｣,明治39年勅令第082号｢警察官及
  消防官服制中改正削除ﾉ件｣各公布
1906年4月18日-09:00|日本|  ||明治39年|也阿弥ﾎﾃﾙ火災<京都の3大ﾎﾃﾙ時代の終わり>
1906年4月18日-09:00|日本|京都府京都市|明治39年|円山､也阿弥ﾎﾃﾙ焼失
1906年4月18日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ大地震/ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ州西海岸を震源とする地震が発生/ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ7.8､ｻﾝｽ
  ﾗﾝｼｽｺ市の三分の二を焼失､死者3000人
1906年4月19日-09:00|日本|  ||明治39年|日本海軍雑役船｢館山｣除籍
1906年4月19日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第036号｢専売塩特別定価売渡及交付金下付規則中改正
  削除ﾉ件｣施行(0330公布)
1906年4月19日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第083号｢在外国帝国専管居留地特別会計法ｦ適用ｽﾍｷ居
  留地指定ﾉ件｣,明治39年勅令第084号｢北海道庁官制中改正ﾉ件｣各公布
1906年4月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾋﾟｴｰﾙ･ｷｭﾘｰ.馬車に轢かれて事故死(46歳､生:18590515)ﾌﾗﾝｽの物理学者
  でﾉｰﾍﾞﾙ物理学賞受賞者
1906年4月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽﾍﾟﾝｻｰ･ｺﾞｱ､ｲｷﾞﾘｽのﾃﾆｽ選手(生年1850年)
1906年4月20日-09:00|韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武10年|治道局を設置
1906年4月20日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年法律第017号｢鉄道国有法｣,明治39年法律第018号｢京釜鉄道
  買収法｣各施行(0331公布)
1906年4月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂ海軍巡洋艦｢ﾗｲﾌﾟﾂｨﾋ｣(3816ﾄﾝ)ｳﾞｪｰｻﾞｰ造船所で竣工
1906年4月21日-09:00|日本|  ||明治39年|<死去>伯爵(公家)花山院流花山院家支流難波家庶流｢飛鳥井雅望｣⇒
  長男｢飛鳥井恒麿｣が襲爵(⇒19241123､死去)
1906年4月22日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||ｱﾃﾈ/～0502/近代ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ開催10周年記念の特別大会/公式に認められている
  が､回数には数えられていない
1906年4月24日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第087号｢関税率調査ﾆ関ｽﾙ職員ﾉ件｣,明治39年勅令第089
  号｢明治三十六年勅令第六十八号(京都帝国大学講座ﾉ件)中改正追加ﾉ件｣,明治39年勅令第090号｢糖業改良事務
  局官制｣各公布
1906年4月24日-09:00|日本|  ||明治39年|｢東京競馬会｣(池上)発足､11月24日開催
1906年4月25日-09:00|日本/ﾛｼｱ|  ||明治39年|<開始>樺太～函館間定期航路
1906年4月25日-09:00|日本|  ||明治39年|<刊行>桜井忠温｢肉弾｣英文新誌社出版部
1906年4月25日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<死去>ｼﾞｮﾝ･ﾉｳﾙｽﾞ･ﾍﾟｲﾝ､ｱﾒﾘｶの作曲家(生年1839年)
1906年4月27日-09:00|日本|  ||明治39年|<死去>木村荘平､実業家･政治家(生年1841年)
1906年4月27日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第091号｢統監府勧業模範場官制｣,明治39年勅令第093号
  ｢陸軍採炭事業ﾆ要ｽﾙ機械器具及諸材料ﾉ購入並炭礦採掘請負ﾆ関ｽﾙ随意契約ﾉ件｣各公布
1906年4月27日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年法律第027号｢明治三十八年法律第十七号(煙草専売局及製鉄
  所据置運転資本補足ﾆ関ｽﾙ件)中改正法律｣,明治39年法律第028号｢農工銀行補助法中改正法律｣各施行(7日公布
  )
1906年4月27日-01:00|ｶﾞﾎﾞﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｶﾞﾎﾞﾝ植民地副総督代行｢ｼｬﾙﾙ･ｱﾝﾘ･ｱﾄﾞﾘｱﾝ･ﾇﾌﾗｰﾙ｣(~19070
  423)
1906年4月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/中国|  |||ｲｷﾞﾘｽと清国の間に協定が調印され､ｲｷﾞﾘｽがﾁﾍﾞｯﾄの領土の不併合､内政
  不干渉を保障
1906年4月28日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第094号｢農商務省官制中改正ﾉ件｣,明治39年勅令第095
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  号｢工業試験所官制第二条中改正ﾉ件｣各公布
1906年4月28日-09:00|日本|  ||明治39年|｢後楽園余興大相撲実写｣､神戸大黒座で封切
1906年4月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾐﾗﾉで国際交通博覧会が開催(~10/31)
1906年4月29日-09:00|日本|日本郵政|明治39年|(記念切手)明治三十八年戦役陸軍凱旋観兵式(1906年)額面:1銭
  ､3銭､発行
1906年4月29日-09:00|日本|日本郵政|明治39年|戦勝記念絵はがきを発売
1906年4月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ﾏﾝｽﾌｨｰﾙﾄﾞ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ﾏﾚｰ｣
1906年4月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ﾏﾝｽﾌｨｰﾙﾄﾞ伯｢ｱﾗﾝ･ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ﾏﾚｰ｣(~19350314死去)
1906年4月30日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第096号｢府県社以下神社神饌幣帛料供進ﾆ関ｽﾙ件｣公布
1906年4月30日-09:00|日本|愛知県蒲郡市|明治39年|<合併>愛知県宝飯郡[蒲郡町･神之郷村･静里村･豊岡村]が
  合併→蒲郡町
1906年4月30日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ王国閣僚評議会議長｢ﾆｺﾗ･ﾊﾟｼｯﾁ｣(3回目~19080720)
1906年5月-12:00|ﾏｰｼｬﾙ諸島/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾏｰｼｬﾙ諸島地方判事｢ｳﾞｨｸﾄﾙ･ﾊﾞｰｸﾞ｣(~19070430没)
1906年5月-09:00|日本|  ||明治39年|<営業開始>三笠ﾎﾃﾙ(長野県軽井沢町､30室,1980年国の重要文化財指定)軽
  井沢の鹿鳴館と呼ばれた
1906年5月-09:00|日本|  ||明治39年|<刊行>岡倉天心｢The Book of Tea｣(茶の本)
1906年5月-09:00|日本|  ||明治39年|<発表>鈴木三重吉｢千鳥｣(｢ﾎﾄﾄｷﾞｽ｣に)
1906年5月-09:00|日本|  ||明治39年|大阪の日露戦争戦捷紀念博覧会で観覧車設置【日本初の観覧車】
1906年5月-09:00|日本|  ||明治39年|東西の音楽と歌劇の研究･保存･創作･演奏を目的に小松耕輔･山田源一郎･
  小林愛雄により楽苑会結成
1906年5月-09:00|日本|商船三井|明治39年|<購入>大阪商船｢鹿港丸｣･｢蘂取丸｣･｢襟裳丸｣(3172t)海軍省から;｢
  蘇州丸｣(1805t)ﾄﾞｲﾂから
1906年5月-09:00|日本/ｲｷﾞﾘｽ|商船三井|明治39年|ｲｷﾞﾘｽSoc.Anon Ungarese, Di Arm. Marit貨客船｢SIAM｣(3285
  G/T,1893年,ﾆｭｰｶｯｽﾙのR.Stephenson & Co.Ltdで｢Resolve｣竣工→1902年,｢SIAM｣と改名)捕獲船払い下げによ
  り大阪商船会社(大阪)に移籍､｢襟裳丸｣と改名
1906年5月-09:00|日本/ｲｷﾞﾘｽ|商船三井|明治39年|ｲｷﾞﾘｽ･西ﾊｰﾄﾙﾌﾟｰﾙのWilliam Gray & Co.Ltd.貨客船｢Severus
  ｣大阪商船(大阪)に売却､｢蘂取丸｣と改名
1906年5月-09:00|日本|同志社大学|明治39年|京都看護婦学校は廃止
1906年5月-09:00|日本|東陽倉庫|明治39年|東海倉庫(株)設立｡堀川沿いの天王崎及び三つ蔵町の県有地(元尾張
  藩倉)1万5千坪を買収(19070516開業)
1906年5月-09:00|日本|長崎ｳｴｽﾚﾔﾝ大学|明治39年|加伯利英和学校が私立鎮西学院と改称
1906年5月-09:00|日本/朝鮮|日本郵船|明治39年|日本郵船が大阪鎮南浦線開始
1906年5月-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾜﾘｽ代行｢ﾒｼﾄﾞ･ﾍﾞｲ｣(~9月)
1906年5月-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<初演>ｴﾄﾞｳﾞｧﾙﾄﾞ･ﾊｰｹﾞﾙｯﾌﾟ･ｸﾞﾘｰｸﾞ《抒情組曲》
1906年5月1日-09:00|韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武10年|<施行>韓国統監府､｢保安条例｣(保安令,4月17日制定)
1906年5月1日-09:00|日本|  ||明治39年|原富太郎が三渓園を公開(神奈川県横浜市本牧)
1906年5月1日-09:00|日本|  ||明治39年|新宿御苑完成(東京都,皇室専用)
1906年5月1日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年法律第033号｢地租条例ｦ北海道ﾆ施行ｽﾙ件ﾆ関ｽﾙ法律｣,明治39
  年法律第036号｢明治三十三年法律第八十六号(外国ﾖﾘ輸入ｽﾙ鹹魚燻魚及魚粕課税ﾆ関ｽﾙ件)中改正法律｣,明治39
  年法律第040号｢鉄道国有法及京釜鉄道買収法ﾆ依ﾘ買収ｼﾀﾙ鉄道ﾉ出納官吏ﾆ関ｽﾙ法律｣各施行(0411公布);明治39
  年法律第044号｢海上衝突予防法中改正法律｣施行(0418公布)
1906年5月1日-09:00|日本|愛知県安城市|明治39年|<合併>愛知県碧海郡[榎前村･根崎村･城ヶ入村･西端村･東端
  村･米津村･和泉村]が合併→明治村､[桜井村･三ツ川村･小川村･藤野村]が合併→桜井村
1906年5月1日-09:00|日本|愛知県安城市|明治39年|<合併町制>愛知県碧海郡[安城村･古井村･今村･赤松村･福釜
  村･平貴村･箕輪村･里村･長崎村の一部<篠目>]が合併町制施行→安城町
1906年5月1日-09:00|日本|愛知県一宮市|明治39年|<合併>愛知県丹羽郡[豊富村･青木村･浮野村･幼村の一部<加
  納馬場･芝原>]が合併→千秋村;葉栗郡[光明寺村･佐千原村･大田島村]が合併→葉栗村､[浅井町･瑞穂村]が合
  併→浅井町
1906年5月1日-09:00|日本|愛知県岩倉市|明治39年|<合併>愛知県丹羽郡[岩倉町･島野村･豊秋村･幼村の一部<八
  劔･井上･石仏･神野>]が合併→岩倉町
1906年5月1日-09:00|日本|愛知県大府市|明治39年|<合併>愛知県知多郡[大府村･吉田村･北崎村･横根村･長草村
  ･共和村･森岡村の一部<旧猪伏村>]が合併→大府村
1906年5月1日-09:00|日本|愛知県岡崎市|明治39年|<合併>愛知県額田郡[豊岡村･高富村･栄枝村の一部<夏山>]
  が合併→豊富村;碧海郡[合歓木村･上青野村･占部村･糟海村･中井村･中島村]が合併→六ッ美村､[矢作町･中郷
  村･本郷村･渡村･長瀬村･志貴村･志賀須香村]が合併→矢作町
1906年5月1日-09:00|日本|愛知県岡崎市|明治39年|<編入>愛知県額田郡[三島村･乙見村の一部<稲熊･小呂>]を
  編入→岡崎町､栄枝村の一部<千万町･木下>を編入→宮崎村
1906年5月1日-09:00|日本|愛知県刈谷市|明治39年|<合併>愛知県碧海郡[刈谷町･重原村･小山村･逢妻村･元刈谷
  村]が合併→刈谷町､[逢見村･一ツ木村･境村･東境村]が合併→富士松村､[高棚村･小垣江村･半高村･野田村]が
  合併→依佐美村
1906年5月1日-09:00|日本|愛知県江南市|明治39年|<合併>愛知県丹羽郡[古知野町･東野村･和勝村･旭村･両高屋
  村･秋津村の一部<山王･北野･石枕･尾崎>･栄村の一部<赤童子>]が合併→古知野町;葉栗郡[草井村･小鹿村･村
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  久野村]が合併→草井村､[宮田村･飛保村]が合併→宮田村
1906年5月1日-09:00|日本|愛知県江南市|明治39年|<編入>愛知県丹羽郡[秋津村の一部<東大海道･今市場･力長･
  安良･寄木>･栄村の一部<木賀･中奈良>]を編入→布袋町
1906年5月1日-09:00|日本|愛知県新城市|明治39年|<合併>愛知県南設楽郡[信楽村･石座村･平井村]が合併→東
  郷村､[千秋村･西郷村]が合併→千郷村､[荒原村･高松村･杉平村･菅沼村･大和田村･田原村･田代村･巴村･保永
  村]が合併→作手村
1906年5月1日-09:00|日本|愛知県高浜市|明治39年|<合併>愛知県碧海郡[高浜町･吉浜村･高取村]が合併→高浜
  町
1906年5月1日-09:00|日本|愛知県知多郡阿久比町|明治39年|<合併>愛知県知多郡[阿久比村･上阿久比村･東阿久
  比村]が合併→阿久比村
1906年5月1日-09:00|日本|愛知県知多郡東浦町|明治39年|<合併>愛知県知多郡[藤江村･石浜村･生路村･緒川村･
  森岡村の一部<旧村木村>]が合併→東浦村
1906年5月1日-09:00|日本|愛知県知立市|明治39年|<合併>愛知県碧海郡[知立町･牛橋村･上重原村･長崎村の一
  部<西中･谷田･八ッ田>]が合併→知立町
1906年5月1日-09:00|日本|愛知県東海市|明治39年|<合併>愛知県知多郡[横須賀町･加木屋村･高横須賀村･大田
  村･養父村]が合併→横須賀町
1906年5月1日-09:00|日本|愛知県常滑市|明治39年|<合併>愛知県知多郡[榎戸村･西ノ口村･多屋村]が合併→鬼
  崎村､[苅屋村･古場村･西阿野村･樽水村]が合併→枳豆志村､[久米村･金山村･矢田村]が合併→三和村
1906年5月1日-09:00|日本|愛知県豊田市|明治39年|<編入>愛知県東加茂郡[賀茂村･伊勢神村･金沢村の一部<山
  ヶ谷･有洞･綾渡･大蔵連･椿立･室口･漆畑･山ノ中立･東大見･葛沢･安実京･御内蔵連>]が合併→賀茂村､[盛岡村
  ･金沢村の一部<戸中･川端>･穂積村の一部<霧山･則定>]が合併→盛岡村､[松平村･豊栄村･小川村･志賀村･穂積
  村の一部<酒呑･白瀬･重田和･西野･二本木>]が合併→松平村,[阿摺村･瑞穂村･大和村]が合併→阿摺村､[下山
  村･大沼村･富義村]が合併→下山村､[介木村･生駒村･築羽村･野見村]が合併→旭村;碧海郡[寿恵野村･上野村･
  畝部村･和会村･枡塚村]が合併→上郷村､[駒場村･若園村･竹村･堤村]が合併→高岡村
1906年5月1日-09:00|日本|愛知県西尾市|明治39年|<合併>愛知県幡豆郡[西尾町･久麻久村･西野町村の一部<上
  町･下町･小間･法光寺>･奥津村の一部<住崎>･大宝村の一部<徳次･丁田･寄近･矢曽根>]が合併→西尾町､[平坂
  村･中畑村･西野町村の一部<田貫>･奥津村の一部<新在家･国森･羽塚･上矢田･下矢田>]が合併→平坂村､[大宝
  村の一部<深池･川口･菱池･今川>･六郷村･豊田村･井崎村]が合併→福地村､[御鍬村･吹羽良村･川崎村]が合併
  →三和村､[寺津村･西崎村]が合併→寺津村､[幡豆村･東幡豆村]が合併→幡豆村､[一色町･衣崎村･栄生村･五保
  村･味沢村]が合併村制施行→一色村､[吉田村･宮崎村･保定村]が合併→吉田村､[横須賀町･荻原村･厨村･瀬門
  村･富田村]が合併村制施行→横須賀村
1906年5月1日-09:00|日本|愛知県額田郡幸田町|明治39年|<合併>愛知県額田郡[坂崎村･相見村･深溝村]が合併
  →広田村､幡豆郡[松坂村･豊国村]が合併→豊坂村
1906年5月1日-09:00|日本|愛知県半田市|明治39年|<合併>愛知県知多郡[亀崎町･有脇村･乙川村]が合併→亀崎
  町
1906年5月1日-09:00|日本|愛知県碧南市|明治39年|<合併>愛知県碧海郡[志貴崎村･伏見屋村･鷲塚村]が合併→
  旭村
1906年5月1日-09:00|日本|札幌北洋ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治39年|(株)小樽銀行(明治30~)が(株)北海道商業銀行を合併
  ､(株)北海道銀行(~昭和19)と改称
1906年5月1日-09:00|日本|広島県|明治39年|<創刊>｢広島県報｣
1906年5月1日-09:00|日本|広島県安芸郡|明治39年|広島県安芸郡役所,安芸郡海田市町に移転
1906年5月1日-09:00|日本|みずほﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治39年|(個人)楊井銀行,(株)第五十八銀行に合併
1906年5月1日-08:00|台湾/日本|  ||明治39年|<就任>台湾総督｢安東貞美男爵･陸軍大将｣(~19180606)
1906年5月1日-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>南ﾅｲｼﾞｪﾘｱ植民保護区総督･管理者｢ｳｫﾙﾀｰ･Egerton卿｣(~191202
  27)
1906年5月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾅｲｼﾞｪﾘｱ|  |||ｲｷﾞﾘｽの南ﾅｲｼﾞｪﾘｱ植民地保護領設立
1906年5月2日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第097号｢開港港則第一条中追加ﾉ件｣公布施行
1906年5月2日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第098号｢町村行政ﾆ関ｼ主務大臣許可ﾉ職権ｦ県知事ﾆ委任ｽ
  ﾙﾉ件｣公布
1906年5月2日-09:00|日本|愛知県稲沢市|明治39年|<合併>愛知県中島郡[六輪村･左右川村･三宅村の一部<三宅･
  東城>]が合併→平和村
1906年5月2日-09:00|日本|福岡県宗像市|明治39年|<町制施行>福岡県宗像郡神湊村→神湊町
1906年5月2日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ首相｢ｺﾝﾗｰﾄ･ﾌﾟﾘﾝﾂ･ｽﾞ･ﾎｰｴﾝﾛｰｴ･ｼﾘﾝｸﾞｽﾌｭﾙｽﾄ｣(~6.2)
1906年5月3日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国が､ｲｷﾞﾘｽのﾊﾟﾚｽﾁﾅ国境紛争に関する最後通牒に屈して､ｼ
  ﾅｲ半島の領有権を放棄,ｼﾅｲ半島はｴｼﾞﾌﾟﾄ領に
1906年5月5日-09:00|日本|  ||明治39年|陸軍､三八式歩兵銃･騎兵銃を制定
1906年5月5日-09:00|日本|中国銀行|明治39年|(株)吉富銀行が(株)吉富貯蓄銀行と改称
1906年5月5日-09:00|日本|ふくおかﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治39年|(株)津田銀行,(個人)津田銀行(~大正5)に改組,石
  川に設立
1906年5月5日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<交替>全ﾛｼｱ閣僚会議議長(首相)｢ｾﾙｹﾞｲ･ﾕﾘｴｳﾞｨﾁ･ｳﾞｨｯﾃ伯爵｣ﾆｺﾗｲ2世が罷免⇒｢ｲ
  ﾜﾝ･L･ｵｷﾞﾉｳﾞｨｯﾁ･ｺﾞﾚﾐｷﾝ｣就任(1回目~7.21)
1906年5月5日-01:00|ﾍﾞﾅﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領西ｱﾌﾘｶ･ﾀﾞﾎﾒ植民地総督代行｢ｼﾞｮｾﾞﾌ･ｴﾃｨｴﾝﾇ･ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ﾙｴﾚ｣(
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  ~6.9)
1906年5月5日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾌﾞﾗｼﾞﾙとｵﾗﾝﾀﾞ領ｷﾞｱﾅの国境成立
1906年5月6日-09:00|日本|  ||明治39年|<死去>初代常磐津林中(65歳)浄瑠璃太夫
1906年5月6日-08:00|中国|  |||日本の関東総督府､遼陽から旅順に移転
1906年5月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾀﾞﾝﾌﾟｰﾙ国摂政代行｢ﾊﾛﾙﾄﾞ｣(~19070301)
1906年5月6日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱが国家基本法を発布/｢10月宣言｣を修正し､ﾂｧｰﾘを専制君主と
1906年5月7日-09:00|日本|  ||明治39年|<刊行>薄田泣董､詩集｢白羊宮｣(図書月販)
1906年5月7日-09:00|日本|  ||明治39年|<死去>5代市川寿美蔵(62歳)歌舞伎役者
1906年5月7日-09:00|日本|東北電力|明治39年|<運用開始>須賀川町:前田川発電所[福島県福島県須賀川市大字
  前田川字男滝186-1]250KW/水力発電
1906年5月7日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｳﾞｧｰｼﾞﾆｱ級戦艦BB-13｢(5代)ｳﾞｧｰｼﾞﾆｱ｣(14948t,ﾆｭｰﾎﾟｰﾄ･ﾆｭｰｽﾞ･
  ｼｯﾌﾟﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ&ﾄﾞﾗｲ･ﾄﾞｯｸ社)
1906年5月8日-09:00|日本|  ||明治39年|静岡県水産試験場,動力船富士丸を試運転(石油発動機装備のはじめ)
1906年5月8日-09:00|韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武10年|朝鮮の崔益鉉･林秉ｻﾝ､義兵蜂起(全北･泰仁)
1906年5月8日-09:00|日本|広島県安芸郡|明治39年|<移転>｢安芸郡役所｣[安芸郡海田市町に]
1906年5月8日-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｽﾃｯﾌﾟ総督｢ｲﾜﾝ･ﾊﾟﾌﾞﾛｳﾞｨﾁ･ﾅﾀﾞﾛﾌ｣(~19080621)
1906年5月8日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ共和国大統領｢ｸﾚﾄ･ﾃﾞ･ﾍｽｽ･ｺﾞﾝｻﾚｽ･ﾋﾞｹｽ｣(1回目~19100508)
1906年5月9日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年法律第045号｢産業組合法中改正法律｣施行(0419公布)
1906年5月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｺﾝｺﾞ共和国|  |||英･ﾍﾞﾙｷﾞｰ国王ﾚｵﾎﾟﾙﾄﾞ2世､協定締結(ﾛﾝﾄﾞﾝ)/英はｺﾝｺﾞに
  おけるﾚｵﾎﾟﾙﾄﾞ2世の主権を認め､ﾚｵﾎﾟﾙﾄﾞ2世はﾅｲﾙ上流の請求権放棄
1906年5月10日-09:00|日本|愛知県愛知郡東郷町|明治39年|<合併>愛知県愛知郡[春木村･諸和村]が合併→東郷
  村
1906年5月10日-09:00|日本|愛知県愛知郡長久手町|明治39年|<合併>愛知県愛知郡[岩作村･上郷村･長湫村]が合
  併→長久手村
1906年5月10日-09:00|日本|愛知県一宮市|明治39年|<合併>愛知県中島郡[苅安賀村･高井村･三輪村･妙興寺村･
  日光村の一部<毛受･馬引･福森>･稲保村の一部<於保>]が合併→苅安賀村､[起町･三条村･小信中島村･大徳村の
  一部<今･東五城･西五城･冨田>]が合併→起町､[玉野村･上祖父江村･明地村･祐賀村･大徳村の一部<西萩原･蓮
  池>]が合併→朝日村､[新明村･萩原町･中島村の一部<中島>･日光村の一部<花井方･富田方>]が合併→萩原町､[
  開明村･神戸村･馬寄村]が合併→今伊勢村;葉栗郡[黒田町･里小牧村･玉ノ井村]が合併→黒田町
1906年5月10日-09:00|日本|愛知県一宮市|明治39年|<編入>愛知県葉栗郡黒田町の一部<曽根>を編入→北方村
1906年5月10日-09:00|日本|愛知県稲沢市|明治39年|<合併>愛知県中島郡[稲沢町･一治村･下津村･国府宮村･山
  形村･大江村の一部<大塚･平野･小寺･池部･横地･重本>･中島村の一部<木全･石橋>･稲保村の一部<稲島>]が合
  併→稲沢町､[光郷村･国分村･西島村･片原一色村･井長谷村の一部<儀長>]が合併→明治村､[奥田村･四家村･市
  田村･島田村･日下部村]が合併→大里村､[吉田村･三宅村･実田村･豊田村･井長谷村の一部<井堀>･大江村の一
  部<梅須賀>]が合併→千代田村､[四貫村･拾町野村･神明津村･西鵜ノ本村･馬飼村]が合併→長岡村､[祖父江町･
  丸甲村･山崎村･牧川村･領内村]が合併→祖父江町
1906年5月10日-09:00|日本|愛知県瀬戸市|明治39年|<合併>愛知県愛知郡[幡野村･山口村]が合併→幡山村
1906年5月10日-09:00|日本|愛知県豊明市|明治39年|<合併>愛知県愛知郡[豊明村･沓掛村]が合併→豊明村
1906年5月10日-09:00|日本|愛知県名古屋市昭和区|明治39年|<合併>愛知県愛知郡[植田村･瑞穂村･島野村･平針
  村･弥富村の一部<八事地区>]が合併→天白村
1906年5月10日-09:00|日本|愛知県名古屋市千種区|明治39年|<合併>愛知県愛知郡[高社村･猪子石村]が合併→
  猪高村
1906年5月10日-09:00|日本|愛知県名古屋市中区|明治39年|<合併>愛知県愛知郡[岩塚村･松葉村･柳森村]が合併
  →常磐村､[御器所村･広路村]が合併→御器所村
1906年5月10日-09:00|日本|愛知県名古屋市西区|明治39年|<合併>愛知県愛知郡[織豊村･鷹場村･日比津村]が合
  併→中村
1906年5月10日-09:00|日本|愛知県名古屋市東区|明治39年|<合併>愛知県愛知郡[田代村･鍋屋上野村]が合併→
  東山村
1906年5月10日-09:00|日本|愛知県名古屋市港区|明治39年|<合併>愛知県愛知郡[笠寺村･星崎村･鳴尾村]が合併
  →笠寺村､[荒子村･御厨村･一柳村]が合併→荒子村､[寛政村･宝田村･明徳村]が合併→小碓村
1906年5月10日-09:00|日本|愛知県名古屋市港区|明治39年|<編入>愛知県愛知郡[瑞穂村･弥富村の一部<中根地
  区>]を編入→呼続町
1906年5月10日-09:00|日本|愛知県日進市|明治39年|<合併>愛知県愛知郡[岩崎村･香久山村･白山村]が合併→日
  進村
1906年5月10日-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾊｼﾑ･ｼﾞｬﾘﾙﾙ･ｱﾗﾑ･ｱｸｧﾏﾃﾞｨﾝ｣
1906年5月10日-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||ﾑ<即位>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼﾞｬﾏﾙﾙ･ｱﾏﾙ2世｣(~19240911死去)､摂政｢評議会:ﾍ
  ﾟﾝｷﾞﾗﾝ･ｱﾅｸ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｻﾚﾊ(19121202まで)/ﾍﾟﾝｷﾞﾗﾝ･ｱﾅｸ･ﾁｭﾁｭ ﾍﾞｻｰﾙ(19170703まで)/ﾍﾟﾝｷﾞﾗﾝ･ｱﾙ･ﾊｼﾞ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾔｼ
  ﾝ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ･ﾏﾙﾌﾑ･ﾍﾟﾝｷﾞﾗﾝ･ﾄｩｱ･ｵﾏｰﾙ･ｱﾘ(1913年から)｣(~19180515)
1906年5月10日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦4月27日|ﾛｼｱで第1回の国会が召集され､ﾛｼｱ帝国憲法が発布される
1906年5月11日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|  ||明治39年|日米著作権保護条約公布
1906年5月11日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第102号｢陸海軍ﾆ属ｽﾙ臨時事件費特別会計終結ﾆ関ｽﾙ件｣
  公布
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1906年5月11日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<死去>ﾌｻｲﾝ朝ﾍﾞｲ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ4世ｱﾙ･ﾊﾃﾞｨ｣50歳
1906年5月11日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ﾌｻｲﾝ朝ﾍﾞｲ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ5世･ﾅｼﾙ｣ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ2世の息子(~19220710死去66歳)
1906年5月12日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島管理者｢Raphael Valentin Marius
   Antonette｣(~19080815)
1906年5月12日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｳﾞｧｰｼﾞﾆｱ級戦艦BB-16｢ﾆｭｰ･ｼﾞｬｰｼﾞｰ｣(14948t,ﾌｫｱ･ﾘｳﾞｧｰ･ｼｯﾌﾟ&
  ｴﾝｼﾞﾝ･ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ社)
1906年5月13日-09:00|日本|  ||明治39年|<移転>聖心教会堂[横浜居留地80番⇒山手44]
1906年5月13日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第104号｢種牡牛馬種付料ﾆ関ｽﾙ件｣公布施行
1906年5月13日 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰｽﾞ管理者｢ﾄｰﾏｽ･ﾛｰﾚﾝｽ･ﾛｸｽﾊ
  ﾞｰｸﾞ｣(~1915年8月)
1906年5月14日-09:00|日本|  ||明治39年|日本海軍神風型駆逐艦｢春風｣(381t)神戸川崎造船所で竣工
1906年5月14日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年法律第046号｢工業用酒精酒類其ﾉ他酒精含有飲料戻税法｣,明
  治39年勅令第086号｢工業用酒精酒類其ﾉ他酒精含有飲料戻税法施行規則｣各施行(0424公布)
1906年5月15日-09:00|日本|  ||明治39年|成功雑誌社から探検冒険雑誌｢探検世界｣創刊
1906年5月15日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第105号｢統監府通信官署官制中改正追加ﾉ件｣公布
1906年5月15日-09:00|日本|日本郵政|明治39年|(菊切手)｢1銭5厘｣｢3銭｣発行
1906年5月17日-09:00|日本|  ||明治39年|夏目漱石『漾虚集』発行/大倉書店･服部書店/定価1円40銭
1906年5月17日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|  ||明治39年|日米追加犯罪人引渡条約調印(9月26日公布)
1906年5月17日-09:00|日本|  ||明治39年|日本海軍神風型駆逐艦｢初雪｣(381t)横須賀海軍工廠で竣工
1906年5月17日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙで､国王ｶﾙﾙｼｭ1世がｼﾞｮｱﾝ･ﾌﾗﾝｺ首相を任命し､独裁権を与える
1906年5月18日-09:00|日本|  ||明治39年|<改称>(株)共立商業銀行[東京]⇒(株)日本明治銀行
1906年5月18日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第108号｢統監府及所属官署職員服制中追加ﾉ件｣公布
1906年5月19日-09:00|日本|  ||明治39年|<死去>久保田米僊.胃癌のため(55歳)画家
1906年5月19日-09:00|日本|  ||明治39年|<大相撲>明治39年5月場所[東京本所回向院](10日間)幕内優勝:(西横
  綱)常陸山,8勝0敗2休
1906年5月19日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||明治39年|韓国の王族閔宗植,忠清南道で抗日挙兵(11月,日本軍に捕
  われる)
1906年5月19日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||明治39年|朝鮮の忠清南道の洪州で､義兵部隊1000人が蜂起し､洪州
  城を占領/抗日運動が激化(31日､日本軍が奪回)
1906年5月19日-03:00|ｼﾞﾌﾞﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｿﾏﾘﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ﾎﾟｰﾙ･ﾃﾞｼﾞﾚ･ﾊﾟｯﾄ｣(~6.19)
1906年5月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||独､艦隊法修正案可決(弩級艦建造など)
1906年5月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｽｲｽ|  |||ｲﾀﾘｱとｽｲｽを結ぶｼﾝﾌﾟﾛﾝ･ﾄﾝﾈﾙが開通(長さ20ｷﾛﾒｰﾄﾙ,世界最長)
1906年5月19日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国第47代首相｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾌﾗﾝｺ･ﾌｪﾚｲﾗ･ｴ･ﾋﾟﾝﾄ･ｶｽﾃﾛ･ﾌﾞﾗﾝｺ｣(~1
  9080204)
1906年5月20日-09:00|日本|  ||明治39年|日本海軍戦艦｢香取｣(15950ﾄﾝ)ｲｷﾞﾘｽ･ｳﾞｨｯｶｰｽ社で竣工
1906年5月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの総選挙が行われ､ｸﾚﾏﾝｿｰ率いる急進社会党が第1党となる
1906年5月20日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||大統領選挙.二期目を狙う中道党のｴｽﾄﾗｰﾀﾞが大規模な不正の末勝利
1906年5月21日-09:00|韓国/朝鮮|  ||明治39年|韓日銀行､設立
1906年5月21日-09:00|日本|  ||明治39年|宮内省植物御苑(明治6年開設の勧農試験場を,明治12年改称)を新宿
  御苑と改める
1906年5月23日-09:00|日本|  ||明治39年|日本海軍戦艦｢鹿島｣(16400ﾄﾝ)英国のｱｰﾑｽﾄﾛﾝｸﾞ社ｴﾙｼﾞｯｸ工場で竣工
1906年5月23日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第111号｢台湾総督府医院官制中追加ﾉ件｣,明治39年勅令
  第112号｢明治三十六年勅令第百四十五号(臨時台湾総督府ﾉ防疫事務ﾆ従事ｽﾙ職員ﾉ件)中追加ﾉ件｣,明治39年勅
  令第113号｢台湾総督府地方官官制中改正追加ﾉ件｣,明治39年勅令第115号｢台湾総督府医院事務官特別任用ﾉ件｣
  各公布
1906年5月23日-09:00|日本/中国|日本郵船|明治39年|<運航開始>日本郵船:香港ﾊﾞﾝｺｸ航路
1906年5月23日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ﾍﾝﾘｯｸ･ｲﾌﾟｾﾝ(78歳､生:18280320)ﾉﾙｳｪｰの劇作家･詩人
1906年5月24日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第116号｢師団長ﾉ官等ﾆ関ｽﾙ件｣,明治39年勅令第117号｢
  臨時鉄道国有準備局官制｣,明治39年勅令第119号｢臨時鉄道国有準備局事務官任用ﾉ件｣各公布
1906年5月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<開業>ｾｻﾞｰﾙ･ﾘｯﾂ｢ﾘｯﾂ･ﾛﾝﾄﾞﾝ｣
1906年5月25日-09:00|日本|  ||明治39年|高野毅､日本天然瓦斯を設立/新潟県大口村でｶﾞｽ井成功(長岡町で都
  市ｶﾞｽに利用)
1906年5月25日-09:00|日本|  ||明治39年|日本海軍巡洋艦｢筑紫｣除籍､雑役船に編入
1906年5月26日-09:00|日本|  ||明治39年|日本海軍神風型駆逐艦｢夕暮｣(381t)佐世保海軍工廠で竣工
1906年5月26日 00:00|世界|  |||万国郵便条約･価格表記書状及び箱物交換約定･小包郵便物交換条約･郵便為替
  業務約定,それぞれ調印(翌年9月19日公布,10月1日実施)
1906年5月26日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶのﾙｲｽ･ﾆｸｿﾝが､潜水艦の水中音波探知装置の発明を発表
1906年5月27日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ｸﾞｽﾀﾌ･ﾏｰﾗｰ《交響曲第6番ｲ短調｢悲劇的》音楽芸術家祭
1906年5月28日-09:00|韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武10年|<就任>大韓帝国議政府議政大臣｢閔泳奎｣(~6.12)
1906年5月28日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年法律第049号｢議院法中改正法律｣,明治39年法律第051号｢紙
  幣類似証券取締法｣各施行(8日公布)
1906年5月29日-09:00|日本|  ||明治39年|<移転>(株)鴨川銀行[千葉県安房郡鴨川町⇒東京市]
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1906年5月29日-09:00|日本|  ||明治39年|<改称>(株)荏原銀行[東京]⇒(株)明治興業銀行
1906年5月29日-09:00|日本|沖電気工業|明治39年|<死去>沖牙太郎(59歳､生年1848年)電気技術者､実業家･明工
  舎創業者
1906年5月29日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>第13代ｽｳｪｰﾃﾞﾝ首相ｱﾙｳﾞｨｯﾄﾞ･ﾘﾝﾄﾞﾏﾝ.有権者連盟(~19111007)
1906年5月29日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱﾝｸﾞﾗ･ﾄﾞ･ｴﾛｲｽﾞﾓ民政知事｢Jose Pereira da Cunha da S
  ilveira e Sousa Junior｣PP(~19071104)
1906年5月30日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｲﾀﾘｱ王国首相(閣僚評議会議長)｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｼﾞｮﾘｯﾃｨ｣(3回目~19091211)
1906年5月30日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ｴﾄﾞｩｱﾙﾄﾞ･ｱｳｸﾞｽﾄ ﾌｪﾚｲﾗ･ﾀﾞ･ｺｽﾀ｣(2回
  目~19070501)
1906年5月30日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾄﾞｲﾂ|  |||独･ｽｳｪｰﾃﾞﾝ通商条約締結
1906年5月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ海軍戦艦｢ﾓﾝﾀｰｷﾞｭｰ｣ﾌﾞﾘｽﾄﾙ海峡でﾗﾝﾃﾞｨ島に座礁､離礁できず喪失
1906年5月30日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ総督｢Edouard Picanon｣(~19070705)
1906年5月31日-09:00|韓国/朝鮮/日本|  ||大韓帝国･光武10年|漢城より急派の田中新助少佐指揮日本軍により
  洪州城陥落
1906年5月31日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年法律第052号｢陸海軍ﾆ属ｽﾙ臨時事件費特別会計終結ﾆ関ｽﾙ法
  律｣施行(11日公布)
1906年5月31日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ国王ｱﾙﾌｫﾝｿ13世､英･ﾋﾞｸﾄﾘｱ女王の孫と結婚
1906年5月31日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ､ｱﾙﾌｫﾝｿ13世の結婚祝賀ﾊﾟﾚｰﾄﾞにｱﾅｰｷｽﾄが爆弾.20名以上が死亡
1906年6月-09:00|日本|  ||明治39年|<初演>｢南都炎上｣/五代目中村芝翫
1906年6月-09:00|日本|伊予銀行|明治39年|<改称>(株)中川銀行⇒(株)実業銀行
1906年6月-09:00|日本/中国|日本郵船|明治39年|日本郵船が横濱漢口線(後の大阪漢口線)開設
1906年6月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||(夏)ﾄﾙｺのﾊﾄｩｻ遺跡でﾋｯﾀｲﾄの楔形文字の公文書が発見
1906年6月 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||ｸﾞｱﾃﾏﾗのｶﾌﾞﾚｰﾗ独裁に反対するﾊﾞﾘｬ,ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ,ﾎﾝｼﾞｭﾗｽの
  支持を受け侵入/ｸﾞｱﾃﾏﾗとｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ,ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ間に戦争状態
1906年6月1日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|  ||明治39年|日米間海底電信布設竣工
1906年6月1日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年法律第026号｢貨幣法中改正法律｣施行(0407公布);明治39年法
  律第050号｢裁判所構成法中改正法律｣施行(0508公布);明治39年勅令第109号｢明治三十年勅令第百四十四号(貨
  幣ﾉ形式ｦ定ﾑﾙﾉ件)中改正ﾉ件｣施行(0519公布);明治39年勅令第110号｢台湾総督府税関官制第一条中追加ﾉ件｣施
  行(0523公布);明治39年勅令第121号｢馬政局官制｣,明治39年勅令第124号｢馬政局職員特別任用令｣,明治39年勅
  令第125号｢馬政局高等官ﾉ官等ﾆ関ｽﾙ件｣,明治39年勅令第126号｢陸軍現役将校同相当官ﾆｼﾃ馬政局職員ﾆ任ｾﾗﾚﾀﾙ
  者ﾆ関ｽﾙ件｣,明治39年勅令第127号｢馬政委員会官制｣各施行(0531公布)
1906年6月1日-09:00|日本|広島県呉市|明治39年|<町制施行>広島県安芸郡警固屋村→警固屋町
1906年6月1日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||明治39年|日露講和条約により､北緯50度以南の樺太がﾛｼｱから割譲される
1906年6月2日-09:00|日本|  ||明治39年|<創刊>彩雲閣｢趣味｣6月号
1906年6月2日-09:00|日本|  ||明治39年|歌劇｢羽衣｣初演/詞･曲･小松耕輔､｢楽苑会第1回公演｣振･市川團子/神
  田YMCA
1906年6月2日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第131号｢東京府知事ｦｼﾃ警察署長､警察分署長ｦ指揮監督ｾ
  ｼﾑﾙﾉ件｣,明治39年勅令第132号｢明治三十二年勅令第二百七十七号(行旅病人死亡人等ﾉ取引及費用弁償ﾆ関ｽﾙ件
  )第一条改正ﾉ件｣各公布
1906年6月2日-09:00|日本|商船三井|明治39年|大阪商船貨客船｢城津丸｣(1244G/T)三菱合資会社三菱造船所(長
  崎)で竣工
1906年6月2日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｳﾞｨﾙﾅ総督｢ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ﾆｺﾗｴｳﾞｨｯﾁ･ﾘｭﾋﾞﾓﾌ｣(~19120507)
1906年6月2日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ首相｢ﾏｯｸｽ･ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ﾍﾞｯｸ｣(~19081115)
1906年6月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｺﾈﾁｶｯﾄ級戦艦BB-19｢(3代)ﾙｲｼﾞｱﾅ｣(16000t,ﾆｭｰﾎﾟｰﾄ･ﾆｭｰｽﾞ･ｼｯﾌﾟ
  ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ&ﾄﾞﾗｲ･ﾄﾞｯｸ社)
1906年6月3日-09:00|日本|  ||明治39年|ﾄﾞﾙﾌｨﾝｶﾞｰ､六甲山上ｺﾞﾙﾌｺｰｽで日本で初めてﾎｰﾙｲﾝﾜﾝ達成
1906年6月4日-09:00|韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武10年|元･議政府賛政の義兵将崔益鉉､全羅北道泰仁で､門人
  たちと決起
1906年6月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂ海軍軽巡洋艦｢ｹｰﾆﾋｽﾍﾞﾙｸ｣(3814ﾄﾝ)就役
1906年6月5日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第135号｢明治三十六年勅令第六十八号(京都帝国大学講
  座ﾉ件)中追加ﾉ件｣公布
1906年6月5日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾀﾃﾞﾙｶﾞﾀﾞ民政知事｢Luis de Bettencourt de Medeiros
   e Camara｣(2期目~19100629)
1906年6月6日-09:00|日本|  ||明治39年|<竣工就役>大日本帝国海軍(初代)神風型駆逐艦｢白露｣(381t)
1906年6月6日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第140号｢鉄道作業局官制中改正ﾉ件｣公布
1906年6月6日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾝﾁｬﾙ地区民政知事｢Bernardo Antonio da Costa de Sousa Mil de M
  acedo｣(2期目~19070713)
1906年6月6日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾙﾀ民政知事｢Manuel Antonio Lino｣(~9.13)
1906年6月6日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ｿﾉﾗ州のｶﾅﾈｱ銅山で,賃金差別に抗議し1万人がｽﾄ/州知事の指令により23名が虐
  殺され敗北
1906年6月7日-09:00|日本|MS&ADｲﾝｼｭｱﾗﾝｽｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治39年|共同火災保険株式会社創立(東京)
1906年6月8日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第141号｢臨時横浜港設備委員会官制｣,明治39年勅令第14
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  2号｢南満洲鉄道株式会社ﾆ関ｽﾙ件｣各公布
1906年6月8日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||T.ﾛｰｽﾞｳﾞｪﾙﾄ､国定記念物法案に署名
1906年6月9日-01:00|ﾍﾞﾅﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領西ｱﾌﾘｶ･ﾀﾞﾎﾒ植民地総督｢ｼｬﾙﾙ･ｴﾏﾆｭｴﾙ･ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾏﾙｼｬﾙ｣(7.16
  まで代行~19080308)
1906年6月10日-09:00|日本|  ||明治39年|和歌研究会｢常磐会｣創立
1906年6月10日-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>南ﾅｲｼﾞｪﾘｱ植民保護区総督･管理者代理｢Widenham ﾌﾗﾝｼｽ･Wide
  nham Fosbery｣(~8.5)
1906年6月10日-01:00|ｽｳﾞｧｰﾙﾊﾞﾙ諸島|  |||<設立>ｽﾊﾞｰﾙﾊﾞﾙ諸島最初の定住地(ﾛﾝｸﾞｲﾔｰｼﾃｨ､創設者ｼﾞｮﾝﾏﾝﾛｰﾛﾝｸﾞ
  ｲﾔｰにちなんで名付けられた)
1906年6月10日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||ｽﾊﾞｰﾙﾊﾞﾙ諸島に最初の恒久的な入植地(ﾛﾝｸﾞｲﾔｰｼﾃｨ)を設立
1906年6月11日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第143号｢陸軍編修官官制｣公布
1906年6月11日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第147号｢臘虎膃肭獣保護ﾆ関ｽﾙ件｣公布施行
1906年6月11日-09:00|日本|京都大学|明治39年|京都帝国大学に文科大学開設
1906年6月11日-09:00|日本|JR東日本中央本線|明治39年|官設鉄道[岡谷-辰野-小野-塩尻]間27.2km延伸,[塩尻-
  篠ﾉ井]間編入→[八王子-塩尻(-篠ﾉ井)]開業
1906年6月11日-09:00|日本|西鉄北方線|明治39年|小倉軌道[香春口-(1927~33小倉座前)-(1932~34香春口五丁目
  >1969以前､三萩野)-(1931以降､旧競馬場前>1933以降､総合ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ前>廃止)-(1925以前､片野>1933以前､木町
  通>廃止)-(1926以前､三郎丸>1965~69片野)-(1925以前､城野駅前)-城野]馬車鉄道として開通
1906年6月11日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶで森林自営農地法制定
1906年6月12日-09:00|日本|  ||明治39年|高等商業学校生徒･加藤節が企画し,黒板勝美らの呼びかけにより〈
  日本ｴｽﾍﾟﾗﾝﾄ協会〉設立(8月,月刊雑誌《日本ｴｽﾍﾟﾗﾝﾄ》創刊)
1906年6月12日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||明治39年|日本軍憲兵･警察官,韓国軍とともに,崔益鉉･林炳らの反
  乱を鎮圧
1906年6月12日-09:00|日本|国学院大学|明治39年|國學院を私立國學院大學と改称
1906年6月13日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第149号｢帝国学士院規程｣<東京学士会院を帝国学士院
  とする>公布
1906年6月14日-09:00|日本|JR東日本中央本線|明治39年|甲武鉄道[大久保-中野]間に柏木駅開業
1906年6月14日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦:1906/6/1|ﾛｼｱのﾋﾞｬﾙｲｽﾄｸ市で､大規模なﾕﾀﾞﾔ人迫害が行われる
1906年6月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼﾞｮﾙｼﾞｭ･ﾗｲｴ､ﾌﾗﾝｽの天文学者(生年1839年)
1906年6月15日-09:00|日本|  ||明治39年|<開業>宮ﾉ下水力電気合資会社(山口仙之助)
1906年6月15日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第148号｢臨時陸軍似島検疫所条例｣施行(0612公布)
1906年6月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｺﾞﾙﾌ>第46回全英ｵｰﾌﾟﾝ選手権優勝:ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾌﾞﾚｲﾄﾞ(3回目)(ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ/300)
1906年6月16日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第150号｢韓国政府ﾆ聘用ｾﾗﾙﾙ者ﾆ関ｽﾙ件｣公布
1906年6月16日-09:00|日本|愛知県常滑市|明治39年|<合併>愛知県知多郡[小鈴谷村･大谷村･坂井村･上野間村]
  が合併→小鈴谷村
1906年6月17日-09:00|日本|  ||明治39年|<再開>住友汽船:新居浜～阪神航路
1906年6月17日-08:00|中国|  |||中国のﾍﾞﾝ鄭鉄道完成
1906年6月18日-09:00|韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武10年|<就任>大韓帝国議政府議政大臣｢趙秉鎬｣(~19070204)
1906年6月19日-09:00|日本|  ||明治39年|本因坊秀栄が九段(名人)に昇った
1906年6月19日-09:00|日本|札幌北洋ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治39年|<合併>(株)江差銀行⇒(株)北海道貯蓄銀行
1906年6月20日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第152号｢徴兵事務条例中改正追加ﾉ件(本)｣公布施行
1906年6月21日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ首相代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾎｰﾙ=ｼﾞｮｰﾝｽﾞ｣(~8.6)
1906年6月21日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第153号｢明治三十八年勅令第百五十九号(地租条例第四
  条第一項第一号及第二号ﾆ依ﾙ公共団体及期間指定ﾉ件)第一条中追加ﾉ件｣,明治39年勅令第154号｢千住製絨所官
  制第二条中改正ﾉ件｣各公布
1906年6月22日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第155号｢刑ﾉ執行ｦ猶予ｾﾗﾚﾀﾙ者ﾉ北海道及沖縄県ﾆ於ｹﾙ区
  ﾉ公民権及区会議員選挙権ﾆ関ｽﾙ件｣,明治39年勅令第156号｢明治三十二年勅令第二百二十七号(島嶼ﾉ府県会議
  員選挙人名簿ﾆ関ｽﾙ件)第二条中追加ﾉ件｣各公布
1906年6月22日-09:00|日本|東北大学|明治39年|東北帝国大学(現=東北大学)創立.3番目の帝国大学
1906年6月22日-09:00|日本|ふくおかﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治39年|<改称>(株)福竹銀行⇒(株)彼杵銀行
1906年6月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾘｯﾂ･ｼｬｳﾃﾞｨﾝ(34歳)ﾄﾞｲﾂの微生物学者/ﾎﾌﾏﾝと共に梅毒の病原体(細菌)
  を発見
1906年6月23日-09:00|日本|  ||明治39年|<死去>伯爵(公家)勧修寺流｢坊城俊章｣⇒｢坊城俊徳｣が襲爵(⇒191101
  15､死去)
1906年6月23日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<ﾃﾆｽ>第26回全米選手権混合ﾀﾞﾌﾞﾙｽ優勝:ｻﾗ･ｺﾌｨﾝ&ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾃﾞｭｰﾊｰｽﾄ
1906年6月23日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<ﾃﾆｽ>第26回全米選手権女子ｼﾝｸﾞﾙｽ優勝:ﾍﾚﾝ･ﾎｰﾏﾝｽ
1906年6月23日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<ﾃﾆｽ>第26回全米選手権女子ﾀﾞﾌﾞﾙｽ優勝:ｱﾝ･ﾊﾞｰﾃﾞｯﾄ･ｺｰ&ｴｾﾙ･ﾌﾞﾘｽ･ﾌﾟﾗｯﾄ
1906年6月25日-09:00|日本|愛知県豊川市|明治39年|<合併>愛知県宝飯郡[平幡村･穂原村]が合併→八幡村
1906年6月25日-09:00|日本|商船三井|明治39年|大阪商船貨客船｢馬山丸｣(1244G/T)三菱合資会社三菱造船所(長
  崎)で竣工
1906年6月25日-09:00|日本|北國銀行|明治39年|<設立>(株)加賀実業銀行[石川]
1906年6月26日-09:00|日本|  ||明治39年|<創刊>｢呉公論｣(呉市)
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1906年6月26日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||明治39年|韓国ﾆ於ｹﾙ裁判事務ﾆ関ｽﾙ法律(明治39年法律第56号)公布
1906年6月26日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|  ||明治39年|日米直通海底有線電話が開通
1906年6月26日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第161号｢韓国ﾆ於ﾃ適用ｽﾙ法律命令ﾉ施行期限ﾆ関ｽﾙ件｣公
  布施行
1906年6月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾙ･ﾏﾝの第1回ｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ･ﾚｰｽが行われ､ﾊﾝｶﾞﾘｰ人ﾌｪﾚﾝﾂ･ｼｽが運転するﾙﾉｰが優勝す
  る
1906年6月27日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第169号｢在外公館費用条例第二十五条追加ﾉ件｣,明治39
  年勅令第170号｢外国在勤警部巡査任用及支給規則第十一条中追加ﾉ件｣,明治39年勅令第173号｢製鉄所官制第二
  条中改正ﾉ件｣,明治39年勅令第174号｢明治二十六年勅令第七十四号(取引所ﾉ資本金営業保証金株式手数料積立
  金及売買取引ﾉ方法ﾆ関ｽﾙ規程並仲買人免許料金額)中第七条ﾉ二削除ﾉ件｣各公布
1906年6月27日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年法律第056号｢韓国ﾆ於ｹﾙ裁判事務ﾆ関ｽﾙ法律｣,明治39年勅令
  第164号｢統監府法務院官制｣,明治39年勅令第166号｢韓国ﾆ於ｹﾙ裁判事務取扱規則｣各施行(26日公布)
1906年6月29日-09:00|韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武10年|鉱業令､公布
1906年6月29日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第175号｢陸軍大学校条例中改正加除ﾉ件｣公布
1906年6月29日-09:00|日本|東洋大学|明治39年|私立哲学館大学を私立東洋大学と改称
1906年6月29日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｺﾞﾙﾌ>第12回全米ｵｰﾌﾟﾝ選手権優勝:ｱﾚｯｸｽ･ｽﾐｽ(ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ/295)
1906年6月29日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶでﾍﾌﾟﾊﾞﾝ法制定､鉄道規制強化
1906年6月30日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第176号｢統監府鉄道管理局官制｣,明治39年勅令第178号
  ｢統監府鉄道管理局職員特別任用令｣,明治39年勅令第179号｢統監府鉄道管理局職員官等ﾉ初叙及陞叙ﾆ関ｽﾙ件｣,
  明治39年勅令第180号｢統監府鉄道管理局雇員使用ﾉ件｣各公布
1906年6月30日-09:00|日本|大分県竹田市||<町制施行>大分県直入郡玉来村→玉来町
1906年6月30日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶで純良食品薬剤法､食肉検査法制定
1906年7月-09:00|日本|  ||明治39年|三国貯金銀行､森田貯蓄銀行と改称
1906年7月-09:00|日本|  ||明治39年|｢ｷﾘｽﾄ一代記｣封切､Mﾊﾟﾃｨ
1906年7月-09:00|日本|東海汽船|明治39年|東京灣汽船木製汽船｢鶴丸｣(182G/T､東京灣汽船株式会社月島造船所
  (東京)で建造)就航
1906年7月-09:00|日本|東武前橋線|明治39年|上毛馬車鉄道[田中町-渋川新町]→前橋馬車鉄道/社名変更
1906年7月-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾙｷｲｺ大統領｢ｾﾒｲ･ﾙﾜｷﾚﾝｼﾞ･ﾜｷﾚﾝｼﾞ･ｶｸﾝｸﾞﾙ｣(~19140115)
1906年7月-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>北ﾅｲｼﾞｪﾘｱ保護区高等弁務官代理｢ｳｨﾘｱﾑ･Wallace卿｣(~1907.4)
1906年7月1日-09:00|日本|  ||明治39年|国木田独歩,近事画報社から独立し独歩社を主宰《婦人画報》を継承(
  翌年8月,破産して《婦人画報》を東京社(島田義三)に譲渡)
1906年7月1日-09:00|日本|  ||明治39年|浜寺海水浴場(大阪府)開設
1906年7月1日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年法律第013号｢民法施行法中改正法律｣施行(0322公布);明治39
  年法律第023号｢輸出羽二重精練業法｣施行(0406公布);明治39年法律第032号｢屠場法｣,明治39年法律第034号｢
  国債ﾆ関ｽﾙ法律｣,明治39年法律第035号｢登録税法中改正法律｣,明治39年法律第039号｢韓国ﾆ於ﾃ帝国ﾉ経営ｽﾙ鉄
  道ﾉ会計ﾆ関ｽﾙ法律｣各施行(0411公布);明治39年勅令第136号｢整理公債条例中削除ﾉ件｣,明治39年勅令第137号｢
  国債償還ﾉ為抽籤執行ﾉ場合ﾆ於ｹﾙ立会者ﾆ関ｽﾙ件｣各施行(0606公布);明治39年勅令第159号｢韓国ﾆ於ﾃ帝国ﾉ経営
  ｽﾙ鉄道ﾉ会計ﾆ関ｽﾙ件｣施行(0622公布);明治39年勅令第171号｢屠畜取締ﾆ関ｽﾙ職員ﾉ件｣,明治39年勅令第172号｢
  屠畜取締ﾉ費用負担及検査手数料ﾆ関ｽﾙ件｣各施行(0627公布);明治39年勅令第181号｢宅地組換ﾆ関ｽﾙ件｣施行(06
  30公布)
1906年7月1日-09:00|日本|愛知県愛西市|明治39年|<合併>愛知県海西郡[開治村･八輪村･六ツ和村の一部<塩田>
  ]が合併→八開村､[五会村･川治村･早尾村･立和村･六ツ和村の一部<葛木･二老･戸倉>]が合併→立田村;海東郡
  [佐依木村･八幡村]が合併→佐屋村､[諸古村･勝幡村･川淵村･草場村･藤浪村]が合併→佐織村
1906年7月1日-09:00|日本|愛知県海部郡蟹江町|明治39年|<合併>愛知県海東郡[蟹江町･新蟹江村･須成村･西ノ
  森村]が合併→蟹江町
1906年7月1日-09:00|日本|愛知県海部郡飛島村|明治39年|<編入>愛知県海西郡宝地村の一部<重宝･大宝新田･八
  島新田>を編入→飛島村
1906年7月1日-09:00|日本|愛知県あま市|明治39年|<合併>愛知県海東郡[甚目寺村･萱津村･春富村･新居屋村･森
  村･東今宿村･白鷹村]が合併→甚目寺村､[伊福村･井和村･宝村]が合併→七宝村､[篠田村･正則村･蜂須賀村]が
  合併→美和村
1906年7月1日-09:00|日本|愛知県一宮市|明治39年|<合併>愛知県丹羽郡[時ノ島村･瀬部村･赤羽村･浅淵村･穂波
  村･多加森村の一部]→西成村､[九日市場村･吾鬘村･三重島村･二川村･多加森村の一部]→丹陽村
1906年7月1日-09:00|日本|愛知県岡崎市|明治39年|<合併>愛知県額田郡[岩津村･奥殿村･細川村･大樹寺村]が合
  併→岩津村､[常磐村･乙見村]が合併→常磐村
1906年7月1日-09:00|日本|愛知県新城市|明治39年|<合併>愛知県南設楽郡[鳳来寺村･愛郷村･一色村･塩瀬村･只
  持村･布里村]が合併→鳳来寺村;八名郡[井代村･高岡村･細川村･能登瀬村･睦平村･名越村･名号村]が合併→七
  郷村､[乗本村･日吉村]が合併→舟着村､[長部村･富岡村]が合併→八名村
1906年7月1日-09:00|日本|愛知県知多郡南知多町|明治39年|<編入>愛知県知多郡[内海町･山海村]が合併→内海
  町､[豊浜町･豊丘村の一部<旧切山村･矢梨村>]が合併→豊浜町､[師崎町･大井村]が合併→師崎町
1906年7月1日-09:00|日本|愛知県知多郡美浜町|明治39年|<合併>愛知県知多郡[河和町･布土村･豊丘村の一部<
  古布>]が合併→河和町､[野間村･奥田村]が合併→野間村
1906年7月1日-09:00|日本|愛知県津島市|明治39年|<合併>愛知県海東郡[神守村･益和村･越治村･百高村･野間村
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  ]が合併→神守村､[神島田村･千秋村･大井村]が合併→永和村
1906年7月1日-09:00|日本|愛知県豊川市|明治39年|<合併>愛知県宝飯郡[豊川町･麻生田村･睦美村の一部<三谷
  原･当古･土筒･牧野>]が合併→豊川町､[桑富村･本茂村]が合併→一宮村,[牛久保町･明子村･睦美村の一部<瀬
  木>]が合併→牛久保町､[御津村･御馬村･佐脇村]が合併→御津村
1906年7月1日-09:00|日本|愛知県豊田市|明治39年|<合併>愛知県西加茂郡[挙母町･梅ヶ坪村･根川村･宮口村･逢
  妻村]が合併→挙母町､[伊保村･橋見村]が合併→保見村､[益富村･四谷村･市木村･寺部村･渋川村･上野山村･平
  井村･野見村]が合併→高橋村､[広沢村･上郷村･富貴下村の一部<西広瀬･西枝下>]が合併→猿投村､[七重村･石
  下瀬村･中野村･富貴下村の一部<藤沢･富田･松嶺･押沢>]が合併→石野村､[清原村･福原村･豊原村･本城村]が
  合併→小原村
1906年7月1日-09:00|日本|愛知県豊田市|明治39年|<分割編入>愛知県西加茂郡富貴下村の一部<御作>を編入→
  藤岡村
1906年7月1日-09:00|日本|愛知県豊橋市|明治39年|<合併>愛知県渥美郡[大川町･谷川村･細谷村･小沢村]が合併
  →二川町､[吉田方村･牟呂村]が合併→牟呂吉田村;八名郡[下条村･牛川村]が合併→下川村､[玉川村･三輪村･
  嵩山村･西郷村･多米村]が合併→石巻村;宝飯郡[下地町･鹿菅村･大村]が合併→下地町
1906年7月1日-09:00|日本|愛知県名古屋市中川区|明治39年|<合併>愛知県海東郡[戸田村･赤星村･豊治村･万須
  田村]が合併→富田村
1906年7月1日-09:00|日本|愛知県名古屋市港区|明治39年|<合併>愛知県海東郡[茶屋村･福屋村･福田村]が合併
  →南陽村
1906年7月1日-09:00|日本|愛知県みよし市|明治39年|<合併>愛知県西加茂郡[三好村･明越村･莇生村]が合併→
  三好村
1906年7月1日-09:00|日本|愛知県弥富市|明治39年|<合併>愛知県海西郡[弥富町の一部･十四山村の一部<鎌倉新
  田>･市腋村の一部<荷之上･五之三>]が合併→弥富町､[東市江村･市腋村の一部<西保･東保>･十四山村の一部<
  佐古木新田･又八新田>]が合併→市江村､[大藤村･両国村･弥富町の一部<中山新田>]が合併→鍋田村
1906年7月1日-09:00|日本|愛知県弥富市|明治39年|<分離編入>愛知県海西郡宝地村の一部<鳥ヶ地新田･桴場新
  田･神戸新田>を編入→十四山村
1906年7月1日-09:00|日本|京都府舞鶴市|明治39年|<分離>京都府加佐郡[倉梯村の一部･志楽村の一部]を分離町
  制施行→新舞鶴町
1906年7月1日-09:00|日本/韓国|鮮鉄京仁線|明治39年|京釜鉄道[永登浦～仁川]→朝鮮鉄道京仁線/買収
1906年7月1日-09:00|日本/韓国|鮮鉄京釜本線|明治39年|京釜鉄道[草梁～西大門]→朝鮮総督府鉄道京釜線/買
  収
1906年7月1日-09:00|日本|栃木県栃木市|明治39年|<編入>栃木県下都賀郡谷中村を編入→藤岡町
1906年7月1日-09:00|日本|南海|明治39年|<開設>南海電気鉄道｢浜寺海水浴場｣
1906年7月1日-09:00|日本|毎日新聞|明治39年|大阪毎日新聞社､浜寺海岸に海水浴場と海泳練習所を開く
1906年7月1日-09:00|日本|毎日新聞|明治39年|東京毎日新聞,報知社の経営にうつる(大正2年,山本実彦がこれ
  を買収)
1906年7月1日-09:00|日本|みずほﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治39年|<合併>(株)湖東銀行⇒近江銀行
1906年7月1日-08:00|台湾/日本|台鉄縦貫線|明治39年|台湾総督府鉄道縦貫線:五堵駅旅客営業廃止
1906年7月1日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||明治39年|ﾛｼｱ,東亜汽船に命じて週1回の敦賀･ｳﾗｼﾞｵｽﾄｸ間直通定期航路を開
  設
1906年7月1日-01:00|ﾓﾅｺ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾅｺ総督･国務院議長｢ﾋﾟｴｰﾙ･ｼﾙｳﾞｧﾝ ｴﾄﾞﾓﾝ･ｱﾝﾘ･ﾛｼﾞｪ｣(~1909年1月)
1906年7月2日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾊﾊﾞﾅで米国との間に新条約締結/ｸﾞｱﾝﾀﾅﾓ湾とﾊﾞｲｱ･ｵﾝﾀﾞが無期限に米軍
  基地として提供
1906年7月3日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第182号｢北海道一級町村制第九十二条中改正削除ﾉ件｣,
  明治39年勅令第183号｢北海道二級町村制第四十八条中改正ﾉ件｣各公布
1906年7月3日-09:00|日本|東京電力|明治39年|<廃止改称>東京電灯:深川発電所⇒深川配電所
1906年7月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗｲﾗｸﾎﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾋﾞﾙ･ﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ｼﾞｬﾄﾞｩﾏﾆ･ﾃﾞｵ･ｼﾞｬﾅﾑﾆ｣(~19480101)
1906年7月4日-09:00|日本|日活|明治39年|ｴﾑ･ﾊﾟﾃｰ活動写真会(頭取･梅屋庄吉)が東京･新富座で初興行
1906年7月4日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾀｶﾞﾛｸﾞ共和国は米国により消滅
1906年7月4日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||英仏伊3国の間の協定が調印され､ｴﾁｵﾋﾟｱでの3国の勢力圏
  が設定される
1906年7月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾟｳﾙ･ﾄﾞﾙｰﾃﾞ､ﾄﾞｲﾂの物理学者(生年1863年)
1906年7月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ﾃﾆｽ>第30回ｳｨﾝﾌﾞﾙﾄﾞﾝ選手権女子ｼﾝｸﾞﾙｽ優勝:ﾄﾞﾛﾃｱ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ
1906年7月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ﾃﾆｽ>第30回ｳｨﾝﾌﾞﾙﾄﾞﾝ選手権男子ｼﾝｸﾞﾙｽ優勝:ﾛｰﾚﾝｽ･ﾄﾞﾊﾃｨｰ
1906年7月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ﾃﾆｽ>第30回ｳｨﾝﾌﾞﾙﾄﾞﾝ選手権男子ﾀﾞﾌﾞﾙｽ優勝:ﾌﾗﾝｸ･ﾗｲｽﾞﾘｰ&ｼﾄﾞﾆｰ･ｽﾐｽ
1906年7月6日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||明治39年|<就任>樺太日本軍司令官｢岡崎清｣(~19070331)
1906年7月6日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国閣僚評議会議長Jose Lopez Dominguez[自由党](~19061130)
1906年7月7日-09:00|日本|古河電気工業|明治39年|<運用開始>古河鉱業:細尾第一発電所[栃木県]2000KW(⇒廃
  止)
1906年7月7日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ･ﾊﾝｶﾞﾘｰ帝国とｾﾙﾋﾞｱが｢豚戦争｣を開始
1906年7月8日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事代理｢Jose Maria Carballo｣(~14
  日)
1906年7月9日-09:00|日本|  ||明治39年|<創建>三島神社[母智丘神社から分霊]
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1906年7月9日-09:00|日本|東京電力|明治39年|<運用開始>甲府電力:芦川第二発電所[山梨県山梨県西八代郡三
  珠町畑熊93-2]380KW/水力発電
1906年7月10日-09:00|日本|DOWAﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治39年|<運用開始>藤田組:扇平(第三)発電所[秋田県(小坂鉱山)
  ]600KW
1906年7月11日-09:00|日本|  ||明治39年|日本海軍神風型駆逐艦｢時雨｣(381t)川崎造船所で竣工
1906年7月11日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第184号｢統監府及所属官署ﾉ民事訴訟ﾆ関ｼ国ｦ代表ｽﾙﾉ件
  ]朝鮮総督府及所属官署ﾉ民事訴訟ﾆ関ｽﾙ件｣,明治39年勅令第185号｢台湾総督府鉄道部官制第二条中改正ﾉ件｣各
  公布
1906年7月11日-09:00|日本|愛知県名古屋市北区|明治39年|<合併>愛知県西春日井郡[如意村･味鋺村]が合併→
  楠村
1906年7月11日-09:00|日本|愛知県名古屋市西区|明治39年|<合併>愛知県西春日井郡[上小田井村･大野木村･中
  小田井村･比良村･平田村]が合併→山田村
1906年7月11日-09:00|日本|JR東海東海道本線|明治39年|官設鉄道東海道線[舞坂-鷲津]間に弁天島駅開業
1906年7月11日-07:30|日本|新潟県上越市|明治39年|<直江津明治39年の大火｢ながさ火事｣>午前1時30分ごろ､寄
  町の森りん方から出火し瞬く間に四方､八方に飛び火して延焼.焼失した区域は､火元の寄区の208戸を筆頭に
  新川端区144戸､新区131戸､川端区107戸､中区92戸､中島区79戸､片原区73戸､出村町58戸､下新町57戸､船見区43
  戸､本砂山区31戸､横区13戸､四ﾂ屋区5戸､合計1041戸が焼失/焼失した主な建物は､郵便局､水上警察署､商業会
  議所､直江津銀行､商業銀行､北越倉庫銀行､柏崎銀行支店､百三十九銀行支店など金融機関を中心とした建物が
  焼け､郵便局､商業会議所の焼失も含め､町の商工業活動に大打撃となった
1906年7月12日-09:00|日本|  ||明治39年|青山葬祭場の落成式が行われる
1906年7月12日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年法律第054号｢刑ﾉ執行ｦ猶予ｾﾗﾚﾀﾙ者ﾉ公民権及議員選挙権被
  選挙権ﾆ関ｽﾙ法律｣,明治39年法律第055号｢債務者ﾆ代位ｽﾙ債券者ﾉ登記申請ﾆ関ｽﾙ法律｣各施行(0622公布)
1906年7月13日-09:00|日本|  ||明治39年|<開館>横浜教育水族館
1906年7月13日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第187号｢神宮司庁職員ﾄ神部署職員ﾄﾉ間ﾉ転任ﾆ関ｽﾙ件｣
  公布
1906年7月14日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Pio Laguia｣(~8.9)
1906年7月15日-09:00|日本|愛知県豊橋市|明治39年|<編入>愛知県渥美郡[花田村･豊岡村]を編入→豊橋町
1906年7月16日-09:00|日本|  ||明治39年|日本海軍神風型駆逐艦｢夕立｣(381t)佐世保海軍工廠で竣工
1906年7月16日-09:00|日本|愛知県尾張旭市|明治39年|<合併>愛知県東春日井郡[印場村･新居村･八白村]が合併
  →旭村
1906年7月16日-09:00|日本|愛知県春日井市|明治39年|<合併>愛知県東春日井郡[玉川村･不二村･雛五村の一部<
  大留>]が合併→高蔵寺村､[神坂村･内津村]が合併→坂下村､[下原村･小木田村･八幡村･雛五村の一部<堀之内･
  熊野･桜佐･神領>]が合併→篠木村､[田楽村･片山村]が合併→鷹来村､[勝川町･味美村･春日井村･柏井村]が合
  併→勝川町､[小野村･和爾良村]が合併→鳥居松村
1906年7月16日-09:00|日本|愛知県北名古屋市|明治39年|<合併>愛知県西春日井郡[下拾箇村･九之坪村･上拾箇
  村]が合併→西春村,[熊之庄村･訓原村･鹿田村･六ツ師村]が合併→師勝村､[五条村･小木村･多気村･尾張村]が
  合併→北里村
1906年7月16日-09:00|日本|愛知県清須市|明治39年|<合併>愛知県西春日井郡[清洲町･一場村･朝田村]が合併→
  清洲町､[下之郷村･落合村]が合併→春日村
1906年7月16日-09:00|日本|愛知県小牧市|明治39年|<合併>愛知県東春日井郡[小牧町･外山村･境村･真々村･和
  多里村]が合併→小牧町､[大草村･大野村･池林村･陶村]が合併→篠岡村､[味岡村･岩崎村･久保一色村]が合併
  →味岡村
1906年7月16日-09:00|日本|愛知県瀬戸市|明治39年|<合併>愛知県東春日井郡[下品野村･掛川村･上品野村]が合
  併→品野村
1906年7月16日-09:00|日本|愛知県田原市|明治39年|<合併>愛知県渥美郡[福江町･清田村･中山村]が合併→福江
  町､[田原町･相川村･大久保村･童浦村]が合併→田原町､[伊良湖村･堀切村･和地村]が合併→伊良湖岬村､[赤羽
  根村･高松村･若戸村]が合併→赤羽根村
1906年7月16日-09:00|日本|愛知県名古屋市守山区|明治39年|<合併>愛知県東春日井郡[志談村･上志段味村]が
  合併→志段味村
1906年7月16日-09:00|日本|愛知県名古屋市守山区|明治39年|<合併町制>愛知県東春日井郡[高間村･小幡村･大
  森村･二城村]が合併町制施行→守山町
1906年7月16日-09:00|日本|愛知県西春日井郡豊山町|明治39年|<合併>愛知県西春日井郡[豊場村･青山村]が合
  併→豊山村
1906年7月16日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶのｾﾝﾄﾎﾟｰﾙ島付近で､日本人のｱｻﾞﾗｼ密猟者に沿岸警備隊が発砲し､5人が死
  亡
1906年7月17日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年法律第057号｢内国官憲ﾉ管掌ﾆ属ｽﾙ事項ﾆﾂｷ統監ﾉ職権ﾆ関ｽﾙ法
  律｣,明治39年勅令第167号｢韓国ﾆ於ｹﾙ内国官憲ﾉ管掌事項ｦ統監ﾉ職権ﾆ属ｾｼﾑﾙ件｣各施行(0627公布)
1906年7月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ﾃﾈｼｰ級装甲巡洋艦ACR-10｢(2代)ﾃﾈｼｰ｣(14500t,ｳｨﾘｱﾑ･ｸﾗﾝﾌﾟ&ｻﾝ
  ｽﾞ･ｼｯﾌﾟ&ｴﾝｼﾞﾝ･ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ社)ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ海軍工廠にて
1906年7月18日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第188号｢明治二十三年勅令第九号(郡区長任用ﾉ件)第二
  条削除ﾉ件｣､明治39年勅令第189号｢明治三十三年勅令第二百四十八号(府県出納吏及郡出納吏ﾉ身元保証並賠償
  責任ﾆ関ｽﾙ件)中追加ﾉ件｣各公布
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1906年7月18日-09:00|日本|神奈川県横浜市|明治39年|横浜市根岸町相沢から発火,山元町に延焼して,590戸を
  焼失
1906年7月18日-09:00|日本|近鉄長野線|明治39年|河南鉄道:学校前駅営業廃止
1906年7月18日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||6月13日の事件(ﾃﾞﾝｼﾜｰｲ事件:ｴｼﾞﾌﾟﾄ人がｲｷﾞﾘｽ軍の将校を殺害)で､ｲｷ
  ﾞﾘｽ軍がｴｼﾞﾌﾟﾄ人4人を見せしめのため絞首刑に処する/以後､激しい反英･民族闘争の発展
1906年7月19日-09:00|日本|  ||明治39年|富士山郵便局を開設/～9月10日/記念ｽﾀﾝﾌﾟの押印などで登山者の人
  気を集めた/最初の季節郵便局
1906年7月20日-09:00|日本|NTT|明治39年|日本初の専用線電話ｻｰﾋﾞｽが日本銀行と横浜正金銀行本店間で開始
1906年7月20日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞで新憲法が制定される/ﾖｰﾛｯﾊﾟで初の女性参政権が規定される
1906年7月21日-09:00|韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武10年|韓国政府､｢鉱業法｣を公布
1906年7月21日-09:00|日本|JR西日本山陽本線|明治39年|日本初の通学定期券発行(山陽鉄道株式会社)
1906年7月21日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<交替>全ﾛｼｱ閣僚会議議長(首相)｢ｲﾜﾝ･L･ｵｷﾞﾉｳﾞｨｯﾁ･ｺﾞﾚﾐｷﾝ｣辞任⇒｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ･ｱﾙｶ
  ﾃﾞｨｴｳﾞｨﾁ･ｽﾄﾙｲﾋﾟﾝ｣就任(~19110918没)
1906年7月21日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<創刊>｢海国時報｣(呉市)
1906年7月21日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱの第1回国会が解散/ｶﾃﾞｯﾄ党など国会議員が納税拒否のｳﾞｨﾎﾞﾙｸﾞ宣言を発表
1906年7月23日-09:00|日本|  ||明治39年|<死去>陸軍大将児玉源太郎(享年55歳)
1906年7月23日-09:00|日本|  ||明治39年|雪中行軍遭難記念像建立(青森県青森市)
1906年7月23日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾘｵﾃﾞｼﾞｬﾈｲﾛで第3回汎米会議
1906年7月24日-09:00|日本/台湾|  ||明治39年|(台湾)律令10号｢台湾鉱業規則｣
1906年7月24日-09:00|日本|  ||明治39年|逓信省が､初めて女性17人を判任官待遇で登用
1906年7月25日-09:00|日本|福井銀行|明治39年|<改称>(株)三国貯金銀行⇒(株)森田貯蓄銀行
1906年7月26日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第191号｢沖縄県国有林野特別処分ﾆ関ｽﾙ件｣公布
1906年7月28日-09:00|日本|  ||明治39年|東京活版株式会社の設備一切を買収して内外印刷株式会社創立(社長
  :菊池晋二)
1906年7月28日-07:30|日本|東京都|明治39年|<明治39年7月台風､東京市内洪水>東京では各地で洪水が発生､赤
  坂で500余戸､本所で5000余戸が浸水､小石川では関口水道町の出水が1.5mに達して避難者が続出､浅草方面で
  は380戸が家屋の浸水や損壊に見舞われた.また荒川沿岸で当時の北豊島郡岩渕､王子､尾久､南千住にいたる地
  帯が浸水に見舞われている
1906年7月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾙｲｼﾞｰﾆ､ﾌﾗﾝｽの作曲家･ｳﾞｧｲｵﾘﾆｽﾄ(生年1850年)
1906年7月30日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｸﾛﾝｼｭﾀｯﾄの反乱/ﾛｼｱのｸﾛﾝｼｭﾀｯﾄとﾇﾍﾞｱﾎﾞﾙｸで軍隊の革命が起こる
1906年7月30日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｼｬ大宰相｢ﾐﾙｻﾞ･ﾅｼﾙﾗ･ｶｰﾝ･ﾑｼｰﾙ･ｱﾀﾞﾗ｣(~19070317)
1906年7月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの物理学者ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ﾘｯﾌﾟﾏﾝは､ﾌﾗﾝｽ科学ｱｶﾃﾞﾐｰに写真術による色彩再現法
  の論文を提出
1906年7月31日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第194号｢北海道地方費ﾉ吏員ﾆ関ｽﾙ件｣公布
1906年8月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｼﾄﾞﾆｰに新しくｾﾝﾄﾗﾙ･ｽﾃｲｼｮﾝが建設され､ﾚｯﾄﾞﾌｧｰﾝからの路線が延長された
1906年8月-09:00|日本|ENEOSﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治39年|浅野総一郎ら､東西石油を設立(9月南北石油に合併)
1906年8月-09:00|日本|東北電力|明治39年|<運用開始>中央電気:高沢発電所[新潟県]
1906年8月 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾝｷﾞﾗ/ﾄﾞﾐﾆｶ国/ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島|  |||<
  就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ諸島総督･最高司令官｢ｱｰﾈｽﾄ･ﾋﾞｯｶﾑ･ｽｳｨｰﾄ･ｴｽｺｯﾄ卿｣(~19120415)
1906年8月 05:00|ｹｲﾏﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｲﾏﾝ諸島行政長官｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｼｪﾃﾞﾝ･Sanguinetti｣
1906年8月 05:00|ｹｲﾏﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｲﾏﾝ諸島行政長官代理｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾍﾝﾘｰ･Yorke Slader｣｣(~1
  9070316)
1906年8月1日-09:00|韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武10年|韓国駐箚軍司令部条例公布(司令官は陸軍大将または
  中将.天皇に直隷.統監の命令あるときは兵力を使用)
1906年8月1日-09:00|日本|  ||明治39年|日米間の海底電線による通信開始
1906年8月1日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第190号｢明治三十三年勅令第百二十三号(市町村行政ﾆ関
  ｼ主務大臣許可ﾉ職権ｦ府県知事ﾆ委任ﾉ件)中改正追加ﾉ件｣施行(0720公布)
1906年8月1日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第195号｢外務省官制中改正ﾉ件｣,明治39年勅令第206号｢
  明治三十四年勅令第百三十九号(獣疫及畜牛結核病予防ﾆ関ｽﾙ費用負担区分ﾉ件)第一条中改正ﾉ件｣,明治39年勅
  令第207号｢台湾総督府専売局官制第三条中改正ﾉ件｣各公布
1906年8月1日-09:00|日本|  ||明治39年|｢実写･相馬の馬追｣､電気館封切
1906年8月1日-09:00|日本|愛知県豊橋市|明治39年|<市制施行>愛知県渥美郡豊橋町→豊橋市
1906年8月1日-09:00|日本|JR東海東海道本線|明治39年|官設鉄道東海道線[岐阜-大垣]間に穂積駅開業
1906年8月1日-09:00|日本|湘南軌道|明治39年|湘南馬車鉄道[秦野-大竹-上井ノ口-下井ノ口-一色-中里-二宮]9
  .0km開業
1906年8月1日-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治39年|三河興業銀行,兵庫に設立
1906年8月1日-08:00|中国/日本|  ||明治39年|関東総督府を廃止､旅順に関東都督府設置
1906年8月1日-08:00|中国|満鉄||南満州鉄道(満鉄)設立
1906年8月1日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事代理｢Paul Joseph Cecile Artaud｣(~20日)
1906年8月3日-09:00|日本|商船三井|明治39年|<運航開始>大阪商船:大阪境安来線
1906年8月3日-09:00|日本|都電吾妻橋線|明治39年|東京電車鉄道[上野停車場前-屏風坂-下車坂町-山伏町-松葉
  町-合羽橋-公園六区-田原町]廃止
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1906年8月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂ帝国海軍戦艦｢ﾄﾞｲｯﾁｭﾗﾝﾄ｣(14218ﾄﾝ)竣工就役(1917年8月戦艦としての任務
  解除,1922年ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑｽﾊｰﾌｪﾝにて解体)
1906年8月4日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第208号｢金鵄勲章年金令第四条中追加ﾉ件｣,明治39年勅
  令第209号｢南満洲鉄道株式会社ﾉ職員ﾄ為ﾘﾀﾙ官吏ﾆ関ｽﾙ件｣,明治39年勅令第210号｢南満洲鉄道株式会社設立委
  員長及委員ﾉ旅費支給ﾆ関ｽﾙ件｣各公布
1906年8月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ公･ｸﾞﾗﾝﾋﾞｰ侯｢ｼﾞｮﾝ･ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾏﾅｰｽﾞ｣
1906年8月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ公｢ﾍﾝﾘｰ･ｼﾞｮﾝ･ﾌﾞﾘﾝｽﾘｰ･ﾏﾅｰｽﾞ｣先代の長男(~19250508死去)
1906年8月5日-09:00|日本|  ||明治39年|<開館>私立尾道図書館[広島県尾道市久保町]
1906年8月6日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ首相｢ｼﾞｮｾﾌ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ｳｫｰﾄﾞ｣(1回目~19120328)
1906年8月6日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第211号｢明治三十七八年戦役ﾆ関ｽﾙ一時賜金預託ﾉ件｣公
  布
1906年8月6日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第212号｢行賞賜金ﾆ対ｼ特別郵便貯金通帳及特別証券保管
  通帳交付ﾉ件｣公布施行
1906年8月7日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第215号｢衛戍病院条例中加除ﾉ件｣公布
1906年8月7日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ﾃﾈｼｰ級装甲巡洋艦ACR-11｢(7代)ﾜｼﾝﾄﾝ｣(14500t,ﾆｭｰ･ﾖｰｸ･ｼｯﾌﾟﾋﾞ
  ﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ社)ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ海軍工廠にて
1906年8月8日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第217号｢文武判任官等級表中改正ﾉ件｣,明治39年勅令第2
  18号｢特許局官制第二条中改正ﾉ件｣各公布
1906年8月8日-09:00|日本|滋賀銀行|明治39年|<改称>蒲生倉庫株式会社⇒(株)蒲生銀行
1906年8月9日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Sinibaldo Gutierrez Mas｣(~10
  .15)
1906年8月10日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第220号｢神社寺院仏堂合併跡地ﾉ譲与ﾆ関ｽﾙ件｣公布
1906年8月10日-09:00|日本|  ||明治39年|ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ活動写真｢体育奨励大相撲取組｣など､錦輝館封切
1906年8月11日-01:00|ﾁｬﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾁｬﾄﾞ司令官｢ｳﾞｨｸﾄﾙ･ｴﾏﾆｭｴﾙ･ｴﾃｨｴﾝﾇ･ﾗﾙｼﾞｮｰ｣(2回目~190807
  25)
1906年8月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ人牧師のｳｼﾞｪｰﾇ･ﾛｰｽﾄが､ｻｳﾝﾄﾞ･ｵﾝ･ﾌｨﾙﾑ方式の光による録音方式を発明
  してｲｷﾞﾘｽで特許を得る
1906年8月13日 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｷﾞﾆｱ総督｢ｼﾞｮｱﾝ･ｱｳｸﾞｽﾄ･ﾃﾞ･ｵﾘﾍﾞｲﾗ･ﾑｻﾞﾝﾃｨ｣(~19
  090629)
1906年8月14日-09:00|日本|八十二銀行|明治39年|<廃業継承>(個人)山本銀行⇒(資)山本銀行
1906年8月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾅﾜﾅｶﾞﾙ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｼﾞｬﾑ･ｻﾍﾌﾞ)｢ｼﾞｬｼｭﾜﾝｼﾝｼﾞ･ｳﾞｨﾎﾞｰｼﾞ｣
1906年8月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾅﾜﾅｶﾞﾙ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｼﾞｬﾑ･ｻﾍﾌﾞ)｢ﾗﾝｼﾞﾂｨﾝｼﾞ･ｳﾞｨﾎﾞｰｼﾞ｣(~19330402
  没)
1906年8月15日-09:00|日本|  ||明治39年|逓信省海底電纜敷設船｢小笠原丸｣(1397ﾄﾝ)三菱重工業長崎造船所で
  竣工
1906年8月15日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武10年|日本､韓国駐剳軍司令部条例施行/韓国駐剳軍は
  韓国に常駐となる
1906年8月15日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第205号｢韓国駐箚軍司令部条例｣施行(1日公布)
1906年8月15日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第221号｢理事理事試補及陸軍監獄長服制]陸軍法務官陸
  軍法務官試補及陸軍監獄長服制｣公布
1906年8月15日-09:00|日本|南海本線|明治39年|南海鉄道[箱作-深日]間に淡輪簡易停車場開業(>1910駅に昇格)
1906年8月17日 04:00|ﾁﾘ|  |||ﾁﾘ､ﾊﾞﾙﾊﾟﾗｲｿ沖､ﾁﾘ地震(ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ8.2)死者3760人
1906年8月18日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｾﾝﾄ･ﾙｲｽ級防護巡洋艦C-20｢(4代)ｾﾝﾄ･ﾙｲｽ｣(9700t,ﾆｰﾌｨ&ﾚｳﾞｨ･ｼ
  ｯﾌﾟ&ｴﾝｼﾞﾝ･ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ社)
1906年8月19日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||ﾋﾟﾅﾙﾃﾞﾙﾘｵでJMｺﾞﾒｽ将軍の率いる自由派の蜂起開始.自由派の黒人ﾓﾙｱはｸﾞｱﾅﾊ
  ﾞｺｱの軍基地を襲撃.ｱｽﾍﾞﾙﾄ･ｹﾞｰﾗ,ﾛｲﾅｽ･ﾃﾞﾙ･ｶｽﾃｨｰｼﾞｮなどの自由党員,武装蜂起を開始
1906年8月20日-09:00|日本|  ||明治39年|<任意解散>(株)花輪貯蓄銀行[群馬]
1906年8月20日-09:00|日本|  ||明治39年|合名会社〈国定教科書共同販売所〉,日本書籍株式会社は合議の上い
  ったん解散し,新たに文部大臣の認可を得て株式会社〈国定教科書共同販売所〉設立
1906年8月20日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第219号｢領事官ﾉ取扱ﾌ登記ﾉ登録税ﾆ関ｽﾙ件｣施行(10日
  公布)
1906年8月20日-09:00|日本|呉市電|明治39年|<創立>呉馬車鉄道(株)
1906年8月20日-09:00|日本|和歌山県|明治39年|<死去>侯爵(武家)｢徳川茂承｣(63歳)元紀州藩主･和歌山藩知藩
  事､貴族院議員⇒翌日､養子｢徳川頼倫｣が襲爵(⇒19250519､死去)
1906年8月20日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||明治39年|ﾛｼｱ帝国防護巡洋艦｢ﾉｳﾞｨｰｸ｣(1901年､ｼｰｼｬｳ社で竣工)日本海軍艦
  籍に編入､通報艦｢鈴谷｣とする(19120828,二等海防艦に編入)
1906年8月20日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事代理｢William Maurice Fawtier｣(1期目~1907
  0721)
1906年8月21日-09:00|日本|  ||明治39年|日本海軍神風型駆逐艦｢追風｣(381t)舞鶴海軍工廠で竣工
1906年8月21日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第222号｢官有地特別処分規則第一条中改正ﾉ件｣公布
1906年8月21日-09:00|日本|香川県|明治39年|香川県博物館､香川県物産陳列所と改称(11月28日開所)
1906年8月22日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ｽﾃﾌｧﾝ･ﾌﾘｭｰｳｪﾝ｣(~10.14)
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1906年8月25日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第223号｢明治三十七年勅令第百九十五号(外国政府ﾆ聘
  用ｾﾗﾚﾀﾙ官吏ﾆ関ｽﾙ件)中改正追加ﾉ件｣,明治39年勅令第224号｢台湾総督府鉄道部工場ﾆ於ﾃ機械其ﾉ他ﾉ製作及修
  理ｦ引受ｸﾙｦ得ﾙﾉ件｣,明治39年勅令第225号｢学校職員恩給審査規程中改正ﾉ件｣各公布
1906年8月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>第5代ﾌﾞﾛｲ公｢ｳﾞｨｸﾄﾙ｣
1906年8月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>第6代ﾌﾞﾛｲ公｢ﾓｰﾘｽ｣(~19600714死去)
1906年8月28日-09:00|日本|  ||明治39年|<創刊>ﾍﾉﾍ会｢理想｣8月号
1906年8月28日-09:00|日本|  ||明治39年|日本海軍神風型駆逐艦｢白露｣(381t)三菱重工業長崎造船所で竣工
1906年8月28日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第226号｢臨時郵便貯金事務ﾉ為通信官署ﾆ職員増置ﾉ件｣,
  明治39年勅令第228号｢工業用酒精戻税規則ﾆ依ﾙ酒精使用証明書下附ﾆ関ｽﾙ件｣各公布
1906年8月29日-09:00|日本|  ||明治39年|<死去>黒川真頼(78歳)国学者､歌人
1906年8月29日-09:00|日本|  ||明治39年|<死去>桃澤如水.結核性腹膜炎のため(34歳)画家､歌人
1906年8月29日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<ﾃﾆｽ>第26回全米選手権男子ｼﾝｸﾞﾙｽ優勝:ｳｨﾘｱﾑ･ｸﾛｰｼｬｰ
1906年8月29日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<ﾃﾆｽ>第26回全米選手権男子ﾀﾞﾌﾞﾙｽ優勝:ﾎﾙｺﾑ･ｳｫｰﾄﾞ&ﾋﾞｰﾙｽﾞ･ﾗｲﾄ
1906年8月30日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第232号｢関東都督府文官服制｣,明治39年勅令第233号｢
  関東都督府警察官服制｣,明治39年勅令第234号｢廃兵院基金管理規則｣各公布
1906年8月30日-09:00|日本|JR東日本信越本線|明治39年|北越鉄道:春日新田駅廃止
1906年8月30日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾚﾕﾆｵﾝ知事｢Auguste Marius Verignon｣(~11.7)
1906年8月31日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第235号｢公債事務処理ﾉﾀﾒ大蔵省及臨時国債整理局高等
  官ﾉ中一名ｦ欧米ﾆ駐在ｾｼﾑﾙﾉ件｣公布施行
1906年8月31日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第237号｢明治三十七年勅令第四十四号(俘虜情報局設置
  ﾉ件)廃止ﾉ件｣,明治39年勅令第238号｢陸軍補充条例中改正追加ﾉ件｣,明治39年勅令第239号｢高等教育会議規則
  第四条中改正追加ﾉ件｣各公布
1906年8月31日-09:00|日本|愛知県豊橋市|明治39年|<合併>愛知県渥美郡[高根村･豊南村]が合併→高豊村､[高
  師村･磯辺村･植田村･大崎村･福岡村･野依村]が合併→高師村
1906年8月31日 00:00|北極/ﾉﾙｳｪｰ|  |||ﾉﾙｳｪｰの探検家ｱﾑﾝｾﾞﾝが船で北極海を横断してﾉｰﾑ港に到着
1906年9月-09:00|日本|  ||明治39年|<掲載>夏目漱石｢草枕｣(新小説)<現実を美的にとらえて､非人情を貫こう
  とする画家を描いた>
1906年9月-09:00|日本|  ||明治39年|<創刊>広島県末寺有志僧侶｢広済新報｣
1906年9月-09:00|日本|専修大学|明治39年|専修学校に大学部を設置
1906年9月-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾜﾘｽ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾗﾌﾏﾝ･ﾊｻﾝ･ﾍﾞｲ｣(~1908年8月)
1906年9月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ海軍戦艦(6代)｢ﾌﾞﾘﾀﾆｱ｣(17500ﾄﾝ)竣工就役
1906年9月 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||自由党員30人がﾃｷｻｽから侵入.ｺｱｳｨﾗ州ﾋﾒﾈｽの街を襲撃
1906年9月1日-10:00|ﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰｷﾞﾆｱ/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ領ﾆｭｰｷﾞﾆｱがｵｰｽﾄﾗﾘｱ連邦に譲渡され､ﾊﾟﾌﾟｱ準州
  と改称
1906年9月1日-09:00|日本/韓国|  ||明治39年|漢城新報と大同新報を合併し韓国統監府の機関紙として京城日
  報が創刊
1906年9月1日-09:00|日本|  ||明治39年|東京に廃兵院開設(初代院長に川崎虎三中佐を任命)
1906年9月1日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年法律第029号｢廃兵院法｣<戦闘によりに起居不自由･生活困難
  な傷病兵を収容し､国費で扶養することを目的として設置>施行(0407公布);明治39年勅令第192号｢統監府鉄道
  管理局ﾆ臨時鉄道建設部ｦ置ｸﾉ件｣施行(0727公布);明治39年勅令第196号｢関東都督府官制｣,明治39年勅令第197
  号｢関東都督府郵便電信局官制｣,明治39年勅令第198号｢関東都督府法院令｣,明治39年勅令第200号｢関東都督府
  職員特別任用令｣,明治39年勅令第201号｢関東都督府法院判官及検察官任用令｣,明治39年勅令第202号｢関東都
  督府秘書官ﾉ任用及官等ﾆ関ｽﾙ件｣,明治39年勅令第203号｢関東州ﾆ於ｹﾙ諸般ﾉ成規ﾆ関ｽﾙ件｣,明治39年勅令第204
  号｢関東都督府陸軍部条例｣各施行(0801公布);明治39年勅令第214号｢廃兵院条例｣施行(0806公布);明治39年勅
  令第229号｢関東局ﾆ於ｹﾙ郵便ﾉ業務ﾆ関ｼ郵便法､郵便為替法､郵便貯金法､鉄道船舶郵便法ﾉ規定ｦ準用ｽﾙﾉ件｣施行
  (0830公布);明治39年勅令第236号｢帝国ﾄ関東州ﾄﾉ間ﾆ通航ｽﾙ船舶ﾆ関ｽﾙ件｣,明治39年勅令第240号｢関東都督府
  職員旅費規則｣各施行(0831公布)
1906年9月1日-09:00|日本|愛知県東海市|明治39年|<合併>愛知県知多郡[荒尾村･富木島村･名和村が合併→上野
  村
1906年9月1日-09:00|日本|JR東日本信越本線|明治39年|北越鉄道[直江津-犀潟]間に黒井/貨物駅を一般駅に変
  更
1906年9月1日-09:00|日本|日本たばこ産業|明治39年|<発売>煙草専売局｢ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝﾊﾞｯﾄ｣10本入り4銭
1906年9月1日-09:00|日本|三重県伊勢市|明治39年|<市制施行>三重県度会郡宇治山田町→宇治山田市
1906年9月1日-08:00|中国/日本|  ||明治39年|<就任>第1代関東都督:大島義昌(~19120426)
1906年9月1日-08:00|中国/日本|  ||明治39年|関東総督府が廃止され､旅順に移転･改組された関東都督府開設
1906年9月1日-08:00|中国|  |||大連が自由港として開放
1906年9月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ｼﾞｬｺｰｻﾞ､ｲﾀﾘｱの詩人･劇作家(生年1847年)
1906年9月1日 00:00|ﾏﾘ/ﾆｼﾞｪｰﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｵｰ･ｾﾈｶﾞﾙ･ﾆｼﾞｪｰﾙ副総督代行｢ｼﾞｬﾝ･ｼﾞｭｰﾙ･ｴﾐｰﾙ･ﾌﾟｳﾞｪﾙ
  ﾆｭ｣(~19070101)
1906年9月2日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督･最高司令官｢ｼﾞｮﾝ･ﾋﾟｯｶｰｽﾞｷﾞﾙ･ﾛｼﾞｬｰ｣(3回目~19
  071009)
1906年9月3日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第242号｢台湾総督府及関東都督府ﾆ顧問ｦ置ｸﾉ件｣公布
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1906年9月5日-09:00|日本|  ||明治39年|〈日本製紙聯合会〉機関誌《紙業雑誌》を創刊
1906年9月5日-09:00|日本|  ||明治39年|東京市内の電車賃値上げ反対運動が激化､日本橋などで電車を破壊/90
  人余検挙される
1906年9月5日-09:00|日本|  ||明治39年|｢革命評論｣創刊
1906年9月5日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ﾙｰﾄｳﾞｨｯﾋ･ﾎﾞﾙﾂﾏﾝ.双極性障害に苦しみ､静養中に自殺(62歳､18440220
  生)ｵｰｽﾄﾘｱの物理学者･哲学者/統計力学の端緒を開いた
1906年9月5日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||ｷｭｰﾊﾞ反乱軍が､島の大部分を制圧
1906年9月6日-09:00|日本|  ||明治39年|日本海軍神風型駆逐艦｢響｣(381t)横須賀海軍工廠で竣工(19241201､掃
  海艇に編入)
1906年9月6日-04:00|ﾛｼｱ/中国|満鉄連京線||東清鉄路南満支線[昌図-双廟子]延伸→[大連～双廟子]
1906年9月7日-12:00|ｳｫﾘｽ･ﾌﾂﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ保護領ｳｫﾘｽ･ﾌﾂﾅ諸島ｳｳﾞｪｱ王｢Lusiano Aisake｣
1906年9月7日-12:00|ｳｫﾘｽ･ﾌﾂﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ保護領ｳｫﾘｽ･ﾌﾂﾅ諸島ｳｳﾞｪｱ王｢Sosefo Mautamakia1世 "Tok
  ita"｣(1期目~19100401)
1906年9月7日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第243号｢南満洲鉄道株式会社ﾆ関ｽﾙ件中追加ﾉ件｣公布
1906年9月7日-09:00|日本|東京電力|明治39年|<廃止改称>東京電灯:芝発電所⇒芝配電所
1906年9月8日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||明治39年|韓国に日韓友好目的の大東協会設立
1906年9月8日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ海軍ｸﾞｱﾝﾀﾅﾓ湾司令官｢Albert A. Ackerman｣(~1907.7)
1906年9月9日-09:00|日本|  ||明治39年|奥宮健之ら,労働党を結成
1906年9月9日-09:00|日本|  ||明治39年|武林堂創業(宮本林治).兵書出版(明治45年3月,兵用図書株式会社設立
  )
1906年9月9日-09:00|日本|博文館|明治39年|<創刊>博文館､月刊｢少女世界｣(巖谷季雄~1931年10月)
1906年9月10日-09:00|日本|  ||明治39年|<開業>小田與吉郎､温泉旅館｢加賀屋｣[和倉町ﾖ部80番地]
1906年9月10日-09:00|日本|  ||明治39年|<創刊>左久良書房｢海國青年｣9月号
1906年9月10日-09:00|日本|  ||明治39年|北海道物産陳列場開館(札幌市)
1906年9月10日-09:00|日本|  ||明治39年|｢巡航博覧会｣開催(～11月)[開催地]国内各地[会場]ﾛｾﾞｯﾀ丸(巡航)[
  主催]報知新聞社/東京､伊豆､大阪､神戸､高松､徳島､宇品､門司､長崎､鹿児島と巡航
1906年9月10日-09:00|日本|愛知県豊川市|明治39年|<合併>愛知県宝飯郡[国府町･白鳥村]が合併→国府町
1906年9月10日-09:00|日本|愛知県豊橋市|明治39年|<合併>愛知県渥美郡[杉山村･六連村]が合併→杉山村
1906年9月10日-09:00|日本|千葉県茂原市|明治39年|<改称>千葉県長生郡帆丘町が改称→本納町
1906年9月11日-09:00|日本|  ||明治39年|<開港>｢高浜港｣[愛媛県温泉郡新浜村(松山市)]
1906年9月11日-09:00|日本|  ||明治39年|東京電気鉄道､東京市街鉄道､東京電車鉄道の合併で東京鉄道が設立
  される/東京市電の前身となる
1906年9月11日-09:00|日本|京都大学|明治39年|京都帝国大学に文科大学開設
1906年9月11日-09:00|日本|JR東海東海道本線|明治39年|官設鉄道東海道線:弁天島駅廃止
1906年9月11日-09:00|日本|都電青山線|明治39年|東京市街鉄道[三宅坂-青山四丁目]→東京鉄道青山線/東京電
  車鉄道､東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電吾妻橋線|明治39年|東京電車鉄道[上野停車場前-雷門]→東京鉄道吾妻橋線/東
  京市街鉄道･東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電淡路町線|明治39年|東京市街鉄道本郷線[(須田町-)松住町-(-本郷四丁目)]→
  東京鉄道淡路町線/東京電車鉄道､東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電和泉橋線|明治39年|東京市街鉄道[水天宮前-人形町]→東京鉄道和泉橋線/東京
  電車鉄道､東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電市ヶ谷線|明治39年|東京市街鉄道[富士見町-市ヶ谷見附]→東京鉄道市ヶ谷線/
  東京電車鉄道､東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電上野線|明治39年|東京電車鉄道[須田町-上野停車場前]→東京鉄道上野線/東京
  市街鉄道･東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電牛込線|明治39年|東京電気鉄道[四谷見附-飯田橋]→東京鉄道牛込線/東京電車
  鉄道･東京市街鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電厩橋線|明治39年|東京市街鉄道[上野広小路-外出町]→東京鉄道厩橋線/東京電
  車鉄道､東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電江戸川線|明治39年|東京市街鉄道[九段坂下(>1908九段下)-飯田橋]→東京鉄道
  江戸川線/東京電車鉄道､東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電御茶ノ水線|明治39年|東京電気鉄道[飯田橋-神田松住町(>1907松住町)]→東京
  鉄道御茶ノ水線/東京電車鉄道･東京市街鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電金杉線|明治39年|東京電車鉄道[薩摩原(>1930三田)-芝口(>1933新橋)]→東京
  鉄道金杉線/東京市街鉄道･東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電神田橋線|明治39年|東京市街鉄道[日比谷(>1949日比谷公園)-小川町]→東京鉄
  道神田橋線/東京電車鉄道､東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電切通線|明治39年|東京市街鉄道[本郷四丁目(>1908本郷三丁目)-上野広小路]→
  東京鉄道切通線/東京電車鉄道､東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電九段線|明治39年|東京市街鉄道[小川町-九段坂下]→東京鉄道九段線/東京電車
  鉄道､東京電気鉄道と合併
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1906年9月11日-09:00|日本|都電蔵前線|明治39年|東京電車鉄道[浅草橋-雷門]→東京鉄道蔵前線/東京市街鉄道
  ･東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電江東橋線|明治39年|東京市街鉄道[元町(>1908東両国>1915両国駅前>1929国技
  館前)-(>1908頃､亀沢町)]→東京鉄道江東橋線/東京電車鉄道､東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電品川線|明治39年|東京電車鉄道[八ﾂ山(>1916品川)-薩摩原(>1930三田)]→東京
  鉄道品川線/東京市街鉄道･東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電信濃町線|明治39年|東京電気鉄道[信濃町-青山一丁目]→東京鉄道信濃町線/東
  京電車鉄道･東京市街鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電新大橋線|明治39年|東京市街鉄道[蛎殻町-水天宮前]→東京鉄道新大橋線/東京
  電車鉄道､東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電新宿線|明治39年|東京市街鉄道[半蔵門-新宿]→東京鉄道新宿線/東京電車鉄道
  ､東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電水道橋線|明治39年|東京電車鉄道[(>常盤橋)-錦町河岸(-師範学校前)]→東京
  鉄道錦町線/東京市街鉄道･東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電洲崎線|明治39年|東京市街鉄道[永代橋-福島橋(>1911黒江町)]→東京鉄道洲崎
  線/東京電車鉄道､東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電高橋線|明治39年|東京市街鉄道[福島橋(>1911頃､黒江町)-亀住町]→東京鉄道
  高橋線/東京電車鉄道､東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電溜池線|明治39年|東京電気鉄道[琴平宮前-四谷見附]→東京鉄道溜池線/東京電
  車鉄道･東京市街鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電千代田橋線|明治39年|東京市街鉄道[茅場町-永代橋]→東京鉄道千代田橋線/東
  京電車鉄道､東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電築地線|明治39年|東京市街鉄道[日比谷-蛎殻町]→東京鉄道築地線/東京電車鉄
  道､東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電土橋線|明治39年|東京電車鉄道[-常盤橋-土橋(>1908廃止)]→東京鉄道土橋線/
  東京市街鉄道･東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電虎ノ門線|明治39年|東京市街鉄道[桜田門-霊南坂]→東京鉄道虎ノ門線/東京電
  車鉄道､東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電業平線|明治39年|東京市街鉄道[(1908頃､亀沢町)-外手町]→東京鉄道業平線/
  東京電車鉄道､東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電錦町線|明治39年|東京電車鉄道[(常盤橋-神田橋-)錦町河岸-師範学校前]→東
  京鉄道錦町線/東京市街鉄道･東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電浜町線|明治39年|東京市街鉄道[人形町-両国]→東京鉄道浜町線/東京電車鉄道
  ､東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電半蔵門線|明治39年|東京市街鉄道[半蔵門-日比谷]→東京鉄道半蔵門線/東京電
  車鉄道､東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電番町線|明治39年|東京市街鉄道[富士見町-半蔵門]→東京鉄道番町線/東京電車
  鉄道､東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電広尾線|明治39年|東京電気鉄道[青山一丁目-天現寺橋]→東京鉄道広尾線/東京
  電車鉄道･東京市街鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電蓬莱橋線|明治39年|東京市街鉄道[三原橋-蓬莱橋]､東京電気鉄道外濠線[土橋(
  >1908廃止)-琴平宮前]→東京鉄道蓬莱橋線/東京電車鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電本郷線|明治39年|東京市街鉄道[須田町-本郷四丁目(>1907本郷三丁目)]→東京
  鉄道本郷線/東京電車鉄道､東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電本通線|明治39年|東京電車鉄道[芝口(>1933新橋)-須田町]→東京鉄道本通線/
  東京市街鉄道･東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電三田線|明治39年|東京市街鉄道[三田-日比谷]→東京鉄道三田線/東京電車鉄道
  ､東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電室町線|明治39年|東京電車鉄道[本銀町角-浅草橋-本町角]→東京鉄道室町線/
  東京市街鉄道･東京電気鉄道と合併
1906年9月11日-09:00|日本|都電両国橋線|明治39年|東京市街鉄道[小川町-元町(>1908東両国>1915両国停車場
  前>1918両国駅前>1929国技館前)]→東京鉄道両国橋線/東京電車鉄道､東京電気鉄道と合併
1906年9月12日-09:00|日本|  ||明治39年|東京鉄道､電車賃4銭均一に引上げ(従来3銭均一)
1906年9月12日-09:00|日本|  ||明治39年|日本海軍神風型駆逐艦｢三日月｣(381t)佐世保海軍工廠で竣工
1906年9月12日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第244号｢医師法ﾆ依ﾙ免許ｦ与ﾌﾙ者ﾆ関ｽﾙ件｣,明治39年勅
  令第245号｢歯科医師法ﾆ依ﾘ免許ｦ与ﾌﾙ者ﾆ関ｽﾙ件｣各公布
1906年9月12日-09:00|日本|愛知県豊川市|明治39年|<合併>愛知県宝飯郡[伊奈村･豊秋村]が合併→小坂井村
1906年9月12日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸの発明家､ﾔｺﾌﾞ･ｴﾚﾊﾏｰがLindholmの小島で"Danemark I" の初飛行を
  行ったが国際航空連盟は未公認
1906年9月12日 05:00|ﾊｲﾁ/ｱﾒﾘｶ|  |||T.ﾛｰｽﾞｳﾞｪﾙﾄ､ﾊｲﾁに海兵隊を派遣
1906年9月13日-09:00|日本|  ||明治39年|｢京浜競馬倶楽部｣発足,1907年7月13日開催
1906年9月13日-09:00|日本|東京電力|明治39年|東京電力株式会社設立
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1906年9月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ公国摂政｢ｱﾙﾍﾞﾙﾄ･ﾌｫﾝ･ｵｯﾄｰ｣(~19070605)
1906年9月13日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾙﾀ民政知事｢Augusto da Silva Carvalho Osorio｣(~190
  80215)
1906年9月15日-09:00|日本|  ||明治39年|<開園>岩手公園(岩手県,→盛岡城跡公園)
1906年9月15日-09:00|韓国/朝鮮|  |||韓国政府､｢鉱業法｣を施行/日本は韓国鉱業の行政権を掌握(欧米資本の
  鉱山特に金鉱は除く)
1906年9月15日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第246号｢馬政局所管馬匹ﾉ売払ﾆ関ｽﾙ件｣公布
1906年9月15日-09:00|日本|八十二銀行|明治39年|<改称>(資)山本銀行⇒(資)千曲銀行
1906年9月15日-09:00|日本|広島銀行|明治39年|<改称>(株)呉商業銀行⇒(株)呉銀行
1906年9月17日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾓﾗｳﾞｨｱ総督代行｢ﾍﾙﾏﾝ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ﾋﾟﾗｰｽﾄﾞﾙﾌ｣(~19071010)
1906年9月18日-09:00|日本|  ||明治39年|横須賀鎮守府では､無線電信の導入により軍用伝書鳩を廃止
1906年9月18日 04:00|ﾁﾘ|  |||<就任>ﾁﾘ共和国大統領｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｴﾘｱｽ･ﾊﾟﾌﾞﾛ･ﾓﾝﾄ･ﾓﾝﾄ｣(~19100816没)
1906年9月19日-09:00|日本|  ||明治39年|日英商会活動写真｢高等女学校生運動会｣など｡歌舞伎座封切
1906年9月20日-09:00|日本|  ||明治39年|奈良･吉野の金峰神社から出火し､源義経ゆかりの蹴抜の塔が焼失
1906年9月20日-09:00|日本|  ||明治39年|｢社会ﾊﾟｯｸ,活動写真｣封切/松柳亭鶴枝の玉乗りなど､吉澤商店､錦輝
  館
1906年9月20日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾌﾗﾝｼｽ･ｽﾐｽ｣(~19091111)
1906年9月20日-01:00|赤道ｷﾞﾆｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾎﾟｰ総督｢ｱﾝﾍﾙ･ﾊﾞﾚﾗ･ｲ･ﾙﾔﾝﾄﾞ｣(1回目~19070218)
1906年9月21日-09:00|日本|  ||明治39年|<開館>明治三十七､八年戦役紀念館(→松本市立博物館)
1906年9月21日-09:00|日本|  ||明治39年|<死去>伯爵(公家)閑院流嫡流三条支流｢滋野井公寿｣⇒養子｢滋野井実
  麗｣が襲爵(⇒19130127､失爵)
1906年9月22日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞ海軍海防戦艦｢ﾔｺﾌﾞ･ｳﾞｧﾝ･ﾍｰﾑｽｹﾙｸ｣(4920ﾄﾝ)ｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑ造船所で進水(190
  8年竣工→1939年浮き砲台｢Ijmuiden｣に類別変更)
1906年9月22日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||(~24)ｼﾞｮｰｼﾞｱ州ｱﾄﾗﾝﾀで反黒人暴動が起こり､黒人18人を含む21人が死亡/ｱﾄﾗﾝ
  ﾀに戒厳令がしかれる
1906年9月23日-09:00|日本|JR東日本中央本線|明治39年|甲武鉄道[千駄木-新宿]間に代々木駅開業
1906年9月24日-09:00|日本|JR東日本中央本線|明治39年|甲武鉄道[御茶ノ水-飯田町]間に水道橋駅開業
1906年9月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｳﾞｧｰｼﾞﾆｱ級戦艦BB-15｢ｼﾞｮｰｼﾞｱ｣(14948t,ﾊﾞｽ鉄工所)ﾁｬｰﾙｽﾞﾀｳﾝ
  海軍工廠にて
1906年9月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||米国ﾜｲｵﾐﾝｸﾞ州の巨岩ﾃﾞﾋﾞﾙｽﾀﾜｰが初のﾅｼｮﾅﾙ･ﾓﾆｭﾒﾝﾄに(｢未知との遭遇｣で有名
  )
1906年9月25日-01:00|ｺﾝｺﾞ共和国/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領中央ｺﾝｺﾞ長官代行｢ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞ･ﾌﾙﾉｰ｣(~19070405)
1906年9月26日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第258号｢明治二十三年勅令第二百八号(省令庁令府県令
  及警察令ﾆ関ｽﾙ罰則ﾉ件)第一条中改正ﾉ件｣公布
1906年9月27日-09:00|日本|都電江戸川線|明治39年|東京鉄道江戸川線[飯田橋-新小川町(>1909大曲)]延伸→[
  九段坂下(>1908九段下)-新小川町(>1909大曲)]
1906年9月28日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第264号｢特許代理業者登録規則中追加ﾉ件｣公布施行
1906年9月28日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||ｷｭｰﾊﾞのﾊﾟﾙﾏ大統領が辞任
1906年9月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾐﾗﾉで労働総同盟の結成大会が開会
1906年9月29日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｷｭｰﾊﾞ共和国暫定総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾎﾜｰﾄﾞ･ﾀﾌﾄ｣(~10.13)
1906年9月29日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｳｨﾘｱﾑ･H･ﾀﾌﾄ､政府軍および自由党ｸﾞﾙｰﾌﾟの武装を解除.ｵﾘｴﾝﾃでは海兵
  隊2千がﾊﾞﾗｺｱに上陸作戦を展開.自由党の反乱を鎮圧
1906年9月29日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｺﾈﾁｶｯﾄ級戦艦BB-18｢(4代)ｺﾈﾁｶｯﾄ｣(16000t,ﾆｭｰ･ﾖｰｸ海軍工廠)
1906年9月30日-09:00|日本|  ||明治39年|<移転>岡倉天心｢日本美術院｣[⇒茨城県五浦]
1906年9月30日-09:00|日本|伊予銀行|明治39年|<任意解散債権債務譲渡>栄松合資会社⇒(株)五十二銀行
1906年9月30日-09:00|日本|商船三井|明治39年|大阪商船会社｢明石丸｣厦門から汕頭に向け航行中､風潮に流さ
  れて厦門港外ｸﾝﾑﾝｶｵ礁南東端で乗り揚げ､破壊､沈没
1906年9月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ公国摂政｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ･ﾌｫﾝ･ﾌﾟﾛｲｾﾝ｣
1906年9月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ公国摂政｢ﾖﾊﾝ･ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ･ﾂｰ･ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ｣(~19131101退任)
1906年9月30日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||気球の国際ﾚｰｽ､ｺﾞｰﾄﾞﾝ･ﾍﾞﾈｯﾄ･ｶｯﾌﾟが行われ､最初の優勝者はｱﾒﾘｶ陸軍のﾌﾗﾝｸ･
  ﾗｰﾑで647kmを飛行
1906年9月30日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶのｾﾝﾄﾗﾙ鉄道が､電気機関車を初めて導入
1906年10月-09:00|日本|  ||明治39年|<移転>橋姫神社[放生院常光寺敷地内⇒宇治市宇治蓮華47番地]
1906年10月-09:00|日本|  ||明治39年|<掲載>夏目漱石｢二百十日｣(中央公論)
1906年10月-09:00|日本|  ||明治39年|福井県､中角橋(吉田郡中藤島村･河合村間)竣工
1906年10月-09:00|日本|日本郵船|明治39年|日本郵船が逓信省命令航路横濱牛荘線開設
1906年10月-09:00|韓国|三越伊勢丹ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ||漢城(ｿｳﾙ)に三越出張所が開店/現在の新世界(ｼﾝｾｹﾞ)百貨店の
  前身
1906年10月-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ州総督｢ｱﾙﾌﾚﾄﾞ･ｱｳｸﾞｽﾄ･ﾌﾚｲﾚ･ﾃﾞ･ｱﾝﾄﾞﾗｰﾃﾞ｣(~191010
  26)
1906年10月1日-09:00|韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武10年|韓国政府､｢新地方官制｣施行し､全国を13道･11府･333
  郡に改編し､地方官官制も改め､地方官の権限を縮小し､日本人参与官を配置し､行政監督を委任
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1906年10月1日-09:00|日本|  ||明治39年|吉岡弥生らが大日本実業婦人会を結成
1906年10月1日-09:00|日本|  ||明治39年|日本海軍砲艦｢伏見｣(150t,ｲｷﾞﾘｽ､ﾔｰﾛｰ社で製造)上海に出張した川崎
  造船所により組立て竣工就役
1906年10月1日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第267号｢地方産業ﾆ関ｽﾙ技師､技手並試験場､講習所及種
  畜場職員ﾉ名称､待遇､任免及官等等級配当ﾉ件｣,明治39年勅令第268号｢地方産業ﾆ関ｽﾙ技師､技手並試験場､講習
  所及種畜場職員ﾉ休職ﾆ関ｽﾙ件｣,明治39年勅令第270号｢私設鉄道ﾆ於ﾃ為ｼﾀﾙ契約ｦ随意契約ｦ以ﾃ継続ﾉ件｣各公布
1906年10月1日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年法律第019号｢関税定率法｣施行(0331公布);明治39年法律第0
  47号｢医師法｣,明治39年法律第048号｢歯科医師法｣各施行(0502公布);明治39年勅令第157号｢明治三十二年勅令
  第三百四十二号(開港及開港ﾆ於ﾃ輸出ｽﾍｷ貨物ﾉ指定ﾆ関ｽﾙ件)第二条ﾉ三改正ﾉ件｣施行(0622公布);明治39年勅令
  第248号｢旅順鎮守府条例｣,明治39年勅令第249号｢旅順海軍港務部条例｣,明治39年勅令第250号｢旅順海軍工作
  部条例｣,明治39年勅令第251号｢旅順敷設隊条例｣,明治39年勅令第252号｢旅順海軍病院条例｣,明治39年勅令第2
  53号｢旅順海軍経理部条例｣,明治39年勅令第255号｢旅順海軍監獄官制｣,明治39年勅令第256号｢関東州海軍区ﾆ
  関ｽﾙ件｣,明治39年勅令第257号｢旅順港ﾉ境域ｦ定ﾑﾙﾉ件｣各施行(0925公布);明治39年勅令第260号｢関税法施行規
  則中改正追加ﾉ件｣,明治39年勅令第261号｢関税定率法ﾆ依ﾘ加工ﾉﾀﾒ輸入ｽﾙ物品ﾆ関ｽﾙ件｣,明治39年勅令第262号｢
  関東州ﾉ生産ﾆ係ﾙ物品ﾉ輸入税率ﾆ関ｽﾙ件｣各施行(0926公布);明治39年勅令第263号｢旅順港規則制定及該規則違
  反者罰則ﾉ件｣施行(0928公布);明治39年勅令第265号｢関税定率法ﾆ依ﾙ製造品ﾉ原料輸入税払戻ﾆ関ｽﾙ件｣,明治39
  年勅令第266号｢関税定率法ﾆ依ﾙ肥料ﾉ原料輸入税払戻ﾆ関ｽﾙ件｣各施行(0929公布)
1906年10月1日-09:00|日本|  ||明治39年|｢こども博覧会｣開催(～11月5日)[開催地]東京都[会場]上野公園[主
  催]同文館;(11月1日～11月25日)[開催地]京都府[会場]岡崎公園,博覧会館[主催]京都市教育会[入場者]207,2
  22人;(11月～12月)[開催地]大阪府[会場]府立博物場
1906年10月1日-09:00|日本|愛知県犬山市|明治39年|<合併>愛知県丹羽郡[犬山町･岩橋村･高雄村の一部<上野･
  木津>]が合併→犬山町､[岩田村･今井村･善師野村]が合併→城東村
1906年10月1日-09:00|日本|愛知県丹羽郡大口町|明治39年|<合併>愛知県丹羽郡[小口村･太田村･富成村･柏森村
  の一部<余野>]が合併→大口村
1906年10月1日-09:00|日本|愛知県丹羽郡扶桑町|明治39年|<合併>愛知県丹羽郡[山名村･豊国村･高雄村の一部<
  高雄>･柏森村の一部<柏森>]が合併→扶桑村
1906年10月1日-09:00|日本|伊豆箱根鉄道|明治39年|<商号変更>駿豆電気(株)⇒駿豆電気鉄道(株)
1906年10月1日-09:00|日本|京急本線|明治39年|京浜電気鉄道[雑色-八幡塚-中町-六郷橋]間廃止､[六郷橋-新宿
  -川崎]間を大師線に衣冠､[雑色-六郷堤(>1932以前､六郷土手)-川崎]開業
1906年10月1日-09:00|日本|国鉄手宮線||北海道炭礦鉄道[小樽-手宮]→国有化
1906年10月1日-09:00|日本|JR東海東海道本線|明治39年|東海道線三等急行に和食食堂車が設けられる
1906年10月1日-09:00|日本|JR西日本可部線|明治39年|<設立>広島軌道株式会社
1906年10月1日-09:00|日本|JR東日本信越本線|明治39年|官設鉄道[横川-軽井沢]間に熊ﾉ平/給水給炭所を駅に
  変更
1906年10月1日-09:00|日本|JR東日本中央本線|明治39年|甲武鉄道[御茶ﾉ水-八王子]間買収･国有化編入→官営
  鉄道[御茶ﾉ水-塩尻(-篠ﾉ井)]
1906年10月1日-09:00|日本|JR北海道歌志内線|明治39年|北海道炭礦鉄道[砂川-歌志内]→官営鉄道/買収
1906年10月1日-09:00|日本|JR北海道石勝線|明治39年|北海道炭礦鉄道[追分-夕張]→官営鉄道/買収
1906年10月1日-09:00|日本|JR北海道函館本線|明治39年|北海道炭礦鉄道[小樽-空知太]→官営鉄道/買収[小樽-
  旭川]が官設線となる;幌向太→幌向/改称
1906年10月1日-09:00|日本|JR北海道幌内線|明治39年|北海道炭礦鉄道[岩見沢-栄町-幌内太-幾春別],[幌内太-
  幌内]国有化→官営鉄道
1906年10月1日-09:00|日本|JR北海道室蘭本線|明治39年|北海道炭礦鉄道[室蘭-岩見沢]→官営鉄道/買収
1906年10月1日-09:00|日本|電通|明治39年|日本広告株式会社,電報通信社を買収し,新たに日本電報通信社を設
  立(わが国最初の国際通信社)
1906年10月1日-09:00|日本|福岡県北九州市若松区|明治39年|<合併>福岡県遠賀郡[若松町･石峰村]が合併→若
  松町
1906年10月1日-09:00|日本|北海道炭礦汽船|明治39年|北海道炭礦鐵道株式会社が北海道炭礦汽船株式会社(東
  京)と改称
1906年10月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾙﾜｲ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｻﾙﾜｰﾙ･ｱﾘ･ｶｰﾝ｣(~19480528)､摂政｢ｳﾏﾙ･ｳﾝ･ﾆ
  ｻ･ﾍﾞｸﾞﾑ･ｻﾙｶｰﾙ･ｱﾝﾏ｣(~19230409)
1906年10月1日-04:00|ﾛｼｱ/中国|満鉄連京線||東清鉄路南満支線[双廟子-四平街-郭家店-公主嶺]延伸→[大連～
  公主嶺]
1906年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾙﾌﾚﾄﾞ･ﾚﾌﾌｨ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｱﾙｼﾞｯﾘ｣
1906年10月2日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第271号｢海軍望楼条例第四条中追加ﾉ件｣,明治39年勅令
  第273号｢明治三十八年勅令第二百二十一号(逓信省部内ﾉ官吏ﾆｼﾃ戦時ﾆ際ｼ所属部局以外ﾆ於ﾃ臨時逓信ﾉ事務ﾆ従
  事ｼ又ﾊ陸海軍特設ﾉ事務ﾆ従事ｼﾀﾙ者ﾉ復帰ﾆ関ｽﾙ件)中改正ﾉ件｣各公布
1906年10月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾍﾞﾙﾘﾝでの第1回国際無線電信会議で､国際遭難信号｢SOS｣の採用が決まる
1906年10月4日-09:00|日本|りそなﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治39年|<設立>(株)商業貯蓄銀行[神奈川県横浜市青木町]
1906年10月5日-09:00|日本|  ||明治39年|中央製紙株式会社(岐阜県中津町)創立
1906年10月6日-08:00|中国|  |||<竣工>聖安徳烈堂[香港](協会)
1906年10月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ﾙｲ･ｱﾝｸﾞﾙｳﾞｧﾝ｣(~19071202)
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1906年10月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ､ｲｷﾞﾘｽが､ﾆｭｰﾌｧﾝﾄﾞﾗﾝﾄﾞ島の漁業権について暫定協定を結ぶ
1906年10月8日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ﾍﾟﾙｼｬ第1回国会が開設される
1906年10月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||英の美容室に電熱式ﾊﾟｰﾏﾈﾝﾄ機器初登場
1906年10月9日-09:00|日本|  ||明治39年|札幌商業会議所設立
1906年10月9日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第274号｢図書館令中改正追加ﾉ件｣公布
1906年10月9日-09:00|日本|土佐電伊野線|明治39年|土佐電氣鐵道伊野線[乗出(>1952以前､ｸﾞﾗﾝﾄﾞ通)-枡形-本
  町筋一丁目-本町筋二丁目-本町筋三丁目-本町筋四丁目-本町筋五丁目-中須賀-赤石前-下島-鏡川橋]延伸開業
  →[堀詰～鏡川橋]
1906年10月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾂｪｯﾍﾟﾘﾝ飛行船LZIIIが初飛行
1906年10月10日-09:00|日本|  ||明治39年|二葉亭四迷｢其面影｣を東京朝日新聞に連載開始(12月31日まで)
1906年10月10日-09:00|日本|  ||明治39年|豊田佐吉が｢経糸解舒及緊張装置｣の特許を取得
1906年10月10日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Edmond Gaudard｣(~19070310)
1906年10月11日-09:00|日本|  ||明治39年|大日本実業婦人会創立
1906年10月11日-09:00|日本|東京大学|明治39年|初めて整形外科の一科を東京帝国大学医学部に開設
1906年10月11日-04:00|ﾛｼｱ/中国|満鉄連京線||東清鉄路南満支線[公主嶺-范家屯-孟家屯]延伸→[大連～孟家屯
  ]
1906年10月12日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||関税法と物品税法が立法化
1906年10月12日-09:00|日本|  ||明治39年|日本海軍神風型駆逐艦｢白雪｣(381t)三菱長崎で竣工
1906年10月12日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第275号｢陸軍参謀及高等官衙副官ﾉ補職ﾆ関ｽﾙ件｣公布
1906年10月12日-09:00|日本|京都府京田辺市|明治39年|<町制施行>京都府綴喜郡田辺村→田辺町
1906年10月12日-01:00|ﾅﾐﾋﾞｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||南西ｱﾌﾘｶでﾍﾚﾛ族が反乱を起こすが､ﾄﾞｲﾂ軍が鎮圧
1906年10月12日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ第16代大統領ﾎｾ･ﾌｨｹﾞﾛｱ･ｱﾙｺﾙﾀ[国民自治党](~19101012)ｷﾝ
  ﾀｰﾅ政権下の副大統領､ｷﾝﾀｰﾅ死亡に伴い大統領就任
1906年10月13日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｷｭｰﾊﾞ共和国暫定総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾏｸﾞｰﾝ｣(~19090128)
1906年10月14日-09:00|日本|  ||明治39年|<死去>初代藤浪与兵衛(78歳)歌舞伎小道具方
1906年10月14日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｳﾗﾃﾞｨｰﾐﾙ･ｽﾀｰｿﾌ､ﾛｼｱの芸術評論家(生年1824年)
1906年10月14日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾏｸﾚｶﾞｰ･ｽﾁｭﾜｰﾄ卿｣(3期
  目~19070626)
1906年10月15日-08:00|中国/日本|  ||明治39年|明治39年勅令第247号｢横浜正金銀行ﾉ関東州及清国ﾆ於ｹﾙ銀行
  券ﾉ発行ﾆ関ｽﾙ件｣施行(0915公布)
1906年10月15日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｨﾝﾄﾞﾜｰﾄﾞ諸島連邦植民地総督代行｢ﾌｨﾘｯﾌ
  ﾟ･ｸﾗｰｸ･ｺｰｸ｣(~19070116)
1906年10月16日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  |||谷口房蔵ら紡績業者,韓国棉花を設立(本社大阪.綿作農民への前
  貸等を行う.のち朝鮮棉業と改称.1916年,日本綿花に買収される)
1906年10月16日-09:00|日本|  ||明治39年|日本海軍神風型駆逐艦｢朝露｣(381t)大阪鉄工所桜島工場で竣工
1906年10月16日-09:00|日本|三重交通神都線|明治39年|伊勢電気鉄道[前田(>古市口)-(>1912以前､倉田山>倭姫
  宮前)-中山(>1939以降､廃止)-松尾-(1925以前､中道>廃止)-楠部-(>1925以前､月読宮>廃止)-(月読宮前)-宇治
  ]間4.5km､[中山(>1939以降､廃止)-二軒茶屋]間0.6km延伸→[山田-前田-中山-宇治][前田-二見][中山-二軒茶
  屋]開業
1906年10月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｹｰﾍﾟﾆｯｸ事件/近衛第1連隊の大尉と名乗る靴職人ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾌｫｲｸﾄ(57)と兵士10
  名が､ﾍﾞﾙﾘﾝ近郊のｹｰﾍﾟﾆｯｸ市庁舎に乱入して市長を拘禁
1906年10月17日-09:00|日本|東洋大学|明治39年|井上円了銅像除幕式(東洋大学)
1906年10月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾐｭﾝﾍﾝ大学の物理学教授ｺﾙﾝが､1800ｷﾛ離れた場所への写真電送に成功
1906年10月18日-09:00|韓国/朝鮮|  |||最初の記念切手を発行
1906年10月18日-09:00|日本|商船三井|明治39年|大阪商船旅客船｢滋賀丸｣(783G/T)大阪鐵工所櫻島造船場(大阪
  )で竣工
1906年10月19日-09:00|日本|  ||明治39年|<死去>佐野経彦(73歳)神理教の開祖
1906年10月19日-09:00|日本|東海汽船|明治39年|東京灣汽船｢祝丸｣(198G/T)浦賀船渠株式会社(浦賀)で竣工
1906年10月19日-08:00|中国|  |||孫文らの中国革命同盟会､湖南省で中国回復･共和国建設などをｽﾛｰｶﾞﾝに蜂起
1906年10月20日-09:00|日本|  ||明治39年|日本海軍海防艦｢天龍｣除籍,雑役船に編入,舞鶴海兵団練習船となる
1906年10月20日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<死去>ﾊﾞｯｸ･ﾕｰｲﾝｸﾞ､ﾒｼﾞｬｰﾘｰｶﾞｰ(生年1859年)
1906年10月21日-09:00|日本|  |||ｼﾝｶﾞｰﾐｼﾝ裁縫女学校が開校
1906年10月22日-09:00|日本|  ||明治39年|名古屋電力が設立される
1906年10月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾎﾟｰﾙ･ｾｻﾞﾝﾇ.故郷ｴｸｽ=ｱﾝ=ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ-で肺充血のため(67歳､18390119生)
  ﾌﾗﾝｽの｢後期印象派｣画家
1906年10月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｻﾝﾄｽ･ﾃﾞｭﾓﾝがﾊﾟﾘで､固定翼動力機｢14-bis｣号で60mの公開飛行を行い､ﾌﾗﾝｽ飛
  行ｸﾗﾌﾞが認めた欧州における最初の動力飛行となる
1906年10月23日-09:00|日本|  ||明治39年|鹿児島県では､特に下甑島のｻﾝｺﾞ採取船90隻､乗組員700余名が暴風
  のため行方不明となり､陸上では家屋の倒壊と死傷者が多く､電線の切断や橋梁の流失などの被害が出ている
1906年10月23日-09:00|日本|日本郵船|明治39年|日本郵船｢淡路丸｣竣工(1923年､近海郵船株式會社に移籍)
1906年10月24日-09:00|日本|  ||明治39年|池野成一郎､｢植物系統学｣刊/ﾒﾝﾃﾞﾙの遺伝法則を日本で初めて紹介
1906年10月24日-09:00|日本|  ||明治39年|長崎県五島列島近海では､ｻﾝｺﾞ採取船とｶﾂｵ漁船が男島付近で遭難.ｻ
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  ﾝｺﾞ採取船は為石､富江､玉之浦､崎山､奥浦各港の船で､150隻､481人が行方不明.ｶﾂｵ漁船は崎山､大浜の船に鹿
  児島県からの船も混じり､8隻､131人が行方不明.福岡県でも箱崎､姪浜港などの漁船が糸島半島沿海や博多湾
  などで11隻沈没し13人死亡･行方不明.同県沿岸各海域で小型廻船､帆船､石炭運搬船など4隻沈没､15隻破損､若
  松港では石炭運搬用の川船が20隻沈没し､それぞれの乗組員が行方不明.陸上では博多港の石垣約80mが破壊さ
  れている/山口県でも､下関､彦島､大津郡の漁船13隻が遭難し､5人が行方不明.陸上では萩地方で夏みかんの被
  害が少なからずあった
1906年10月24日-08:00|中国/日本|  ||明治39年|明治39年勅令第277号｢関東都督府典獄監吏及看守服制並提灯
  徽章｣公布
1906年10月24日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ=ﾊﾝｶﾞﾘｰ帝国帝国･王室･外務大臣｢ｱﾛｲｽ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾚｸｻ･ﾌｫ
  ﾝ･ｴｰﾚﾝﾀｰﾙ｣(~19120217)
1906年10月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ第三共和政第63代首相ｼﾞｮﾙｼﾞｭ･ｸﾚﾏﾝｿｰ[共和主義急進派･急進社会
  党](第1次~1909年7月24日)
1906年10月27日-09:00|日本|  ||明治39年|｢報知新聞｣夕刊で創刊､東京･横浜
1906年10月28日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ合衆国ﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞｰ州ｱﾄﾗﾝﾃｨｯｸｼﾃｨ駅西側の可動橋の固定がずれ､列車が脱
  線し転落.死者53人
1906年10月29日-09:00|日本|  ||明治39年|帝国肥料株式会社(資本金300万円)が設立
1906年10月30日-09:00|日本|  ||明治39年|<死去>5代竹本弥太夫(70歳)浄瑠璃太夫
1906年10月30日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第278号｢憲兵条例中改正加除韓国ﾆ駐箚ｽﾙ憲兵ﾉ行政警
  察及司法警察ﾆ関ｽﾙ件廃止ﾉ件｣公布
1906年10月30日-09:00|日本|JR東日本山手線|明治39年|日本鉄道品川線[代々木-渋谷]間に原宿駅開業,[渋谷-
  目黒]間の恵比寿駅旅客営業開始
1906年10月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｸﾗﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｹﾞｲｿﾝ･ｹﾞｲｿﾝ=ﾊｰﾃﾞｨ｣
1906年10月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｸﾗﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｽﾃｭﾜｰﾄ･ｹﾞｲｿﾝ=ﾊｰﾃﾞｨ｣(~19110713死去)
1906年10月31日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第281号｢外国政府ﾆ聘用ｾﾗﾚﾀﾙ判事検事ﾆ関ｽﾙ件｣公布
1906年10月31日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱ帝国海軍黒戦艦｢ｴｶﾁｪﾘｰﾅ2世｣退役
1906年10月31日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｼﾞｭｰﾙ･ｴﾐｰﾙ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾏｽﾈ《歌劇｢ｱﾘｱｰﾇ｣》
1906年11月-03:00|ｲｴﾒﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｱﾃﾞﾝ理事官｢Ernest de Brath｣(~1910.4)
1906年11月-02:00|ｻﾞﾝﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ保護領ﾛｰﾃﾞｼｱ北西部管理者代理｢Ernest Charles Baxter｣(~
  12月)
1906年11月-01:00|ｶﾒﾙｰﾝ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾞｲﾂ保護領ｶﾒﾙｰﾝ総督代行｢ｵｯﾄｰ･ｸﾞﾗｲﾑ｣(2回目~19070509)
1906年11月1日-09:00|日本|  ||明治39年|<運用開始>岩内水力電気:敷島内発電所[北海道]120KW(⇒廃止)北海
  道初の水力発電所
1906年11月1日-09:00|韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武10年|『少年韓半島』を創刊(最初の少年雑誌)
1906年11月1日-09:00|日本|  ||明治39年|日本海軍神風型駆逐艦｢野分｣(381t)佐世保海軍工廠で竣工
1906年11月1日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年法律第030号｢明治二十九年法律第十三号(公立学校職員退隠
  料等ﾆ関ｽﾙ件)中改正法律｣施行(0407公布)
1906年11月1日-09:00|日本|IGRいわて銀河鉄道|明治39年|日本鉄道[(上野～)盛岡～福岡～(～青森)]国有化→
  官営鉄道
1906年11月1日-09:00|日本|青い森鉄道|明治39年|日本鉄道[(上野-)-三ﾉ戸-尻内(-青森)]国有化→官営鉄道
1906年11月1日-09:00|日本|伊豆箱根鉄道|明治39年|駿豆電気(株)が駿豆電気鉄道(株)に社名変更
1906年11月1日-09:00|日本|JR|明治39年|政府､日本鉄道会社を買収
1906年11月1日-09:00|日本|JR東日本埼京線|明治39年|日本鉄道品川線[池袋-赤羽]国有化→官営鉄道
1906年11月1日-09:00|日本|JR東日本塩釜線|明治39年|日本鉄道東北線支線[岩切-塩竈]国有化→官営鉄道
1906年11月1日-09:00|日本|JR東日本上越線|明治39年|日本鉄道[高崎-{>新前橋}(-小山)]間国有化→官営鉄道
1906年11月1日-09:00|日本|JR東日本常磐線|明治39年|日本鉄道海岸線[日暮里-岩沼]国有化→官営鉄道
1906年11月1日-09:00|日本|JR東日本高崎線|明治39年|日本鉄道[(上野-)大宮-高崎]買収国有化→官営鉄道
1906年11月1日-09:00|日本|JR東日本東北本線|明治39年|日本鉄道[上野-岩切-盛岡(-)尻内-青森][岩切-松島-(
  -塩竈)]国有化→官営鉄道→官営鉄道
1906年11月1日-09:00|日本|JR東日本日光線|明治39年|日本鉄道日光線[宇都宮-日光]買収国有化→官営鉄道
1906年11月1日-09:00|日本|JR東日本八戸線|明治39年|日本鉄道[尻内-八ノ戸]買収国有化→官営鉄道
1906年11月1日-09:00|日本|JR東日本磐越西線|明治39年|岩越鉄道[郡山-喜多方]81.9km買収国有化→官営鉄道
1906年11月1日-09:00|日本|JR東日本水戸線|明治39年|日本鉄道[小山-友部(-水戸)]買収国有化→官営鉄道
1906年11月1日-09:00|日本|JR東日本山手線|明治39年|日本鉄道品川線[(赤羽-)池袋-品川],豊島線[田端-池袋]
  国有化→官営鉄道
1906年11月1日-09:00|日本|JR東日本両毛線|明治39年|日本鉄道高崎線[小山-前橋-{>新前橋}(-高崎)]買収国有
  化→官営鉄道[小山-{>新前橋}(-高崎-上野)]
1906年11月1日-09:00|日本|栃木県鹿沼市|明治39年|<町制施行>栃木県上都賀郡粟野村→粟野町
1906年11月1日-09:00|日本|宮城県登米市|明治39年|<町制>宮城県本吉郡麻崎村が改称町制施行→柳津町
1906年11月1日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ｵｰｽﾄﾘｱ大公｢ｵｯﾄｰ･ﾌﾗﾝﾂ･ﾌｫﾝ･ｴｽﾀｰﾗｲﾋ｣(41歳)
1906年11月2日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第283号｢明治二十六年勅令第七十四号(取引所ﾉ資本金
  営業保証金株式手数料積立金及売買取引ﾉ方法ﾆ関ｽﾙ規程並仲買人免許料金額)中改正追加ﾉ件｣公布施行
1906年11月2日-09:00|日本|北國銀行|明治39年|<改称>竜二合資会社⇒(資)竜二銀行
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1906年11月2日-04:00|ﾛｼｱ|  |||革命家ﾚﾌ･ﾄﾛﾂｷｰがｼﾍﾞﾘｱへ永久追放
1906年11月3日-09:00|日本|  ||明治39年|大阪ﾊﾟｯｸ社から漫画雑誌｢大阪ﾊﾟｯｸ｣大阪で発行
1906年11月3日-09:00|日本|中日新聞|明治39年|｢中京新報｣､｢名古屋新聞｣と改称
1906年11月3日 00:00|世界/日本|  ||明治39年|国際無線通信条約調印(明治41.6.23公布,41.7.1実施)
1906年11月3日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||ｴｽﾄﾗｰﾀﾞの与党だった中道党が､正式に解散され多くが保守党へ流れる
1906年11月4日-09:00|日本|  ||明治39年|夏目漱石『吾輩ﾊ猫ﾃﾞｱﾙ〔中編〕』発行/大倉書店･服部書店/定価90
  銭
1906年11月4日-09:00|日本|  ||明治39年|慶應義塾と東京師範学校が初の器械体操連合競技会を行う
1906年11月5日-09:00|日本/ﾁﾘ|  ||明治39年|日本･ﾁﾘ間通商航海条約調印
1906年11月5日-09:00|日本|東邦瓦斯|明治39年|名古屋瓦斯設立
1906年11月5日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ首相(閣僚会議議長)｢ﾃﾞｨﾐｯﾄ･ｱ･r･ﾆｺﾛﾌ･ﾍﾟﾄｺﾌ｣(~19070311没
  )
1906年11月6日-09:00|韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武10年|洪鍾燮､大韓窯業を設立
1906年11月6日-08:00|中国|  |||清朝が中央官制を改革/6部の尚書を11部とし/各部に長官1人を任命
1906年11月6日-08:00|中国/日本|  |||日本､南満州鉄道会社(満鉄)を設立
1906年11月6日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ大統領選挙で､ｾｵﾄﾞｱ･ﾙｰｽﾞﾍﾞﾙﾄ(48)がｱﾙﾄﾝ･ﾊﾟｰｶｰを破って再選される
1906年11月8日-09:00|日本|  ||明治39年|<火災>安祥寺多宝塔(京都府山科村)
1906年11月8日-09:00|日本|  ||明治39年|<開設>池上競馬場[東京府荏原郡池上村](～1910年)
1906年11月8日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾚﾕﾆｵﾝ知事｢Jules Adrien Jean Bonhoure｣(~19071227)
1906年11月9日-09:00|日本|  ||明治39年|<移転改称>(株)房総農商銀行[千葉県千葉郡千葉町]⇒(株)東亜銀行[
  東京市]
1906年11月10日-09:00|日本|  ||明治39年|歌舞伎座で､文芸協会演芸部の第1回大会が開かれる/坪内逍遥作､東
  儀鉄笛作曲のｵﾍﾟﾗ｢常闇｣を上演
1906年11月10日-09:00|日本|  ||明治39年|藤井実､棒高跳びで3m90の世界新記録
1906年11月10日-09:00|日本|北國銀行|明治39年|<移転改称>(株)集成貯蓄銀行[東京]⇒(株)秩父貯蓄銀行[埼玉
  ]
1906年11月11日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<初演>ｶｰﾙ･ﾆｰﾙｾﾝ《歌劇｢仮面舞踏会｣》
1906年11月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｾﾚｽﾃｨｰﾉ･ｳｼﾞｭｴﾘとｶﾙﾛ･ｸﾚｽﾋﾟが｢ﾐﾗﾉ｣号と名付けた気球でﾐﾗﾉからﾌﾗﾝｽの
  ｴｸｽ=ﾚ=ﾊﾞﾝまでの360kmを4時間あまりで飛行して､ｱﾙﾌﾟｽ越えを行った
1906年11月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｻﾝﾄｽ･ﾃﾞｭﾓﾝがﾊﾟﾘで再び､固定翼動力機｢14-bis｣号の公開飛行を行い高さ6m､
  距離220mを飛行し､100m以上の飛行にかけられていたｱﾙｼｭﾃﾞｯｸ賞(ｱﾙｸﾃﾞｱｺﾝ賞)を獲得
1906年11月13日-09:00|日本|  ||明治39年|<創刊>｢尚古｣(広島市大手町広島尚古会)
1906年11月13日-09:00|韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武10年|韓国政府､｢為替手形･約束手形･小切手に関する手形
  条例｣を公布し､約束手形条例(19050930発布)を廃止
1906年11月14日-09:00|日本|  ||明治39年|日本製糖･日本精製糖の両社合同し,大日本製糖会社設立
1906年11月14日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第285号｢陸軍懲治隊条例第十四条改正ﾉ件｣公布
1906年11月15日-09:00|日本|  ||明治39年|<死去>山本芳翠.脳溢血のため(57歳)画家
1906年11月15日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ合衆共和国大統領｢ｱﾌｫﾝｿ･ｱｳｸﾞｽﾄ･ﾓﾚｲﾗ･ﾍﾟｰﾆｬ｣(~19090614在
  任中に死去)
1906年11月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽのﾙﾎﾞｰﾃﾞｨ兄弟が製作した飛行船｢祖国号｣が初飛行
1906年11月17日-09:00|日本|りそなﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治39年|<移転>(株)共精商業銀行[埼玉⇒東京]
1906年11月18日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Ignacio Martinez de Campos
  ｣(~12.18)
1906年11月19日-09:00|日本|京阪|明治39年|京阪電気鉄道が設立される
1906年11月19日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  ||明治39年|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ社会党が分裂
1906年11月19日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ合衆国ﾊﾟﾅﾏ運河地帯軍政総督｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾘｰﾄﾞ･ﾛｼﾞｬｰｽ｣(~19070
  331)
1906年11月20日-09:00|日本|  ||明治39年|<設立>大日本ﾎﾃﾙ業同盟会(→日本ﾎﾃﾙ協会､帝国･都･富士屋･金谷･大
  阪)
1906年11月20日-09:00|日本|  ||明治39年|日本海軍神風型駆逐艦｢白妙｣(381t)三菱長崎で竣工
1906年11月21日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第286号｢統監府鉄道管理局職員官等ﾉ初叙及陞叙ﾆ関ｽﾙ
  件中改正ﾉ件｣公布
1906年11月21日-08:00|中国|  |||清国政府が阿片禁止章定を改正し､10年間ｹｼの作付けを禁止する
1906年11月22日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第287号｢要港部条例中改正加除ﾉ件｣,明治39年勅令第2
  88号｢水雷団条例｣,明治39年勅令第289号｢駆逐隊艇隊条例｣､明治39年勅令第290号｢敷設隊条例｣各公布施行
1906年11月22日-04:00|ﾛｼｱ|  |||露･ｽﾄｲﾙﾋﾟﾝ首相､農民層の革命気運封じのため､自作自農など認める農業改革
  法公布
1906年11月23日-09:00|日本|  ||明治39年|<開場>日本ﾚｰｽｸﾗﾌﾞ･ｺﾞﾙﾌｨﾝｸﾞ･ｱｿｼｴｰｼｮﾝ[根岸競馬場内]
1906年11月23日-09:00|日本|  ||明治39年|江原素六､根本正らが日本平和協会を設立
1906年11月23日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ総理大臣｢ﾏﾙｺ･ﾗﾄﾞｩﾛｳﾞｨ｣(~19070131)
1906年11月24日-09:00|韓国/朝鮮|  ||大韓帝国･光武10年|韓国の王族閔宗植,日本軍に捕われる
1906年11月24日-09:00|日本|  ||明治39年|初の本格的な馬券付き競馬､東京競馬会第1回秋季競馬が開催される
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1906年11月25日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ共和国大統領｢ﾍﾞﾆｸﾞﾉ･ｱｽﾝｼｵﾝ･ﾌｪﾚｲﾗ｣(~19080704)
1906年11月26日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第292号｢税関官制第四条中改正ﾉ件｣,明治39年勅令第2
  93号｢専売塩特別定価売渡及交付金下付規則第十九条中改正ﾉ件｣,明治39年勅令第294号｢官設鉄道ﾉ職員ﾆ宿舎
  料ｦ支給ｽﾙﾉ件｣各公布
1906年11月26日-08:00|中国|  |||清朝が､中央官制を改革し､全国に36師団の陸軍(新軍)を設置する
1906年11月26日-08:00|中国/日本|満鉄|明治39年|<設立>南満州鉄道株式会社(資本金二億円､半額政府出資､初
  代総裁･後藤新平)
1906年11月27日-09:00|日本|  ||明治39年|<転出改称>大原銀行[千葉県夷隅郡大原町]⇒阿賀銀行[広島県]
1906年11月28日-09:00|日本|伊豆箱根鉄道軌道線|明治38年|駿豆電気鉄道[広小路(>三島広小路)-茶町(>廃止)-
  (木町)-茅町(>廃止)-千貫樋-伏見-玉井寺前-八幡(>廃止)-長沢-(1945以降､国立病院前)-(1945以降､臼井産業
  前)-木瀬川橋(>廃止)-黄瀬川-石田-(191703以降､麻糸前)-山王前-平(>平町)-三枚橋-志多町(>1945以前､廃止
  )-駿東郡役所前(>1926頃､追手町)-沼津停車場前(>沼津駅前)]間開業
1906年11月28日-09:00|日本|商船三井|明治39年|大阪商船旅客船｢琉球丸｣(783G/T)大阪鐵工所櫻島造船場(大阪
  )で竣工
1906年11月28日-09:00|日本|広島銀行|明治39年|<移転改称>(株)大原銀行[千葉]⇒(株)阿賀銀行[広島]
1906年11月28日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾅﾀｰﾙ首相｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾑｰｱ｣無党派(~19100428)
1906年11月29日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|明治39年|<死去>侯爵(武家)｢伊達宗徳｣(77歳)元伊予宇和島藩主
  ⇒12月27日､長男｢伊達宗陳｣が襲爵(⇒19230207､死去)
1906年11月29日-09:00|日本|滋賀県甲賀市|明治39年|<死去>加藤明実(59歳)元近江水口藩主･知藩事
1906年11月30日-09:00|日本|  ||明治39年|改築中の内務省伝染病研究所､東京芝白金台に完成
1906年11月30日-09:00|日本|三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ|明治39年|<事業譲渡>(資)藤本銀行[大阪]⇒(株)北浜銀行
1906年11月30日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国閣僚評議会議長Segismundo Moret[自由党](~19061204)
1906年12月-09:00|日本|  ||明治39年|<開業>相生座[神戸･新開地]
1906年12月-09:00|日本|  ||明治39年|<初演>｢櫻時雨｣作･高安月郊/片岡我當(11片岡仁左衛門)二役/南座
1906年12月-09:00|日本|東邦銀行|明治39年|<改組>(資)興商銀行⇒(株)興商銀行
1906年12月-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞのﾜﾘｽ｢ﾃﾍﾟｲﾗﾝ･ｴﾌﾞﾍﾞｷﾙ･ﾊｼﾞﾑ･ﾍﾞｲ｣(~1908年5月)
1906年12月-01:00|北ﾏｹﾄﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾏﾅｽﾃｨﾙ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｱｰﾒﾄﾞ･ﾚｼｯﾄﾞ･ﾍﾞｲ｣(~1907年2月)
1906年12月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/中国|  |||ｲｷﾞﾘｽの探検家ｵｰﾚﾙ･ｽﾀｲﾝが天山南道のﾐｰﾗﾝ遺跡を発掘
1906年12月1日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第295号｢煙草専売局官制｣,明治39年勅令第297号｢明治
  三十一年勅令第三百十五号中改正ﾉ件｣,明治39年勅令第298号｢明治三十七年勅令第百五十五号中改正ﾉ件｣､明
  治39年勅令第299号｢明治三十七年勅令第百六十四号(煙草専売法ﾉ施行ﾆ関ｼ間接国税犯則者処分法施行規則ｦ準
  用ｼ及収税官吏又ﾊ税務署長ﾆ属ｽﾙ職務ｦ行ﾌﾍｷ官吏指定ﾉ件)中改正ﾉ件｣,明治39年勅令第300号｢煙草専売局職員
  特別任用令中改正ﾉ件｣,明治39年勅令第301号｢塩務局職員特別任用令中改正ﾉ件｣,明治39年勅令第302号｢専売
  局会計規則中改正ﾉ件｣各施行(1128公布);明治39年勅令第304号｢韓国及清国ﾉ生産ﾆ係ﾙ物品輸入税率ﾆ関ｽﾙ件｣
  施行(1129公布)
1906年12月1日-09:00|日本|大阪府|明治39年|<改称>｢大阪図書館｣[大阪市北区中之島1丁目]⇒｢大阪府立図書館
  ｣
1906年12月1日-09:00|日本|国鉄宇品線|明治39年|山陽鉄道[広島-宇品]国有化/陸軍省から鉄道院に移管
1906年12月1日-09:00|日本|国鉄関門航路|明治39年|山陽汽船関門航路[馬関～門司]､渡船｢大瀬戸丸｣｢下關丸｣
  国有化→官営関門航路
1906年12月1日-09:00|日本|JR四国宇高連絡線|明治39年|山陽汽船商社[岡山港～高松港]客船｢玉藻丸｣(→1924
  年,瀬戸内連絡急行汽船に売却)国有化;山陽汽船商社[尾道港～多度津港]客船｢児島丸｣国有化
1906年12月1日-09:00|日本|JR四国土讃線|明治39年|山陽鉄道[(丸亀～)多度津～琴平]国有化→官営鉄道
1906年12月1日-09:00|日本|JR四国予讃線|明治39年|山陽鉄道[高松～多度津(～琴平)]国有化→官営鉄道
1906年12月1日-09:00|日本|JR西日本大阪環状線|明治39年|西成鉄道[大阪-西九条(-安治川口)]国有化
1906年12月1日-09:00|日本|JR西日本呉線|明治39年|山陽鉄道[呉～海田市]国有化→官営鉄道
1906年12月1日-09:00|日本|JR西日本桜島線|明治39年|西成鉄道[(大阪-)西九条-安治川口-天保山]買収国有化
1906年12月1日-09:00|日本|JR西日本山陽本線|明治39年|山陽鉄道[神戸～馬関]買収国有化→官営鉄道;塩屋､舞
  子/仮停車場→駅に変更
1906年12月1日-09:00|日本|JR西日本播但線|明治39年|山陽鉄道播但線[飾磨-豆腐町][姫路-和田山]国有化→官
  営鉄道;長谷駅移設
1906年12月1日-09:00|日本|JR西日本美祢線|明治39年|山陽鉄道[厚狭～大嶺]国有化→官営鉄道
1906年12月1日-09:00|日本|JR西日本宮島ﾌｪﾘｰ|明治39年|山陽鉄道宮島航路[宮島～厳島]及び連絡船｢宮島丸｣国
  有化→官営宮島航路
1906年12月1日-09:00|日本|JR西日本和田岬線|明治39年|山陽鉄道和田岬線[兵庫-和田岬]国有化改ﾏｲﾙ0.32km延
  長→官営鉄道
1906年12月1日-09:00|日本|滋賀銀行|明治39年|<買収>(株)日野銀行⇒近江銀行
1906年12月1日-09:00|日本/韓国|省線関釜航路|明治39年|山陽汽船関釜連絡船貨客船｢壱岐丸｣｢対馬丸｣国有化､
  国有鉄道の所有となる
1906年12月1日-09:00|日本/韓国|商船三井|明治39年|<運航開始>大阪商船:大阪馬山線
1906年12月1日-09:00|日本|松竹|明治39年|<買収直営開場>松竹｢京都南座｣
1906年12月1日-09:00|日本|東邦電力唐津軌道線|明治39年|満島馬車鉄道[材木町-(銀行前)-大手前]延伸→[浜
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  崎～大手前]
1906年12月1日-04:00|ﾛｼｱ/日本|省線樺太東線|明治39年|軍用鉄道[ｺﾙｻｺﾌ(大泊)-ﾄﾚｰﾁｬ=ﾊﾟｰﾁ(三ﾉ沢)-ｿﾛｳｲﾖﾌｶ(
  貝塚)-ﾐﾂﾘﾖﾌｶ(中里)-ﾎﾑﾄﾌｶ(大沢)-ｳﾗｼﾞﾐﾛﾌｶ(豊原)]開通
1906年12月2日-09:00|日本|福井銀行|明治39年|<改組>(個人)大七銀行⇒(株)大七銀行[福井]
1906年12月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ海軍戦艦(6代)｢ﾄﾞﾚｯﾄﾞﾉｰﾄ｣(21845ﾄﾝ)ﾎﾟｰﾂﾏｽ造船所で竣工就役
1906年12月3日-10:00|ｸﾞｱﾑ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｸﾞｱﾑ知事｢Templin Morris Potts｣(~19071003)
1906年12月3日-09:00|日本|  ||明治39年|<改称>｢貿易新報｣⇒｢横浜貿易新報｣
1906年12月3日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第308号｢税務署官制別表中改正ﾉ件｣公布
1906年12月3日-09:00|日本|七十七銀行|明治39年|<設立>(株)白石銀行[東京]
1906年12月3日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾙｰｽﾞﾍﾞﾙﾄ米大統領からの指示に従って､ﾀﾌﾄ法令(10月12日発令)が廃止
  される｡これにより､190512月1日と190603月19日に選ばれた議員は､その｢任期｣の終了まで給与を受け取るこ
  ととなる
1906年12月4日-09:00|日本|神奈川県横浜市|明治39年|<焼失>横浜会館
1906年12月4日-08:00|中国|  |||江西省萍郷･湖南省醴陵で革命党員の蔡紹南が洪江会と連合して蜂起する(萍
  醴革命)が軍に鎮圧される
1906年12月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国閣僚評議会議長Antonio Aguilar y Correa[自由党](~19070
  125)
1906年12月5日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第309号｢外国在勤警部巡査任用及支給規則中改正削除ﾉ
  件｣公布
1906年12月5日-09:00|日本|筑後軌道本線|明治39年|筑後馬車鉄道[久留米停車場(>久留米駅)-縄手]延伸→[久
  留米停車場(>久留米駅)～吉井町]開業
1906年12月5日-09:00|日本|広島県広島市|明治39年|厳島町民300人,町会の墓地移転決議に反対し,役場を襲撃/
  24人検挙される
1906年12月5日-09:00|日本|矢作水力岩村電気軌道|明治39年|岩村電気軌道[大井-(円通寺前正家)-東野口向島-
  (駒瀬)-小沢-(山王下)-飯場-箕之輪-岩村]開業
1906年12月5日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Joaquin Santos y Ecay｣(2期
  目~19091104)
1906年12月6日-09:00|日本|  ||明治39年|帝国劇場会社設立
1906年12月6日-09:00|日本|東京ﾒﾄﾛ|明治39年|福沢桃介ら,東京地下電気鉄道株式会社を創立
1906年12月6日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公代行｢ｳﾙﾍﾙ司教ｼﾞｮｾﾞｯﾌﾟ･ﾌﾟｼﾞｬﾙｷﾞﾓﾝ･ｲ･ｶﾏﾙﾄﾞﾝｽ｣(~
  19070711)
1906年12月7日-08:00|中国|  |||湖南省で洪福斉天会が蜂起するが､軍に鎮圧される
1906年12月8日-09:00|日本|  ||明治39年|<竣工>函館中華会館
1906年12月9日-09:00|日本|  ||明治39年|<改称>(株)鴨川銀行[東京市]⇒(株)三光銀行
1906年12月9日-09:00|日本|  ||明治39年|東京の品川沖で､強風のため100人が乗った渡船が沈没し､60人余りが
  死亡
1906年12月10日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第310号｢海軍造兵生徒条例中改正ﾉ件｣公布
1906年12月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||第6回ﾉｰﾍﾞﾙ賞授賞式/物理学賞:ｲｷﾞﾘｽのJ.J
  .ﾄﾑｿﾝ/化学賞:ﾌﾗﾝｽのH.ﾓｱｯｻﾝ/医学･生理学賞:ｲﾀﾘｱのC.ｺﾞﾙｼﾞ､ｽﾍﾟｲﾝのS.ﾗﾓﾝ･ｲ･ｶﾊﾙ/文学賞:ｲﾀﾘｱのG.ｶﾙﾄﾞｩｯﾁ/
  平和賞:ｱﾒﾘｶのT.ﾙｰｽﾞﾍﾞﾙﾄ
1906年12月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｾﾝﾄ･ﾙｲｽ級巡洋艦C-21｢(2代)ﾐﾙｳｫｰｷｰ｣(9685t)ﾕﾆｵﾝ鉄工所
1906年12月11日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾗﾘｱで最初の常設交響楽団である､ﾒﾙﾎﾞﾙﾝ･ｼﾝﾌｫﾆｰ･ｵｰｹｽﾄﾗ結成､最初の
  演奏会
1906年12月11日-09:00|日本|  ||明治39年|<死去>片岡市蔵/56才(四代目三桝大五郎門下で片岡亀蔵→片岡我久
  三郎→片岡蝶十郎→1877年現名襲名)
1906年12月11日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第313号｢庁府県屠畜検査技師技手ﾉ休職ﾆ関ｽﾙ件｣公布
1906年12月12日-09:00|日本|  ||明治39年|<設立>沢原銀行
1906年12月12日-09:00|日本|佐賀銀行|明治39年|<改称>(株)戸部銀行⇒(株)千歳銀行
1906年12月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ海軍装甲巡洋艦｢ｳｫｰﾘｱ｣(13550ﾄﾝ)ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ工廠で竣工
1906年12月13日-09:00|日本|  ||明治39年|日本初の天然色活動写真､東京座で興行
1906年12月13日-09:00|日本|ﾐｷﾓﾄ|明治31年|<移転開店>御木本真珠店[銀座通り,→ﾐｷﾓﾄ本店]
1906年12月13日-08:00|中国|  |||萍醴革命が清軍に敗北
1906年12月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||英仏伊三ヵ国､ｱﾋﾞｼﾆｱ条約を締結
1906年12月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂ帝国議会で､南西ｱﾌﾘｶ駐留軍維持のための追加予算が否決される/宰相ﾋﾞ
  ｭｰﾛｰは議会を解散
1906年12月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂｷｰﾙ軍港でﾄﾞｲﾂ海軍の潜水艦(Uﾎﾞｰﾄ)第一号艦U1が進水
1906年12月15日-09:00|日本|  ||明治39年|<設立>沢原銀行[広島､19070125(株)呉貯蓄銀行の債権債務継承開業
  ]
1906年12月15日-09:00|日本|  ||明治39年|年賀郵便取扱制度が創設され､この日から受付けが開始される
1906年12月15日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第314号｢関税定率法ﾆ依ﾙ肥料ﾉ原料輸入税払戻ﾆ関ｽﾙ件
  中改正ﾉ件｣施行(13日公布)
1906年12月15日-09:00|日本|神奈川県横須賀市|明治39年|<合併>神奈川県三浦郡[横須賀町･豊嶋町]が合併→横
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  須賀町
1906年12月16日-09:00|日本|  ||明治39年|田中弘之･三浦安･物集高見らの主唱により国語擁護会の創立大会,
  東京･赤坂の三会堂で開催
1906年12月17日-09:00|日本|ﾌﾟﾛｸﾚｱﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|明治39年|<設立>(株)前橋貯蓄銀行[群馬]
1906年12月18日-09:00|日本|名鉄瀬戸線|明治39年|瀬戸自動鉄道[大曽根-瀬戸]→瀬戸電気鉄道/社名変更
1906年12月18日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Manuel Benitez y Parodi｣(~
  19070201)
1906年12月19日-09:00|日本|  ||明治39年|尋常小学校の修業年限が4年から6年に
1906年12月20日-09:00|日本|  ||明治39年|<出版>ｵﾙｺｯﾄ,訳:北田秋圃｢小婦人｣(彩雲閣)
1906年12月20日-09:00|日本|  ||明治39年|<設立>(株)横須賀商業銀行[神奈川]
1906年12月20日 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｺﾄｺﾘ統治者(ｵｳﾛｴｯｿ)｢ｼﾞｮﾎﾞ4世ﾌﾞﾗｲﾏ｣(~19240906)
1906年12月21日-09:00|日本|阪神本線|明治39年|阪神電気鉄道本線[梅田-出入橋｣間延伸開業→[梅田-神戸]
1906年12月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽで労働争議法が成立
1906年12月23日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ｱﾙﾌｧﾛ派が内戦に勝利,第12番目の憲法公布
1906年12月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶで､発明家ﾚｼﾞﾅﾙﾄﾞ･ﾌｪｯｾﾃﾞﾝ(40)が､世界初のﾗｼﾞｵ放送に成功
1906年12月25日-09:00|日本|  ||明治39年|日本海軍神風型駆逐艦｢夕凪｣(381t)舞鶴海軍工廠で竣工
1906年12月25日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第316号｢種禽及種卵ﾉ払下代金納付ﾆ関ｽﾙ件｣,明治39年
  勅令第317号｢種豚種付料ﾆ関ｽﾙ件｣各公布施行
1906年12月25日-09:00|日本|JR東日本奥羽本線|明治39年|官営奥羽本線[峠-関根]間に大沢/信号所を駅に格上
  げ開業
1906年12月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ﾊｻﾝ･ｱﾘｰ･ﾐｰﾙｻﾞｰ･ﾊｰﾝ｣
1906年12月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ﾜｰｼﾌ･ｱﾘｰ･ﾐｰﾙｻﾞｰ･ﾊｰﾝ｣(~19591023死去)
1906年12月25日-01:00|中央ｱﾌﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾊﾞﾝｷﾞ･ﾁｬﾘ副総督｢ｴﾐｰﾙ･ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾒﾙﾜｰﾄ｣(~19090228)
1906年12月26日-09:00|日本|  ||明治39年|<移転>(株)寄銀行[神奈川⇒東京]
1906年12月26日-09:00|日本|  ||明治39年|『大日本史』編纂の大事業完成
1906年12月26日-09:00|日本|滋賀県高島市|明治39年|<町制施行>滋賀県高島郡今津村→今津町
1906年12月27日-09:00|日本|東邦電力|明治39年|<送電開始>名古屋電燈:水主町発電所第4期工事(500kW)
1906年12月27日-08:00|台湾|  |||台北-台南間に直通電話が開始される
1906年12月27日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<死去>ｼﾞｬﾊﾞﾙ･ｼｬﾝﾏﾙ首長｢ﾑﾀｲﾌﾞ2世ｲﾌﾞﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｱｼﾞｽﾞ･ｱﾙ･ﾗｼｰﾄﾞ｣
1906年12月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶﾙｶｯﾀの国民会議でｽﾜﾗｼﾞ(民族自治)･ｽﾜﾃﾞｼ(国産品愛用)を決議
1906年12月29日-09:00|日本|  ||明治39年|明治39年勅令第318号｢台湾､樺太､韓国､清国等ﾆ在ﾙ者ﾉ徴兵身体検査
  ﾆ関ｽﾙ件｣,明治39年勅令第320号｢航路標識管理所官制中追加ﾉ件｣,明治39年勅令第322号｢兼任海員審判所高等
  官ﾉ官等ﾆ関ｽﾙ件｣各公布
1906年12月29日-09:00|日本|都電青山線|明治39年|東京鉄道青山線[青山四丁目(1950以前､移設)-(1911頃､青山
  五丁目)-青山六丁目(>1911頃､善光寺前>1922頃､明治神宮前)-(1911頃､青山六丁目)-青山七丁目(>1929頃､青
  山車庫前)]延伸→[三宅坂-青山七丁目]
1906年12月29日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのﾁｭﾆｼﾞｱ駐在司令官｢ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ･ｱﾗﾍﾟﾃｨｯﾄ｣(~19
  181026)
1906年12月30日-09:00|日本|日本郵政|明治39年|郵便切手帳の売捌開始
1906年12月30日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||東ｲﾝﾄﾞのﾀﾞｯｶで､ﾑｽﾘﾑの政治団体の全ｲﾝﾄﾞ･ﾑｽﾘﾑ連盟が結成される
1906年12月30日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｲﾗﾝで基本法(憲法)の一部が発布
1906年12月31日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<ﾃﾆｽ>第2回ｵｰｽﾄﾗﾚｰｼｱﾝ選手権男子ｼﾝｸﾞﾙｽ優勝:ﾌﾗﾝｼｽ･ﾌｨｯｼｬｰ
1906年12月31日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<ﾃﾆｽ>第2回ｵｰｽﾄﾗﾚｰｼｱﾝ選手権男子ﾀﾞﾌﾞﾙｽ優勝:ｱﾝｿﾆｰ･ﾜｲﾙﾃﾞｨﾝ
  ｸﾞ&ﾛﾄﾞﾆｰ･ﾋｰｽ
1906年12月31日-09:00|日本|  ||明治39年|東宮御所(現･迎賓館)ほぼ完成､造営局廃止


